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Remark Office OMR の概要 
 

第 1 章 

Remark Office OMR は、普通紙に記入されたマーク(バブル、チェックボックス)から

データを収集するためのソフトウェアパッケージです。また、印刷したテキストの読

み取り(OCR)やバーコードの解読も行います。このソフトウェアは、イメージスキャ

ナと連携してデータを収集します。収集したデータは、分析したり、さまざまなファ

イル形式でエクスポートしたりすることができます。  

ソフトウェアを使用する基本手順を、次の概要に示します。 

 普段お使いのソフトウェアパッケージ(ワープロ、調査票作成ソフトなど)を用

いて、スキャン可能なフォームを作成します。Remark Office OMR では、テ

ストや査定から統計調査やマーケットリサーチまで、さまざまなフォームを幅

広く利用できます。Remark Office OMR では、マーク(バブル、チェックボッ

クスなど)、印刷した文字(OCR)やバーコードを読み取ることができます。

Remark Office OMR はフォームデザイン用のツールではありませんが、フォ

ームを柔軟に設計することができます。特殊なマークもドロップアウトインク

も必要なく、また回答者が HB の鉛筆でフォームに記入する必要もないためで

す。Remark Office OMR は作成したフォームに応じて機能します。フォーム

作成のガイドラインとヒントについては、第 5 章を参照してください。 

 フォームテンプレート(定義ファイル)を作成するには、Remark Office OMR の

「Template Editor」を使用します。フォームテンプレートは、Remark Office 
OMR がフォームをどのように読み取るかを指定します。フォームテンプレー

トを作成するには、まず未記入のフォームをスキャンしてソフトウェアに取り

込み、認識させたい領域を囲むようにマウスをドラッグします。次に、その領

域に関する情報(出力させるデータの種類など)をソフトウェアに指定します。

処理したいフォームにはそれぞれフォームテンプレートが必要ですが、フォー

ムテンプレートを設定して、特定のフォームをどのように読み取るかを指定す

るのは 1 度だけです。 

 スキャナまたは保存したイメージファイルを使用して、記入用フォームを処理

します。Remark Office OMR では、柔軟にイメージを処理できます。たとえ

ば、Remark Office OMR を実行している PC にデスクトップスキャナを接続し

て使用したり、ネットワーク接続した多機能周辺機器(MFP)でスキャンしてイ

メージファイルをネットワークに保存したりする(それを Remark Office OMR
が読み取ります)ことができます。Remark Office OMR は、作成したテンプレ

ートに基づいて、スプレッドシート形式のグリッドにデータを表示します。こ

のグリッドの各行は、スキャンされたフォーム全体に対応しており、各列はフ

ォーム上の 1 つの質問または変数に対応しています。 

 例外的なケースがあれば修正します。Remark Office OMR は、カラーコード

を設定したデータグリッドセルと、回答用セルに説明を付加する(たとえば、

回答のない質問に「BLANK」を表示するなど)ことで、例外を示します。この
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ソフトウェアには例外レビューの機能があるので、フォームの処理中、または

フォームの処理後に例外的なケースを修正できます。Remark Office OMR は、

各フォームを処理する際にフォームのイメージを保存するので、データのクリ

ーニング処理にこのイメージを利用できます。これらのイメージを使用して出

力エラーと例外ケースの修正を自動化できるので、対応する紙のフォームを探

す必要がなくなります。  

 データは、Access、Excel、SPSS、Survey Pro、The Survey System、ODBC
など、30 種類を超える形式で保存できます。また、ソフトウェアに組み込ま

れた分析プログラム、Remark Quick Stats®を使用すると、調査結果を表にし

たりテストの成績をつけたりすることができます。Remark Quick Stats を使用

すると、成績判定、クロス集計、グラフ、チャートなどの高度な機能が利用で

きるようになります。 

Remark Office OMR はイメージスキャナとともに動作します。これは、写真やテキス

トページのスキャンにも使用でき、お近くのコンピュータショップや通信販売、ネッ

トショップなどで市販されているタイプのスキャナです。スキャナと Remark Office 
OMR を組み合わせた使い方については、第 4 章を参照してください。 

このユーザズガイドは、ソフトウェアのすべての機能についての説明と、ソフトウェ

アを使うガイドラインを含む構成になっています。ソフトウェアの機能については、

機能の説明だけでなく、その機能をどう使うかという手順も示しています。手順を説

明するような場面では、ソフトウェア上で表示される項目(メニュー、ボタン、ダイア

ログなど)は太字で表記します。  

ご自分でフォームをデザインしたり、ソフトウェアで独自のフォームを使用したりす

る際には、このユーザズガイドでこれから説明する各章を事前にお読みいただくこと

をお勧めします。また、実際にフォームを作成する前に付属 CD 内にある[すぐに試せ

るサンプル]にて製品動作をご確認いただくことをお勧めいたします。このユーザズガ

イドには、よくあるさまざまな質問への回答や、よくある問題への対処方法を記載し

ています。また、付録の「エラーメッセージの説明」や「役に立つヒント」にも、問

題の解決や回避に役に立ちます。 

 

1.1 ソフトウェアパッケージの内容 
Remark Office OMR のパッケージ内容は次のとおりです。 

● ソフトウェアを収容した CD-ROM 1 枚 

● 印刷版『Remark Office OMR 8 ユーザズガイド』1 部 

● PDF 形式のユーザズガイド 5 部 (日本語版ユーザズガイド４部は[付属]フォル

ダ→[日本語ガイド]フォルダにあります) 

o Remark Office OMR 8 ユーザズガイド  

o Remark Quick Stats ユーザズガイド  

o Remark Office OMR 自動化ウィザードユーザズガイド 

o Remark Office OMR 対応ファイル形式 

o Remark FTP Utility User's Guide（英語版のみ） 
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● 1 回の無料技術サポート（技術サポートについての詳細は、1.3 項を参照して

ください） 

 

1.2 このバージョンでの新機能 
Remark Office OMR 8 には、多数の新機能があります。このバージョンの新機能に

ついて、以下に簡単に説明します。各機能の詳細な説明は、このユーザズガイドの中

の該当する項を参照してください。 

このバージョンの重要な新機能をピックアップして記載します。新しい改善点をすべ

て把握するには、時間をかけてこのマニュアルをお読みいただく必要があります。 
 認識機能の改善： フォームをどのように認識するかに関して、多くの点で改

善が行われました。改善点の中には、ユーザの目に見えないものもあれば、プ

ログラムの認識オプションでカスタマイズができるものもあります。たとえば

次のような機能です。 
o 大きなマークの無視： 回答者がマークしたくない選択肢に大きな×印

を付け、さらに別のバブルを塗りつぶした場合、この大きな×印を無

視することができるようになりました。間違って塗りつぶしたバブル

は、消しゴムや修正液で消さずに×印を付けるように回答者に指示で

きます。 
o 動的な明るさ補正： スキャンしたイメージがフォームテンプレートイ

メージよりも明るいか、または暗い場合、ソフトウェアは自動的に補

正を行い、イメージの明るさの違いによる認識エラーを防ぎます。 
o 空白ページの検出： 空白ページが間違ってスキャンされた場合、それ

を自動的に無視することができます。 
o ページエラーの検出： OMR エラーとバーコードエラーの最小値(カス

タマイズ可能)を超えるエラーを含むページは、後から確認できるよう

に、認識できないイメージのキューに送られます。 
 認識ツール： タスク画面に新しいオプションが追加され、スキャンしたイメ

ージのフォームテンプレートフィールドを確認し、そのフィールドを最初のパ

スで読み取られなかった認識フィールドに移すことができます。たとえば、フ

ォームのイメージが大きく歪んでいたり、テンプレートイメージからのオフセ

ットがあるような場合、そのフィールドをスキャンしたイメージの適切な場所

に移動し、Remark でそのフォームをもう一度読み取ることができます。また、

新しく配置したイメージを新しいフォームテンプレートとして保存して、後か

ら利用することもできます。 
 E メール: Remark Office OMR Data Center と Remark Quick Stats で E

メールオプションを使用して、データとレポート E メールに添付して送信でき

るようになりました。Remark に組み込まれた E メールクライアントを、

SMTP サーバや Microsoft Outlook® とともに使用できます。 
 送信ウィザード： FTP または E メールを用いて最小限の操作でファイルを移

動するために、送信ウィザードが追加されました。データとレポートを、コン

ピュータやネットワーク上のフォルダから FTP サイトに送信したり、また独

自の SMTP サーバを用いて E メールで送信したりすることができます。プロ

ファイルを設定し、必要に応じて再利用できます。 
 Microsoft Office 2010 のサポート： データベースフォーマットがサポー
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トされるところ(たとえばデータベース参照、データ保存、レポートデータの

エクスポートなど)ではどこでも、Access® と Excel® 2010 ファイルフォー

マットがサポートされるようになりました。 
 データ保存ビルダー： ファイル名にデータセットのフィールドを含めること

で、データ保存処理をカスタマイズできるようになりました。たとえば、コー

ス評価を処理しており、講師別にデータファイルを保存するようにしたい場合、

データベースにある講師のフィールドを、ベース名として使用できます。 
 ファイル名変更後にイメージを削除： 読み取りウィザードでイメージをまと

めて名前を変える機能を使用する場合、必要に応じて処理済みのオリジナルフ

ァイルを削除できます。この場合、イメージの再パッケージバージョンのみが

残ることになります。 
 区切り付きのバーコードを ID として使用： 区切り付きのバーコード(複数の

データ部分を収容)を、フォーム、ページ、回答者の ID としてフォーム上で使

用できます。この機能は、バーコードで識別される複数のフォームタイプを同

時に処理する場合に便利です。 
 イメージクリップと定性的コーディングを 1 つのフィールドにセットアッ

プ： 手書き回答の場合、イメージフィールドを 1 つ作成し、イメージクリッ

プ(手書きエリアのスナップショット)と定性的コード(手書き回答を読んで割

り当てるレート)の両方を設定できます。データグリッドには 2 種類の情報が

別々に出力され、Remark Quick Stats に別々にレポートされます。これによ

り、手書きのコメントを読みながら、同時に項目分析レポートを用いてコード

を確認できます。 
 イメージクリップの動的ネーミング： イメージクリップ(手書きエリアのスナ

ップショット)をセットアップする際、名前ビルダーを使用して、フォームの

他のエリアからデータを抽出し、それをイメージクリップ名の一部として使う

ことができます。たとえば、会議の評価をスキャンしており、会議のセッショ

ン名がデータフィールドであるとします。評価に「コメント」の質問があり、

それをイメージクリップとしてキャプチャした場合、セッション名をイメージ

クリップ名に使用すると、コメントがセッション名を反映するようになります。 
 複数の例外があった場合の例外確認： 1 つのデータセルに複数の例外(たとえ

ば、データベース参照エラーと MULT など)がある場合、Remark Office 
OMR は複数の例外が見つかったことを通知し、それらの例外をすべて確認で

きるようになります。 
 変更ログ： データセットへの変更は、パスワードで保護された Access デー

タベースに記録できます。 
 SPSS ファイル形式の強化 

o フィールド名の最大 8 文字という制限がなくなりました。SPSS 形式

で保存する際は、最大 64 文字までのフィールド名がサポートされま

す。 
o Boolean フィールドに対して、複数の回答を許容する質問を設定しな

くてもよくなりました。SPSS 形式で保存される際に、複数の回答は

個別の質問に分割されます。 
o 数値フィールドにデータがない場合、SPSS 形式で保存される際に、0

ではなく指定された欠損値(たとえば-1 や 99 など)を使用するように

なりました。 
o SPSS 形式でデータを保存する際に、高度なオプション用のウィンド

ウが使用できるようになったので、データセットに含めるフィールド

を選択してフィールドサイズを設定できます。 
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 データとともにイメージを保存： イメージ(または他のファイル)をスキャン

した他のデータとともにデータベースに保存できるようになりました。ファイ

ルをバイナリデータとしてデータベースに保存するには、高度なオプション用

のウィンドウを用いてデータベースのフィールドタイプを Binary に変更し、

そのフィールドが含まれるように設定されていることを確認する必要がありま

す。フィールドがページのイメージに対応している場合は、複数のページイメ

ージファイルから個別のページのみが抽出され、そのページイメージのみがデ

ータベースに保存されます。 
 列/行の固定： Data Center 内で列と行を固定して、スクロールしても常に

表示させておくことができます。 
 右クリックで貼り付け： Template Editor のイメージエリアで右クリックし、

「貼り付け」を選択するというオプションが加わりました。 
 TWAIN Scan Ahead 対応： ［スキャナのプロパティ］ウィンドウにチェ

ックボックスが追加され、TWAIN 対応のスキャナの Scan Ahead 機能がサポ

ートされるようになりました。スキャナが TWAIN ドライバでこの機能をサポ

ートしている場合は、Remark Office OMR でこのチェックボックスを選択す

ると、機能を使用できます。 
 インストール： Remark Office OMR のソフトウェアライセンスを複数イン

ストールする場合、アクティブディレクトリを使用して、ソフトウェアのイン

ストールを「プッシュ」することができます。 
 アップデートの自動チェック： ヘルプメニューとプログラムの設定に、ソフ

トウェアのアップデートをチェックする方法が加わりました。 
 

Remark Quick Stats の改善点：  

新しいレポート：  
 質問の平均値レポート この新しい調査表レポートは、フォーム上の各質問と

ともに、回答の最小値および最大値、平均値、平均値の棒グラフを表示します。 
 生徒の回答レポート この新しいテスト採点レポートは、全生徒とテストの質

問のマトリックス、選択した回答、その回答が正答かどうかを示すカラーコー

ドを表示します。生徒と質問両方のパフォーマンスを見渡すことができます。 
 成績分布レポート これは成績比較レポートの新バージョンで、データ内のフ

ィールドを 3 つまで表形式で比較できます(分布比較レポートは階層形式にな

っています)。 
 基本項目分析/要約テストレポート これはテストと調査の両方に関する新しい

レポートで、フォーム上の質問、回答の頻度、平均を要約して表示します。テ

ストの採点の場合は、オプションとしてテストの点数情報(最小値、最大値、

平均値、標準偏差、非回答選択肢の傾向、上下パーセンテージによるクラスの

パフォーマンスなど)を表示します。 
レポートの改善点： 

 詳細項目分析レポート： 調査の詳細項目分析レポートで、累積%と有効%の

統計情報をオフにできるようになりました。 
 生徒の回答レポート： 生徒の統計情報レポートに、T-スコア、Z-スコア、

ETS スコア、偏差 IQ が追加されました(オプションで表示)。 
 要約項目分析レポート： 要約項目分析レポートにカラーが追加され、テスト

の採点を行う際に、正答と誤答の選択がハイライトされるようになりました。 
 テスト項目統計レポート: テスト項目統計レポートが読みやすくなるように、

いくつか改善が加えられました。ベンチマーク P 値は「ベンチマーク」に名前
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が変わりました。P 値は単純なパーセンテージに変更されました。ベンチマー

ク%は「正答率」に名前を変え、値は単純なパーセンテージになりました。ま

た、カラムのそれぞれに表示/非表示のオプションが追加されました。 
 回答レポート 回答レポートは、回答者の ID または回答で並べ替えられるよう

になりました。 
全般的な機能: 

 NA (該当なし)の回答選択肢 回答選択肢の NA を分析レポートから除外でき

るようになったので、平均値や統計の計算がより正確になりました。たとえば、

選択肢が「強く同意する」「同意する」「どちらでもない」「同意しない」

「まったく同意しない」「NA (該当なし)」であったとします。誰かが「NA」
を選択した場合、その回答を統計計算から除外できますが、その場合でも NA
で答えた人が何人いたかということはわかります。 

 スケールスコア： 採点ウィザードは「スケーリング(換算)」した点数をサポ

ートします。これにより、評価を表で参照し、外部ファイルを用いて点数を換

算することができます。テスト全体と学習目標に対して、デフォルトの換算点

参照を定義できます。換算点は、合計点、パーセントスコア、百分位数のいず

れかで参照できます。換算点をサポートするレポートは、生徒統計レポート、

生徒評価レポート、比較評価レポート、成績分布レポート、生徒回答レポート

です。 
 回答の複数バージョンのサポート： 回答の複数バージョンを入力し、それを

すべて正答として扱うことができます。たとえば「.25」と「¼」のどちらで

も正答とする場合、採点ウィザードを使用して、両方を正答とみなすように設

定できます。 
 簡易採点で主観評価の質問を除外： 簡易採点を使用する際に、主観評価の質

問が空白であるか、または数値以外のデータが記述されていた場合、評価の操

作から除外されます(評価対象外/主観評価ではないとマークされます)。それ

以外の場合、主観評価の質問に数値が含まれている場合、その値は、質問に対

して使用可能な主観ポイントの合計として扱われます。 
 スクリーンキャプチャ： Remark Quick Stats のスクリーンキャプチャユー

ティリティを使用して、レポートの一部をキャプチャできます(たとえば、グ

ラフを他のアプリケーションに挿入できます)。 
 データグループ： 複数のデータセットをまとめて分析する場合、それぞれの

データセットにわかりやすい名前を入力できます。この名前は、分布比較レポ

ート、比較評価レポート、比較項目レポートなどのレポートと同じように、

Remark Quick Stats でデータのフィルタリングに使用できます。この機能は、

データセットを比較する場合に便利です。 
 評価スケールのインポートとエクスポート： 評価スケールをインポート/エク

スポートして、Remark Quick Stats の基本設定を通じて共有できるようにな

りました。 
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1.3 技術サポート  
Remark Office OMR には、各種ユーザズガイドがあります。ハンモックの Web サイト

には『製品 FAQ』があり、よくあるご質問とその回答が掲載されています。また、付

属 CD 内にある「すぐに試せるサンプル」にて製品動作をご確認いただくこともでき

ます。ほとんどの場合、これらの参考資料で疑問は解消されるはずです。Remark 
Office OMR ご利用中に FAQ とユーザーズガイドで解決できない問題が発生した場合、

ハンモックのテクニカルサポートにお問合せいただくことが可能です。エラーメッセ

ージ等はガイドに載っている場合がありますのでご確認ください。 

 

■ 1 回目のお問い合わせ（無料） 

パッケージの価格に含まれております。 

 

■ 2 回目以降のお問い合わせ（有料） 

2 回目以降のお問い合わせは有料となっております。インシデントパック 3（￥31,500
税込、1 年間有効）をご購入ください。これをご購入いただくことで 3 回お問い合わ

せいただけます。インシデントパック申込用紙は、付属 CD 内の[サポート]フォルダに

ございます。ご入金確認後、サポートを開始させていただきます。 

 

技術サポートにご連絡いただく場合、次の情報を事前にご用意ください。 

 Remark Office OMR ソフトウェアのバージョンとシリアル番号(この情報は、

［ヘルプ］メニューの［About Remark Office OMR Data Center］をクリッ

クすると表示されます)。 

 現象が再現する操作手順 

 コンピューターの OS、スキャナのタイプや機種名、設定など 

※電話でのサポートは受け付けておりません。 

※緊急での対応は行っておりません。 

 

【サポートの受付・対応時間】 

受付：24 時間  

対応：平日 9：00～17：00（土/日/祝祭日/弊社休業日を除く） 
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Remark Office OMR のインストール 
 

第 2 章 

2.1 概要 
この章では、必要なシステム構成、ソフトウェアのインストール手順、処理の開始と

終了について説明します。スキャナのインストール方法は、ご使用のスキャナのイン

ストールガイドを参照してください。  

 

2.2 必要なシステム 
Remark Office OMR に必要なシステム構成は、次のとおりです。  

 プロセッサの処理速度が 1 GHz 以上のパーソナルコンピュータ  

 Windows 32/64-bit オペレーティングシステム： 

Windows XP SP3、Windows Vista SP2、Windows 7 SP1、Windows 8  

 1 GB 以上の RAM  

 1 GB 以上の空きディスク容量  

 CD-ROM ドライブ(インストールのため)  

 解像度 1024x768 以上、32 ビットカラー以上のスクリーン/モニター  

 マウスなどのポインティングデバイス  

 サポートされているスキャナ(推奨) 

 Windows がサポートするプリンタ(オプション)  

 

2.3 ソフトウェアのインストール 
Remark Office OMR を使用するには、インストールプログラムを実行する必要があり

ます。Remark Office OMR は、少なくとも 1GB 以上の空きディスク容量がある固定ド

ライブにインストールしてください。Remark Office OMR からスキャナを直接、制御

するには、スキャナを接続しているシステムと同じシステムにソフトウェアをインス

トールする必要があります。ソフトウェアをインストールする前に、コンピュータの

管理者権限があることを確認してください。(注:スキャナは、Remark Office OMR を

実行している PC に接続されていない場合でも使用できます。その場合は、まずフォ
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ームをスキャンし、イメージファイルとして保存する必要があります。その後、ソフ

トウェアがそのイメージを読み取ります。) 

Remark Office OMR 8 を旧バージョンからアップグレードする場合は、旧バージョン

と同じディレクトリにソフトウェアをインストールしないようにしてください。新バ

ージョンでも使用する情報(フォームテンプレートやデータなど)は、インストールが完

了した後に、旧インストール内容からコピーできます。   

注:フォームテンプレートファイルは、上位バージョンの方にのみ互換性
があります。Remark Office OMR 8 は、旧バージョンのソフトウェアで
使用していたフォームテンプレートを自動的に変換します。ただし、フ
ォームテンプレートは、いったん変換すると旧バージョンのソフトウェ
アで開くことはできなくなります。フォームを変換する前に、かならず
コピーを作成するようにしてください。 

 

Windows 8 をお使いの場合 

Remark Office OMR をインストールする前に、Microsoft .NET Framework 3.5 をイン

ストールする必要があります。このオプションを使用するには、インターネット接続

が必要です。  

1.「コントロールパネル」→[プログラム] →[プログラムと機能]をクリックします。 

2.  [Windows の機能の有効化または無効化] を選択し、[Microsoft .NET Framework  

3.5.1]、もしくは[.NET Framework 3.5(.NET2.0 および 3.0 を含む)]に チェックを 

いれます。 OK ボタンをクリックします。 

 

 3.「Windows Update からファイルをダウンロードする」をクリックします。 

 4.  必要なファイルのダウンロードとインストールが始まります。 

5.「必要な変更が完了しました」と表示されたら「閉じる」をクリックします。 

詳細は、Microsoft のサイト「Windows 8 への .NET Framework 3.5 のインストール」

をご覧ください。http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/vstudio/hh506443.aspx 
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Remark Office OMR をインストールするには  

Remark Office OMR のメディアには自動実行機能があるため、CD-ROM ドライブに挿

入すると自動的にインストールが始まります。この機能は、CD-ROM ドライブで自動

実行(再生)機能が有効になっている場合のみ使用できます。ソフトウェアのインストー

ルが自動実行されない場合は、次の手順でソフトウェアをインストールしてください。 

1 インストール用メディアを CD-ROM ドライブに挿入します。 

2 CD-ROM 内にある EXE を実行して［Remark Office OMR Installation］ウィンド

ウを表示させます。 

注:Remark Office OMR をインストールするには、.NET 2.0 Framework
が必要です。システムにインストールされていない場合は、インストー
ルするためのプロンプトが表示されます。.NET 2.0 Framework のインス
トールが完了すると、Remark Office OMR のインストールが正常に再開
されます。 

3 画面上の指示に従って操作して、インストールを完了します。シリアル番号と認

証コードを入力するための画面が表示されます。 

4 オペレーティングシステムによっては、ソフトウェアを全ユーザ向けにインスト

ールするか、現在コンピュータにログインしているユーザのみにインストールす

るかを確認することがあります。ほとんどの場合、また特に複数のユーザでコン

ピュータを共有して Remark Office OMR を使用する場合は［すべてのユーザ］を

選択してください。 

5 インストールが完了したら、［完了］ボタンをクリックしてインストールプログ

ラムを終了します。 

 

2.4 ソフトウェアのアンインストール 
ソフトウェアをアンインストールする場合は、Windows の［コントロールパネル］－

[プログラムと機能］で行います。 

注:ソフトウェアをアンインストールすると、プログラムとデフォルトフ
ァイルはすべて削除されます。ユーザが作成したファイルはシステム上
に残ります。ただしソフトウェアを再インストールする予定がある場合
は、念のためにまず保存したいファイルをすべてバックアップし、その
後ろにソフトウェアをアンインストールすることをお勧めします。 

 

Remark Office OMR をアンインストールするには 

1 ［コントロールパネル］を開きます。 

注:コントロールパネルへのアクセス方法は、実行中の Windows のバー
ジョンによって多少異なる場合があります。 

2 ［プログラムと機能］を選択します。 

3 リストから［Remark Office OMR 8.x］を選択して［アンインストール］をクリ

ックします。 

4 画面上の指示に従って操作して、アンインストールを完了します。 
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2.5 Remark Office OMR の実行 
Remark Office OMR を起動または終了するには、次のように操作します。 

 

Remark Office OMR の起動  

1 インストール時にショートカットをデスクトップに作成した場合は、そのショー

トカットをダブルクリックします。ショートカットがない場合は、タスクバーの

［スタート］を選択します。 

2 ［すべてのプログラム］をクリックし、［Remark Office OMR 8］をクリックし

てから［Remark Office OMR Data Center］をクリックします。Template Editor
を直接起動する場合は、［Remark Office OMR Template Editor］をクリックし

ます。 

3 Windows 8 の場合、スタート画面に表示される［Remark Office OMR Data 
Center］もしくは、［Remark Office OMR Template Editor］をクリックします。 

注:インストールしたプログラムへのアクセス方法は、実行中の Windows
のバージョンによって多少異なる場合があります。 
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Remark Office OMR の操作 

第 3 章 

3.1 概要 
この章では、Remark Office OMR で使用できるメニューやツールなど、Remark Office 
OMR の使用に関する概要を説明します。また、ウィザードやその他のナビゲーション

ツールについても説明します。個別の機能については、このユーザズガイドの該当す

る項で詳しく説明します。 

 

3.2 Remark Office OMR のコンポーネント 
Remark Office OMR ソフトウェアは、複数のウィンドウを表示できる 3 つのメインコ

ンポーネントを用いて操作します。多数のウィンドウを同時に表示させ、複数の

Remark Office OMR ドキュメントを同時に使用することができます。 

Remark Office OMR には Template Editor コンポーネント、Data Center コンポーネン

ト、Remark Quick Stats コンポーネントがあります。Template Editor は、ソフトウェ

ア内で処理する各フォームに対してフォームテンプレートを作成する際に使用します。

Data Center は、フォームの処理、データのクリーニング、データの保存/エクスポー

トに使用します。Remark Quick Stats は、処理したデータのグレード判定や作表に使

用します。 

タイトルに影が付いているウィンドウは、アクティブなウィンドウまたは現行のウィ

ンドウです。ウィンドウの右上端にある最小化ボタンをクリックすると、ドキュメン

トが最小化されます。最小化したアイコンをダブルクリックすると、そのドキュメン

トが現行ウィンドウになります。 

ソフトウェアには、メニューバー、ツール

バー、ステータスバーがあります。ツール

バーに表示されているツールを選択すると、

メニューのプルダウン項目にある選択肢の

機能を実行します。種類の異なるウィンド

ウの間を移動すると、メニューバーとツー

ルバーの内容が変わります。特定のウィン

ドウでは機能しないようなツールやオプシ

ョンは、そのウィンドウ内では表示されないか、または選択できないようになってい

ます(グレー表示)。ステータスバーには、アクティブなドキュメントまたは選択したコ

マンドに関する情報が表示されます。 
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3.3 ナビゲーションツール 
Remark Office OMR には、多数のウィザードとナビゲーションショートカットがあり、

ソフトウェア内部での移動にこれらを利用できます。各コンポーネントの左側はタス

ク画面になっています。これは、何をするかを決定する際に役立つガイドとして機能

します。一度機能を実行すると、タスク画面は、直前に実行された機能に基づいて自

動的に新しいオプションに更新されます。このツールは、使用中のある時点で「どの

オプションが使用できるか」を判断する方法としても使用できます。タスク画面に表

示されているほとんどのオプションは、メニューまたはツールバーからも使用できま

す。タスク画面を使用しない場合は、[表示]メニューを選択して[タスク画面]を無効に

すると、ウィンドウが閉じられます。 

 

3.4 マウスとキーボードの使用 
ここでは、Remark Office OMR ソフトウェアで使用するマウスとキーボードのさまざ

まな使い方の規則について説明します。Remark Office OMR 内の機能は、マウスとキ

ーボードのどちらでも実行できます。また、マウスとキーボードを組み合わせて使う

と便利な場合もあります。 

 

3.4.1 マウスの使用 
このユーザズガイドでは、「マウスボタン」は、特に指定しない場合はマウスの左ボ

タンを指します。マウスの動作とその意味を、次の表に示します。 

マウスの動作 意味 

クリック マウスのボタンを押して放すこと 

ダブルクリック マウスのボタンを 2 度押して放すこと 

右クリック マウスの右ボタンを押して放すこと 

押す マウスのボタンを押したままにすること 

ドラッグ マウスボタンを押したまま、マウスを動かすこと 

 

3.4.2 キーボードの使用 
Remark Office OMR の中で、何かを選択して機能を実行するには、キーボードか、ま

たはマウス＋キーボードを使用します。 

 

キーボードでオブジェクトを選択するには 

1 ［Tab］キーを押すと、ウィンドウ内の次の項目がアクティブになります。 

2 ［Shift+Tab］キーを押すと、前の項目がアクティブになります。 
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3.4.3 キーボードショートカットの使用 
ほとんどのメニュー項目とウィンドウオブジェクトには、マウスの代わりとして「シ

ョートカットキー」が割り当てられています。ラベルの中で下線が引かれている文字

は、特定のオブジェクトまたはメニュー項目に対するショートカット文字です。 

 

キーボードショートカットを用いてメニュー項目をプルダウンするには 

1 ［Alt］キーを押しながら、メニューバー上に表示されているメニュー項目のショ

ートカット文字のキーを押します。(たとえば、［Alt+F］キーを押すと[ファイル]
メニューにアクセスできます。) 

2 プルダウンメニューで、選択したい項目名の下線が引かれている文字のキーを押

します。 

Remark Office OMR のメニューのプルダウン項目には、「ホットキー」ショートカッ

トで使用できるものが多くあります(たとえば［Ctrl+X］で「切り取り」)。 

 

3.4.4 スクロール 
リストをスクロールする際には、上下の矢印キー、［Page Up］と［Page Down］キ

ー、［Home］と［End］キーで次のような動作が実行できます。 

 矢印キーは、リスト内を 1 行ずつ移動します。 

 ［Page Up］/［Page Down］キーは、テキストを 1 度に 1 ページ(ウィンド

ウ)移動させます。 

 ［Home］/［End］キーは、リストの先頭または末尾に移動します。 

スクロールバーを使用すると、リストやウィンドウの中で隠れている項目や領域が表

示できます。縦方向のスクロールバーの中でマウスをどのように使用すれば各種の結

果が得られるかを、次の表に示します。 

マウスの動作 結果 

スクロールバーの下端にある

矢印をクリック 
リストの表示が 1 行下に移動します。 

スクロールバーの上端にある

矢印をクリック 
リストの表示が 1 行上に移動します。 

スクロールバーのスライダを

ドラッグ 
ウィンドウ内のさまざまな領域を表示します。スラ

イダをドラッグするには、マウスでスライダをポイ

ントし、マウスボタンを押し、スクロールバーに沿

ってスライダをドラッグします。 

スクロールバー内の、スライ

ダの上の空間をクリック 
スライダが 1 セクション上に移動します。 

スクロールバー内の、スライ

ダの下の空間をクリック 
スライダが 1 セクション下に移動します。 
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3.5 メニュー項目 
どのメニュー項目でも、項目をハイライトした状態で［F1］キーを押すと、状況に応

じたヘルプが表示されます。Remark Office OMR Template Editor および Data Center
のメニュー項目については、この次の項で説明します。Remark Quick Stats のメニュ

ー項目については、Remark Quick Stats のユーザズガイドで説明します。このガイド

は、付属 CD 内の[日本語ガイド]フォルダにあります。メニューからアクセス可能な各

種機能についての詳細は、このユーザズガイドの該当する項を参照してください。 

ほとんどのメニュー項目はツールバーに表示できます。このツールバーは完全にカス

タマイズできます。どのツールバーボタンを表示するか、ボタンをイメージとテキス

トのどちらで表示するか、またどのようなテキストを表示するかを選択できます。ま

た、マウスを使って好きな場所にツールバーをドラッグすることもできます。 

 

ツールバーに表示されるツールをカスタマイズするには 

1 目的のツールバーを右クリックして［カスタマイズ］をクリックします。 

2 ［ツールバー］タブで、表示するツールバーを選択します。 

3 ［コマンド］タブで、表示させたいコマンドを選択してツールバーにドラッグす

ると、そのコマンドが常時ツールバーに表示されるようになります。 

4 ［キーボード］タブで、さまざまなツールのショートカットを確認します。また、

ツールバーショートカットを新しく作成することもできます。 

5 ［オプション］タブでは、ドロップダウン時にメニュー全体を表示するか、メニ

ュー使用のリセット、ラージアイコンの表示、ツールバーにボタン名を表示する

かどうか、ボタン名にショートカットキーを表示するかどうか、メニューのアニ

メーションを表示するかどうかを選択できます(メニューのドロップダウン方法の

変更)。 

6 また、カスタマイズモードでは、アイコンをドラッグすることで、位置を変更し

たりツールバーから取り外したりすることもできます。アイコンを右クリックし

て表示方法を選択するなどしてください。ソフトウェアを使用するうえで最適な

状態にツールバーを設定するために、さまざまなオプションを確認すると良いで

しょう。 

注:ツールバーをカスタマイズする際には、使用可能なツールバーオプシ
ョンがすべて表示されます。ボタンをツールバーにドラッグしてもその
項目がツールバーに表示されない場合、選択した項目が現在の設定では
有効でないということになります(無効にされている機能など)。 

 

3.5.1 [ファイル]メニュー 
[ファイル]メニューの項目は、ファイルの操作に使用します。この操作には、ファイル

に含まれるデータの作成、編集、開く、閉じる、保存、表示、印刷があります。  
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Template Editor: 

ツール プルダウン項目 機能 

 
新規作成 

(Ctrl + N) 

新しいフォームテンプレートを作成します。 

 
開く 

(Ctrl + O) 

編集のため既存のフォームテンプレートを開きま

す。  

 閉じる 

(Ctrl + F4) 

現在のフォームテンプレートを閉じます。 

 
保存 

(Ctrl + S) 

開いているフォームテンプレートを、新規ファイ

ルまたは既存のファイルに保存します。［保存］

ボタンをクリックすると、新しいフォームテンプ

レートファイルを作成するか、あるいは、以前に

ファイルを保存していた場合はそのファイルに上

書き保存します。 

 名前をつけて保存 

(F2) 

既存のフォームテンプレートファイルを別名で保

存するか、またはそのファイルを保存するパス名

を変更できます。 

 最近使った 

ファイル 

最近使用したファイルを表示します。ファイル名

をクリックすると、そのファイルが開きます。 

 Remark Office 

OMR を起動 

開いているテンプレートファイルを Remark  

Office OMR Data Center で開きます。 

 
プロパティ 

(F12) 

開いているフォームテンプレートのプロパティを

表示します。 

 終了 

(Alt + F4) 

Remark Office OMR Template Editor を終了しま

す。 

 

Data Center:  

ツール プルダウン項目 機能 

 

新規フォームテン

プレート 

 (Ctrl + N) 

Remark Office OMR Template Editor を、新規テ

ンプレートの状態で起動して、フォームテンプレ

ートを新しく作成できるようにします。 

 
フォームテンプ 

レートを開く 

(Ctrl + O) 

既存のフォームテンプレートを開いて、フォーム

を処理する、データを開く、レポートを実行する

などの操作を行えるようにします。複数のフォー

ムテンプレートを同時に開いたり、同じフォーム

テンプレートを複数回開いたりすることもできま

す。 
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ツール プルダウン項目 機能 

 
フォームテンプ 

レートの編集 

(Ctrl + E) 

Template Editor を起動し、アクティブなテンプレ

ートを自動的に開いて編集できるようにします。

 
データを開く 

(Ctrl + G)   

既存のデータファイルを開き、現在のテンプレー

トグリッドウィンドウにデータを表示します。

Remark Office OMR は、数多くの種類のファイル

フォーマットのデータを読み取り、また保存する

ことができます。 

 
レポートを開く 

 (Ctrl + R) 

Remark Quick Stats で保存した既存のレポートフ

ァイルを開きます。 

 
保存 

(Ctrl + S) 

グリッドのデータを、新規ファイルまたは既存の

データ」ファイルに保存します。［保存］ボタン

をクリックすると、新しいデータファイルを作成

するか、あるいは、以前にファイルを保存してい

た場合はそのファイルにデータを上書き保存しま

す。 

 名前をつけて保存 
(F2) 

既存のデータファイルを別名で保存するか、出力

フォーマットを選択するか、またはファイルを保

存するパス名を変更できます。 

 全てのデータを保

存 

(Ctrl + F2) 

開いているすべてのデータファイルをファイル名

を付けて、形式を選択し、パスを指定して、1 つ

のマスタファイルに保存します。 

 データビルダーの

保存 

(Ctrl + F3) 

アクティブなデータセットの情報を使用して動的

にファイル名などを付けるデータの保存処理をカ

スタマイズするデータビルダーを起動します。 

 E メール Microsoft Outlook もしくはビルトイン E メールプ

ログラムを使用してアクティブなデータセットを

E メール送信します。 

 
バッチウィザード バッチファイルを作成するためのバッチウィザー

ドを開きます。バッチファイルを使用すると、本

文フォームの発行者情報を示すヘッダシートを処

理できます。  

 
印刷 

(Ctrl + P) 

グリッドまたはイメージの内容を印刷します。  

 最近使った 

ファイル 

最近使用したファイルを表示します。ファイル名

をクリックすると、そのファイルが開きます。 
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ツール プルダウン項目 機能 

 閉じる 

(Ctrl + F4) 

現在のドキュメントを閉じます。この場合のドキ

ュメントには、フォームテンプレートのグリッド

ウィンドウやイメージウィンドウがあります。 

 すべてのテンプレ

ートとデータを閉

じる 

開いているすべてのデータグリッドを閉じます。

保存していない変更箇所がある場合はメッセージ

が表示されます。 

 終了 

(Alt + F4) 

Remark Office OMR Data Center を終了します。 

 

3.5.2 [編集]メニュー 
[編集]メニューの項目を使用すると、Remark Office OMR ドキュメントに対して、

Windows の共通機能が実行できます。この操作には、データのコピー、切り取り、貼

り付けなど一般的なクリップボード操作や、検索と置換などのデータ操作があります。 

 

Template Editor: 

ツール プルダウン項目 機能 

 
元に戻す 

(Ctrl + Z) 

フォームテンプレートに対する直前の変更を取り

消して元に戻します。 

 
やり直す 

(Ctrl + Y) 

直前の［も度に戻す］動作を取り消して、元の動

作をやり直します。 

 

切り取り 

(Ctrl + X) 

テキストまたは領域の選択部分を、元の位置から

切り取って貼り付けることで、その選択部分を別

の場所(または別のフォームテンプレート)へ移動

させます(貼り付けは別のコマンドで行います)。 

 
コピー 

(Ctrl + C) 

データを簡単に複製して移動させることができま

す。フォームテンプレートから部分的なテキスト

を、またはフォームテンプレートの一部からフィ

ールドをコピーして(別のドキュメントからでも

コピーできます)、フォームテンプレートの別の

場所に貼り付けることができます。 

 

貼り付け 

(Ctrl + V) 

ツリー表示内の選択したノードの後ろに、クリッ

プボードのデータを貼り付けます。 

 前に貼り付け 

(Ctrl + B) 

ツリー表示内の選択したノードの前に、クリップ

ボードのデータを貼り付けます。 
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ツール プルダウン項目 機能 

 拡張コピー 

(Ctrl + L) 

Template Editor の 2 つのインスタンスの間でコピ

ーと貼り付けを行う際に、［拡張コピー］を使用

すると、1 つまたは複数の領域がクリップボード

にコピーされます。 

 拡張貼り付け 

(Ctrl + U) 

Template Editor の 2 つのインスタンスの間でコピ

ーと貼り付けを行う際に、［拡張貼り付け］を使

用すると、1 つまたは複数の領域がクリップボー

ドから貼り付けられます。(注:［拡張コピー］を

使用してクリップボードにデータをコピーしてお

く必要があります。) 

 
削除 

(Delete) 

ハイライトした情報を消去します。この操作で

は、クリップボードを使用しません。Remark 
Office OMR は、削除したデータを保存しません

(［元に戻す］を使用した場合を除きます)。 

 

Data Center: 

ツール プルダウン項目 機能 

 

切り取り 

(Ctrl + X) 

テキストの一部を、元の位置から切り取って貼り

付けることで、その選択部分を別の場所(または

別のドキュメント)へ移動させます(貼り付けは別

のコマンドで行います)。 

 
コピー 

(Ctrl + C) 

データを複製して移動させることができます。テ

キストの選択部分をテンプレートグリッドからコ

ピーして(別のドキュメントからでもコピーでき

ます)、テンプレートグリッドの別の場所に貼り

付けることができます。 

 
貼り付け 

(Ctrl + V) 

テキストの一部をコピーするか切り取ると、

Remark Office OMR はその内容をクリップボード

に保存します。このデータは、貼り付ける(複数

回貼り付けることもできます)ための中間地点と

して、クリップボードに新しいデータが入る(別
のデータを切り取るか、またはコピーする)まで

保存されます。 

プログラムのドキュメントからデータをコピー

し、別のプログラムの別のドキュメントに貼り付

けることも、データに互換性があれば可能です。

 拡張貼り付け テンプレートグリッド内で、1 つのセルから複数

のセルにデータを貼り付けることができます。 
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ツール プルダウン項目 機能 

 
削除 

(Delete) 

ハイライトした情報を消去します。この操作で

は、クリップボードを使用しません。Remark 
Office OMR は、削除したデータを保存しません

(［取り消し］を使用した場合を除きます)。 

 
行の挿入 

 (Shift + Insert) 

アクティブなセルに基づいて、テンプレートグリ

ッドに行を挿入します。行は、アクティブなセル

を含む行の上に追加されます。 

 
行の削除 

 (Shift + Delete) 

テンプレートグリッド内の行を削除します。アク

ティブなセルを含む行が削除されます。 

 
検索 

(Ctrl + F) 

検索するテキストを入力するためのウィンドウが

表示されます。Remark Office OMR は、入力され

たテキストを、カーソル位置から前方へ検索しま

す。 

 
次を検索 

(F3) 

前回検索した項目の次の出現箇所を探します。そ

れまで［検索］が選択されていなかった場合、ま

たは前回の検索で対象が見つからなかった場合

は、［次を検索］は選択不可になります。 

 
置換 

(Ctrl + H) 

［置換］テキストウィンドウを表示します。検索

用のテキストボックスには、ハイライトしたテキ

ストまたは前回検索したテキストが含まれ、置換

用のテキストボックスは、前回の置換テキストが

含まれているか、または空白になっています。

［すべて置換］をクリックすると、検索対象のテ

キストがすべて置換されます。 

 すべて選択 

(Ctrl + A) 

テンプレートグリッド全体をハイライトさせま

す。グリッドの左上端をクリックしてから、右下

端に向けてドラッグして、すべてのセルを選択す

ると、これと同じ結果が得られます。 

 
並べ替え 特定の領域に基づいて、データを昇順または降順

で並べ替えます。 

 

3.5.3 [表示]メニュー 
[表示]メニューを使用すると、表示するツールバーを選択したり、現在の表示をカスタ

マイズしたりすることができます。 

 

Template Editor: 

ツール プルダウン項目 機能 

 
タスク画面  開く、保存するなどの機能を実行するショートカ

ットとして使用するタスク画面を表示します。 
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ツール プルダウン項目 機能 

 

 

 

 

ズーム 拡大:Template Editor ウィンドウのイメージ部分

を拡大表示します。 

縮小:Template Editor ウィンドウのイメージ部分

を縮小表示します。 

幅に合わせる:Template Editor のイメージ部分の

位置を調節し、幅がウィンドウ全体にフィットす

るようにします。 

高さに合わせる:Template Editor のイメージ部分

の位置を調節し、高さがウィンドウ全体にフィッ

トするようにします。 

 テーマ ソフトウェアのテーマ(配色、フォント、タイト

ルバーなどの定義)を選択します。ツールバーに

表示するアイコンを、大きなアイコンと小さなア

イコンのどちらにするかも選択できます。 

 

Data Center: 

 プルダウン項目 機能 

 
タスク画面 開く、保存するなどの機能を実行するショートカ

ットとして使用するタスク画面を表示します。 

 
イメージビューア Data Center 内にイメージビューアを表示しま

す。これは、フォームを処理したりセル内をクリ

ックした時に、そのイメージを表示します。 

 
グラフビューア Data Center 内にグラフビューアを表示します。

これは、フォームを処理したりセル内をクリック

した時に、データをグラフ形式で表示します。 

 認識設定 タスク画面内の現在の認識設定を表示します。 

 フラグの説明 例外フラグの説明を表示します。 

 行を固定 行を固定します。 

 行の固定を解除 行の固定を解除します。 

 列を固定 列を固定します。 

 列の固定を解除 列の固定を解除します。 

 テーマ ソフトウェアのテーマ(配色、フォント、タイト

ルバーなどの定義)を選択します。ツールバーに

表示するアイコンを、大きなアイコンと小さなア

イコンのどちらにするかも選択できます。 
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3.5.4 [ツール]メニュー 
[ツール]メニューは、Remark Office OMR 操作の主要なメニューです。このメニュー

の項目は、Template Editor と Data Center の間で少々異なります。 

 

Template Editor: 

ツール プルダウン項目 機能 

 

 

イメージの 

リセット 

(Ctrl + R) 

開いているフォームテンプレートのイメージをリ

セットします。この機能を使用すると、スキャナ

またはイメージファイルからイメージを再取得で

きます。これは、すでにフォームテンプレートを

作成した段階でフォームが少々変更されたという

ような場合に便利です。 

 
回答スケール 

(Ctrl + Q) 

保存されたスケールにアクセスして編集できるよ

うにするか、または新規スケールを作成します。

スケールは、OMR フィールドと質的な回答コー

ドを使用するイメージフィールドを作成する際に

はラベルとして使用され、フォームを処理する際

には出力内容となります。 

 
フォームテンプレ

ートの自動整列 
Remark Office OMR は、フィールドが最初に作成

された位置と現在のフォームイメージに基づい

て、そのフィールドの位置を調節します。この機

能は、イメージをリセットした後に使用すると便

利です。オリジナルのイメージと新しいイメージ

が少々異なっている場合は、フィールドが自動的

に調節されます。(注:位置を調節した後は、フォ

ームテンプレートをレビューして、フィールドが

正しく配置されていることを確認してくださ

い)。 

 
スペルチェックの

実行(F7) 
開いているテンプレートで、フィールド名、ラベ

ル、質問文のスペルチェックを行います。 

 
スキャナの 

プロパティ(F8) 

［スキャナのプロパティ］ウィンドウにアクセス

し、スキャナを設定したり、現在の設定を変更し

たりします。 

 
基本設定(F9) 設定を変更して、Template Editor の外見、使い勝

手、機能を調節します。ソフトウェアのカスタマ

イズには、タスク画面を使用してください。

Remark Office OMR は変更内容をすべて保存し、

その後使用する際に適用します。 
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Data Center のメニュー項目: 

ツール プルダウン項目 機能 

 
読み取り 

ウィザード (F5) 

読み取りウィザードを開きます。このウィザード

では、スキャナまたはイメージファイルからデー

タを読み取り、テンプレートグリッドに入れま

す。 

 
簡易スキャン 

(Ctrl+F12) 

読み取りウィザードで直前に使用した設定に基づ

いて、スキャン処理を開始します。設定の調節は

できないので注意してください。前回使用した設

定がはっきりしない場合は、読み取りウィザード

でフォームをスキャンしてください。 

 バッチの再読み取

り 
すべてのバッチイメージを再度、取り込みます。

 
読み取りの終了 フォームのスキャン中またはイメージファイルの

読み取り中に、処理を停止します。 

 
例外レビュー 

(F4) 

開いているデータグリッドを検索して、例外的な

ケースを修正し(たとえば、回答が空白または複

数ある場合など)、イメージフィールドの情報を

入力します。左側のタスク画面に、使用可能な選

択肢が表示されます。 

 
重複のレビュー 開いているデータグリッドを検索し、重複したエ

ントリを修正できるようにします(たとえば、2 つ

のデータセットが同じ ID の回答者に属している

場合など)。左側のタスク画面に、使用可能な選

択肢が表示されます。 

 
認識できない 

イメージの 

レビュー 

自動フォーム ID、自動ページ ID または回答者ト

ラッカーフィールドでフォームを処理する際に、

認識できないイメージは後から確認するためリス

トに入れられます。このコマンドを使用すると、

Remark Office OMR がフォームの処理中に認識し

なかったイメージを確認できます。  
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ツール プルダウン項目 機能 

 

 

 

 

 

分析 ソフトウェアの評価オプションと調査オプション

にアクセスします。 

［簡易採点］：最初のグリッド行を回答キーとし

て、評価設定オプションをフォームテンプレート

での定義どおりに使用して、現在のデータセット

を評価します。 

［採点ウィザード］：カスタマイズした方法で評

価する場合は、採点ウィザードを起動してくださ

い。 

［簡易調査］：フォームテンプレートで定義した

作表オプションを使用して、現在のデータセット

で表を作成します。 

［調査ウィザード］：カスタマイズした方法で調

査を表にする場合は、調査ウィザードを起動して

ください。 

［分析の基本設定］：設定を変更して、Remark 
Quick Stats の外見、機能を調節します。  

 
自動化 

ウィザード 

自動化ウィザードを起動します。これにより、

Remark Office OMR の基本機能を自動化する実行

ファイルを設定できます。 

 送信ウィザード データセットを FTP もしくは E メールで送る送

信ウィザードを起動します。 

 FTP 

ユーティリティ 

FTP ユーティリティを起動します。このユーティ

リティでは、Windows サービスをシステム上に

設定して、Remark Office OMR から外部アプリケ

ーションへ、ファイル転送プロトコル(FTP)を用

いて自動的にファイルを転送できます。 

 
回答者検出 

(F11) 

データ中の回答者のうち、処理済、未処理、複数

回処理済の回答者が誰かを判断できます。この機

能は、データベース参照と組み合わせて使用しま

す。 

 
スペルチェックの

実行(F7) 
選択したデータファイルで、スペルチェックを行

います。 

 認識ツール フォームテンプレートの範囲を指定して再認識さ

せたり、フォームページ全体を記入済みフォーム

イメージの変更に合わせて調整します。 

 認識設定 フォームテンプレートが開いていなければ、デフ

ォルトの認識設定を表示/編集することができま

す。フォームテンプレートが開いていれば、アク

ティブなフォームテンプレートの認識設定を表示

/編集することができます。 



 

 29

ツール プルダウン項目 機能 

 
スキャナの 

プロパティ(F8) 

［スキャナのプロパティ］ウィンドウにアクセス

してスキャナを設定し、また現在のスキャナ設定

を変更します。 

 
基本設定 

(F9) 

設定を変更して、Data Center の外見、使い勝

手、機能を調節します。ソフトウェアのカスタマ

イズには、［基本設定］内のタスク画面を使用し

てください。Remark Office OMR は、変更内容を

すべて保存し、その後使用する際に適用します。

 

3.5.5 ［ページ］および［フィールド］メニュー 
フォームテンプレートを作成または編集する際には、Template Editor の［ページ］お

よび［フィールド］メニューが使用できます。このメニューには、テンプレート内フ

ィールドのプロパティを追加、削除、編集、表示するための項目があります。メニュ

ー内の項目は、ツリー表示の中でページノードを選択しているか、領域ノードを選択

しているかによって異なります。 

ツール メニュー プルダウン項目 機能 

 

 

 

 

 

 

ページ 

 

挿入 選択したノードの前または後にペー

ジまたはフィールドを挿入します。
 
ページ: 黄 

OMR: 緑 

イメージ: 青 

バーコード: オレンジ 

OCR: 紫 

 
ページ ページの 

自動調整 

 

選択したページの位置を、新しいイ

メージに合わせて自動的に調節する

ように設定します。この機能は、フ

ォームの変更、歪みなどの理由でフ

ォームを再スキャンする必要がある

場合(たとえばイメージのリセット機

能を使う場合)に便利です。  

 
ページ リンク 

フィールドの 

追加 

フィールドを別のフィールドに追加

し、それらを同じ質問にリンクしま

す。この機能は、回答選択肢と離れ

た位置にテキストまたは行があり、

すべてのマークを囲むような OMR ボ

ックスを描画できないようなフィー

ルドに使用します。  
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ツール メニュー プルダウン項目 機能 

 
ページ リンクフィール

ド 
複数のフィールドをリンクし、1 つの

質問とみなされるようにします。  

 
ページ リンクフィール

ドの解除 
リンクされたフィールドを分割して

個別のフィールドにします。 

 
ページ 

 

プロパティ ページまたはフィールドのプロパテ

ィを表示します。 

 

3.5.6 ［ヘルプ］メニュー 
Remark Office OMR の使い方、特定のメニューやコマンドについてわからないことが

ある場合は、ヘルプメニューを参照してください。 

注:ヘルプの内容は、状況に応じて変わります。Remark Office OMR のい
ずれかのウィンドウがアクティブな時に［F1］を押すと、そのウィンド
ウに適したヘルプの文章が表示されます。 

ツール プルダウン項目 機能 

 
目次 Remark Office OMR ヘルプファイルの目次を表示

します。 

 Tutorial PDF 形式の Remark Office OMR チュートリアル

（英語）を含むフォルダを表示します。 

 Documentation PDF 形式の Remark Office OMR ユーザズガイド

（英語）を含むフォルダを表示します。 

 認証の編集 ソフトウェアのシリアル番号または認証コードを

新しく入力します。この項目は、テクニカルサポ

ート担当者よりお願いした場合にのみ使用してく

ださい。(Data Center のみ) 

 Check for 

Updates 

デフォルトの Web ブラウザを起動し、Gravic Web
サイトのソフトウェア更新ページをロードしま

す。現在実行中のソフトウェアのバージョンを調

べるには、Remark の［ヘルプ|その他］を参照し

てください。次に Web ページの更新状況を確認し

て、新しいバージョンが利用できるかどうかを調

べてください。(英語版のみ) 

 Copyrights Remark Office OMR の著作権情報を表示します。

(Data Center のみ) 

 About Remark 
Office OMR Data 
Center 

ここには、Gravic, Inc.についての情報と、現在実

行中のソフトウェアのシリアル番号とバージョン

が表示されます。 
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3.6 ソフトウェアのヘルプファイル（英語）へのアクセス 
Remark Office OMR には、質問に答える形式のヘルプファイルがあります。Remark 
Office OMR を実行中にヘルプにアクセスするには、次のように操作します。 

 

オンラインヘルプにアクセスするには 

1 現在のウィンドウに合わせたヘルプを表示するには、［F1］キーを押します。 

2 Remark Office OMR のメインのヘルプ目次を表示するには、［ヘルプ］メニュー

を選択してから［目次］をクリックします。 
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スキャナのセットアップ 

 

第 4 章 

4.1 概要 
ここでは、スキャナについての全般的な説明と、Remark Office OMR でスキャナを設

定する方法について説明します。Remark Office OMR でスキャナを使用するには、そ

の前にスキャナをコンピュータに接続し、ドライバをインストールしてスキャナが動

作できるようにしておく必要があります。 

 

4.2 スキャナ - 一般情報 
スキャナとは、コンピュータに接続して紙ベースの書類、写真などをスキャンし、相

当するイメージファイルを生成するための周辺機器です。Remark Office OMR はイメ

ージスキャナと連携して動作します。これは、写真やテキストページのスキャンにも

使用できるもので、お近くのコンピュータショップや通信販売、ネットショップなど

で購入できます。スキャナには多数の機種があり、性能と機能に応じて価格帯もさま

ざまです。Remark Office OMR で使用するスキャナとしては、シートフィーダー(ADF 
- Automatic Document Feeder)付きのスキャナをお勧めします。このタイプでは、複数

のページをまとめてスキャンできるので、データ収集に便利です。 

 

4.2.1 スキャナ接続 
スキャナは、ケーブルを用いてコンピュータに接続します。一般に、スキャナをコン

ピュータに接続する方法は、次の 3 通りです。 

 USB ポート 

 SCSI カード  

 ネットワーク接続 

ビデオ接続は、Remark Office OMR ではサポートされていません。USB ポート接続は、

スキャナのケーブルを適切なコンピュータに接続するだけで行えます。SCSI 接続の場

合は、コンピュータ内部の SCSI カードに、スキャナのケーブルを接続します。スキ

ャナによっては独自の SCSI カードを備えているものがあります。また、コンピュー

タにすでに内蔵されていることもあります。それ以外の場合は SCSI カードを購入す

る必要があります。機種に特有の詳細については、ご使用のスキャナのインストール

ガイドを参照してください。一般に、SCSI カードは旧タイプのスキャナに使用するた

め、オペレーティングシステムとの互換性を確認してください。ネットワークスキャ

ナは、コンピュータと直接には接続しません。ネットワークに接続するので、複数の

コンピュータと接続できます。通常、これらのシステムはマルチファンクションシス
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テムであり、印刷、コピー、スキャン、FAX 通信ができます。マルチファンクション

の周辺機器についての詳細は、4.4 項を参照してください。  

注:スキャナをインストールする”前に”スキャナのメーカーによる指示
を参照してください。インストールする順序が定められている場合があ
ります。 

 

4.2.2 スキャナドライバ 
ソフトウェアとスキャナは、ドライバを通じて通信を行います。スキャナの通信プロ

トコルには、いくつか異なる種類があります。Remark Office OMR は、最も一般的な

プロトコルである TWAIN をサポートします。TWAIN は、スキャン機器を制御する標

準のプロトコルです。TWAIN の場合、スキャナの各メーカーがスキャナとともに

TWAIN 準拠のドライバを用意し、各ソフトウェアアプリケーションには TWAIN のサ

ポートがソフトウェアの一部として含まれています。TWAIN プロトコルをサポートす

るソフトウェアアプリケーションは、さまざまの異なるスキャナを制御できます。

Remark Office OMR で TWAIN オプションを使用する場合、旧式のスキャナドライバ

に対する従来のサポートを選択することもできます。 

スキャナをコンピュータに接続したら、適切なドライバをインストールしてスキャナ

が正しく動作することを確認してください。その後ろに次の項「4.3 スキャナの選択」

に進んでください。 

 

4.3 スキャナの選択 
Remark Office OMR ソフトウェアでスキャナを使用する場合、基本的には、TWAIN ド

ライバに対応したスキャナであれば動作いたします。お手元にスキャナがございまし

たら、Remark ご購入前に Remark 無料評価版にて連携動作のご確認をお願いいたしま

す。弊社動作確認済みスキャナはハンモックの HP にてご確認いただけます。 

 

4.3.1 TWAIN のサポート 
TWAIN は、スキャン機器を制御する標準のプロトコルです。ほとんどのスキャナには

TWAIN ドライバが付属しています。TWAIN ドライバがあるかどうかはっきりしない

場合は、スキャナの製造元に問い合わせてください。  

注:スキャナの各メーカーは、自社独自のドライバを作成しています。
TWAIN 規格には、不確定/オープンな余地を残した部分があります。そ
のため、TWAIN ドライバの中には機能が確認されていないものがありま
す。Remark Office OMR は TWAIN プロトコルをサポートしますが、ス
キャナは市場に出るのが早く、さまざまな会社がさまざまなソフトウェ
ア品質基準を定めているため、Gravic, Inc.ではすべての TWAIN ドライ
バが正しく動作すると保証することができません。通常、スキャナのメ
ーカーは TWAIN ドライバを何度も更新して問題に対処しています。お使
いのスキャナのドライバも、時々更新をチェックすると良いでしょう。
新しいドライバのダウンロードは、お使いのスキャナメーカーの Web サ
イトをご確認ください。 
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Remark Office OMR で TWAIN ドライバを選択するには、先にドライバをインストー

ルしておく必要があります。スキャナに TWAIN ドライバをインストールする方法や、

ドライバに関する情報を調べるには、スキャナの説明書をお読みください。ドライバ

をインストールしたら、次の手順に従って Remark Office OMR 内でスキャナを選択し

てください。 

 

スキャナの選択と設定を行うには 

1 ［ツール］メニューを選択し、次に［ス

キャナのプロパティ］をクリックして

［スキャナのプロパティ］ウィンドウ

を表示します。 

2 ［TWAIN ソース］ドロップダウン矢印

をクリックして、システムで使用可能な

TWAIN 互換スキャナのリストを表示し

ます。 

注:スキャナは電源を入れてコ
ンピュータに接続しておく必要があります。また、スキャナをこのリス
トに表示させるには、スキャナの TWAIN ドライバをインストールしてお
く必要があります。 

3 適切なスキャナをクリックして選択します。 

注:Windows のバージョンによっては、Windows Image Acquisition 
(WIA)ドライバが付属している場合があります。スキャナに対してドライ
バが 2 つ表示される場合、名前が WIA で始まる方のドライバは選択しな
い方が良いでしょう。できるだけ、製造元から直接供給されているドラ
イバをお使いください。 

 

［スキャナのプロパティ］ウィンドウに戻ると、複数のオプションが表示されます。 

コンテンツ オプション 機能 

TWAIN 

ソース 

スキャナのリスト ドロップダウンリストからスキャナを選択し

ます。リストに表示されるには、スキャナが

接続されていて電源が入っている必要があり

ます。お使いになるスキャナに 2 つのオプシ

ョンが表示され、そのうちの 1 つが”WIA”
ではじまる場合、これでなく、もう 1 つの方

を選択してください。WIA は Windows スキ

ャナドライバのビルトインです。もう 1 つの

スキャナメーカーから提供されている方を選

択することを推奨します。 
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コンテンツ オプション 機能 

TWAIN 

ソース 

レガシードライバの

使用 
旧式の TWAIN ドライバを使用する場合は

［レガシードライバの使用］チェックボッ

クスを選択します。旧バージョンもサポート

しているため、旧式の TWAIN スキャンプロ

トコルをサポートするスキャナドライバも使

用できます。スキャナドライバが正しく動作

しないという場合を除いて、このオプション

の使用はおすすめしません。 

パラメータ 解像度 ［解像度］設定では、スキャン解像度を

DPI(ドット/インチ)で設定します。スキャン

は 200-300 DPI で行うことをお勧めします。

スキャナの TWAIN インタフェースを表示す

るよう選択した場合、この設定は使用できま

せん(ページをスキャンする時に DPI を選択

します)。 

 カラー階調 ［カラー階調］設定を使用してスキャンモー

ドを［黒/白］、［グレイスケール］、［カ

ラー］のいずれかに選択します。ほとんどの

場合は［黒/白］の設定が適しています。た

だし、スキャナがグレイスケールやカラーの

スキャンをサポートする場合、ここで選択し

ておけば、スキャナの TWAIN ドライバで設

定する必要がありません。Remark Office 
OMR の外部でイメージを使用する場合や、

フォームにドロップアウトカラーがある場合

には、カラーまたはグレイスケールでのスキ

ャンが適している場合があります。カラーや

グレイスケールでスキャンすると、スキャナ

の動作が遅くなる場合があるので注意してく

ださい。 

 明るさ ［明るさ］設定は、スキャナの明るさを調節

します。問題がない限り、スキャナのデフォ

ルトの明るさ設定でスキャンすることをお勧

めします。Remark Office OMR のデフォル

ト設定は 0 です。スキャナの TWAIN インタ

フェースを表示するよう選択した場合、この

設定は使用できません(ページをスキャンす

る時に明るさを選択します)。スキャン設定

を明るくする場合は正の数値、暗くする場合

は負の数値を使用します。 
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コンテンツ オプション 機能 

 コントラスト ［コントラスト］は、書類の印刷部分の色ま

たは影と、印刷されている背景部分の差で

す。ほとんどのスキャナでは、コントラスト

を調節してイメージをシャープにすることが

できます。［コントラスト］設定は、グレイ

スケールまたはカラーでスキャンする際に、

スキャナのコントラストを調節します。問題

がない限り、スキャナのデフォルトのコント

ラスト設定でスキャンすることをお勧めしま

す。Remark Office OMR のデフォルト設定

は 0 です。スキャナの TWAIN インタフェー

スを表示するよう選択した場合、この設定は

使用できません(ページをスキャンする時に

コントラストを選択します)。コントラスト

設定を明るくする場合は正の数値、暗くする

場合は負の数値を使用します。 

イメージ処理 

オプション 

イメージの斑点除去 イメージの斑点を除去するには、［イメージ

の斑点除去］チェックボックスを選択しま

す。フォームをスキャンした時に、フォーム

上に見える黒い点が見えることがあります

が、これが斑点です。スキャナで明るさの設

定を明るくしてスキャンしても斑点が消える

場合があるので注意してください。フォーム

に斑点が入って問題が生じている場合にのみ

この機能を有効にすることをお勧めします。

 除去する斑点の 

最大サイズ 

［イメージの斑点除去］オプションの使用時

に、削除するピクセルのサイズを選択する場

合は、［除去する斑点の最大サイズ］オプ

ションを使用します。ピクセルとは、定義上

はイメージ情報の最小の要素です。ピクセル

は、ドットまたは正方形で表します。デフォ

ルト設定は 2 ピクセルです。数値を大きくす

ると、大きな斑点が除去されます。数値を大

きくしすぎると、フォームイメージのマーク

(バブルやチェックボックス)を除去したり破

損したりするおそれがあるので、注意してく

ださい。 
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コンテンツ オプション 機能 

 イメージ歪み補正 ［イメージ歪み補正］オプションを使用する

と、Remark Office OMR はスキャン中に自

動的に歪みを補正します。歪みは、スキャナ

の ADF にページがまっすぐ入っていない場

合や、スキャナが用紙を均等に取り込んでい

ない場合に生じます。後者のような場合は、

スキャナを調整しても良いでしょう。いずれ

の場合も、結果としてイメージが曲がってし

まいソフトウェアがイメージ上のマークを読

み取ることが困難になる場合があります。フ

ォームの歪みで問題が生じている場合にのみ

この機能をオンにすることをお勧めします。

 イメージ反転 ［イメージ反転］オプションは、反転してい

る(黒い背景に白い文字)スキャンイメージを

補正します。デフォルト設定は［No］で

す。この設定の調整は、イメージが反転して

いる場合にのみ必要になります。 

 前面を回転 ［前面を回転］オプションは、スキャンする

各ページの前面を回転させます。表示される

ボックスで回転角度を選択します。このオプ

ションは、フォームの前面が正しく回転しな

い場合にのみ使用してください。 

 裏面を回転 ［裏面を回転］オプションは、両面スキャン

(一度に両面をスキャン)する場合に、スキャ

ンする各ページの裏面を回転させます。表示

されるボックスで回転角度を選択します。こ

のオプションはフォームの裏面が正しく回転

しない場合にのみ使用してください。 

ハードウェア 

オプション 

フラットベッドのみ お使いのスキャナのスキャン部分がフラット

ベッド領域のみの場合は、［フラットベッド

のみ］オプションを選択してください。

(Remark Office OMR では、フラットベッド

スキャンは推奨していません。) 

 ADF のみ お使いのスキャナのスキャン部分がシートフ

ィーダーのみの場合は、［ADF のみ］オプ

ションを選択してください。 

 フ ラ ッ ト ベ ッ ド と
ADF 

お使いのスキャナにフラットベッドとシート

フィーダーの両方がある場合は［フラットベ

ッドと ADF］オプションを選択してくださ

い。 
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コンテンツ オプション 機能 

 両面スキャナ 両面スキャナを選択し、ページの両側を同時

にスキャンしたい場合は［両面スキャナ］チ

ェックボックスを選択します。この機能は、

両面印刷したフォームのスキャンに使用しま

す。 

 二重走査 お使いのスキャナにフォームの両面スキャン

機能(紙の表面と裏面を一度にスキャンする

機能)がある場合は、［二重走査］チェック

ボックスを選択してください。 

 TWAIN インタ 

フェースの表示 

［TWAIN インタフェースの表示］オプショ

ンを選択すると、スキャナの TWAIN インタ

フェースが表示されます。スキャナのインタ

フェースを表示することで、スキャンのパラ

メータを設定できます。初回はこの選択肢を

オンにしてスキャナ設定(スキャンモード、

ページサイズ、解像度、明るさなど)を確認

することをお勧めします。スキャナの中に

は、インタフェースの非表示をサポートする

機種も(全機種ではありませんが)あります。

スキャナのインタフェース内でいったん設定

を確認したら、TWAIN インタフェースをオ

フにして、スキャンするたびに表示せずにす

むようにしても良いでしょう。 

 スキャンの処理過程

を表示 
チェックボックスにチェックを入れると、ス

キャナの処理過程を表示させることができま

す。お使いのスキャナによってはこの機能が

サポートされておらず、ご利用いただけない

場合もございます。 

 センターフィードの

調整 
［センターフィードの調整］チェックボッ

クスを選択すると、ADF(シートフィーダー)
の位置に関わらず、ページが ADF の中心位

置に合わせられます。この機能は、8.5x11
インチよりも小さいサイズのページをスキャ

ンする場合に便利です。位置揃えを行うこと

で、イメージがスキャナの左端から開始され

てイメージの一部が切り取られるということ

がなくなります(これは、ADF が中心位置に

あるスキャナでも起きる場合があります)。
スキャナによっては、この機能をドライバに

内蔵しているものや、この機能をまったくサ

ポートしていないものがあるので注意してく

ださい。 
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コンテンツ オプション 機能 

 先頭をスキャン お使いのスキャナがこの機能をサポートして

いる場合に、チェックボックスにチェックを

入れます。これによりスキャナの処理が速く

なります。 

 

ヒント:初回はスキャナの TWAIN インタフェースを表示して、スキャナ
設定を調節できるようにすることをお勧めします。多くの場合、いった
んページのスキャンに成功すると、スキャナはインタフェースをオフに
設定できます。この機能を無効にすると、［スキャナのプロパティ］ウ
ィンドウの［パラメータ］の項にある Remark Office OMR の解像度、コ
ントラスト、明るさの設定を使用できます。  

4 ［ハードウェア オプション］の項で、お使いのスキャナのタイプを［フラットベ

ッド］、［ADF のみ］、［フラットベッドと ADF］の中から選択します。 

注:［ハードウェア オプション］の設定はスキャナのタイプの設定であ
り、スキャナの ADF とフラットベッドのどちらを使ってスキャンするか
という設定ではありません。  

5 両面スキャナ(スキャナに通す時に紙の両面を一度にスキャンするスキャナ)をお使

いの場合は、［二重走査］チェックボックスを選択します。両面でのスキャンを

行う場合には、［両面スキャナ］チェックボックスも選択します。  

6 ［TWAIN インタフェースの表示］チェックボックスをクリックして、有効または

無効に選択します。前述したように、初回のスキャンではこのオプションをオン

にして、スキャナ設定を確認することをお勧めします。 

7 オプションとして、前述の説明に基づき、必要に応じて他のパラメータも設定し

てください。設定の多くは、何か問題が発生しない限り調節の必要はありません。  

8 ［OK］ボタンをクリックしてスキャナ設定を保存します。 

重要:ここでスキャナに対して選択した設定内容は、メモを取るなど記録
しておいてください。Remark Office OMR でフォームテンプレートを作
成する場合、これらの設定を使用します。記入されたフォームのスキャ
ンをする場合には、フォームテンプレートを作成した時と同じ設定を使
用する必要があります。スキャナ設定を変更すると、フォームテンプレ
ートと一致しないイメージが作成され、その結果 Remark Office OMR が
フォームを正確に読み取りにくくなるおそれがあります。 

 

4.3.2 TWAIN ドライバの設定 
ほとんどの場合、TWAIN ドライバに特別な調整は不要ですが、ドライバによっては特

別な要件があります。TWAIN ドライバを使用して Remark Office OMR でスキャンを

行う際に、問題が発生した場合は、次の項の説明を参照してください。 

TWAIN ドライバを用いて Remark Office OMR でスキャンする場合、いくつか基本的

な設定があります。Remark Office OMR はカラーとグレイスケールのスキャンをサポ

ートしますが、それは必ずしも必要ではありません。ほとんどの場合、スキャナは白
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黒モード(これをラインアートと呼ぶ場合もあります)で使用した時に、最適なスキャン

レートになります。スキャナの解像度はドット/インチ(DPI)単位で計測し、200-300 
DPI に設定します。スキャナでスケーリング設定が調節できる場合、これは 100%に設

定すると良いでしょう。また、スキャナが使用しているページのサイズと、スキャン

する紙の実寸が一致していることも確認してください。スキャナの明るさ(しきい値と

呼ぶ場合もあります)とコントラストの設定を使用して、スキャンするイメージを明る

くしたり暗くしたりすることもできます。通常の条件では、スキャナのデフォルトの

明るさとコントラストの設定を使用して良いでしょう。ただし、影や明るい色の背景

色をドロップアウト(消す)したい場合は、明るさの設定値を上げることで実現できます。

同じように、明るさを暗く調節すると、フォーム上の薄いマークや薄く記入されたマ

ークの補正がしやすくなります。  

ヒント:レベルの統一性を保ち、認識レートを最適にするには、テンプレー
トの作成に使用した設定を、記入済みフォームをスキャンする際にも使用
する必要があるという点に注意してください。 

 

4.3.2.a TWAIN ユーザインタフェースの制御 

すべての TWAIN ドライバがユーザインタフェースの非表示をサポートしているわけで

はありません。［スキャナのプロパティ］ウィンドウで［TWAIN インタフェースの表

示］オプションをオンにすることをお勧めします。スキャンする際に、スキャナ製造

元の TWAIN インタフェースが表示されます。このインタフェースで、TWAIN 設定を

指定できます。注意すべき設定項目を、次の表に要約します。 

項目  適切な設定 

解像度 ［200 DPI］を推奨(OCR 使用時には［300 DPI］を推奨) 

スキャンモード ［黒 / 白］または［ラインアート］(ソフトウェアはグレイス

ケールとカラーのイメージを白黒に変換しますが、白黒モー

ドでスキャンした方が高速です) 

ADF ［Yes/On］ 

ページサイズ ［レター］(または用紙サイズを指定) 

 

いったんページのスキャンに成功すると、［スキャナのプロパティ］ウィンドウの

［TWAIN インタフェースの表示］チェックボックスを無効にして、Remark Office 
OMR でのスキャナのユーザインタフェースを非表示にしてもかまいません。何か問題

が生じたら、スキャナのユーザインタフェースをもう一度表示させるようにすると良

いでしょう。 

ヒント:スキャナを Remark Office OMR 以外のプログラムでもスキャン
に使用する場合、設定が変更される可能性があります。その場合、
Remark Office OMR で使用している設定を記録しておくことをお勧めし
ます。［TWAIN インタフェースの表示］オプションを常に有効にしてお
くと、使用している設定がすぐにわかり、フォームと一致させておくこ
とができます。この方法は、ソフトウェア内で高い精度を実現するため
に役立ちます。 
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4.3.2.b TWAIN ドライバのアップデート版の入手 

ほとんどの場合、スキャナのメーカーは TWAIN ドライバの新バージョンを定期的にリ

リースします。ドライバの更新は、問題を修復するために行われます。TWAIN ドライ

バの使用中に、Remark Office OMR でのスキャンに問題が生じた場合は、まず他のア

プリケーションでスキャナを使用して、同じ症状が再現されるか確かめてください。

その場合は、スキャナの製造元に問い合わせて、最新版リリースを使用していること

を確かめてください。ほとんどの場合、スキャナ製造元の Web サイトから最新版のド

ライバを入手できます。 

 

4.4 多機能周辺機器 
多機能周辺機器(MFP)とは、スキャン、コピー、また時には FAX の機能を備えた印刷

装置です。このように、すべての 1 つのユニットに収めた機器は、ワークフローを自

動化するために一般的になりつつあります。MFP は、コンピュータに直接接続されて

いるものと、独立してネットワークに接続されているものがあります。Remark Office 
OMR では、MFP をスキャンのために活用することができます。  

Remark Office OMR を実行しているコンピュータに MFP を直接接続している場合は、

通常のデスクトップスキャナと同じように書類をスキャンできます。TWAIN ドライバ

でのスキャンについての詳細は、この章で前述した項目を参照してください。  

MFP をネットワークで使用する場合(コンピュータに直接接続していない場合)は、

MFP のスキャン用ソフトウェアを使用してフォームをスキャンして、イメージファイ

ルとして保存します。ほとんどの MFP は、イメージを TIF または PDF ファイルとし

て保存します。Remark Office OMR は、これらのイメージファイルを読み取ることが

できます。一般に、Remark Office OMR ユーザはフォームを TIF イメージファイルと

してスキャンし、ネットワークドライブに保存します。次に、Remark Office OMR を

インストールしたコンピュータを使用して、ネットワークドライブからイメージファ

イルを読み取ります。ネットワークに接続した MFP を使用している場合は、使用して

いる作業環境に最も適したワークフローを決定できます。 

ヒント:TIF と PDF の選択肢がある場合、TIF を選択してください。PDF
ファイルは Remark Office OMR での処理に負荷がかかります。圧縮率の
高い TIF グループ 4 はファイルサイズが小さく、処理が速いです。 

ネットワーク TWAIN ドライバが搭載されたネットワーク MFP の場合、Remark 
Office OMR のコンピュータから MFP を制御することができます。 
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スキャン可能なフォームのデザイン 

第 5 章 

5.1 概要 
Remark Office OMR では、作成したフォームのスキャンや、データやレポートの作成

などが柔軟に行えます。柔軟性が非常に高いため、作成できるフォームもさまざまで

す。Remark Office OMR を使いこなすうえでキーになる要素は、フォームを適切にデ

ザインするということです。Remark Office OMR では、普通紙のフォームを使用でき

ます。特別なインクやマークは必要ありません。回答者は、ペンや鉛筆でフォームに

記入できます。  

注:Remark Office OMR には、フォームを作成する機能は搭載されており
ません。Remark Office OMR で使用するフォームは、ワープロソフトや
調査票をデザインするソフト等で別途作成してください。 

Remark Office OMR でスキャン可能なフォームのデザイン工程は、次の通りです。 

 フォームをデザインするアプリケーションの選定(5.2 項) 

 OMR 用のマーク選択(5.3 項) 

 OCR 用のテキスト選択(5.4 項) 

 フォームの間隔設定(5.5 項) 

 質問のグループ化(5.6 項) 

 影付け(5.7 項) 

 マージン(5.8 項) 

 バーコード(5.9 項) 

 用紙(5.10 項) 

 フォームの複製(5.11 項) 

 フォームのテスト(5.12 項) 

 

5.2 フォームをデザインするアプリケーションの選定 
スキャン可能なフォームをデザインするための最初の工程は、フォームをデザインす

るツールの選定です。選択肢としては、次のようなものがあります。 

 ワープロソフト 

 調査票のデザインソフト 

 フォームデザインソフト 
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ワープロソフト(Microsoft Word など)は、多くのユーザがすでに所持しており使い方も

よく知っているため、フォームの作成にもよく使用されます。ワープロソフトの使い

勝手が良いという場合には、これがベストでしょう。  

調査票のデザインと分析に特化したソフトウェアには、質問バンク(質問をライブラリ

に登録して取り出せる機能)、レイアウト補助、分析コンポーネントなどの追加機能が

あります。フォームデザイン用のソフトウェアには、プロフェッショナルな外見のフ

ォームを作成するための高度なレイアウトツールがあります。 

使用するソフトウェアアプリケーションの選定は、個々の選択に任されています。使

い勝手の良さ、予算、全体としてのデータ収集に関するニーズなどを考慮して決定し

てください。どのソフトウェアを選択しても、以降の項で説明するデザインのガイド

ラインが適用されます。使用するフォームのデザインを始める前に、説明を十分お読

みください。 

 

5.3 OMR(光学式マーク認識)用のマーク選択 
フォームは、Remark Office OMR がデータを認識できるように作成する必要がありま

す。Remark Office OMR は光学式のマークを認識します。マークにはバブル(円または

楕円)やチェックボックスなどがあり、回答者はペンまたは鉛筆で黒くマークすること

で回答を選択したことを示します。Remark Office OMR は、閉じた図形(円、四角、三

角など)のほとんどを処理できますが、高さ 10～14 ポイントのバブルで最善の結果が

得られることが、経験則からわかっています。楕円以外の形は、記入が難しい場合が

あります。一般に、回答者はバブルを完全に、丁寧にマークしようとする傾向があり、

その場合は認識率が高くなります。 

ワープロで作成する場合は、Arial フォントで大文字の"O"を使用することをお勧めしま

す。また、Gravic, Inc.の OMR Bubbles フォントを使用すると、丸で囲んだ文字や数字

(①)を記述できます。OMR Bubbles フォントは、Remark software とともにインスト

ールされます。また、ハンモックの Remark サポートページからダウンロードするこ

ともできます。フォントをインストールすると、他のフォントと同じようにコンピュ

ータ上のプログラムから使用できます。マークの中に数字や文字を入れることはでき

ますが、その場合、中の数字/文字はできるだけ小さく、薄い色にしてください。太く

濃い文字を使用すると、Remark Office OMR はそれを、マークが選択された状態と解

釈することがあります。  

ワープロのデフォルトには Times New Roman フォントがよく使用されますが、この

フォントでバブルを作成することはお勧めしません。このフォントでは、バブルの枠

線が均一にならないので、スキャンした時に分割される場合があります。一定にスキ

ャンされるバブルを作成するには、Arial フォントを使用してください。  

重要なキーワード: マーク: マークとは、フォーム上の閉じた図形の
ことをいいます。回答者は、選択する回答を示す項目を黒くマークしま
す。OMR フォームで一般に使用するマークは、バブルやチェックボック
スです。 

 

5.4 OCR (光学式文字認識)用のテキスト選択 
Remark Office OMR には、印刷したテキストを認識する機能があります。この機能を
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OCR(光学式文字認識)といいます。 

注:OCR は手書き文字を認識しません(手書き文字の認識は ICR、すなわ
ちインテリジェント文字認識といいます)。OCR 機能を使用するには、
印刷またはコンピュータで生成したテキストを使用する必要があります。
なお、日本語の OCR はサポート対象外です。 

ソフトウェアで精度のレベルは調節できますが、フォントの種類とサイズにも、他に

比べて認識に適したものがあります。Arial や Times New Roman などの一般的なフォ

ントをお勧めします。手書きスタイルのフォントは使用しない方が良いでしょう。フ

ォントサイズは少なくとも 12 ポイントで、太字、下線、斜体などのフォーマットは使

用しない方が良いでしょう。文字の形状が原因で文字同士がお互いに接触するような

部分がある場合は、文字間隔を少し開けることをお勧めします。この機能はほとんど

のワープロアプリケーションでサポートされています。フォームをスキャンする際の

スキャン解像度は 300 DPI (1 インチあたりのドット数)をお勧めします。フォームを印

刷して多数の回答者に配布する前に、かならず Remark ソフトウェアでフォームをテ

ストし、文字が正しく認識できることを確認してください(詳細は 5.12 項を参照して

ください)。 

 

5.5 フォームの間隔設定  
フォームのデザインでは、フォーム上に十分な間隔を取ることが重要です。フォーム

上の文字、行、グラフィックと、ユーザがマークする領域(バブルやチェックボックス、

バーコード、テキストなど)の間には、少なくとも 3/8 インチ(約 1cm)の間隔を開けて

ください。マークの周囲の余白は、Remark Office OMR がスキャナの歪み、フォーム

のオフセット、回答者による不完全なマーキングを補正するための緩衝領域になりま

す。余白が大きければ、それだけ Remark Office OMR はフォームの差異を許容できる

ようになります。逆に、混雑した(余白の少ない)フォームでは、Remark Office OMR
がフォームの差異を補正することが難しくなります。 

バブルのグループは、それ以外の目に見える線や文字から 3/8 インチ離す必要があり

ますが、グループ内部の個々のバブル同士は、2 文字分くらい近づいていてもかまい

ません。  

フォーム上のマークの周囲やマークの間には、ラインやボックスを使用しないことを

お勧めします。ラインやボックスを使用する必要がある場合は、それを薄いグレーに

して、スキャン処理中にドロップアウトさせる(完全に見えなくする)と良いでしょう。

また、上記のような間隔についてのガイドラインも守るようにしてください。  

注:グレーのラインを使用するフォームはコピーできません。グレーの色
が濃くなりすぎてしまいます。グレーのラインを使用するフォームには、
クリーンなプリントアウトのみを使用してください。 
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フォーム上の間隔の良い例: 

 
 非常に良い 良い 並 悪い

     

質問 1 O O O O 

質問 2 O O O O 

質問 3 O O O O 

 

5.6 質問のグループ化  
同じタイプの質問に対するマークをひとつのフィールドにまとめて配置すると、ソフ

トウェア内部でフォームテンプレートを作成する際に労力が最小限に抑えられます。

同種の質問は、できるだけ近くにまとめて配置するようにしてください。たとえば、

「はい/いいえ」で答える質問はすべて 1 箇所にまとめ、複数選択肢の質問はまとめて

別の場所に置くようにします。ひとつの OMR フィールド内で定義するマークは、す

べて縦または横方向に位置を揃えなければなりません。  

できるだけ、質問グループのラベルを各列の上端か、または各行の先頭に置きます(マ
ークはそれぞれ、3/8 インチ以上離します)。これにより、ソフトウェアでフォームテ

ンプレートを作成する際に、ひとつのフィールド内部の質問グループ全体を選択でき

るようになります。ラベルがマークとマークの間にあると、論理的な質問を構成しよ

うとした場合に、質問を個別に選択したり、マークをお互いにリンクさせたりしなけ

ればならない場合があります。 

 

例: 

オリジナルのレイアウト：    良いレイアウト： 

性別は何ですか?          性別は何ですか? 

 

O     女性  O     男性         O     女性 

            O     男性 

 

5.7 影付け 
Remark Office OMR は、白い紙に黒いインクで、影を付けずに印刷した場合に、最善

の結果を得られます。マークのある領域の影付けはお勧めしませんが、ここに影を付

け、スキャン時に完全にドロップアウトさせることもできます(5-10%のグレーが動作

に最適です)。より良い代替方法として、質問に影をつけて、マークをスキャンする部

分を白く残しておくという方法もあります。 

注:影を付けたフォームはコピーできません。影部分の色が濃くなりすぎ
てしまいます。影を付けたフォームには、クリーンなプリントアウトの
みを使用してください。 
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例: 

 非常に良い 良い 並 悪い 
     

質問文 1 O O O O 

質問文 2 O O O O 

質問文 3 O O O O 

質問文 4 O O O O 

質問文 5 O O O O 

 

大量の印刷を行う前に、かならずスキャナでフォームをテストしてください。影付け

は使用するプリンタ、スキャナによりで異なる場合があります。 

 

5.8 マージン 
フォームの端に設定するマージンスペースは、重要な要素です。ページの端はすべて、

1 インチ（2.54cm）のマージンを取ることをお勧めします。少なくとも、マージン幅

が½インチを下回ることがないようにしてください。このマージンスペースがあると、

フォームの位置がずれても、スキャン時にページからマークが脱落しなくなります。

マージンを小さくすると、フォーム間で統一が取れなくなる可能性が高くなります。  

 

5.9 バーコード 
Remark Office OMR では、バーコードを読み取ることもできます。バーコードは、名

前、ID 番号、セッション/クラス番号、その他の統計情報など、またこれらに限らない

各種の情報を取得するために使用できます。ソフトウェアは次のようなバーコードを

認識します。 

 Code 3 of 9（Code 39）： 英数字 

 Interleaved 2 of 5： 数字  

 Codabar： 数字  

 PDF 417： 2D、英数字 

 Data Matrix： 2D、英数字 

 QR Code：2D、英数字 

 Code 11: 数字 

 Code 128: 英数字 

 Code 93: 英数字 

 EAN 13: 数字 

 EAN 8: 数字 
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 UPCA: 数字 

 UPCE: 数字 

1 つのバーコード内に、1 つ以上のデータ部分を入れることができます。1 つのバーコ

ード内で複数のデータ部分を使用する場合、スペース、コンマ、タブなどデータを区

切る文字(デリミタ)が必要になります。フォームを処理する際に、Remark Office OMR
は、個々のデータ部分をデータグリッド内の別々のセルに出力します。  

フォームでバーコードを使用する場合は、次のガイドラインに従ってください。 

 バーコードのサイズは最低 26 ポイントにします(高さ約 1/4 インチ)。 

 バーコードは、フォーム上に縦または横方向に配置します。 

 バーコードステッカーを使用する場合は、フォーム上に薄い色で指定位置を印

刷し、バーコードをどこに貼れば良いか、ステッカーをフォームに貼る人にわ

かるようにしてください。Remark Office OMR がバーコードを認識するには、

どのフォームでも同じ位置にバーコードを置く必要があります。指定位置のマ

ークは、ステッカーで隠れるようにするか、またはスキャンした時にドロップ

アウトさせる(完全に見えなくする)のがベストです。指定位置のマークがバー

コードの認識に影響することがないようにしてください。 

 

例: 

 
 
文字やラインなどを、バーコードから½インチ以内に置かないようにして

ください(*以下のヒントは例外です)。 
 

ヒント:バーコードを人間にも読めるようにしておきたい場合は、小さな
薄い文字で、バーコードのすぐ下に文字を印刷します。 

例： 

 
 

 

5.9.1 Code 39 のバーコード 
Code 39 バーコードは、Code 39 バーコードフォントをインストールして作成します。

このフォントはソフトウェアとともに自動的にインストールされます。また、

Hammock の Remark サポートページからダウンロードすることもできます。 

Code 39 バーコードフォントを使用する場合は、バーコードの先頭と末尾をアスタリ

スクにする必要があります。これらのアスタリスクがバーコードのバーになります。

バーコードを正しく認識するためにはこれらが必要です。また、バーコード内ではス
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ペースは使用しないでください。スペースが必要な場合は、感嘆符(!)を使用します。  

例:Jane Doe という名前をバーコード化するには、まず*Jane!Doe*と入
力し、この文字列全体を Code 39 に変換します。 

 

5.10 用紙  
Remark Office OMR には、白い普通紙と黒インクの組合せが最も適しています。片面

フォームには、標準の 20#コピー用紙、両面フォームには 28#以上の用紙を使用する

と良いでしょう(厚い紙ではインクが裏ににじみにくくなります)。認識精度のためには

白い用紙をお勧めしますが、色の付いた用紙も使用できます(パステルカラーの方が良

いでしょう)。ただし、スキャンした時にその色を完全にドロップアウトさせる必要が

あります。フォームを大量に印刷する前に、かならずスキャナで用紙をテストしてく

ださい。  

ヒント:Remark Office OMR Template Editor でフォームをスキャンする
ことで、色付きの用紙をテストできます。結果として得られるイメージ
は、白地に黒い文字になります。背景に斑点などの黒いマークが見える
場合は、紙の色が濃すぎる可能性があります。スキャナ設定で明るさの
値を大きくすると、フォーム上のマークに影響を与えずに紙の色をドロ
ップアウトできるかどうかを確認できます。 

Remark Office OMR は、スキャナがサポートするすべての用紙サイズおよび厚みをサ

ポートします。詳細は、スキャナのユーザズガイドを参照してください。 

 

5.11 フォームの複製 

フォームを再度作成する場合、処理上のエラーにより品質と統一性が低下する場合が

あります。フォームを複製する方法は、レーザープリンタ、高品質のコピー機、プロ

仕様のプリンタを使用するなど、何通りかの方法から選択できます。フォーム同士の

間で統一性を保つことが重要です。同じフォームタイプに必要なフォームはすべて、

同じ方法で複製してください。  

フォームをコピー機でコピーする場合、エラーを最低限に抑えるためにマージンをど

の程度とる必要があるかは、コピー機に用紙をセットする際の正確さと、全体のフォ

ームデザインによって決まります。スペーシングが不適切なフォームは、オフセット/
歪みの耐性が低くなります。注意しながらフォームをコピー機のガラス面に直接置く

と、ドキュメントフィーダーを使用した場合よりも良い結果が得られます。フィーダ

ーを使用すると、ページがコピー機に入る時に斜めになることがあります。大量のフ

ォームを印刷する前に、まずテストとして、ソフトウェア内でフォームテンプレート

を作成し、予測されるように記入して(たとえば不完全なやり方で)フォームのバッチを

処理してください。フォームのデザインが適切であると判断できたら、同じバッチで

必要とするフォームをすべてコピーします。これにより、後からコピーをさらにコピ

ーする必要がなくなるので、不統一なフォームを作成することがなくなります。  

フォームの複製方法に関わらず、かならず未記入のフォームを手元に保管しておいて

ください。Remark Office OMR テンプレートを作成する際には、回答者に配布したも

のと同じ品質のフォームを使用してください。たとえば、フォームをコピー機でコピ

ーした場合は、ソフトウェアでフォームテンプレートを作成する際にも、コピー機で
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コピーした未記入フォームを使用します。 

フォームの複製に関しては、できるだけ管理できるようにしておくことがベストです。

ただし、複数の場所で印刷して独自にフォームを配布するようなワークフローでは、

記入済みのフォームとともに未記入のフォームを少なくとも 1 部、返却してもらうよ

うにしてください。これにより、フォームの位置が少しずれた場合でも、テンプレー

トのスキャンをプリントアウトに合わせて位置調整ができるようになります。 

ヒント:フォームのオリジナルのフォーマットを保つには、Adobe PDF
の形式で保存してください。他の人にフォームの印刷を依頼するような
場合には、ワープロのネイティブ形式よりもこの形式の方が適していま
す。フォームを印刷する人が同じフォントを持っていない場合に備えて、
フォントを埋め込んでおいてください。 

 

5.12 フォームのテスト 
作成したフォームがスキャンに適しているかを判断するには、フォームをテストする

ことが最善の方法です。Remark Office OMR で使用するフォームは、印刷して配布す

る前に、かならずテストを行ってください。問題の発見と修正は、フォームを印刷し

て配布する前の方がずっと簡単に行えます。  

フォームをテストするには、まず Remark Office OMR Template Editor でフォームを作

成します(詳細は第 6 章を参照してください)。次に、回答者から得られる結果を予測し

ながらサンプルとしてフォームに記入します(不完全に)。フォームをスキャンして結果

を確認します。予測した精度が得られない場合は、このユーザズガイドに示したガイ

ドラインに照らしてフォームのデザインを確認し、必要に応じて修正を行います。フ

ォームテンプレートの作成と記入済みフォームのスキャンは、スキャナを同じ状態に

設定して行ってください。 
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Template Editor の使用 

第 6 章 

6.1 概要 
Remark Office OMR ソフトウェアで処理するフォームのタイプそれぞれに対して、フ

ォームテンプレートファイルを 1 つ作成する必要があります。テンプレートファイル

は、ソフトウェアがフォームを正しく処理するために必要な情報をすべて定義します。

フォームテンプレートの作成と編集は、Remark Office OMR Template Editor を用いて

行います。 フォームテンプレートファイルは、ページ内のマーク、バーコード、文章

の位置、フォームのページ数、出力する情報のタイプに関する情報を含みます。1 つ

のテンプレートには最大で 150 ページを保存できます。 

ヒント:Remark Office OMR で正しい認識を得るためには、フォームテン
プレートがキーになります。フォームテンプレートを作成する際は、か
ならず回答者に配布するものと同じ品質のフォームを使用してください
(たとえば、コピー機でフォームをコピーする場合は、フォームテンプレ
ート用にもコピー機でコピーした未記入のフォームを使用します)。また、
フォームテンプレートと記入済みフォームに対して、同じスキャナを同
じ設定(解像度や明るさなど)で使用します。  

この章では、次のような項目について説明します。 

 Template Editor のインタフェースの理解(6.2.1 項) 

 フォームテンプレートの作成(6.2 項) 

 フィールドのタイプ(6.2.2 項) 

 フィールドの作成(6.2.4 項) 

o OMR フィールド(6.2.5 項) 

o イメージフィールド(6.2.9 項) 

o バーコードフィールド(6.2.10 項) 

o OCR フィールド(6.2.11 項) 

 フィールドの高度なオプション(6.3 項) 

 Template Editor のその他の機能(6.4 項) 

 フォームテンプレートの保存(6.5 項) 

 既存のフォームテンプレートの編集(6.6 項) 

 フィールドの編集(6.6.1 項) 

 Template Editor の基本設定(6.7 項) 
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6.2 フォームテンプレートの作成 

6.2.1 Template Editor のインタフェースの理解 
Remark Office OMR Template Editor には、フォームテンプレートの作成と編集に使用

する 3 種類の基本コンポーネントがあります。Template Editor ウィンドウの左側には、

テンプレート内の各フィールドをノード(節)とするツリー構造(項目リスト)が表示され

ます。  

重要なキーワード: 
フィールド:フィールドには、イメージフィールド、バーコードフィール
ド、OCR フィールド、OMR フィールドがあり、ユーザにより定義され
ます。1 つの OMR フィールドは 1 つの質問または複数の質問を含むこと
ができます。 

また、ウィンドウの左側にはタスク画面があります。タスク画面にはよく使用する機

能へのリンクがあり、選択に応じて自動的に更新されるので、ソフトウェア内を移動

する際に役に立ちます。(［表示|タスク画面］をクリックすると、タスク画面は無効に

なります。) ウィンドウの右側には、フォームのイメージが表示されます。このイメー

ジは、スキャナまたは保存したイメージファイルから取得します。フォームテンプレ

ートの作業では、ツリー表示とイメージ表示を使用できます。ツリー表示内の各ノー

ドは、そのノードのプロパティが含まれます。ノードをダブルクリックすると、その

プロパティにアクセスできます。ノードは、フォーム上の質問または項目と考えるこ

ともできます。また、イメージ表示エリアのフィールド内部でダブルクリックして、

そのフィールドのプロパティを表示することもできます。Template Editor の使用方法

について、次項から詳細に説明します。  

 

6.2.2 フィールドのタイプ 

フィールドについてはこの章で詳しく後述しますが、ここで概要を説明しておくと役

に立つでしょう。Remark Office OMR が処理できるフィールドには、基本的な 4 種類

のフィールドがあります。 

フィールドのタイプ フォームに配置でき

る要素 
説明 

OMR  

(光学式マーク認識) 

バブル、チェックボ

ックスその他の閉じ

た図形。複数の選択

肢がある質問や、名

前やコードなどを記

入するためによく使

用されます。 

OMR フィールドは、フォーム上のバ

ブルやチェックボックスなどのマーク

を取得するために使用します。マーク

を使用すると、複数選択肢の質問から

ID 番号や氏名まで、広範囲にわたるさ

まざまな情報を収集できます。  

バーコード 縦または横方向に配

置したバーコード 
バーコードでは、ID 番号から人口統計

のような情報まで、さまざまな情報を

自由にコード化できます。  
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フィールドのタイプ フォームに配置でき

る要素 
説明 

OCR 

(光学式文字認識) 

印刷した文字 OCR フィールドでは、フォーム上に

印刷した文字を読み取ります(手書きは

不可)。ソフトウェアは ID 番号や名前

を、印刷された文字であれば読み取る

ことができます。  

※日本語 OCR はサポート対象外で

す。 

イメージ 手書き文字やその

他、自動的にデータ

に変換できない情報

イメージフィールドでは、コメント欄

や自由回答形式の質問の項に書かれた

手書きの文字を取得します。ソフトウ

ェアは手書きの文字を自動的に変換し

ませんが、手書き文字をイメージとし

て保存したり、またはイメージ補助を

使用してコメントを入力したりできる

ようにします。 

 

6.2.3 フォームテンプレートの開始 
フォームテンプレートは、Remark Office OMR Template Editor で作成します。

Template Editor にアクセスして新しくフォームテンプレートを作成するには、次の 2
通りの方法があります。 

1 Remark Office OMR Data Center で、［ファイル］メニューを選択してから［新規

フォームテンプレート］をクリックするか、または  をクリックします。また

は、［テンプレート］タブを選択し、タスク画面で［新規フォームテンプレー

ト］をクリックします。 

2 Windows の［スタート］メニューで、［スタート|すべてのプログラム|Remark 
Office OMR 8|Remark Office OMR Template Editor］をクリックします。 

 

新しいフォームテンプレートを作成するには 

1 ［ファイル］メニューを選択して［新規作成］をクリックするか、または  を
クリックして、新しいフォームテンプ

レートを開始します。［新規フォーム

テンプレートのプロパティ］ウィンド

ウが表示されます。このウィンドウで

は、テンプレートの説明、ページサイ

ズ、ページの向きなどの全般的な情報

を指定できます。  

2 必要に応じて、[フォームテンプレート

の説明]ボックスにフォームテンプレー
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トの説明を入力することもできます。  

3 ［サイズ］ドロップダウンボックスで、スキャンするフォームの適切なサイズを

選択します。フォームテンプレート内のページは、すべて同じサイズでなければ

なりません。 

4 ［方向］でフォームの向きを選択します。［縦］または［横］が選択できます。

フォームテンプレート内のページは、すべて同じ方向でなければなりません。 

ヒント:いったんフォームを作成すると、ページのサイズと方向は変更で
きなくなります。したがって、このウィンドウでは注意して選択してく
ださい。 

5 ［次へ>>］ボタンをクリックして操作を続けます。 

［ページ要素の作成］ウィンドウが表示されます。このウィンドウでは、フォームか

らイメージをどのようにインポートするかを選択します。ページをスキャンして直接

Template Editor に取り込むことも、フォームのイメージファイル(以前にスキャンして

保存しておいたもの)をインポートすることもできます。イメージをインポートする方

法に関わらず、フォームテンプレートは、かならず未記入のフォームを基本にするよ

うにしてください。 

注:正しく認識させるためには、テンプレート作成のために未記入のフォ
ームをスキャンする必要があります。PDF など、スキャナで作成してい
ないファイルをインポートしないでください。ドキュメントから直接
PDF ファイルを作成すると、フォームをスキャンしてイメージファイル
を作成した場合とは異なるファイルになるため、フォームテンプレート
が記入済みのフォームをスキャンしたイメージと一致しなくなり、認識
エラーの原因になります。 

 

スキャナを使用してイメージソースを作成するには 

1 ［イメージ取得の方法の選択］セクションでラジオボタンの［スキャナから読み

取る］をクリックします。 

注:スキャナの設定が必要な場合は、［スキャナから読み取る］の隣の
［スキャナのプロパティ］をクリックして［スキャナのプロパティ］ウ
ィンドウを表示させます。(スキャナの使用についての詳細は、第 4 章を
参照してください。) 

2 (オプション) フォームでドロップアウトカラーを使用している場合は、［赤］

［青］［緑］を用いて、フォームからドロップアウトさせる色を選択します。

［ドロップアウトのしきい値］を選択することもできます。このしきい値は、色

がどの程度近づいた時にドロップアウトさせるかを設定します。数値を大きく設

定すると、より近くなければ一致と判断されないようになります。 

注:色のドロップアウトは、マークの近くにカラーのラインや影を使用し
ている場合に便利です。色をドロップアウトさせると、その色はフォー
ムをスキャンした時に見えなくなります。マーク(バブル、チェックボッ
クス)には、ドロップアウトカラーを使用しないでください。マークがド
ロップアウトされて、フォームが読めなくなります。ソフトウェアを通
じたドロップアウトカラーは、カラーでスキャンを行うどのスキャナで
も使用できます。スキャナ側でも色をドロップアウトできる場合は、ス
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キャナのカラードロップアウト機能を使用することをお勧めします。ス
キャナの TWAIN インタフェースでパフォーマンスの最適化を有効にして
ください。 

3 スキャンする未記入のページをスキャナの上に置きます。ページを 1 枚ずつスキ

ャンしても、フォームの全ページを一度にスキャンしてもかまいません。  

4 ［スキャナからイメージを取得］ボタ

ンをクリックして、ページのスキャンを

開始します。 ページがスキャンされ、

フォームのサムネイルイメージが［イ

メージ］ウィンドウに表示されます。

複数ページを一度にスキャンした場合は、

イメージの下の矢印を使用すると、スキ

ャンしたイメージをすべて表示できます。

［削除］アイコンをクリックすると、

イメージを削除できます。 

5 イメージがこれで良ければ、［OK］ボ

タンをクリックします。［スキャナからイメージを取得］ボタンをもう一度クリ

ックすると、ページが再度スキャンされます。(イメージが大きく歪んでいないこ

とを確認してください。歪みが大きい場合は、スキャナでもう一度スキャンして

ください。) 

Remark Office OMR はウィンドウを開いてツリー(項目リスト)を左側に表示し、イメ

ージを右側に表示します。このウィンドウには、認識する部分のアウトラインが表示

されます。6.2.4 項「フィールドの作成」に進んでください。 

 

イメージファイルを使用してイメージソースを作成するには 

1 ［イメージ取得方法の選択］セクションでラジオボタンの［イメージファイルか

ら読み取る］をクリックします。 

2 フォームでドロップアウトカラーを使用している場合は、［赤］［青］［緑］を

用いて、フォームからドロップアウトさせる色を選択します。［ドロップアウト

のしきい値］を選択することもできます。このしきい値は、色がどの程度近づい

た時にドロップアウトさせるかを設定します。数値を大きく設定すると、より近

くなければ一致と判断されないようになります。 

注:色のドロップアウトは、マークの近くにカラーのラインや影を使用し

ている場合に便利です。色をドロップアウトさせると、その色はフォー

ムをスキャンした時に見えなくなります。マーク(バブル、チェックボッ

クス)には、ドロップアウトカラーを使用しないでください。マークがド

ロップアウトされて、フォームが読めなくなります。スキャナ側でも色

をドロップアウトできる場合は、フォームをスキャンする際に、スキャ

ナのカラードロップアウト機能を使用することをお勧めします。その場

合、Remark Office OMR でイメージを読み込んだ時には、もうその色が

消えた状態になっています。 

3 ［ファイルからイメージを取得］ボタンをクリックして、ファイルからイメージ          

を選択します。 
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4 ［イメージファイルの選択］ウィンドウで、［検索］ドロップダウンリストを使

用して、フォームテンプレートに使用す

るイメージファイルを検索します。イメ

ージは、一度に 1 つずつしか選択できま

せん。ただし、このウィンドウに戻って

イメージを続けて選択することはできま

す。フォームのサムネイルイメージが

［イメージ］ウィンドウに表示されます。  

5 他に使用するイメージがあれば、手順 3
～4 を繰り返してフォームテンプレート

に追加します。  

6 イメージがこれで良ければ、［OK］ボタンをクリックします。［ファイルからイ

メージを取得］ボタンをもう一度クリックすると、イメージが再度選択されます。 

Remark Office OMR はウィンドウを開いて、ツリー(項目リスト)を左側に表示し、イ

メージを右側に表示します。このウィンドウには、認識する部分のアウトラインが表

示されます。 

ヒント:複数ページのフォームでは、1 枚のテンプレートページから開始
するか、全ページを同時に開始するかを選択できます。後からページを
追加する必要が生じた場合は、ツリー表示のページノードをクリックし
て、［ページ|挿入］メニューを使用すれば、新しいページを追加できま
す。 

 

6.2.4 フィールドの作成 
フィールドを作成する方法には、ツリー表示、メニュー、タスク画面、イメージ表示

を使用するなど、いくつか異なる方法があります。ここでは、それらの方法について

詳細に説明します。 

ツリー表示を用いてフィールドを作成するには、該当するメニューとマウスを使用し

ます。ツリー表示には、フォームの各ページとフィールドを表すノードがあります。

ツリー表示内で各ノードをダブルクリックまたは右クリックすると、個々の動作を実

行できます。 

メニューを使用してフィールドを挿入 マウスを使用してフィールドを挿入 

1 新しくフィールドを追加したい位置

の上または下のノードをクリックし

てハイライトさせます。フォームテ

ンプレートの最初の質問の場合は、

［ページ 1］ノードをクリックしま

す。 

1 新しくフィールドを追加したい位置

の上または下のノードをクリックし

てハイライトさせます。フォームテ

ンプレートの最初の質問の場合は、

［ページ 1］ノードをクリックしま

す。 

2 フィールドを選択した場合は［フィ

ールド］メニューをクリックしま

す。ページを選択した場合は［ペー

ジ］メニューをクリックします。 

2 同じノードを右クリックして、ドロ

ップダウンメニューを表示させま

す。 
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メニューを使用してフィールドを挿入 マウスを使用してフィールドを挿入 

3 ［挿入］をクリックします。 3 ［挿入］をクリックします。 

4 何を挿入するか、また選択したノー

ドの前後どちらに挿入するかに応じ

て、［ページの後ろに］［OMR フィ

ールドの後ろに］［イメージフィー

ルドの後ろに］［バーコードフィー

ルドの後ろに］［OCR フィールド 
の後ろに］［ページの前に］［OMR 
フィールドの前に］［イメージフィ

ールドの前に］［バーコードフィー

ルドの前に］［OCR フィールド の
前に］のいずれかを選択します。  

4 何を挿入するか、また選択したノー

ドの前後どちらに挿入するかに応じ

て、［ページの後ろに］［OMR フィ

ールドの後ろに］［イメージフィー

ルドの後ろに］［バーコードフィー

ルドの後ろに］［OCR フィールド の
後ろに］［ページの前に］［OMR フ
ィールドの前に］［イメージフィー

ルドの前に］［バーコードフィール

ドの前に］［OCR フィールド の前

に］のいずれかを選択します。 

 

注:ツールバーボタンを使用して各種のフィールドを挿入することもできま

す。OMR (光学式マーク認識)フィールドの場合は緑、バーコードフィール

ドの場合はオレンジ、イメージフィールドの場合は青、OCR (光学式文字

認識)フィールドの場合は紫のボタンを使用します。    

  

マウスカーソルが十字の形になります。これは、画面上のイメージ表示エリア内で、

フィールドを囲む四角形をドラッグ指定する必要があることを示します。OMR フィー

ルドの周囲に四角形をドラッグ指定する場合、その周囲の文字、ライン、グラフィッ

クを中に入れないようにしてください。 

5 十字カーソルをフィールドの左上端に置き、マウスの左ボタンを押しながら、フ

ィールドの右下端に向けてドラッグして四角形を形作ります。  

6 マウスのボタンを離します。 

［フィールドのプロパティ］ボックスが表示されます。フィールドのタイプとプロパ

ティについては、以降の各項で説明します。 

 

イメージ表示エリアを使用してフィールドを作成するには  

1 イメージ表示エリアでマウスを右クリックして、［挿入］をクリックします。 

2 作成するフィールドのタイプを選択します。［フィールドのプロパティ］ボック

スが表示されます。 

ヒント:イメージ表示のいずれかの位置で右クリックすると、ページ上で
定義した最後のフィールドの後ろに新しいフィールドが挿入されます。
特定の順序でフィールドを挿入するには、まずフィールドを選択してか
ら［挿入］を選択します。次に、選択したフィールドに対して新しい項
目をどのように配置するかに応じて適切な項目(［ページの後ろに］、
［OMR フィールドの後ろに］など)を選択します。  

フィールドのタイプとプロパティについては、以降の各項で説明します。 
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タスク画面でフィールドを作成するには 

1 タスク画面が表示されていない場合は、［表示］メニューを選択してから［タス

ク画面］をクリックします。タスク画面は、直前の操作に基づいて自動的に更新

されます。 

2 ［フィールドを指定］をクリックします。 

3 挿入するフィールドのタイプに応じて、

［OMR フィールドを挿入］、［イメー

ジフィールドをフィールド］、［バー

コードフィールドを挿入］、［OCR フ

ィールドを挿入］のリンクのいずれかを

クリックします。ツリー表示の中で現在

選択しているノードの後ろに、新しいフ

ィールドが追加されます。 

4 十字カーソルをフィールドの左上端に置

き、マウスの左ボタンを押しながら、フィールドの右下端に向けてドラッグして

四角形を形作ります。  

5 マウスのボタンを離します。 

［フィールドのプロパティ］ボックスが表示されます。フィールドのタイプとプロパ

ティについては、以降の各項で説明します。 

 

6.2.5 OMR (光学式マーク認識)フィールド 
OMR フィールドは、OMR バブル、チェックボックスなどを含む領域です。回答者は、

該当する選択肢に対応するマークを黒く塗ります。各 OMR フィールドには、特定数

の行と列があります。1 つの OMR フィールドは 1 つの質問または複数の質問を含むこ

とができます。OMR フィールドを作成する際には、そのフィールドに適合するプロパ

ティを指定する必要があります。プロパティには、フィールドのサイズ、フィールド

のタイプ、Remark Office OMR が生成する出力形式などがあります。詳細は、以下の

各項で説明します。 

 

6.2.5.a OMR フィールドのタイプ 

OMR フィールドには 7 つのタイプがあります。以下の各項で、それぞれのタイプにつ

いて詳しく説明し、各スタイルの例を示します。例には、印刷したフォーム上でフィ

ールドがどのように見えるかと、フォームを処理する際に選択した回答がデータグリ

ッドでどのように表示されるかを示します。 

 

Multiple フィールド: Multiple フィールドは、複数の選択肢がある質問で指定します。

これらの質問には、回答を 1 つしか選べないものと複数選べるものがあります。1 つ

の Multiple フィールドには、複数の質問を含むことができます。 
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例 1: 

 フォーム:        データ出力: 

性別        性別 

    女性 

    男性 

 女性 

 

例 2: 

 フォーム:           データ出力:  

     質問 1 質問 2 質問 3 

質問 1     A B C 

質問 2    

質問 3    

 

Grid フィールド: Grid フィールドは、複数の行/列の出力がワンセットのデータになる

場合に指定します。通常、回答者は 1 つの回答を複数のバブルに記入します(たとえば、

学生 ID 番号、名前、社会保障番号など)。 

例: 

フォーム: 

ID 番号 

0 1 2 3 4 5 6 






















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データ出力: 

ID 番号 

0123456 

 

List フィールド: List フィールドは、複数の選択肢を含む形式で、かつ回答のバブルが

1 行または 1 列に含まれていないような質問で指定します。各バブルには一意に定ま

る出力値があります。 

例: 

フォーム: 

ミドルネームのイニシャルは何ですか? 

 






 

データ出力: 

ミドルネーム 

L 

 

Add フィールド: Add フィールドは、選択された OMR バブルの値をすべて加算して値

を生成する場合に指定します。回答の選択肢(またはフォーム上のマーク)には、それぞ

れ個別の値を割り当てます。 

例 1: この例では、選択されたスケールの数値を合計して回答を計算します。 

 

フォーム: 

次の質問に、回答のスケールを用いて正直に答えてください。 

      楽しくない     楽しい 

      1 2 3 4 5 
 

今日の気分だどうですか?     O  O O O 

昨日の気分はどうでしたか?  O  O O O 

先週の気分はどうでしたか?  O O  O O 
 

データ出力（２＋２＋３）: 

気分 

7 
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例 2: この例では、ポジティブな回答に対してそれぞれ 1 を割り当て、ネガティブな 

回答に対してそれぞれ–1 を割り当て、Remark Office OMR が合計を計算します。 

フォーム: 

自分にあてはまると思われる性質を選んでください。 

（＋１）                （－１） 

 

       ほぼ常に幸せ O       ほぼ常に不幸せ 

O       のんびりしている        緊張している 

O       楽しい        退屈 

       知的 O       無知 

       特別 O       凡庸 

 

データ出力 （１＋１＋１－１－１）:  

性質 

1 

 

Boolean フィールド: Boolean フィールドは、回答の選択肢を選択した場合にユーザ定

義値(「Yes」など)を割り当て、選択しなかった場合に別のユーザ定義値(「No」など)
を割り当てる場合に使用します。フォームを処理する際、各回答はテンプレートグリ

ッド内の個別のセルに出力されます。複数の回答を許可する質問で他のタイプと比較

してみると、Multiple フィールドやリストフィールドを使用した場合、Remark Office 
OMR はデータをコンマで区切って単一のセルに入れます。Boolean タイプのフィール

ドは、複数の回答を許可し、かつデータを別々のセルに入れる必要がある場合に便利

です。たとえば SPSS のように、コンマで区切った複数の回答を処理できないプログ

ラムにデータをエクスポートする場合、Boolean タイプのフィールドが便利です。 

例: 

フォーム: 

参加している活動は何ですか? (該当するものをすべて選択してください) 

 

O 陸上競技（大学）   

 陸上競技（大学以外）  

O  チェスチーム    

 ディベートチーム    

O ブラスバンド   
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データ出力: 

活動 1 活動 2 活動 3 活動 4 活動 5 

No Yes No Yes No 

 

Binary フィールド: Binary フィールドは、回答の選択肢を選択した場合に、それに対

して定義した値(1)を出力し、選択しなかった場合には、それに対して定義した別の値

(0)を出力する、という場合に指定します。Binary フィールドは、すべての回答を 1 つ

のセルに出力します。上記の例を使用すると、次のようになります。 

例: 

フォーム: 

参加している活動は何ですか? (該当するものをすべて選択してください) 

  

O 陸上競技（大学）   

 陸上競技（大学以外）  

O  チェスチーム    

 ディベートチーム    

O ブラスバンド   
 

データ出力: 

活動 

01010 

 

Rank フィールド: Rank フィールドは、質問の選択肢が複数あり、各回答(または回答

のセット)を一度に 1 つしか選択できない場合に指定します。たとえば、投票で各候補

に順序をつけるような場合に使用できます。Rank タイプの質問を使用すると、各選択

肢を何回選択して良いかを制限できます。 

例 1: 

次のアイスクリームフレーバーを、好きな順に 1 から 3 まで選んでください。 

フォーム：   1 2 3 
 

チョコレート   O O 

バニラ     O O  

ストロベリー  O  O 
 

データ出力: 

1 2 3 

チョコレート イチゴ バニラ 
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例 2: 

会長、副会長、書記に投票してください。 

 

フォーム：           会長   副会長   書記 
 

John Doe    O O 

Joe Garcia   O O  

Ron Jackson  O O O 

Mary White  O O O 

Lisa Brown  O  O 

Jane Doe   O O O 

Marty Donovan  O O O 
 

データ出力: 

会長 副会長 書記 

John Doe Lisa Brown Joe Garcia  

 

6.2.5.b フィールドの方向 

OMR フィールドは、列または行のどちらかの方向になります。テンプレート内の［フ

ィールドの方向］プロパティは、そのフィールドをフォーム上で列(縦)と行(横)のどち

らの方向に配置するかを決定します。 

 

列:列方向のフィールドでは、質問をフォームの列上に配置します。 

例: 

   最適なものを選んでください。     性別は何ですか？ 

 

   ○  Ａ               ○  女性 

   ○  Ｂ               ○  男性 

   ○  Ｃ 

   ○  Ｄ 
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行 ： 行方向のフィールドでは、質問をフォームの行に配置します。 

例: 

 非常に良い 良い 並 悪い 

質問 1 ○ ○ ○ ○ 

質問 2 ○  ○ ○ ○ 

質問 3 ○ ○ ○ ○ 

 

年齢を選んでください。 

 

18-24  25-34  35-44  45-54  55-64  65+ 
 

   ○        ○     ○     ○     ○   ○  
 

6.2.6 OMR フィールドの定義 
OMR フィールドを挿入すると、［プロパティ - OMR フィールド］ウィンドウが表示

されます。OMR フィールドのプロパティについて、以下の表に概要を示します。   

プロパティ 機能 

フィールド 名 OMR フィールドに割り当てるフィールド名。フィールド名は、

データグリッドウィンドウのグリッド列ヘッダーに使用され、デ

ータを共通ファイル形式で保存する際にエクスポートされます。

フィールド名は最大 60 文字です。 
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プロパティ 機能 

OMR タイプ 記述する OMR フィールドのタイプ。フィールドタイプには、次

のようなものがあります。 

Multiple  - 複数の選択肢を含むフィールド。 

Grid  - マークのグリッドまたはマトリックス(バブル、チェック

ボックス)。1 セットのデータに相当します(学生 ID 番号など)。 

List - 各マークが一意に定まる出力値に割り当てられ、かつマー

クが単一の行または列内に入っていないフィールド(回答選択肢

のリストなど)。 

Add  - 回答者が記入する回答の値が加算されて、1 つの数値デー

タになるか、または連結されてテキストデータになるフィール

ド。 

Boolean- 回答者が記入した選択肢にユーザ定義値(「Yes」など)
を割り当て、記入しなかった選択肢に別の値(「No」など)を割り

当てるフィールド。Boolean フィールドの出力は、フィールド内

の各マーク(回答選択肢)に対して 1 セットのデータになります。

Binary- 回答者が記入した選択肢に対して 1 の値を出力し、記入

しなかった選択肢に 0 の値を出力するフィールド。Binary フィ

ールドは、回答の文字列(1 と 0 による)を単一のセルに出力しま

す。 

Rank  - Multiple の質問で、選択肢をそれぞれ 1 度ずつしか選択

できないフィールド。 

データタイプ データを保存/エクスポートする際に、テキストとみなすか数値

とみなすかを設定します。 

フィールドの 

方向 

フィールドの方向を、列または行に設定します。 

列 - フィールド内の質問は横の方向に配置されます。 

行 - フィールド内の質問は縦の方向に配置されます。 

フィールド内の

列数 
フィールド内に含まれるマークの列数を設定します。 

フィールド内の

行数 
フィールド内に含まれるマークの行数を設定します。 

有効な 

ラベルスケール 

出力ラベルとして指定した値の範囲を設定します(A-E、1-5 な

ど)。この設定を使用すると、［ラベル］グリッドへのラベルの

入力が、値を 1 つずつ入力するよりも速く行えます。フォーム

上の各マークは、ラベルで表されます。フォームを処理する(ス
キャンするなど)際には、ラベルが出力されます。このリストに

は、選択した回答選択肢の数に対応する範囲のラベルのみが表示

されるので注意してください。 
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プロパティ 機能 

ラベル フォームを読み取る際に、データグリッドに表示される出力デー

タを設定します。フォーム上の各マークは、ラベルで表されま

す。フォームを処理する(スキャンするなど)際には、ラベルが出

力されます。コンマ、引用符、セミコロン、カッコは予約文字で

あり、ラベルのリストには使用できません。  

値 この設定は、テキストによる回答選択肢(ラベル)に数値を対応さ

せるために使用します。値は、データタイプをテキストに設定し

た回答の統計情報を計算するために使用します。数値は、SPSS
形式のファイルに保存する場合にも使用します。テストの成績評

価をする場合、この値はポイント値としては使用されないので注

意してください。 

有効な値スケー

ル 
［値］に使用する数値の範囲を事前に定義して設定します。こ

の設定を使用すると、テキスト形式で出力するラベルを［値］

グリッドに入力する操作が、値を 1 つずつ入力するよりも速く

行えます。 

スケール保存 ユーザ定義値のレベルを、保存して再利用できる出力ラベルとし

て設定します(「ひじょうに良い」「良い」「並」「悪い」な

ど)。［ラベル］グリッドにラベルを入力した後に［スケール保

存］ボタンをクリックすると、そのラベルを保存して後から使用

できるようになります。  

NA ラベル 適切でない回答（NA）が含まれていて NA を Remark Quick 
Stats の統計に含めたくない場合、他の値を NA ラベルのリスト

から選択することができます。このリストにはラベルグリッドで

定義したラベルが自動的に表示されるようになっています。

Remark Quick Stats の基本設定で NA 回答を含める/含めないの

設定を行うことができます。 

形式の指定 ［形式の指定］機能は、グリッド OMR フィールドにのみ適用さ

れます。フォームの処理中に出力されるデータのパターンを入力

する場合は、このチェックボックスにマークをつけてください。

デフォルト設定(***)は、文字を区切らずに次々に表示することを

示します。「*」はデータ用のプレースホルダーです。このパタ

ーンを変更すると、日付用のスラッシュや小数点などを入力でき

るようになります。適切な文字を正しい位置に入力してください

(たとえば、日付の場合は「**/**/****」など)。 

フィールドを 

読み取り操作に 

含める 

このチェックボックスをマークすると、フォームを処理する際

に、このフィールドのデータが含まれるようになります。このチ

ェックボックスをマークしない場合、フォームテンプレート内に

フィールドは存在しますが、フォームを処理してもデータは取得

されません。 

 
OMR フィールドを作成するには 

1 ［ページ］または［フィールド］メニューから［挿入］を選択し、次に［選択し

たフィールド | ページの後ろに OMR フィールド］または［選択したフィールド | 
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ページの前に OMR フィールド］を選択します。   

ヒント:フィールドを作成する方法には、メニューやツールバーを使用す
る方法、イメージ表示/ツリー表示やタスク画面内で右クリックする方法
など、複数の方法があります。これらの方法については、「6.2.4 フィー
ルドの作成」で詳しく説明しています。それぞれの方法を試したうえで、
どの方法が良いかを決めてください。 

2 マウスの形状が十字型に変わります。マウスを使用して、イメージ表示エリアの

フィールド内のマークを囲むようにドラッグします。マークのみを囲み、マーク

の近くにあるテキストが入らないようにしてください。フィールドを囲むボック

スは、以下の例に示すように、枠線がバブルに近すぎず、かつ遠すぎないように

してください。 

 

例: 以下の項目を 1 から 5 のスケールに設定します。 

    
 
 
 
 
 

 

 

 

3 前ページの説明に従って、［OMR フィー

ルドのプロパティ］画面の［プロパティ - 
OMR フィールド］ボックスに、そのフィ

ールドに適したプロパティを入力します。

さらに高度な追加機能も定義できます。こ

のような機能については、6.3.1 項から詳

細に説明します。 

4 ［OK］ボタンをクリックしてフィールド

を作成します。 

OMR フィールドを作成すると、イメージ表示エリアにそのフィールドが表示されるよ

うになり、ツリー表示には新しいノードが追加されます。イメージ表示エリア内の各

OMR フィールドは緑色に表示され、フィールドを区別します。フィールドを選択する

と、その周囲に青い枠線が表示されて、アクティブなフィールドであることを示しま

す。 

注:フィールドに赤いマークが表示される場合は、描画または設定が正し
く行われていません。この問題の修正は、6.2.8 項を参照してください。 

 

 

設備     

食事     

娯楽     

全体     
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6.2.7 OMR フィールドのリンク 
テキスト、ライン、グラフィックスで分割されたマークは、1 つのフィールド定義の

中で選択することができません。テキストやラインなどの項目を含む OMR フィール

ドを作成する場合、選択できるのはマークのみです。リンクフィールドの追加機能を

使用すると、このようなマークタイプを 1 つの OMR フィールドにリンクできます。

リンクできる OMR フィールドには、Multiple、Grid、List、Rank、Binary、Add フィ

ールドがあります。リンクした OMR フィールドが必要になる質問レイアウトの例を、

以下に示します。 

 

性別は何ですか? 

 

O     女性            O     男性 
 

マーク(バブル)は中間に回答テキストがあって区切られていますが、論理的には 1 つの

質問と考えられます。ただし OMR フィールド内の「女性」という言葉を選択するこ

とはできません。そのため、女性に対するマークのみを含むフィールドを作成し、次

に男性に対するマークをオリジナルのフィールドにリンクすることになります。 

 

リンクしたフィールドの追加機能を使用するには 

1 リンクする最初のフィールドの周囲に、独自フィールドと同じように OMR フィー

ルドを作成します(上記の例では、「女性」に対応する OMR バブルを選択します)。 

2 フィールドの最初のパートを定義した後、［ページ］または［フィールド］メニ

ューを選択して［リンクフィールドの追加］をクリックするか、または  を
クリックします。マウスの形状が十字型に変わ

ります。 

3 定義する 2 番目のエリアをボックスで囲むよう

にドラッグします(上記の例では、「男性」に

対応する OMR バブルを選択します)。 

マウスのボタンを離すと［プロパティ - OMR フィ

ールド］ウィンドウが表示されます。このウィン

ドウには、選択したフィールドの最初のパートと同

じ設定が含まれます。ウィンドウの［ラベル］(ラベル)と［値］の部分のみ、必要に応

じて定義する必要があります。  

4 フィールドの定義に必要な変更を行い、［OK］ボタンをクリックします。 

リンクフィールドの追加機能で定義したフィールドは、その前のフィールドに自動的

にリンクされます。これらのフィールドは、イメージ表示ウィンドウ内では、OMR フ

ィールドのように緑色で表示されますが、ツリー表示では周囲の点線とプラス記号が

追加され、リンクされているという状態を表します。   

ヒント:リンクできるフィールドは、OMR タイプ、データタイプ、方向
が同じであるフィールドに限られます。ただし、マークの列数と回答選
択肢の数が一致していなくてもリンクはできます。   
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すでにリンクされたフィールドを変更するには、まずリンクを解除してフィールドを

分離し、次に変更を行ってから、フィールドを再度リンクします。プロパティの多く

は、まずリンクしたフィールドを分離しなければアクセスできません。 

 

フィールドのリンクを解除するには 

1 ツリー表示またはイメージ表示エリアを使用して、分離したいリンクセットの内

部にある OMR ボックスを 1 つ選択します。 

2 ［ページ］または［フィールド］メニューを選択して［リンクフィールドの解

除］をクリックするか、または  をクリックします。 

フィールドは、個別の OMR フィールドに分離します。フィールドを変更する場合は、

そのフィールドを編集してから再度リンクします。 

 

フィールドを再度リンクするには 

1 イメージ表示エリアの中で、［Shift］キーを押しながら、リンクする OMR フィ

ールドのノードをクリックして選択します。  

2 すべてのフィールドをハイライトさせた後、［ページ］メニューを選択して［リ

ンクフィールド］をクリックするか、または  をクリックします。 

 

6.2.8 OMR フィールドの色/フィールドの位置 
フォームテンプレート内の各フィールドには異なる色が付けられているので、簡単に

区別できます。すでに述べたように、OMR フィールドは緑です。作成した OMR フィ

ールドが無地の赤色になった場合は、Remark Office OMR がそのフィールドを設定ど

おりに正しく認識できていないことを示します。フィールドが無地の赤色で表示され

た場合、マウスをそのフィールドの上に重ねると、Template Editor が問題の詳細を表

示します。フラグを付けられたフィールドもツリー表示では赤のイタリックで表示さ

れ、修正が必要であることを示します。この問題には、次のような原因が考えられま

す。 

 ［プロパティ – OMR フィールド］ウィンドウに入力された列数または行数が正し

くない。 

 フィールドの境界線のいずれかが、イメージ上の他の要素に接触している。フォー

ムイメージ上に存在するマーク、文字、ライン、グラフィックなどに接触している

可能性があります。境界線は、イメージ上の何にも接触していないようにしてくだ

さい。フォーム上には十分な余白を取り、イメージ上で何かに接触しないようにフ

ィールドを作成する必要があります(フォームの適切なデザイン方法については、第

5 章を参照してください)。 

 OMR フィールドの内部でマーク(バブル)以外の何か(文字やラインなど)をキャプチ

ャしてしまった場合。指定した OMR フィールド内部では、実際のマークのみをキ

ャプチャします。テキストなど何かが障害になって 1 つの質問に対するマークをす

べて選択できない場合は、リンクしたフィールドを追加する機能を使用する必要が

あります(詳細は 6.2.7 項を参照)。 
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 光学式マークのないフォームを使用している場合。Remark Office OMR がフォーム

を読み取るためには、フォームがバブルやチェックボックスのような閉じた図形を

含んでいる必要があります。数字を丸で囲む形式の質問があるフォームや、回答と

してラインをマークするようなフォームは処理できません。 

 フォームテンプレートに使用するイメージが劣化している場合。フォームをスキャ

ンする際に、生成したイメージの品質が期待したほど鮮明にならないことがありま

す。マークが途切れる、つまり内部に小さな隙間が生じる場合があります。ツール

バーのズームオプションを使用すると、イメージを拡大して、マークが閉じている

かどうか調べることができます。マークが閉じていない場合、Remark Office OMR
は正しく認識できません。この問題が発生した場合は、スキャナで明るさの設定値

(しきい値と呼ぶこともあります)を暗くしてからスキャンをやり直して、フォーム

テンプレートを再取得してください。 

OMR フィールドが無地の赤色になった場合、処理を始める前に問題を修正しなければ、

ソフトウェアはフォームを正しく認識できません。 

 

フィールドの位置変更または再定義をするには 

1 フィールドが無地の赤色になっている場合は、上記のリストで原因を調べてくだ

さい。フィールド全体を移動する必要がある場合は、マウスのフィールドの上に

重ねて、四方が矢印になった十字形のカ

ーソルを表示させます。マウスの左ボタ

ンでフィールド全体をドラッグして移動

し、ボタンを離します。 

2 フィールドを適切な位置に移動しても赤

色表示のままである場合は、赤いボック

スの内側をダブルクリックして［フィー

ルドのプロパティ］ウィンドウを表示さ

せます。 

3 指定した列と行の数が、フィールド内で

取得した数と一致しているか確認します。

必要に応じて数を修正し、［OK］ボタン

をクリックします。  

 

6.2.9 イメージフィールド 

イメージフィールドは、手書き文字(人名、コメントなど)を含むフォーム上のエリア

に使用します。Remark Office OMR はこのタイプの情報を自動的に読み取ることは

できませんが、イメージフィールドとして情報を取得する方法が 3 通りあります。 
 データ入力イメージフィールドは、データグリッド内に、文字を手動で入力す

るためのスペースを確保します。イメージフィールドに含まれる情報を、イメ

ージ補助付きのデータ入力方式(画面に表示される内容を見ながらキーボード

入力する方式)で入力します。また、処理中にデフォルトの入力データ(日付な

ど)をデータセット内に自動的に入力することもできます。 
 イメージクリップイメージフィールドの場合、特定フィールドのスナップショ

ットイメージを、コンピュータ上またはネットワーク上のユーザが指定する位
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置に保存します。フォームをスキャンする際に、データグリッド内にこの位置

が表示されます。イメージフィールドの情報を収集した後、オプションとして、

Remark Quick Stats 内でレポートを実行して結果を参照できます(詳細は、

Remark Quick Stats ユーザズガイドを参照してください)。 
 定性的な回答のコード化という機能により、返送されたフォームに記入されて

いそうな回答に対して、コードを設定できます。長文の回答を入力する代わり

に、その回答をカテゴリまたはテーマ別にコード化することができます。フォ

ームの処理中にデータを入力する際、画面上で回答を読み、事前に定義してお

いたコードをドロップダウンリストから選択します。定性的な回答コーディン

グの別の利点として、Remark Quick Stats でデータを分析する際に、項目分

析レポートを実行して、特定の質問に対して選択されたコードを分類できると

いう点があります。定性的な回答コーディングの例として、たとえば調査票に

コメント用の質問項目を設けたとします。するとコメント内容を読みたいと思

われるでしょう。しかし、肯定的・否定的・その両方の回答がどの程度あるか

を早く知りたいという場合もあるかもしれません。Remark のフォームテンプ

レートでは、肯定的・否定的・その両方の回答に対してそれぞれのコードを事

前に定義しておくことができます。記入されたフォームを処理する際に、画面

上で個々のコメントを読み、それが肯定的か否定的か、また両者が混在してい

るかどうかを判断して分類できます。そうすると、データを分析する際に、各

カテゴリに該当する回答者がどれだけいるかがすぐに把握できます。コメント

に対して、複数のコード化回答を割り当てることもできます。イメージクリッ

プと定性的コーディングを組み合わせると、手書きのコメントを載せたレポー

トを読み、かつコードを割り当てることも可能になります。 
イメージフィールドには次のような基本プロパティがあります。 

プロパティ 機能 

フィールド名 イメージフィールドに割り当てるフィールド名。フィールド

名は、データグリッドウィンドウのグリッド列ヘッダーに使

用され、データを共通ファイル形式で保存する際にエクスポ

ートされます。フィールド名は最大 60 文字です。 

フィールドタイプ イメージフィールドのタイプを、イメージクリップフィール

ド、データ入力フィールド、データ入力＋イメージクリップ

フィールドに設定します。イメージクリップの場合、

Remark Office OMR はフィールドのイメージを後から表示

できるようにキャプチャして、データグリッド内に画像の位

置(たとえば、C:\Program Files\Gravic\Remark Office 
OMR 8\Images\image1.pcx など)を出力します。データ

入力の場合、フィールド内で取得されたデータを手動で入力

します。 データ入力とイメージクリップは、手動入力のデ

ータ(質的回答のコードやデフォルトフィルなどを使用)と、

手書き文字のイメージクリップ保存の両方に使用できます。 

デ ー タ タ イ プ 
(データ入力イメージフ

ィールドの場合のみ) 

データを保存/エクスポートする際に、テキストとみなすか

数値とみなすかを設定します。 
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プロパティ 機能 

デ フ ォ ル ト フ ィ ル  
(データ入力イメージフ

ィールドの場合のみ) 

イメージフィールドで使用するデフォルトの入力内容を設定

します。ここで入力する項目は、フォームを処理する際に自

動的にデータグリッドに出力されます。デフォルトの記入オ

プションとして、次の項目をドロップダウンリストから選択

することもできます。 

Time Stamp (時刻スタンプ) 

Date Stamp (日付スタンプ) 

Time and Date Stamp (日付・時刻スタンプ) 

Record Number (レコード番号) 

Page Number (ページ番号) 

Record and Page Number (レコードとページの番号) 

リストから項目を選択する際、選択した項目の前か後に、必

要に応じてテキストを入力することもできます。 

フィル値の自動インク

リメント 

 (データ入力イメージ

フィールドの場合のみ) 

デフォルトフィルと組み合わせて使用すると、Remark 
Office OMR は、定義した範囲内の次の値をイメージフィー

ルドに順番に割り当てます。たとえば、デフォルトフィル項

目に数値の 1 を入力し、［フィル値の自動インクリメン

ト］チェックボックスをマークしたとします。Remark 
Office OMR は、フォームの処理中にイメージフィールドに

自動的に連続した番号を割り当てます。この形式でデフォル

トフィルを使用する場合、フォーム上の任意の位置にプレー

スホルダーとしてイメージフィールドを作成できます。 

フィールド内の手書き

部分を検出 
この設定を使用すると、Remark Office OMR は、フィール

ド内部に手書き文字があるかどうかを調べます。データ入力

イメージフィールド、フォームの処理中に文字を認識する

と、データグリッド内のイメージフィールドのセルが青色に

なります。イメージクリップイメージフィールドの場合、手

書き文字が検出されるとクリップがキャプチャされ、手書き

文字が検出されなければクリップはキャプチャされません。

この機能を使用しない場合、すべてのイメージフィールドに

対してイメージクリップがキャプチャされます。 

フィールドを既存の 
OMR フィールドにリ

ンク 

(データ入力イメージフ

ィールドの場合のみ) 

この設定を使用すると、データ入力イメージフィールドが、

ページ上の他の OMR フィールドの回答のいずれか(たとえ

ば、複数選択肢のある質問の「その他」の空白)にリンクさ

れます。リンクされたマークが選択されると、データグリッ

ド内のイメージフィールドが青色になり、データ入力の際に

どのリージョンに注意する必要があるかがわかります。この

機能は、例外レビューと組み合わせると特に便利です。 
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プロパティ 機能 

OMR フィールド 

(データ入力イメージフ

ィールドの場合のみ) 

［フィールドを既存の OMR フィールドにリンク］オプショ

ンを使用する場合、このドロップダウンリストを使用して、

イメージフィールドのリンク先にするフィールドを選択しま

す。 

質問 

(データ入力イメージフ

ィールドの場合のみ) 

このドロップダウンリストを使って、OMR フィールド内

で、イメージフィールドをリンクする個別の質問を選択しま

す。リンクする OMR リージョンには、質問を 1 つしか含む

ことができないので注意してください。リスト内にはその質

問のみが表示されます。 

回答 

(データ入力イメージフ

ィールドの場合のみ) 

このドロップダウンリストを使って、リンクした質問に対す

る回答(ラベル)を選択します。ボックス内に回答をキーボー

ド入力してもかまいません。フォームの処理中にこの回答選

択肢が検出されると、データグリッド内でリンクされた画像

リージョンのセルが青色になります。 

ターゲットディレクト

リ 
省略符号(…)をクリックして、画像クリップを保存する位置

を選択します。 

名前ビルダー ［名前ビルダー］ ボタンをクリックすると、保存されるイ

メージクリップの名前と場所をさらにカスタマイズできま

す。 

［イメージのベース名］の部分で、処理されたデータのフ

ィールド名を、画像のベース名に追加するように設定できま

す。ドロップダウンリストからフィールドを選択して、［追

加］ボタンをクリックします。たとえば、会議セッションの

評価を処理する場合、フォームからセッション名を取得して

追加すると、処理済みのすべてのイメージクリップの名前に

セッション名が含まれるようになります。 

［イメージの保存先ディレクトリ］の部分で、処理された

データのフィールド名を、イメージクリップを保存するフォ

ルダ構造に追加するよう設定できます。ドロップダウンリス

トからフィールドを選択して、［追加］ボタンをクリックし

ます。たとえば、会議セッションの評価を処理する場合、フ

ォームからセッション名を取得して追加すると、イメージク

リップは、会議のセッション番号を含むフォルダにそれぞれ

保存されます。 

［名前ビルダー］ボックスで［OK］ボタンをクリックする

と、イメージプロパティに戻ります。 

名 前 の 先 頭 部 分 
(イメージクリップイメ

ージフィールドの場合

のみ) 

このボックスでは、イメージクリップを保存する際に使用す

る名前の先頭部分を入力します。この名前の後ろに番号が続

くので、大量のイメージでも保存できます。たとえば、調査

票のコメント形式の質問のイメージクリップを保存する場

合、そのクリップ名の先頭部分を "Comments" にすること

ができます。 
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プロパティ 機能 

フィールドを読み取り

操作に含める 
このチェックボックスをマークすると、フォームを処理する

際に、このフィールドのデータが含まれるようになります。

このチェックボックスをマークしない場合、フォームテンプ

レート内にフィールドは存在しますが、フォームを処理して

もデータは取得されません。 

 
イメージフィールドを作成するには 

1 ［ページ］または［フィールド］メニューから［挿入］を選択し、次に［選択し

たフィールド|ページの後ろにイメージフィールド］または［選択したフィールド

|ページの前にイメージフィールド］を選択します。 

ヒント: フィールドを作成する方法には、メニューやツールバーを使用
する方法、イメージ表示/ツリーやタスクペイン内で右クリックする方法
など、複数の方法があります。これらの方法については、「6.2.4 フィ
ールドの作成」で詳しく説明しています。それぞれの方法を試したうえ
で、どの方法が良いかを決めてください。 

2 マウスを使用して、イメージ表示エリアのイメージフィールドを囲むようにドラ

ッグします。回答者が書き込む領域全体を含むようにしてください。 
コメント： 

 
 
 
 
 
3 前ページの説明に従って、［イメー

ジフィールドのプロパティ］画面の

［プロパティ – イメージフィール

ド］ボックスに、そのフィールドに

適したプロパティを入力します。さ

らに高度な追加機能も定義できます。

このような機能については、6.3.1
項から詳細に説明します。 

4 (オプション) 定性的分析のための回

答コードを入力する場合は、［プロ

パティ］ウィンドウの左側にあるタ

スクペインで［質問テキスト、名前、

回答コード］リンクをクリックしま

す。 
5 (オプション) 定性的分析に使用する

コードを［コード］列に入力します。

［値］列では、統計的分析のために

各コードに数値を割り当てます(たと

えば計算のためなど)。［コード］お

よび［値］列では、［有効なスケー

ル］ドロップダウンリストから定義

済みのコードを選択すると、簡単に
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入力できます。 
6 (オプション) 各質問に複数の回答コードを使用する場合は、タスクペインの［フ

ィールド項目プロパティ］リンクをクリックします。［複数例外処理］の下で、

複数回答をいくつ許可するかを選択します(制限しない場合は［すべて許可］を選

択します)。 
7 (オプション) 定性的コードを設定した質問を表形式で表示できるようにしたい場

合は、［フィールド項目プロパティ］画面で［この項目を集計する］のラジオボ

タンをクリックします。イメージフィールドは、デフォルトでは作表対象外です。 
8 ［OK］ボタンをクリックします。 

イメージフィールドを作成すると、ツリー表示に新しいノードが追加されます。イメ

ージ表示エリアでは、イメージフィールドが青になります。 

 

6.2.10 バーコードフィールド 

バーコードは、小さなスペースを使用してフォームから情報を収集する方法として、

信頼性の高い方法です。バーコードは、フォーム上に直接印刷することも、ステッカ

ーにしてフォームに添付することもできます。バーコードは、各フォームの同じ位置

に置かなければなりません。バーコードを作成するには、特別にバーコード生成ソフ

トウェアを使用するか、またはワープロでバーコードフォントを使用します。バーコ

ードは、フォーム上に縦または横方向に配置します。バーコードのサイズは最低 26
ポイントにします(高さ約 1/4 インチ)。1 つのバーコードは、データセットを 1 つま

たは複数含むことができます。1 つのバーコード内で複数のデータセットを使用する

場合、スペース、コンマ、タブなどデータを区切る文字(デリミタ)が必要になります。

データを区切る際には、使用するバーコードタイプでサポートされているデリミタを

選択するようにしてください。 

Remark Office OMR は、次のタイプのバーコードを認識します。 
 Code 39: 英数字 
 ITF: 数字  
 NW-7: 数字  
 PDF 417: 2D、英数字 
 データ Matrix: 2D、英数字 
 QR コード 2D、英数字 
 Code 11: 数字 
 Code 128: 英数字 
 Code 93: 英数字 
 EAN 13: 数字 
 EAN 8: 数字 
 UPCA: 数字 
 UPCE: 数字 
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バーコードフィールドには、次のようなプロパティがあります。 

プロパティ 機能 

フィールド名 バーコードフィールドに割り当てるフィールド名。フィールド名は、デー

タグリッドウィンドウのグリッド列ヘッダーに使用され、データを共通フ

ァイル形式で保存する際にエクスポートされます。フィールド名は最大 60
文字です。 

バーコードタイ

プ 
この設定では、認識させるバーコードのタイプを選択します(タイプについ

ては、この項で前述しています)。［検出］設定を使用すると、Remark 
Office OMR は、フィールド内部にどのタイプのバーコードがあるかを自

動的に判断します。ただし、使用しているバーコードのタイプがわかって

いる場合は、リストから選択した方が良いでしょう。 

バーコードの方

向 
この設定ではバーコードの方向を、横向き(左から右)か縦向き(上から下)
に設定します。 

デ ー タ タ イ プ 
 

データを保存/エクスポートする際に、テキストとみなすか数値とみなすか

を設定します。 

複数項目が含ま

れているバーコ

ード 

バーコードは、複数のデータセットを含むことができます。複数のデータ

セットを出力する場合、バーコードにはデータの各セットを区切る記号(デ
リミタ)が必要です。バーコード内でデータのセットを区切るためのデリミ

タを選択するには、［項目の区切り］というマークの付いたボックスを使

用します。コンマ、タブ、空白、チルダ(~)、改行(CR、LF、CR/LF)を選

択できます。区切りつきのバーコードを設定する際には、使用するバーコ

ードタイプでサポートされているデリミタを選択するようにしてくださ

い。［項目数］ボックスに、バーコードに含まれるデータセットの数を入

力します。このボックスに数値を入力するには、上下の矢印キーも使用で

きます。区切りつきのバーコードは、展開可能なプラス(+)マークを付けて

ツリー形式で表示されます。バーコードノードを展開すると、そのバーコ

ードの中の個別の部分を表示できます。展開されたノードのいずれかのプ

ロパティを開くと、データのその部分のみに対する高度な機能にアクセス

できます(この機能の詳細については、6.3 節を参照してください)。 

フィールドを読

み取り操作に含

める 

このチェックボックスをマークすると、フォームを処理する際に、このフ

ィールドのデータが含まれるようになります。このチェックボックスをマ

ークしない場合、フォームテンプレート内にフィールドは存在しますが、

フォームを処理してもデータは取得されません。このチェックボックスは

デフォルトでオンになっています。 

 
バーコードフィールドを作成するには 
1 ［ページ］または［フィールド］メニューから［挿入］を選択し、次に［選択フ

ィールド|ページの後にバーコードフィールド］または［選択フィールド|ページ

の前にバーコードフィールド］を選択します。 

ヒント: フィールドを作成する方法には、メニューやツールバーを使用
する方法、イメージ表示/ツリーやタスクペイン内で右クリックする方法
など、複数の方法があります。これらの方法については、「6.2 フォー
ムテンプレートの作成」で詳しく説明しています。それぞれの方法を試
したうえで、どの方法が良いかを決めてください。 
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2 イメージ表示エリアで、バーコードを囲むように、またはフォーム上でバーコー

ドを置く予定の位置を囲むようにマウスをドラッグします(たとえば、フォームが

返送された後にステッカーを使用する場合は、ステッカーを添付する位置にバー

コードフィールドを作成します)。バーコードの長さは、取得するデータに応じて

変わることがあります。バーコードフィールドには、認識する予定の最も長いバ

ーコードをキャプチャできるように、十分な大きさを設定するようにしてくださ

い。 
3 前述した説明に従って、［プロパティ – バーコードフィールド］ボックスに、

［バーコードフィールドプロパティ］画面のフィールドに適したプロパティを入

力します。さらに高度な追加機能も定義できます。このような機能については、

6.3.1 項から詳細に説明します。 
4 ［OK］ボタンをクリックします。 

バーコードフィールドを作成すると、イメージ表示エリアにそのフィールドが表示さ

れ、ツリー表示には新しいノードが追加されます。バーコードフィールドは、区別の

ためオレンジ色に表示されます。 

 

6.2.11 OCR (光学式文字認識)フィールド 
OCR (光学式文字認識)フィールドは、印刷した文字を認識します。 

注:OCR は手書き文字を認識しません(手書き文字の認識は ICR、すなわ
ちインテリジェント文字認識といいます)。OCR 機能を使用するには、
印刷またはコンピュータで生成したテキストを使用する必要があります。
なお、日本語 OCR はサポート対象外です。 

このフォームにはあらかじめ文字を印刷しておき、ソフトウェアにそれを認識させま

す。フォントによって、他のフォントよりも正確に認識できる場合があるので注意し

てください。最適な結果が得られるフォントについての詳細は、5.4 項を参照してくだ

さい。 

プロパティ 機能 

フィールド名 OCR フィールドに割り当てるフィールド名。フィール

ド名は、データグリッドウィンドウのグリッド列ヘッ

ダーに使用され、データを共通ファイル形式で保存す

る際にエクスポートされます。フィールド名は最大 60
文字です。 

OCR のタイプ 使用する OCR のタイプを選択します。Remark Office 
OMR には、プライマリとレガシー、Microsoft Office 
Document Imaging (MODI)があります。MODI オプショ

ンは、Remark Office OMR を実行しているコンピュー

タに Microsoft Office 2007 をインストールしている場合

にのみ表示されます。 
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プロパティ 機能 

言語 フィールド内の文字の言語を設定します。 

レガシー:  English (英語)、French (フランス語)、Dutch 
(オランダ語)、UK English (イギリス英語) 

プライマリ、MODI OCR:  System Default (システムデ

フォルト)、Chinese Simplified (簡体字中国語)、
Chinese Standard (標準中国語)、Czech (チェコ語)、
Danish (デンマーク語)、Dutch (オランダ語)、English 
(英語)、Finnish (フィンランド語)、French (フランス

語)、German (ドイツ語)、Greek (ギリシャ語)、
Hungarian (ハンガリー語)、Italian (イタリア語)、
Japanese (日本語)、Korean (韓国語)、Norwegian (ノル

ウェー語)、Polish (ポーランド語)、Portuguese (ポルト

ガル語)、Russian (ロシア語)、Spanish (スペイン語)、
Swedish (スウェーデン語)、Turkish (トルコ語) 

※日本語 OCR はサポート対象外です。 

テキストの方向 この設定では文章の方向を、左から右、右から左、上

から下、下から上のいずれかに設定します。 

データタイプ データを保存/エクスポートする際に、テキストとみな

すか数値とみなすかを設定します。 

形式の指定  このチェックボックスにマークを付けると、認識する

文字のパターンを設定できます。フォーマットは次の

構文で指定します。 

# = 数字 
A = 文字 
X = 任意の文字 
?= オプション文字(末尾に補充する場合にのみ使用) 
その他 = 文字は入力した文字と一致する必要がありま

す。 

たとえば、日付フィールドを読み取る場合は

「##/##/####」と入力し、米国の州名の略号を読み取る

場合は「AA」と入力します。 

1 つ以上の単語がフィール

ドに含まれています。 
OCR フィールドに複数の単語が含まれる場合は、この

チェックボックスをマークします。 

複数行のテキストがフィー

ルドに含まれています。 
OCR フィールドが複数行の文章にわたる場合は、この

チェックボックスをマークします。 

フィールドイメージの反転 認識中に、OCR フィールドの文字色と背景色を反転さ

せる場合は、このチェックボックスにマークを付けま

す。この機能は、フォームが白で背景が黒く、テキス

トを読み取るために色を反転させたい場合に使用しま

す。 
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プロパティ 機能 

フィールドイメージの歪み

補正 
テキスト読み取りを補助するため、認識中に OCR フィ

ールドの歪みを補正する場合は、このチェックボック

スにマークを付けます。 

フィールドイメージの斑点

の除去 
テキスト読み取りを補助するため、認識中に OCR フィ

ールドの斑点を除去する場合は、このチェックボック

スをマークします。斑点の除去は、文字が濃く太い場

合に役に立ちます。斑点をどの程度除去するかは、

［斑点の最大サイズ］で設定します。最初は小さな数

値から始めて、イメージの外見を確認することをお勧

めします。 

自動回転フィールドイメー

ジ 
このチェックボックスをマークすると、認識中にソフ

トウェアがテキストを読み取れない場合、自動的に

OCR フィールドを回転させます。 

OCR 文字セットの制限 この設定をマークすると、使用可能な文字のタイプが

選択できます。設定できる文字セットは、数字、小文

字アルファベット、大文字アルファベット、記号、カ

スタム文字セットです。文字セットを制限すると、精

度が上がります。文字セットを制限しない場合は、こ

のオプションをマークしないでください。 

フィールドを読み取り操作

に含める 
このチェックボックスをマークすると、フォームを処

理する際に、このフィールドのデータが含まれるよう

になります。このチェックボックスをマークしない場

合、フォームテンプレート内にフィールドは存在しま

すが、フォームを処理してもデータは取得されませ

ん。 

 

OCR フィールドを作成するには 

1 ［ページ］または［フィールド］メニューから［挿入］を選択し、次に［選択し

たフィールド|ページの後ろに OCR フィールド］または［選択したフィールド|ペ
ージの前に OCR フィールド］を選択します。   

ヒント:フィールドを作成する方法には、メニューやツールバーを使用す
る方法、イメージ表示/ツリーやタスク画面内で右クリックする方法など、
複数の方法があります。これらの方法については、「6.3.3 フィールドの
作成」で詳しく説明しています。それぞれの方法を試したうえで、どの
方法が良いかを決めてください。 

2 イメージ表示エリアで、文字またはフォーム上で文字を置く位置をボックスで囲

むように、マウスをドラッグします。文字の長さは、取得するデータに応じて変

わることがあります。OCR フィールドには、認識する予定の最も長いテキストを

取得できるように、十分な大きさを設定するようにしてください。 

3 前述した説明に従って、［プロパティ - OCR フィールド］ボックスに、［OCR 
フィールドのプロパティ］画面のフィールドに適したプロパティを入力します。

さらに高度な追加機能も定義できます。このような機能については、6.3.1 項から
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詳細に説明します。 

4 ［OK］ボタンをクリックします。 

OCR フィールドを作成すると、イメージ表

示エリアにそのフィールドが表示されるよう

になり、ツリー表示には新しいノードが追加

されます。OCR フィールドは、区別のため

紫色に表示されます。 

 

6.3 フィールドの高度なオプション 
各フィールドタイプ(OMR、OCR、イメージ、バーコード)には、オプションとしてさ

らに高度なプロパティのセットがあります。フィールドを作成する際には、これらの

オプションのうち、作成しているフィールドタイプに応じたオプションのみが表示さ

れます。追加機能にアクセスするには、フィールドのプロパティウィンドウの左側に

あるナビゲーションバーを使用します。 

高度なオプションについて、以下の項でそれぞれ詳細に説明します。 

 

6.3.1 フィールド項目のプロパティ 
［フィールドのプロパティ］画面の［フィールド項目プロパティ］セクションでは、

テストおよび調査分析のオプション、認識のしきい値、例外処理を定義できます。各

項目については、以下で説明します。 

 

6.3.1.a テスト設定 

Remark Office OMR には、便利でカスタマイズ可能なテストの成績評価機能がありま

す。成績評価を行う対象のフィールドや、評価に使用するポイントを設定できます。 

フィールドのタイプとデフォルトの評価設定を、次の表に示します。 

フィールド

のタイプ 
成績評価のステータス テストのタイプ 

(客観評価/主観評価) 

テストのポイント 

OMR  Multiple、Rank、
Boolean、List 

：評価する  

Grid、Add、Binary 

：評価しない  

客観評価 

 

 

N/A 

正解: 1 

不正解: 0 

回答なし: 0 

イメージ 評価しない  N/A N/A 

バーコード 評価しない  N/A N/A 

OCR 評価しない N/A N/A 

質問は、客観評価問題か主観評価問題に指定できます。客観評価問題では、フォーム



 

 80

上にあらかじめ用意された回答選択肢から、回答者が 1 つまたは複数を選んでマーク

(バブルなど)内を黒く塗って回答します。通常、このような問題は Multiple または「は

い/いいえ」で答える質問になります。主観評価問題とは、小論文や短文による自由記

入形式で、人間が評価する問題です。Remark Office OMR では、このタイプの問題を

自動的に読み取ることはできませんが、成績評価の際に主観評価問題からのポイント

を含めることはできます。まずフォーム上にフィールドを配置し、テストの主観評価

問題に対して獲得する適切なポイント数を、出題者が入力できるようにします。通常

これは OMR フィールドであり、出題者は獲得したポイントをバブルを用いてマーク

します。次に、フォームテンプレートでフィールドを主観評価項目に指定します。フ

ィールドを主観評価フィールドに指定するには、このフィールドを数値データタイプ

に指定する必要があります。回答キーを設定する際に、獲得可能な主観ポイントの最

大値を入力します(回答キーの設定についての詳細は、付属 CD 内の[日本語ガイド]フ
ォルダにある、Remark Quick Stats のユーザズガイドを参照してください)。評価の際、

Remark Office OMR は全体・客観評価・主観評価の点数を表示します。 

［テスト設定］セクションを使用すると、個々のフィールドに基づいてオプションを

設定できます。各フィールドタイプをグローバルに評価するかどうかのデフォルト設

定は、［ツール］メニューの［基本設定］タブコントロールで変更できます。 

 

採点オプションを設定するには 

1 6.2.4 項で定義したようにフィー

ルドを作成します。 

2 左側のタスク画面で［フィール

ド項目プロパティ］リンクをク

リックします。 

3 ［テスト設定］セクションで、

［この項目を評価する］のラジ

オボタンを選択します。  

注:成績評価を行い複数
の回答キーを使用して
いる場合は、3 番目の選択肢として［キー識別子の制定］が表示されま
す。テスト回答キーのバージョン情報を含むフィールドを作成する場合
は、このラジオボタンを選択します。 

4 ［テストポイントシステム］セクションで問題のタイプとして、［客観評価の項

目］または［主観評価の項目］のどちらかを選択します。 

5 ［客観項目］を使用する場合は、フィールドに対して適切な［正答のポイント］、

［誤答のポイント］、［無回答のポイント］を選択します。必要に応じて、誤答

または無回答のポイントを減算するために負の数値を使用できます。小数点以下

の数値も使用できます。 

6 必要に応じて[獲得したすべてのポイントを特別課題として扱う]にチェックを入れ

ます。 

7 ［OK］ボタンをクリックすると、変更が保存されてツリー表示に戻ります。 
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6.3.1.b 調査設定 

Remark Office OMR には、便利でカスタマイズ可能な調査結果作表機能があります。

どのフィールドを表に入れるかを決定できます。  

フィールドのタイプとデフォルトの調査設定を、次の表に示します。 

フィールドのタイプ 調査設定 

OMR  Multiple、Rank、Boolean、List：作表対象  

Grid、Add、Binary：作表対象外  

イメージ 作表対象外  

バーコード 作表対象外  

OCR 作表対象外 

 
調査オプションを設定するには 

1 6.2.4 項で定義したようにフィールドを作成します。 

2 左側のタスク画面で［フィールド項目プロパティ］リンクをクリックします。 

3 ［調査設定］セクションで［この項目を集計する］のラジオボタンを選択します。 

4 ［OK］ボタンをクリックすると、変更が保存されてツリー表示に戻ります。 

 

6.3.1.c イメージ領域の注意点 
イメージ領域はデフォルトで評価もしくは集計しない設定になっています。 
定性的な回答コードの機能を使用する場合は、その領域を評価もしくは集計する

よう設定します。イメージクリップとデータ入力を使用する場合、ツリー上に 2
つのノードが表示されます。プラス（＋）のマークをクリックしてノードを展開

し、それぞれ、評価もしくは集計するようプロパティで選択します。 
 

6.3.1.d 分析回答者 ID 

特定のフィールドを分析回答者 ID フィールドに設定すると、そのフィールドをレポー

トの識別に使用できます。この機能は、ID 番号や氏名のような項目を取得する場合に

便利です。分析回答者 ID フィールドを設定すると、結果として生じるレポートには、

フィールド内で結果とともに取得された情報が表示されます。たとえば、学生が自分

の ID 番号と名前を入力するテストを監督している場合、成績レポートには ID 番号と

その学生の成績が表示されます。成績表パッケージなどにデータをエクスポートする

場合は、分析回答者 ID も設定しなければならない場合があります。  

注:分析回答者 ID は分析の識別子として取得されますが、作表や成績評
価の対象にはなりません。フィールドを分析回答者 ID として設定する場
合は、そのフィールドに［この項目を評価しない］および［この項目を
集計しない］が設定されていることを確認してください。  
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分析回答者 ID を設定するには 

1 6.2.4 項で定義したようにフィー

ルドを作成します。  

2 左側のタスク画面で［フィール

ド項目プロパティ］リンクをク

リックします。  

3 ［分析回答 ID］セクションで

［回答者 ID の指定］チェックボ

ックスをマークします。 

4 ［OK］ボタンをクリックすると、

変更が保存されてツリー表示に戻ります。 

 

6.3.1.e 認識のしきい値 

認識のしきい値設定を使用すると、劣化したイメージや不明確なマークを補正し、

OCR フィールド内の文字認識を補助し、イメージフィールドの手書き文字認識を補助

することができます。認識のしきい値設定を使用すると、マークと文字の認識基準を

上げる(または下げる)ことができます。  

認識のしきい値は、フィールド単位で設定できます。OMR およびイメージフィールド

では、認識しきい値の範囲は 1 から 6 で、デフォルト設定は 3 です。何か問題が生じ

るまでは、デフォルト設定を使用することをお勧めします。ページの色が薄い、イメ

ージが劣化している、または回答者が完全にマークしていないような場合は、認識の

しきい値を低くします。色の濃いページや、消した跡が多いページを読み取る際にエ

ラーを補正するには、認識のしきい値を高くします。 

注:認識のしきい値は、フィールド単位でのみ設定できます。複数の
OMR 質問を含むフィールドの場合、認識のしきい値設定はそのフィール
ド内のすべての質問に適用されます。 

OCR フィールドでは、認識のしきい値設定の範囲は 1-100% (デフォルト設定は 70%)
です。しきい値は、個別の文字に適用されます。ソフトウェアは、認識された各文字

に対して信頼性の値を返します(たとえば、62%の確実性で“G”である、など)。信頼性

の値として、指定されたしきい値よりも低い値が返された場合、OCR フィールドには

確認のため例外処理のフラグが設定されます。 

 

認識のしきい値を設定するには 

1 6.2.4 項で定義したようにフィー

ルドを作成します。 

2 左側のタスク画面で［フィール

ド 項目 プロパティ］リンクをク

リックします。 

3 ［認識しきい値（フィールドに

適用)］セクションで、［しきい

値］の値を設定します。OMR フ

ィールドとイメージフィールド
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の場合、値を高く設定するとソフトウェアがフォームを処理する際の感度は低く

なり、値を低く設定すると感度が高くなります。  

ヒント:［OMR 認識のしきい値］に極端な値を設定する際は、注意が必
要です。値を 1 まで下げると、ソフトウェアの感度が大幅に高くなり、
消し跡や無関係のマークまでピックアップする可能性があります。値を
6 に上げると、ソフトウェアの動作が厳密になり、2 つのマークが選択さ
れた(かつ複数選択が許可されていない)場合に、マーク面積が最大のマ
ークが選択されるようになります。 

OCR フィールドの場合、ソフトウェアを厳密に動作させ、認識されない文字にはフラ

グを設定するようにしたい場合には値を高く設定し、確実でない文字でも認識させる

ようにしたい場合は値を低く設定します。 

4 ［OK］ボタンをクリックすると、変更が保存されてツリー表示に戻ります。 

ヒント:フォーム全体の認識に問題が生じている場合、Data Center の
［ツール|基本設定|認識］で、フォームテンプレートのすべてのフィール
ドに関して認識のしきい値を無視することができます。 

  

6.3.1.f 無回答、複数、重複の例外処理 

フォームを処理してデータをエクスポートする際に、OMR フィールド内に無回答、複

数回答、重複回答があった場合、Remark Office OMR がそれをどのように処理するか

を指定できます。デフォルトでは、無回答の項目には「BLANK」、複数の選択肢が選

択されている項目には「MULT」、Rank 形式の質問で複数の選択肢が選択されている

場合には「DUP」という単語が挿入されます。またデフォルトでは、回答は 1 つだけ

許可されています。これらの値は、フィールド単位で変更できます。リストされたデ

フォルトのオプションから選択するか、または独自の値を入力できます。  

 

無回答の設定を行うには 

1 6.2.4 項で定義したようにフィールドを作成します。 

2 左側のタスク画面で［フィールド

項目 プロパティ］リンクをクリ

ックします。 

3 ［無回答例外処理］セクション

で、［置換後の文字列］ドロッ

プダウンリストから値を選択する

か、または独自の値を入力します。

事前に設定されている選択肢には、

無回答[BLANK］、アスタリスク

[*］、なし[]、スペース文字[ ]、チ

ルダ[~]、無効[無効]があります。 

4 ［グリッド空白にフラグ］設定を使用すると、空白回答の処理方法をさらに細か

く設定できます。この設定は、Remark Office OMR が空白回答をどのように処理

するかを、さらにカスタマイズします。グリッドフィールドは、長さの異なるデ

ータを取得するために使用することが多く、そのため意図しない空白回答が得ら

れる場合があります。たとえば、回答者が自分の名前に対応するバブルを記入す
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る項目があり、それに 10 文字使用できるとします。名前が 5 文字の場合、回答者

が 10 文字すべてを使用しなかったという理由で、そのフィールドが空白とみなさ

れる場合があります。あるいは、質問の性質により空白回答になることが多い場

合もあります(回答者の多くに当てはまらない質問など)。このような場合、空白文

字を［なし］に置き換え、［グリッド空白にフラグ］を設定して出力をさらに定

義できるようにしておくと良いでしょう。選択肢は次のとおりです。 

 

選択肢 説明 

常に フィールド内のいずれかの文字が空白になった場合、または

質問全体が空白の場合、置き換える文字に関わらず、そのフ

ィールドは「空白」とみなされます。文字の置き換えを指定

した場合、文字は置き換えられますが、そのフィールドは空

白の例外を表す黄色で表示されます。 

先頭/末尾の無視 フィールドの先頭または末尾の文字が空白の場合、無視され

ます。これにより、フィールドに割り当てられた文字数より

短いデータを、空白とみなされずに取得できるようになりま

す。取得されたデータはすべて表示され、フィールドが空白

の例外を表す黄色で表示されることはありません。この設定

は、グリッドフィールドにのみ適用されます。 

なし フィールド内部にあるいずれかの文字が空白の場合、または

質問全体が空白の場合、Remark Office OMR はそれを無視し

ます。このフィールドでは、データグリッドが空白の例外を

表す黄色で表示されることはありません。 

5 ［OK］ボタンをクリックすると、変更が保存されてツリー表示に戻ります。 

 

複数回答の設定を行うには 

1 6.2.4 項で定義したようにフィールドを作成します。 

2 左側のタスク画面で［フィールド 
項目 プロパティ］リンクをクリ

ックします。 

3 ［複数例外処理］セクションで、

［複数回答］ドロップダウンリス

トから許容する回答数を選択しま

す。回答数を 1 つに制限する場合

は［不許可］を選択します。回答

数を制限しない場合は［すべて許

可］を選択します。あるいは、回

答数として許容する数をリストか

ら選択します。(ここで選択した数よりも多い回答が選択された場合、その回答は

「複数(MULT)」または［置換後の文字列］ボックスで指定した値に置き換えられ

ます。)最後のオプションは［最も強く塗りつぶされたマークを選択］です。この

オプションを選択すると、Remark Office OMR は複数のマークが検出された場合

に、最も適切にマークされたものを選択します。 
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ヒント:［最も強く塗りつぶされたマークを選択］オプションを使用する
場合は、特に注意が必要です。このオプションを使用すると、Remark 
Office OMR は確認のため MULT を返すことがなくなります。ソフトウェ
アは常に、最も適切にマークされたものを選択します。 

4 ［置換後の文字列］ボックスで、ドロップダウンリストから値を選択するか、ま

たは独自の値を入力します。事前に設定されている選択肢には、すべての回答

[ALL]、複数[MULT］、アスタリスク[*］、なし[]、スペース文字[ ]、チルダ[~]、が

あります。 

5 ［OK］ボタンをクリックすると、変更が保存されてツリー表示に戻ります。 

 
重複回答の設定を行うには 

Rank 形式の質問に対して複数の回答が選択された場合、DUP という単語が挿入され

ます。重複した Rank の出力はカスタマイズできます。 

1 6.2.4 項で定義したようにフィー

ルドを作成し、RankOMR タイプ

に設定します。Rank の質問では、

各項目で回答を 1 つだけ選択で

きます。 

2 左側のタスク画面で［フィール

ド項目プロパティ］リンクをク

リックします。 

3 ［重複例外の処理］セクション

で、［置き換え］ドロップダウ

ンリストから値を選択するか、

または独自の値を入力します。事前に設定されている選択肢には、重複[MULT］、

アスタリスク[*］、なし[]、スペース文字[ ]、チルダ[~]があります。 

4 ［OK］ボタンをクリックすると、変更が保存されてツリー表示に戻ります。 

 

6.3.1.g 識別マーク 

Remark Office OMR は、OMR マークの識別を無効にすることができます。識別マーク

は、2 つ以上の塗りつぶされた、あるいは部分的に塗りつぶされたマークの違いを識

別する機能で、どちらが実際に塗り

つぶされたマークであるかを識別す

ることができます。この機能を無効

にするとどちらが実際に塗りつぶさ

れたマークであるかを識別しなくな

ります。そして、複数例外として表

示され、レビューの対象となります。

複数回答が許可されている場合は、

すべてのマークは塗りつぶされたも

のとして識別されます。通常は、識

別マークを無効にしないでのご利用

をおすすめします。 

識別マークを無効に設定するには 
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1 6.2.4 項で定義したようにフィールドを作成します。 

2 左側のタスク画面で［フィールド項目プロパティ］リンクをクリックします。 

3 ［識別マークを無効］のチェックボックスをマークします。 

4 ［OK］ボタンをクリックすると、変更が保存されてツリー表示に戻ります。 

 

6.3.1.h 必須項目 

Remark Office OMR では、処理中に項目を記入必須に設定できます。この機能は、例

外確認(7.6 項を参照)と組み合わせて使用します。フォームテンプレート上である項目

が必須としてマークされ、例外確認機能を使用している場合、Remark Office OMR は

空白になっている項目すべてにフラグを設定します。フォームの処理中に例外確認機

能を使用している場合、そこで処理が中断され、認識されていない項目を確認できま

す。フォームの処理後に例外確認機能を使用する場合、Remark Office OMR は認識さ

れていない項目を確認処理中に含めます。 

 
項目を必須に設定するには 

1 6.2.4 項で定義したようにフィー

ルドを作成します。 

2 左側のタスク画面で［フィールド

項目プロパティ］リンクをクリッ

クします。 

3 ［必須項目］のチェックボックス

をマークします。 

4 ［OK］ボタンをクリックすると、

変更が保存されてツリー表示に戻

ります。 

 

6.3.2 質問テキストと名前 
［プロパティ］ウィンドウの［質問テキストと名前］セクションでは、独自の質問文

と質問の名前を入力できます。質問文はレポートに表示され、SPSS などの形式でエ

クスポートされます。質問の名前はテンプレートグリッドの列ヘッダーとして使用さ

れ、データとともにエクスポートされます。質問名は最大 60 文字です。 

重要:［質問テキストと名前］セクションは、フィールドの追加中と編集
中で内容が多少異なります。ここではフィールド追加中の場合について
説明します。フィールドを編集中の場合、［質問テキストと名前］は
［質問テキスト、名前、回答］になります。この画面については、6.6
項「既存のフォームテンプレートの編集」で説明します。 

6.3.2.a 質問テキスト 

質問テキストは、レポートの内容を充実させるためにオプションとして追加できます。

質問文があると、レポートでその質問文を利用して質問を識別できます。質問文が入

力されない場合、レポート上ではフィールド名が使用されます。  
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質問文は、質問テキストグリッドに手動で入力するか、または Windows のクリップボ

ードから貼り付けます(キーボードショートカット［Ctrl + V］を使用するか、または

セルをダブルクリックしてから、マウスを右クリックしてメニューから［貼り付け］

を選択します)。文章を貼り付ける場合は、その前に別の場所(Word のドキュメントな

ど)でコピーしておく必要があります。グリッド内の複数行を選択して、複数行の質問

文を貼り付けることもできます。 

 

新規フィールドに質問文を設定するには 

1 6.2.4 項で定義したようにフィールドを作成します。  

2 左側のタスク画面で［質問テキス

トと名前］リンクをクリックしま

す。 

3 ［質問テキスト］の下の最初のグ

リッドセルをクリックします。  

4 最初のグリッドセルに質問文を入

力します。あるいは、右クリック

してメニューから［貼り付け］を

選択するか［Ctrl + V］キーを押

して、Windows クリップボードの

内容をセルに貼り付けます。 

5 ［Enter］キーを押すか、または次のセルをクリックして質問文を続けて入力しま

す(フィールドに複数の質問がある場合のみ)。 

6 必要な質問文をすべて入力し終えたら［OK］ボタンをクリックします。変更が保

存されてツリー表示に戻ります。 

 

6.3.2.b 質問名 

同一フィールド内に複数の質問がある OMR フィールドを定義する際には、フィール

ド内の各質問に個別の質問名を指定できます。個別の質問名を使用すると、既存のデ

ータベースなどのように、特定のフィールドをすでに設定しているファイルにデータ

を保存することが簡単になります。  

デフォルトでは、Remark Office OMR はフィールド内の各質問に対して連続したフィ

ールド名を使用します。連続したフィールド名は、［プロパティ - OMR フィールド］

ウィンドウで設定した名前に連続した番号を追加して生成します。たとえば「質問」

というフィールド名を入力すると、Remark Office OMR はそのフィールド内の個々の

質問を「質問 1」「質問 2」「質問 3」などのような名前にします。 

これに対し、［質問テキストと名前］ウィンドウの［質問名］セクションを使用して

個別の質問名を入力する場合は、フィールド内部の各質問に対する名前をカスタマイ

ズできます。質問名は最大 60 文字です。 

 

ヒント:以下に示す文字は、データを特定形式にエクスポートする際に問
題が生じるおそれがあるため、フィールド名/質問名には使用できません。 
. – ピリオド 
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!– 感嘆符 
' - 一重引用符 
[ - 大カッコ(左) 
] - 大カッコ(右) 
, - コンマ 
" – 二重引用符    
( - カッコ(左) 
) - カッコ(右) 

  

個別の質問名を挿入するには 

1 6.2.4 項で定義したようにフィールドを作成します。 

2 左側のタスク画面で［質問のテキストと名前］リンクをクリックします。 

3 ［質問名］の下の最初のグリッ

ドセルをクリックします。 

4 最初のグリッドセルに質問名を

入力します。あるいは、右クリ

ックしてメニューから［貼り付

け］を選択するか［Ctrl + V］キ

ーを押して、Windows クリップ

ボードの内容をセルに貼り付け

ます。 

5 ［Enter］キーを押すか、または

次のセルをクリックして質問名

を続けて入力します(フィールドに複数の質問がある場合のみ)。 

6 必要な質問名をすべて入力し終えたら［OK］ボタンをクリックします。変更が保

存されてツリー表示に戻ります。 

 

6.3.3 トラッキング 
Remark Office OMR には、フォームの自動化を補助するため、3 種類のトラッキング

機能があります。 

自動フォーム ID：複数のフォームタイプを同時に処理する場合に、フォームの自動識

別を行います。 

自動ページ ID：フォームテンプレートの内部でページの自動識別を行います。 

回答者トラッカー：回答者データの自動識別を行います。 

自動フォーム ID を使用すると、Remark Office OMR はフォームを自動的に認識してテ

ンプレートとマッチングし、あらかじめフォームを並べ替えておかなくても、複数の

フォームタイプを同時に処理できるようにします。自動ページ ID を使用すると、

Remark Office OMR はそれをさらに一歩進め、ページが異なる順序で処理された場合

でも、フォームテンプレート内部で特定のページ順序を識別します。回答者トラッカ

ーを使用すると、Remark Office OMR は特定の回答者のページを認識し、ページが異

なる順序で処理された場合でも、そのページを回答者のその他のデータとともに正し

いグリッド行に配置します。フォーム用紙をデザインする時点でトラッキング情報を
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各フォームに追加します(フォームやページ番号を示すバブルやバーコードなど)。これ

らの機能は、OMR、OCR、Barcode のいずれかのフィールドで使用できます。この 3
種類のトラッキングを連結すると、あらかじめ並べ替えておかなくてもフォームを処

理できるようになり、Remark Office OMR は適切なテンプレートグリッド内で、各ペ

ージを正しいフォーム(テンプレート)、ページ番号、回答者にマッチングさせられるよ

うになります。 

 

6.3.3.a フォーム ID フィールドの設定 

フォーム ID 機能を使用するには、フォームの各ページにフォーム ID を設定する必要

があります。フォーム用紙を作成する際に、光学式マーク(バブルなど)や、コンピュー

タで生成した文字(OCR)、バーコードをフォームに設定し、フォームを識別できるよ

うにします。処理したいフォームがすでにある場合は、マークや文字、バーコードな

どをフォームに追加し、フォームを識別できるようにします。これらのマーキングは、

同一フォーム内のどのページでも同一でなければなりません。ただし、使用している

すべてのタイプの ID(ページ ID、回答者 ID など)の中で一意に定まる必要があります。

たとえば、バーコード形式に“フォーム A”などを使用します。あるいは、フォームにバ

ブルを置き、A、B、C などのマークにして(何枚のフォームを自動的に認識するかによ

ります)、個々のフォームを識別するようにしてもかまいません。 

 

自動フォーム ID フィールドを設定するには 

1 6.2.4 項で定義したようにフィールドを作成します。 

2 左側のタスク画面で［トラッキング］リンクをクリックします。 

3 ［フィールドを一意識別子として使用］のチェックボックスにマークを付けます。  

4 ［フォーム ID］ラジオボタンを選択します。 

5 OMR フィールドを使用している

場合は、［ID の値］を入力しま

す。OMR フィールドの ID の値は、

そのフィールドに定義したラベル

のいずれかでなければならない点

に注意してください。バーコード

または OCR を使用している場合

は、［認識］ボタンをクリックし

て、Remark Office OMR が自動的

にフィールドの値を認識するよう

にしてください。この値は、この

フォーム特有の ID として機能し

ます。このフォームテンプレートで(自動フォーム ID を使用して)処理したいフォ

ームにはすべて、この値が必要です。 

6 必要に応じて［読み取り処理中にグリッドに ID データを挿入］チェックボックス

にマークを付けます。ID データを取得したその他のデータとともに表示すると、

処理したデータを確認する際に役に立ちます。 

7 ［OK］ボタンをクリックすると、変更が保存されてツリー表示に戻ります。 

フォームを処理する準備ができたら、Remark Office OMR Data Center で、フォーム
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ID フィールドを含むフォームテンプレートのいずれかを開きます。読み取りウィザー

ドで、フォーム ID 機能をオンにします。Remark Office OMR はフォームの処理を開始

する際に、フォーム ID のフィールドを最初に探します。フォーム上のフィールドがフ

ォームテンプレートのフィールドと一致すると、そのデータは自動的に対応するテン

プレートグリッドに配置されます。認識されないフィールドはすべて、確認のために

フラグを設定されるか、または［認識できないイメージ］キューに入れられます。フ

ォーム ID の使用についての詳細は、7.9 項を参照してください。 

 

6.3.3.b ページ ID フィールドの設定 

ページ ID 機能を使用するには、フォームの各ページにページ ID を設定する必要があ

ります。フォーム用紙を作成する際に、光学式マーク(バブルなど)、コンピュータで生

成した文字(OCR)、バーコードのいずれかのフォームページ上に配置して、個々のペ

ージを識別できるようにします。処理したいフォームがすでにある場合は、バブル、

文字、バーコードなどのフォームに追加し、個々のフォームページを識別できるよう

にします。これらのマーキングは、フォーム上の各ページで一意に定まるようにして

ください。また、使用している他のタイプの識別記号(フォーム ID や回答者トラッキ

ング ID など)に対しても一意でなければなりません。たとえば、バーコード形式で

「ページ 1」などを使用します。あるいは、フォームにバブルを置き、1、2、3 などの

マークにして(特定フォーム内で何枚のページを自動的に認識するかによります)、各ペ

ージを識別するようにしてもかまいません。 

 

ページ ID フィールドを設定するには 

1 6.2.4 項で定義したようにフィールドを作成します。 

2 左側のタスク画面で［トラッキング］リンクをクリックします。 

3 ［フィールドを一意識別子として使用］のチェックボックスにマークを付けます。 

4 ［ページ  ID (ページの自動識

別)］ラジオボタンを選択します。 

5 OMR フィールドを使用している

場合は、［ID 値］を入力します。

OMR フィールドの ID の値は、

そのフィールドに定義したラベ

ルのいずれかでなければならな

い点に注意してください。バー

コードまたは OCR を使用してい

る場合は、［認識］ボタンをク

リックして、Remark Office OMR
が自動的にフィールドの値を認識するようにしてください。この値は、このペー

ジ特有の ID として機能します。ソフトウェアが自動的にページを認識するために

は、このフォームテンプレートページに対応するフォームページのすべてに、こ

の値を置く必要があります。1 つのフォームテンプレート内部では、各ページにそ

れぞれ異なるページの値が必要です。 

6 必要に応じて［読み取り処理中にグリッドに ID データを挿入］チェックボックス

にマークを付けます。ID データを、取得したその他のデータとともに表示すると、

処理したデータを確認する際に役に立ちます。 
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7 ［OK］ボタンをクリックすると、変更が保存されてツリー表示に戻ります。 

フォームを処理する準備ができたら、Remark Office OMR Data Center で、ページ ID
フィールドを含むフォームテンプレートを開きます。読み取りウィザードを使用して

フォームを処理します。Remark Office OMR はフォームの処理を開始する際に、ペー

ジ ID フィールドを最初に探します。フォーム上のフィールドがフォームテンプレート

のフィールドと一致すると、そのデータは自動的に正しいページ順序で配置されます。

認識されないフィールドはすべて、確認のためにフラグを設定されるか、または［認

識できないイメージ］キューに入れられます。回答者トラッカー機能を使用しない場

合は、1 人の回答者のフォームに属するページをすべて処理した後に、別の回答者の

フォーム処理を始めてください。自動ページ ID フィールドの使用についての詳細は、

7.9 項を参照してください。 

ヒント:同一フォーム内でさまざまなページを認識させたいだけの場合、
ページ ID を単独で使用できます。異なるフォーム内部のさまざまなペー
ジを同時に認識させたい場合は、フォーム ID も使用する必要があります。 

 

6.3.3.c 回答者トラッカーフィールドの設定 

回答者トラッカーフィールドは、各回答者のフォームを識別するために使用します。

回答者トラッカーを使用するには、フォーム上の各ページにもページ ID を設定する必

要があります(前項を参照)。フォーム用紙を作成する際に、光学式マーク(バブルなど)、
コンピュータで生成した文字(OCR)、バーコードのいずれかを各フォームページに配

置して、個々の回答者を識別できるようにします。たとえば、回答者が各ページに名

前や ID 番号を記入するようにしたり、そのような情報をバーコードから取得できるよ

うにしたりすれば、それらのフィールドを回答者トラッカーとして使用できます。こ

れらのマーキングは、使用している他のタイプの識別記号(フォーム ID や回答者トラ

ッキング ID など)に対して一意でなければなりません。また、回答者の ID も回答者全

員の中で一意でなければなりません。ただし、1 人の回答者フォームの内部では、各

ページの回答者トラッカー出力が同一でなければなりません。 

 

回答者トラッカーフィールドを設定するには 

１ 6.2.4 項で定義したようにフィール

ドを作成します。 

２ 左側のタスク画面で［トラッキン

グ］リンクをクリックします。 

３ ［フィールドを一意識別子として

使用］のチェックボックスをマー

クします。  

４ ［回答者トラッキング（回答者デ

ータの自動識別を行います。］ラ

ジオボタンを選択します。  

５ 必要に応じて［読み取り処理中にグリッドに ID データを挿入］チェックボックス

にマークを付けます。ID データを、取得したその他のデータとともに表示すると、

処理したデータを確認する際に役に立ちます。 
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６ ［OK］ボタンをクリックすると、変更が保存されてツリー表示に戻ります。 

フォームを処理する準備ができたら、Remark Office OMR Data Center で、回答者ト

ラッカーID フィールドを含むフォームテンプレートを開きます。読み取りウィザード

を使用してフォームを処理します。Remark Office OMR はフォームの処理を開始する

際に、ページ ID フィールドを最初に探します。フォーム上のフィールドがフォームテ

ンプレートのフィールドと一致すると、そのデータは自動的に正しいページ順序で配

置されます。次に回答者トラッカーを検索し、回答者のデータを既存のデータと一致

させるか、または新規のレコードを開始します。認識されないトラッキングフィール

ドはすべて、確認のためにフラグを設定されるか、または［認識できないイメージ］

キューに入れられます。回答者トラッカーフィールドの使用についての詳細は、7.9 項

を参照してください。 

ヒント:異なるフォーム内部のさまざまなページと回答者を同時に認識さ
せたい場合は、回答者トラッカーと同時に自動フォーム ID とページ ID
も使用した方が良いでしょう。この 3 種類の機能を使用すると、事前に
ソートしなくてもさまざまなフォームタイプをスキャンでき、同時にペ
ージと回答者を一緒にしておくことができます。 

 

6.3.4 データベースルックアップ 
Remark Office OMR には、データベースルックアップ機能があります。この機能は、

1) フィールドから認識されたデータが既存のデータベースにあるか確認し、2) 認識さ

れたデータを参照して、既存データベースの追加フィールドと置き換えます。この機

能を使用するには、フォームテンプレート内のフィールドを既存のデータベースにリ

ンクします。フォームを処理する際に、Remark Office OMR は、認識したデータが選

択したデータベースフィールドに入っていることを確認します。データがない場合、

Remark Office OMR は修正が必要なデータベース参照エラーとして、質問フラグを設

定します。データベース確認機能は、OMR、OCR、イメージ、バーコードのいずれか

のフィールドで使用できます。 

この機能は、氏名、ID 番号、郵便番号などを検証する際に役に立ちます。また、すで

に収集した情報をデータベースから引き出し、処理済のフォームデータに挿入する場

合にもこれは便利です。たとえば、テストの成績評価をしており、処理対象のフォー

ムに生徒たちが自分の ID 番号を記入するようにしたとします。その ID 番号を既存の

データベースと照合して、正しいフォームをスキャンしたことを確認し、次にその ID
番号に対応する別の値(氏名など)を指定できます。ID 番号がデータベース内にある場

合、Remark Office OMR はその ID 番号に対応する値(この場合は氏名)を自動的にデー

タに表示させます。成績評価レポートを実行すると、各生徒の氏名が生成され、その

情報を入力する必要はありません。  

 

データベース参照機能を使用するには 

1 6.2.4 項で定義したようにフィールドを作成します。 

2 左側のタスク画面で［データベースルックアップフィールド］リンクをクリック

します。  

3 ［データベースルックアップの使用］のチェックボックスをマークします。 

4 ［データベース選択］エリアで、［タイプ］ドロップダウンリストを使用して、
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このフィールドに関連付けるデータベースの種類(Access、Excel など)を選択しま

す。 

5 ［参照］ボタンをクリックして、データベースファイルのある位置へ移動してフ

ァイルを選択します。 

6 ファイルを選択して［開く］ボタンをクリックします(またはファイル名をダブル

クリックします)。 

ODBC 接続を使用している場合は、手順の 7-9 を実行します(この手順を完了するには、

データベース管理者から特定の情報を得る必要があります)。それ以外の場合は、手順

10 に進みます。 

 

7 オプション:［DSN］ドロップダウンリストからデータベースタイプを選択します。 

8 オプション:チェックボックス［ディレクトリベース］と［DSN ベース］のうち適

切な方を選択して、データベースがディレクトリベースか DSN ベースかを指定し

ます。 

9 オプション:データベースがパスワード保護されている場合は、［ユーザ名］およ

び［パスワード］ボックスにログイン情報を入力してください。データベースが

パスワード保護されていない場合は、この手順は必要ありません。 

 

10 ［ルックアップとリターン］セクションで、［データベースに接続］ボタンをク

リックして、データベースをフィールドにリンクします。 

11 ［テーブル］ドロップダウンリストを使用して、フィールドにリンクするフィー

ルドに含まれるデータベースのテーブルを選択します。 

12 ［ルックアップ］ドロップダウンリストを使用して、接続したデータベースの中

で、このフィールドをリンクしたいフィールドを選択します。フォームを処理す

る際、回答者の回答は、このデータベースフィールドの値に対して確認されます。

データベースフィールド内に回答が見つかった場合、Remark Office OMR は［置

換］値を出力します。データベースフィールド内に回答が見つからない場合、

Remark Office OMR は確認のた

めにフラグを設定します。 

13 ［置換］ドロップダウンリスト

を使用して、接続したデータベー

スの中で、［ルックアップ］フ

ィールドが確認された場合に値を

返すフィールドを選択します。デ

ータの確認のみを行い、値を置き

換えない場合は、［ルックアッ

プ］リストと［置換］リストで

同じフィールドを選択します。値

を参照した後に、別のデータベー

スフィールド情報に置き換える場合は、［置換］リストで適切なフィールドを選

択します。 

14 必要に応じて、［追加のリターンフィールド］リストからデータベースフィール
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ドを選択して、フォームの処理中にデータベースから追加の情報をデータグリッ

ドに挿入します。フィールドの参照は 1 度だけでも、必要な情報を含む複数のデ

ータベースフィールドを返すことができます。これにより、既存のデータベース

から処理対象のデータへ情報を取得することが手早く簡単にできるようになりま

す。フィールドは、［追加のリターンフィールド］リストに表示される順序でデ

ータグリッド内にリストされます。 

15 必要に応じて、［リターン名］ 列を使用して［リターン］フィールドのフィール

ド名を指定します。デフォルトでは、フィールドを関連付ける外部データベース

から名前を取得します。必要に応じて［リターン名］セルに新しく名前を入力す

ることもできます。 

16 ドロップダウン矢印を使用して、［回答者 ID］ ボックスで［はい］を選択すると、

返されるフィールドを回答者の ID としてレポート内に含めることができます。こ

れを［はい］に設定すると、このフィールドで収集されるデータは、適切なレポ

ートで回答者の識別に使用されます。 

17 ［OK］ボタンをクリックすると、変更が保存されてツリー表示に戻ります。 

 

6.4 Template Editor のその他の機能 
Remark Office OMR Template Editor には、この他にもユーザフレンドリーな使い方を

実現する機能があります。次のような機能が使用できます。 

 コピー/貼り付け 

 拡張コピー/貼り付け 

 ドラッグ/ドロップ(順序変更) 

 削除 

 元に戻す/やり直す 

 フィールドの境界調節 

 フィールドの移動 

 イメージのリセット 

 自動位置調整 

 スペルチェック 

 スケール 

 ズーム  

 ファイルのプロパティ 

 

 

これらの機能は、すべてメニューからアクセスできます。また、多くはツールバーボ

タンを使用したり、ツリー表示のノードやイメージ表示エリア内でマウスを右クリッ

クしてアクセスすることもできます。 
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6.4.1 コピー/貼り付け 
同じような属性のフィールドを複数作成する場合、コピー/貼り付け機能を使用すると、

テンプレートを作成する時間を節約できます。フィールドは、同じテンプレートの同

じページからでも異なるページからでもコピーできます。 

 

フィールドのコピーと貼り付けを行うには 

1 イメージ表示エリア内のフィールド境界の内部をクリックするか、またはツリー

表示でフィールドのノードをクリックして、コピーしたいフィールドをアクティ

ブにします。 

2 ［編集］メニューを選択して［コピー］をクリックするか、  をクリックする

か、または［Ctrl+C］キーを押します。 

3 フィールドをコピーしたい場所の前か後のノードをハイライトさせます。 

4 ［編集］メニューを選択して［前に貼り付け  (Ctrl+B) ］または［貼り付け  
(Ctrl+V)］クリックして、コピーしたノードを選択したノードの前または後に貼り

付けます。 

注:貼り付け用のツールバーボタンを利用して、ハイライトした
ノードの後ろにフィールドを貼り付けることもできます。 

フィールドを貼り付けると、そのフィールドは［Template Editor］ウィンドウのイメ

ージ表示エリアに表示されるようになります。その後、マウスを使ってそのフィール

ドをイメージ表示エリア内でドラッグし、正しい位置に置いてください。 

 

6.4.2 拡張コピー/貼り付け  
別のフォームテンプレートにフィールドをコピーする場合、拡張コピーと貼り付け機

能を使用できます。  

 

拡張コピーと貼り付け機能を使用するには 

1 Remark Office OMR Template Editor を 2 回オープンします。 

2 Template Editor の最初のインスタンスでフォームテンプレートを開き、2 番目の

Template Editor インスタンスでもう片方のフォームテンプレートを開きます。 

3 Template Editor の最初のインスタンスで、コピーしたいフィールドをツリー表示

内でクリックして選択します。 

ヒント:複数のフィールドを選択するには、キーボードの［Ctrl］キーを押しながらフ

ィールドを 1 つずつクリックするか、または［Shift］キーを押しながら別のフィール

ドを選択します。後者の場合、選択したフィールドの間にあるフィールドがすべてハ

イライトされます。 

4 ［編集］メニューを選択し、次に［拡張コピー］をクリックします。 
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5 Template Editor の 2 番目のインスタンスで、ツリー表示内の新フィールドを貼り

付けたい位置の 1 つ手前にあるノードを選択します。 

［編集］メニューを選択し、次に［拡張貼り付け］をクリックします。ハイライトしたノ

ードの後ろに、新しいノード(フィールド)が貼り付けられます。その後、マウスを使って

そのフィールドをイメージ表示エリア内でドラッグし、正しい位置に置いてください。  

 

6.4.3 ドラッグ/ドロップ 
ドラッグ/ドロップ機能を使用すると、ツリー表示内でフィールドをクリックして、そ

れをツリー内の別の位置に移動できます。ツリー表示内のフィールドの位置は、デー

タセット内のフィールドの順序を表しています。ページ上のフィールドの順序は、そ

のフィールドがイメージのどこにあるかとは無関係に設定できます。ドラッグ/ドロッ

プ機能では、そのノードを移動することもコピーすることもできます。 

 

ドラッグ/ドロップ機能を使用してノードを移動するには 

1 移動したいフィールドを示すノードを選択します。 

2 マウスの左ボタンを押しながら、フィールドをドラッグして移動します。 

3 目的の位置に移動したら、マウスのボタンを離します。ダイアログボックスが表

示され、フィールドを別の位置へ移動するかどうかを確認します。 

4 ［OK］ボタンをクリックしてノードを移動します。 

ヒント:キーボードの［Shift］キーを押しながらノードをドラッグすると、
［この前に移動］と［この後ろに移動］オプションが切り替わります。
［Shift］キーを押すと、選択したフィールドの前にフィールドが移動さ
れます(押さない場合、そのフィールドは、選択したフィールドの後ろに
自動的に移動されます)。 

 
ドラッグ/ドロップ機能を使用してフィールドをコピーするには 

1 コピーしたいフィールドを示すノードを選択します。 

2 マウスの左ボタンを押しながら、フィールドをドラッグして移動し、マウスの左

ボタンを押したまま［Ctrl］キーを押します。 

3 目的の位置に移動したら、マウスのボタンを離します。ダイアログボックスが表

示され、フィールドを別の位置へコピーするかどうかを確認します。 

4 ［OK］ボタンをクリックします。 

フィールドをコピーすると、そのフィールドは［Template Editor］ウィンドウのイメ

ージ表示エリアに表示されるようになります。その後、そのフィールドをマウスでド

ラッグし、正しい位置に置いてください。 

 

6.4.4 フィールドの削除 
不要なフィールド定義は、［削除］オプションで削除できます。  
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フィールドを削除するには 

1 フィールド境界の内部をクリックするか、またはツリー表示でフィールドのノー

ドをクリックして、削除したいフィールドをアクティブにします。 

2 ［編集］メニューを選択して［削除］をクリックするか、  をクリックするか、

または［Delete］キーを押します。フィールドを右クリックして、メニューから

［削除］を選択してもかまいません。 

 

6.4.5 元に戻す/やり直す 
Remark Office OMR では、Template Editor 内で元に戻したり、やり直したりすること

ができます。元に戻すは、最後に実行した操作を取り消します。やり直すは、直前に

取り消された操作を繰り返します。 

 

操作を元に戻すには  

1 ［編集］メニューを選択して［元に戻す］をクリックするか、  をクリックす

るか、または［Ctrl+Z］キーを押します。 

 

操作をやり直すには 

1 ［編集］メニューを選択して［やり直す］をクリックするか、  をクリックす

るか、または［Ctrl+Y］キーを押します。 

 

6.4.6 フィールドの境界の調節 
フィールドの境界を調節する(たとえば、フィールドを大きくしたり小さくしたりする)
必要がある場合は、マウスで調節できます。 

 

フィールドの境界を調節するには 

1 イメージ表示エリア内で、調節したいフィールドをクリックして選択します。  

2 フィールド境界にある四角マークの一つにポインターを合わせ、双方向の矢印を

表示させます。 

3 境界線をドラッグして調節します。 

4 終了したら、マウスのボタンを離します。 

 

6.4.7 イメージのリセット 
フォームテンプレートのイメージが、実際のフォームと一致しなくなってしまうこと

があります。たとえば、フォームを作成した後に、そのフォームから質問を削除する

ような場合があります。または、印刷版のフォームからフォームテンプレートを作成
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した後、配布のためにフォームをコピー機でコピーしたため、フォームが全体的にず

れてしまうこともあります。どちらの場合でも、すでにフォームテンプレートを作成

している場合、イメージのリセット機能を使用すると、既存のフォームテンプレート

に新しいイメージを取り込むことができ、フォームテンプレート全体を作り直す必要

はありません。 

ヒント:イメージのリセット機能を使用している場合は、フォームテンプ
レート内の全ページのイメージを取得する必要があります。個別のフォ
ームテンプレートページを取得する必要がある場合は、ページノードを
ダブルクリックしてから、そのページの新しいイメージを取得します。 

 

  イメージのリセット機能をスキャナで使用するには 

1 ［ツール ］メニューを選択して［イメージのリセット］をクリックするか、また

は  をクリックします。 

2 ［イメージ取得の方法の選択］セクションで［スキャナから読み取る］のラジオ

ボタンを選択します。 

注:スキャナの設定が必要な場合
は、［スキャナから読み取る］
の隣にある［スキャナのプロパ
ティ］をクリックして［スキャ
ナのプロパティ］ウィンドウを
表示させます。 

3 スキャンするページをスキャナにセット

します。  

4 ［スキャナからイメージを取得］ボタン

をクリックして、ページのスキャンを開始します。  

ページがスキャンされ、フォームのサムネイルイメージが［イメージ］ウィンドウに

表示されます。複数ページを一度にスキャンする場合は、イメージの下の［前へ］お

よび［次へ］ボタンを使用すると、スキャンしたイメージをすべて表示できます。保

存したくないイメージは、［削除］ボタンをクリックすると削除できます。 

5 イメージがこれで良ければ、［OK］ボタンをクリックします。［スキャナからイ

メージを取得］ボタンをもう一度クリックすると、ページが再度スキャンされま

す。 

 

イメージのリセット機能をイメージファイル

で使用するには 

1 ［ツール ］メニューを選択して［イメー

ジのリセット］をクリックするか、また

は  をクリックします。 

2 ［ファイルからイメージを取得］のラジ

オボタンを選択して、[ファイルからイメ

ージを取得]ボタンをクリックします。  
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3 ［イメージファイルの選択］ウィンドウで、フォームテンプレートに使用するフ

ァイルを指定します。イメージは、一度に 1 つずつしか選択できません。ただし、

このウィンドウに戻ってイメージを続けて選択することはできます。 

フォームのサムネイルイメージが［イメージ］ウィンドウに表示されます。複数のイ

メージを取得する場合は、イメージの下の［前へ］および［次へ］ボタンを使用する

と、スキャンしたイメージをすべて表示できます。保存したくないイメージは、［削

除］ボタンをクリックすると削除できます。 

4 フォームテンプレートに追加するイメージが他にもあれば、手順 2～3 を繰り返し

て追加します。 

5 イメージがこれで良ければ、［OK］ボタンをクリックします。［ファイルからイ

メージを取得］ボタンをもう一度クリックすると、イメージが再度選択されます。 

 
単一ページをリセットするには 

オプションとして、イメージのリセット機能を使用する代わりに、単一ページのイメ

ージをリセットすることもできます。 

1 リセットしたいページを表すページノード

をダブルクリックします。 

2 ［ページ プロパティ］ウィンドウで、ス

キャナまたはイメージファイルからイメー

ジを再度取得します。イメージの取得に関

しては、前項の説明を参照してください。 

3 ［OK］ボタンをクリックして、更新した

イメージを保存します。新しいイメージを

取得すると、既存のイメージは自動的に上

書きされます。 

イメージをリセットすると、既存のフィールドすべてが新しいイメージとともに表示

されるようになります。新しいイメージに合わせて、既存のフィールドの位置を調節

しなければならない場合があります。必要に応じてフィールドを移動または削除し、

新しいイメージに合わせてください。自動位置合わせ機能を使用すると、ソフトウェ

アが自動的にフィールドを再調節します(詳細は次項の説明を参照してください)。 

 

6.4.8 自動位置合わせ 
自動位置合わせ機能を使用すると、ページ上のすべてのフィールドの位置が調節され、

マークの周囲の適切な位置に配置されます。この機能は、フォームを変更したり、フ

ォームが大きく歪んだりしているなどの理由で、新しいイメージをスキャンしなけれ

ばならない場合に便利です。また、フォームテンプレートを別のユーザと共有する場

合にも便利です。1 台のスキャナで作成したフォームテンプレートは、異なるスキャ

ナを使用する場合には、新しいイメージに位置を調整し直す必要があります。位置合

わせは、1 ページだけでもフォームテンプレート全体でも実行できます。 
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1 ページで自動位置合わせを行うには 

1 位置を合わせるページノードを選択します。 

2 ページノードを右クリック、もしくはイメージ表示エリアの空白の部分を右クリ

ックして［ページの自動整列］を選択します。 

3 他に[ページ]メニューから［ページの自動整列］を選択する方法もあります。 

注:または、ページノードを選択して［ページの自動整列］のボタン  をクリック

します。. 

テンプレート全体で自動位置合わせを行うには 

［ツール ］メニューを選択して［フォームテンプレートの自動整列］をクリックしま

す。ページまたはフォームテンプレート全体の位置を合わせた後は、変更をレビュー

してフィールドが正しい位置にあることを確認してください。フィールドをさらに移

動させなければならないこともあります。 

 

6.4.9 スペルチェック 
Remark Office OMR にはスペルチェック機能があります。この機能を用いて、テンプ

レートフィールドのフィールド名、質問文、ラベルのスペルチェックができます。

［ツール|基本設定|全般］をクリックすると、使用する辞書を指定できます。 

 

スペルチェック機能を使用するには 

1 ［ツール ］メニューを選択して［スペルチェックの実行］をクリックするか、ま

たは  をクリックします。  

2 フォームテンプレートのスペルチェックに使用するオプションをマークします。 

3 ［開始］ボタンをクリックして、フォームテンプレートの検索を開始します。 

4 スペリングの間違いがあった場合、疑問のある単語と、候補を(ある場合)示すプロ

ンプトが表示されます。その単語を含む項目は、タイトルバーに示されます。 

5 その単語について、この場合のみ無視

する(［Ignore］)か、フォームテンプレ

ート内ですべて無視する (［ Ignore 
All］)か、その単語を辞書に追加する 
(［Add］ )、この場合のみ変更する

(［Change］)か、フォームテンプレー

ト内ですべて変更する ( ［ Change 
All］)か、スペルチェックの動作を終了

する(［Cancel］)かを選択できます。 

6 フォームテンプレートをすべて検索したら、［完了］ボタンをクリックして［ス

ペルチェック］画面を閉じます。 
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6.4.10 回答スケール 
Remark Office OMR では、回答のスケールを保存できます。回答スケールは、質的な

コーディングを使用する場合に、OMR フィールド内でラベルとして使用するか、また

はイメージフィールド内でコードとして使用します。［フィールドのプロパティ］ウ

ィンドウにカスタムラベルを入力すると、そのラベルを保存して後で使用したり、ま

たは既存スケールを編集したりすることができます。［プロパティ］ウィンドウから

は、定義フィールドに適合する回答スケールにのみアクセスできます。例えば、5 種
類の回答選択肢のある OMR フィールドを定義した場合は、5 種類の回答選択肢のある

回答スケールにのみアクセスできます。そのためソフトウェア内では、［ツール］メ

ニューから保存済みの回答スケールすべてにアクセスできるようになっています。 

回答スケールを確認または変更するには 

1 ［ツール  ］メニューを選択して［回答スケール］をクリックするか、または 

 をクリックします。  

2 表示するスケールを選択するか、または

［保存されたスケール］ドロップダウン

リストから選択します。 

3 スケールを削除するには、［削除］ボタ

ンをクリックします。 

4 スケールを編集するには、［編集］ボタ

ンをクリックして新しい情報を入力します。  

5 新しく回答スケールを作成するには、［新

規作成］ボタンをクリックし、スケール

名を入力してから、使用可能な回答を［ラベル］グリッド、それに対応する数値

を［値］グリッドに、1 行に 1 つずつ入力します。［新規作成］ボタンの下向き矢

印をクリックして［コピー元］を選択してもかまいません。選択したスケールが

コピーされて、そのコピーに変更を加えることができるので、類似のスケールを

作成する場合に最初から作り直さなくてすみます。新規スケールの作成が終了し

たら、［保存］ボタンをクリックします。 

6 完了したら、［OK］ボタンをクリックして変更を保存します。 

ヒント:［ラベル］または［値］グリッドでマウスを右クリックして、切
り取り/コピー/貼り付けを実行することもできます。 

 

6.4.11 ズーム 
ソフトウェアのズーム機能を使用すると、イメージの表示サイズを見やすいように調

節できます。ズーム範囲は、作成しているフィールドの全体が表示できるようにする

ことをお勧めします。 

 

ズーム機能を使用するには 

1 フォームテンプレートを開いた状態で、［表示］メニューを選択して［ズーム］

をクリックします。 

2 表示を拡大する場合は［拡大］、縮小する場合は［縮小］を選択します。あるい
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は、［幅に合わせる］を選択してイメージをビューアの横幅に合わせるか、［高

さに合わせる］を選択してイメージをビューアの高さに合わせます。ツールバー

ボタン      を使用してそれぞれの機能を実行することも

できます。 

 

6.4.12 ファイルのプロパティ 

［ファイル］メニューを選択して［プロパティ］をクリックするか、または  を
クリックすると、フォームテンプレートのプロパティをいつでも表示できます。この

ウィンドウから、フォームテンプレートの説明、サイズ、方向、ページ数、フィール

ドと項目の数を確認できます。また、このウィンドウからフォームテンプレートイメ

ージをリセットすることもできます。 

 

6.5 フォームテンプレートの保存 
フォームテンプレートは、どの時点でも保存できます。フォームテンプレートの作業

中に何か割り込みが生じた場合には、フォームテンプレートを保存するようにしてお

くことをお勧めします。 

 

フォームテンプレートを保存するには 

1 ［ファイル］メニューを選択して［保存］をクリックするか、または  をク

リックしてフィールド定義を保存します。 また、［名前を付けて保存］機能を使

用して、フォームテンプレートを別名で保

存することもできます。 

2 ［名前をつけて保存］ダイアログボックス

で、［ファイル名］というボックスにファ

イル名を入力します。  

3 ［名前を付けて保存］ボックスでディレク

トリの位置を選択します。 

4 ［保存］ボタンをクリックします。 

フォームテンプレートは、.omr というファイル

拡張子でのみ保存できます。フォームテンプレートイメージは、自動的にフォームテ

ンプレートファイル全体の一部として保存されます。 

 

6.6 既存のフォームテンプレートの編集 
以前に作成したフォームテンプレートを編集して、ページを追加/削除したり、フィー

ルド定義やページレイアウトを変更したりすることができます。  

注:フォームのバッチを処理した後でフォームテンプレートの構造を変更
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すると、フォームテンプレートとそれ以前に保存したデータファイルの
間で競合が発生することがあります。質問の数、質問の順序や出力ラベ
ルを変更すると、既存のデータファイルが無効になるおそれがあります。 

Remark Office OMR 8 Template Editor では、ソフトウェアの旧バージョンで作成した

フォームテンプレートを開くことができます。ソフトウェアは、旧バージョンのフォ

ームテンプレートを自動的に新バージョンに変換します。フォームテンプレートファ

イルは、上位バージョンの方にのみ互換性があります。フォームテンプレートを新バ

ージョンに変換すると、旧バージョンのソフトウェアで開くことはできなくなります。

フォームを変換する前に、かならずコピーを作成するようにしてください。 

 

ヒント:先にバックアップを取らずにフォームテンプレートを変換し、そ
の後旧バージョンに戻したくなった場合は、フォームテンプレートフォ
ルダ(最初にフォームテンプレートをオープンしたフォルダ)内で「.old」
という拡張子の付いたファイルを探してください。このファイルの拡張
子を「.omr」に変更すると、Remark Office OMR の旧バージョンからオ
ープンできます。 

 

フォームテンプレートを編集するには 

1 Remark Office OMR Template Editor をまだ実行していない場合は、このプログラ

ムを起動します。 

2 ［ファイル］メニューを選択して［開く］をクリックするか、または  をクリ

ックします。［ファイル］メニューの［最近使ったファイル］項目またはタスク

画面を使用してファイルを開くこともできます。 

3 編集したいフォームテンプレートを選択します。 

4 ［開く］ボタンをクリックします。 

ツリー表示内にフォームテンプレートが表示され、右側にイメージ表示エリアが表示

されます。 

5 編集したいフィールドの境界の内側でダブルクリックするか、ツリー表示内でそ

のフィールドを表示するノードをダブルクリックして、［フィールドのプロパテ

ィ］画面を表示させます。フォームテンプレートのページを再スキャンする場合

は、［ツール］メニューを選択して［イメージのリセット］をクリックします。 

6 フィールドのプロパティに必要な変更を行い、［OK］ボタンをクリックします。 

注:フィールドタイプについての詳細は、この章の「フォームテンプレートの作成」の

項を参照してください。 

7 編集が完了したら、フォームテンプレートを保存します。  

6.6.1 OMR フィールドの編集 
OMR フィールドは、作成した後に変更を加えて、フィールド名、データタイプ、方向、

ラベルなどのプロパティを変更できます。OMR フィールド全体を選択すると、そのフ

ィールドに対して有効なすべてのプロパティにアクセスできるようになります。複数

の質問を含む OMR フィールドを編集している場合、個別の質問を選択すると、特定
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のプロパティのみ編集できます。個別の質問を編集できるという機能により、テスト

の点数などの項目、複数回答を許可する機能、空白/複数回答に対する例外処理を個々

の質問ベースで変更でき、かつ作成する OMR フィールドは 1 つだけですみます。  

注:フォームテンプレート内のフィールドを変更しても、すでに処理され
たデータは変更されません。読み取ったデータを更新するには、フォー
ムを再度処理するか、［検索/置換］オプションを使用して、改訂したフ
ォームテンプレートに合わせて既存のデータを変更する必要があります。 

 

複数の質問があるフィールドを編集するには 

1 編集したいフィールドの境界の内側でダブルクリックするか、ツリー表示内でフ

ィールドノードをダブルクリックして、

［プロパティ］ウィンドウを表示させま

す。［OMR フィールドのプロパティ］、

［フィールド項目プロパティ］、［質問

テキストと名前］セクションにアクセス

できるようになります。 

2 必要に応じて修正を行い、［OK］ボタ

ンをクリックします。このレベルで行っ

た変更は、フィールド全体に適用される

ので注意してください。 

3 編集が完了したら、フォームテンプレートを保存します。  

 
OMR フィールド内で個々の質問を編集するには 

1 ツリー表示のフィールドノードの横にある「+」記号をクリックして、複数の質問

を含むフィールドを展開します。 

2 変更したい質問を表す質問ノードをダブルクリックします。複数のノードを選択

するには、キーボードの［Ctrl］キーを押しながらフィールドを 1 つずつクリック

するか、または［Shift］キーを押しながら別のフィールドを選択します。後者の

場合、選択したフィールドの間にあるノードがすべてハイライトされます。 

注:複数の質問を選択すると、質問文と質問名は編集できなくなります。
ただし、選択した全質問のラベルを調節することはできます。 

3 ［プロパティ］ウィンドウが表示されます。［フィールド項目プロパティ］と

［質問テキスト、名前、回答］を調整できます。 

注:OMR フィールド内部で個々の質問のプロパティを表示すると、［質
問テキストと名前］ウィンドウが［質問テキスト、名前、回答］に変わ
ります。質問のラベルはこの画面にあります。質問文と質問名は、選択
した質問のもののみが表示されます。 

4 必要な変更を行います。 

5 ［OK］ボタンをクリックすると、変更が保存されてツリー表示に戻ります。 
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6.7 テンプレートエディタの基本設定 
Remark Office OMR Template Editor には、ソフトウェアを最適の設定で使用するため

の基本設定があります。これらの基本設定を使用して、使い方に合わせてソフトウェ

アをカスタマイズできます。デフォルトに設定すると、ソフトウェアは最もよく使用

する設定で動作します。これらは、あくまでデフォルト設定であることに注意してく

ださい。個別のフォームテンプレートの設定はいつでも変更できます。設定可能な基

本設定は、全般、OMR フィールド、イメージフィールド、バーコードフィールド、

OCR フィールドの 5 種類です。 

 

Template Editor の基本設定の使用 

1 ［ツール ］メニューを選択して［基本設定］をクリックするか、または  を
クリックして基本設定にアクセスします。 

2 タスク画面内で、編集したい基本設定に対応するリンクを選択します。 

3 適切な変更を行います。 

4 ［OK］ボタンをクリックして変更を保存します。 

基本設定はグローバルな変更であり、該当する機能を次に使用する時に有効になりま

す。基本設定を変更しても、既存のテンプレートとフィールドへの影響はありません。 

 

6.7.1 全般的な基本設定 
［全般］画面を使用すると、Template Editor の全般的な機能をカスタマイズできます。

次のオプションが使用できます。  
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セクション オプション 説明 

全般 基本設定 デフォルトの 

フィールド名 

新しくフィールドを作成する際に毎回使用さ

れる、デフォルトのフィールド名を入力しま

す。たとえば、「Q」と入力すると、フィー

ルド名はすべて「Q」になります。Remark 
Office OMR はフィールド名の後ろに自動的

に番号を追加するので、フィールド名は

「Q1」「Q2」「Q3」などになります。 

 フォーマットの 

区切り (Grid) 

Grid フィールドの形式の指定機能に使用す

る文字を指定します。［形式の指定］では、

Grid フィールドの出力形式を指定します(た
とえば、「**/**/****」のように数値をスラッ

シュで区切って日付を表すなど)。［区切り

文字の形式］は、この機能を使用する場合に

フィールドのプロパティウィンドウに表示さ

れる文字です。アスタリスク(*)はデフォル

トの区切り文字です。それぞれのアスタリス

クは、フィールド内の文字を表しています。

 ログ出力の実行 このチェックボックスをマークすると、

Remark Office OMR は、ソフトウェアが突

然に強制終了した場合にログファイルを保存

します。ログファイルには作業内容が記録さ

れるので、ソフトウェアを再起動して復元す

ることができます。突然強制終了が起きた場

合は、ログファイルをロードするか確認する

プロンプトが表示されます。この機能を使用

されることを強くお勧めします。 

辞書設定 辞書の場所 この設定は、スペルチェッカーの辞書のある

位置を指定します。デフォルトの位置は

Windows\System32 フォルダです。 

 アクティブな辞書 この設定では、スペルチェッカーに使用する

辞書を選択します。システムにインストール

されている辞書は、すべてリスト上に表示さ

れます。 

 

6.7.2 OMR フィールドの基本設定 
［OMR フィールド］画面では、OMR フィールドを新しく作成する場合に使用するデ

フォルトを設定します。選択した設定は、OMR フィールドを新規作成する際に自動的

に使用されます。ただし、個別の OMR フィールドのプロパティは作業中にいつでも

変更できます。次のオプションが使用できます。 
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セクション オプション 説明 

デフォルトの 

フィールド定義 

OMR タイプ OMR フィールドを新しく作成する際に使

用するデフォルトの OMR フィールドタイ

プを、Multiple、Grid、Boolean、List 、
Add、Binary、Rank の中から選択します。 

 データタイプ OMR フィールドを新しく作成する際に使

用するデフォルトの OMR フィールドデー

タタイプを、テキストまたは数値のどちら

かに設定します。データタイプは、データ

をエクスポートする際に使用されます。 

 方向 OMR フィールドを新しく作成する際に使

用するデフォルトの向きを、行または列の

どちらかに設定します。  

 しきい値 OMR フィールドのデフォルトの認識しき

い値を設定します。しきい値を低く設定す

ると、薄い色や面積の小さいマークを読み

取る際にソフトウェアの感度が高くなりま

す。しきい値を高く設定すると、ソフトウ

ェアはより厳密に判断するようになるの

で、複数のマークが記入されているフィー

ルドを読み取る際に除外されるものが多く

なります。フォームの処理で問題が発生し

ない限りは、デフォルト設定の 3 を使用し

てください。しきい値に極端な値を設定す

る際は、注意が必要です。しきい値を低く

設定すると、ソフトウェアの感度が大幅に

高くなり、消した跡のようなものまで認識

することがあります。しきい値を高く設定

すると、マークが 2 つ選択されている場合

に、確認のための「MULT」を出力せず、

最も面積の大きいマークのみを認識するこ

とがあります。 
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セクション オプション 説明 

デフォルトの 

フィールド 

評価設定 

評価対象のフィー

ルド 
このチェックボックスは、評価を実行する

際に、デフォルトで評価対象とする OMR
フィールドタイプを選択します。 

デフォルトの 

フィールド 

調査設定 

調査対象のフィー

ルド 
このチェックボックスは、調査を実行する

際に、デフォルトで調査対象とする OMR
フィールドタイプを選択します。 

デフォルトの 

複数回答例外 

処理 

置き換え 

(Multiple、Rank、 

List) 

フォームの処理中に、Multiple、Rank、List
フィールドに複数回答があった場合に、デ

フォルトで何に置き換えるかを選択しま

す。このボックスに入力したテキストがデ

ータグリッド内の出力になり、保存するデ

ータファイルにエクスポートされます。デ

フォルトでは［MULT］に置き換えられま

す。事前に設定されている選択肢には、[す
べての回答(ALL)]、［アスタリスク(*)］、

［なし］、［スペース文字］、［チルダ 
(~)］があります。［置換］ボックスに文字

を入力することもできます。  

 置換後の内容 

(Grid) 

フォームの処理中に、Grid フィールドに複

数回答があった場合に、デフォルトで何に

置き換えるかを選択します。このボックス

に入力したテキストがデータグリッド内の

出力になり、保存するデータファイルにエ

クスポートされます。デフォルトでは

［MULT］に置き換えられます。事前に設

定されている選択肢には、［アスタリスク

(*)］、［なし］、［スペース文字］、［チ

ルダ (~)］があります。［置換］ボックス

に文字を入力することもできます。 

デフォルトの 

無回答例外処理 

置き換え 

(Multiple、Rank、 

List) 

フォームの処理中に、Multiple、Rank、List
フィールドに空白の回答があった場合に、

デフォルトで何に置き換えるかを選択しま

す。このボックスに入力したテキストがデ

ータグリッド内の出力になり、保存するデ

ータファイルにエクスポートされます。デ

フォルトでは［BLANK］に置き換えられま

す。事前に設定されている選択肢には、[ア
スタリスク(*)］、［なし］、［スペース文

字］、［チルダ (~)］、[無効(VOID)]があり

ます。［置換］ボックスに文字を入力する

こともできます。 
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セクション オプション 説明 

 置換後の内容 

(Grid) 

フォームの処理中に、Grid フィールドに空

白の回答があった場合に、デフォルトで何

に置き換えるかを選択します。このボック

スに入力したテキストがデータグリッド内

の出力になり、保存するデータファイルに

エクスポートされます。デフォルトでは

［BLANK］に置き換えられます。事前に設

定されている選択肢には、[アスタリスク

(*)］、［なし］、［スペース文字］、［チ

ルダ (~)］、[無効(VOID)]があります。［置

換］ボックスに文字を入力することもでき

ます。 

 空白フラグ 

(Grid) 

この設定は、Remark Office OMR が空白回

答をどのように処理するかを、さらにカス

タマイズします。 

［常に］ - Grid フィールドのいずれかの文

字が空白である場合、置き換える文字に関

わらず、そのフィールドには黄色の

BLANK フラグが設定されます。 
［先頭/末尾の無視］ - フィールドの先頭ま

たは末尾の文字が空白の場合、無視されま

す。これにより、フィールドに割り当てら

れた文字数より短いデータを、黄色の

BLANK フラグを設定せずに取得できるよ

うになります。 
［なし］ - フィールド内部にあるいずれか

の文字が空白の場合、Remark Office OMR
はそれを無視します。このフィールドで、

データグリッドに黄色の BLANK フラグが

設定されることはありません。 

デフォルトの重

複例外処理 
置き換え 

(Rank) 

フォームの処理中に、Rank フィールドに

重複した回答があった場合に、デフォルト

で何に置き換えるかを選択します。このボ

ックスに入力したテキストがデータグリッ

ド内の出力になり、保存するデータファイ

ルにエクスポートされます。デフォルトで

は［重複(DUP)］に置き換えられます。事

前に設定されている選択肢には、[アスタリ

スク(*)］、［なし］、［スペース文字］、

［チルダ (~)］があります。［置換］ボッ

クスに文字を入力することもできます。 
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6.7.3 イメージフィールドの基本設定 
［イメージフィールド］画面では、イメージフィールドを新しく作成する場合に使用

するデフォルトを設定します。選択した設定は、イメージフィールドを新規作成する

際に自動的に使用されます。ただし、個別のイメージフィールドのプロパティは作業

中にいつでも変更できます。次のオプションが使用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セクション オプション 説明 

デフォルトの 

フィールド定義 

イメージ タイプ デフォルトのイメージフィールドタイプ

を、［データ入力］または［イメージク

リップ］に設定します。データ入力フィ

ールドでは、フィールドから入力したデ

ータを、イメージファイルを用いながら

テンプレートグリッドに渡します。イメ

ージクリップフィールドは、フィールド

内の情報をスナップショットで取得して

コンピュータに保存します。イメージフ

ィールドから取得した情報は、どちらの

タイプの場合でも Remark Quick Stats で

閲覧できます。 

 データ タイプ イメージフィールドを新しく作成する際

に使用するデフォルトのイメージフィー

ルドデータタイプを、テキストまたは数

値のどちらかに設定します。データタイ

プは、データをエクスポートする際に使

用されます。 



 

 111

セクション オプション 説明 

 しきい値 イメージフィールドのデフォルトの認識

しきい値を設定します。しきい値を低く

設定すると、薄い色のテキストや文章量

の少ないイメージフィールドを読み取る

際に、ソフトウェアの許容範囲が広くな

ります。しきい値を高く設定すると、ソ

フトウェアはより厳密に判断するように

なるので、フィールド内部にある無関係

のマークや色の薄いマークは、あまりピ

ックアップされなくなります。フォーム

の処理で問題が発生しない限りは、デフ

ォルト設定の 3 を使用してください。し

きい値に極端な値を設定する際は、注意

が必要です。しきい値を低く設定する

と、ソフトウェアの感度が大幅に高くな

り、消した跡のようなものまで認識する

ことがあります。しきい値を高く設定す

ると、イメージフィールドの色が薄い場

合や記入面積が小さい場合に、その内部

の手書き文字を認識しなくなることがあ

ります。 

デフォルトの 

イメージクリップ 

オプション 

ターゲット 

ディレクトリ 

イメージクリップを使用して取得したイ

メージの、デフォルトの保存位置を設定

します。 

 クリップファイル 

のタイプ 

イメージクリップを取得する際に使用す

るデフォルトのイメージファイル形式を

設定します。TIF、PCX、PDF、JPG のい

ずれかを選択できます。TIF または PDF
形式を使用する場合は、圧縮レベルも選

択できます。 

デフォルトの 

評価と調査分析 

評価フィールド このチェックボックスをマークすると、

評価を実行する際、デフォルトでイメー

ジフィールドを評価します。 

 調査フィールド このチェックボックスをマークすると、

調査を実行する際、デフォルトでイメー

ジフィールドを調査します。 
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6.7.4 バーコードフィールドの基本設定 
［バーコードフィールド］画面では、バーコードフィールドを新しく作成する場合に

使用するデフォルトを設定します。選択した設定は、バーコードフィールドを新規作

成する際に自動的に使用されます。ただし、個別のバーコードフィールドのプロパテ

ィは作業中にいつでも変更できます。次のオプションが使用できます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セクション オプション 説明 

デフォルトの 

フィールド定義 

バーコード方向 バーコードフィールドを新しく作成する

際に使用するデフォルトの向きを水平ま

たは垂直のどちらかに設定します。 

 データ タイプ バーコードフィールドを新しく作成する

際に使用するデフォルトのバーコードフ

ィールドデータタイプを、テキストまた

は数値のどちらかに設定します。データ

タイプは、データをエクスポートする際

に使用されます。 

デフォルトの 

採点と調査分析 

評価フィールド このチェックボックスをマークすると、

評価を実行する際、デフォルトでバーコ

ードフィールドを評価します。 

 調査フィールド このチェックボックスをマークすると、

調査を実行する際、デフォルトでバーコ

ードフィールドを調査します。 
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6.7.5 OCR フィールドの基本設定 
［OCR フィールド］画面では、OCR (光学式文字認識)フィールドを新しく作成する場

合に使用するデフォルトを設定します。選択した設定は、OCR フィールドを新規作成

する際に自動的に使用されます。ただし、個別の OCR フィールドのプロパティは作業

中にいつでも変更できます。次のオプションが使用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セクション オプション 説明 

デフォルトの 

フィールド定義 

OCR タイプ 使用する OCR のタイプを設定します。選択

できるタイプは以下の 2 種類です。 
［プライマリ］、[レガシー]: Remark 
Office OMR の組み込み OCR エンジンで

す。高速ですが、精度は高くありません。 
Microsoft Office Document Imaging (MODI): 
MODI OCR は Microsoft Office 2007 に付属

しており、このソフトウェアをインストール

した場合にのみ使用できます。速度は少々落

ちますが、前者よりも精度が高いです。 

※日本語 OCR はサポート対象外です。 

 言語 OCR 機能を実行する際に使用するデフォル

トの言語を設定します。設定可能な言語は、

使用する OCR のタイプに応じて異なるので

注意してください。 

 データ タイプ OCR フィールドを新しく作成する際に使用

するデフォルトの OCR フィールドデータタ

イプを、テキストまたは数値のどちらかに設

定します。データタイプは、データをエクス

ポートする際に使用されます。 

 方向 このフィールドを読み取る方向を、左から

右、右から左、上から下、下から上のいずれ

かに設定します。 
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セクション オプション 説明 

 自動回転 

フィールド  

イメージ 

OCR フィールド内でキャプチャしたテキス

トを読み取るために、Remark Office OMR
が自動的にイメージを回転させるようにする

場合は、このチェックボックスをマークしま

す。ソフトウェアが一定の方向でテキストを

読めない場合は、イメージを回転させて再試

行してください。 

 しきい値 ソフトウェアが印刷した文字を認識できるか

どうかを判断するしきい値を選択します。し

きい値は、個別の文字に適用されます。ソフ

トウェアは、認識された各文字に対して信頼

性の値を返します(たとえば、62%の確実性

で“G”である、など)。信頼性の値として、指

定されたしきい値よりも低い値が返された場

合、OCR フィールドには確認のため例外処

理のフラグが設定されます。 

デフォルトの 

評価と調査分析 

評価フィールド このチェックボックスをマークすると、評価

を実行する際、デフォルトで OCR フィール

ドを評価します。 

 調査フィールド このチェックボックスをマークすると、調査

を実行する際、デフォルトで OCR フィール

ドを調査します。 
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フォームの処理 

第 7 章 

7.1 概要 
この章では、Remark Office OMR Data Center がフォームを処理する方法について説

明します。スキャナの取り付けと使用については、スキャナのマニュアルを参照して

ください。  

ここで説明する内容は次のとおりです。 

 フォームテンプレートを開く(7.2 項) 

 読み取りウィザード(7.3 項) 

 グラフビューア (7.4 項) 

 例外の確認(7.5 項) 

 ページ順モードの使用(7.6 項) 

 データレコードの上書き(7.7 項) 

 フォーム、ページ、回答者の検出 (7.8 項) 

 バッチ処理(7.9 項) 

 サーバモード(7.10 項) 

 回答者の検出(7.11 項) 

 重複した結果の確認(7.12 項) 

 

7.2 フォームテンプレートを開く 
Remark Office OMR ソフトウェアで処理するフォームそれぞれに対して、フォームテ

ンプレートファイルを 1 つ作成する必要があります。このファイルは、ソフトウェア

がフォームを読み取るために必要な情報をすべて定義します。フォームテンプレート

は、Remark Office OMR Template Editor で作成します。これについては、このユーザ

ズガイドの第 6 章で説明しています。 

読み取り処理を開始するには、Data Center の中で、フォームに対応するフォームテン

プレートを開きます。Remark Office OMR テンプレートのグリッドウィンドウは、ス

プレッドシート形式のインタフェースを使用して、認識したデータを表示します。各

グリッド列は、フォームテンプレートで定義したとおりに、フォーム上の項目または

質問に対応しています。フォームテンプレートに複数のページがある場合、各ページ

は青いラインで分割されています。 
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重要:Remark Office OMR 8 ソフトウェアでは、旧バージョンで作成した
フォームテンプレートを開くことができます。フォームテンプレートは、
新バージョンのソフトウェアで開くと自動的に変換されます。フォーム
テンプレートファイルは、上位バージョンの方にのみ互換性があります。
フォームテンプレートを新バージョンに変換すると、旧バージョンのソ
フトウェアで開くことはできなくなります。旧バージョンのフォームを
変換する前には、かならずコピーを作成するようにしてください。 

 

フォームテンプレートを選択するには 

1 [ファイル]メニューを選択して[フォームテンプレートを開く]をクリックするか、

または  をクリックして、[フォームテンプレートを開く]ウィンドウを表示さ

せます。あるいは、タスク画面内で[フォームテンプレートを開く]を選択します。 

注:フォームテンプレートフ
ァイルの名前には OMR とい
うファイル拡張子を使用して
います。  

ヒント:[ファイル]メニューま
たはタスク画面からは、最近
使用したフォームテンプレー
トを選択できます。 

2 コンピュータまたはネットワーク上に

あるファイルを探します。正しいフォ

ームテンプレートファイルのファイル名をクリックして選択します。 

3 ［開く］ボタンをクリックしてフォームテンプレートを開き、対応するテンプレ

ートグリッドウィンドウを表示させます。 

フォームテンプレートを開くと、フォームを処理できるようになります。デフォルト

では、フォームテンプレートを開く際に、画面の上端にテンプレートグリッドが表示

され、テンプレートグリッドの下端にはイメージビューアとグラフビューアが表示さ

れます。テンプレートグリッドは、フォームが処理される際にデータが表示される場

所です。イメージビューアは、処理されているフォームのイメージを表示します。テ

ンプレートグリッドセルの内部をクリックすると、イメージビューアは、対応するイ

メージのその場所へ移動します。グラフビューアは、フォームを処理する際にデータ

の表をグラフ化します。 

 

7.3 Remark Office OMR 読み取りウィザード 
フォームの処理は、Remark Office OMR 読み取りウィザードに渡されます。Remark 
Office OMR Data Center でフォームを読み取る際には、ソフトウェアがスキャナから

直接ページを読み取るか、または以前に作成したイメージファイルから読み取ります。

スキャナからいずれかのページを読み取る前に、スキャナの電源を入れ、そのフォー

ムに対応するフォームテンプレートを開いてください。(7.2 項「フォームテンプレー

トを開く」を参照。)  
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注:処理するフォームは、選択したフォームテンプレートに対応している
必要があります。  

Data Center は、開いたフォームテンプレートグリッドに認識したデータを配置します。

同じフォームから読み取ったデータは、1 行のグリッド行に表示されます。テンプレ

ートグリッドの各列は、フォームテンプレート内で定義した各変数(質問)に対応します。 

 

7.3.1 読み取りウィザードでフォームをスキャンする 
TWAIN 準拠のスキャナは、ほとんどの場合フォームをスキャンできます。スキャナと、

Remark Office OMR でスキャナを設定する方法については、第 4 章を参照してくださ

い。フォームをスキャンする際、各フォームのイメージはコンピュータに保存されま

す。これらのイメージは、データを確認して簡単にクリーンアップを行うために使用

します。 

 

スキャナからページを読み取るには 

1 正しいフォームテンプレートを開きます。(7.2 項「フォームテンプレートを開

く」を参照。) 

2 [ツール]メニューを選択して［読み取りウィザード］をクリックするか、または 

 をクリックします。あるいは、タスク画面内で［読み取りウィザー

ド］リンクを選択してもかまいません。 

 

3 [読み取り方法]ウィンドウで、[スキャナから読み取る]ラジオボタンを選択します。 

注:スキャナの設定が必要な場合は、[スキャナのプロパティ]リンクをクリック
して、セットアップを表示します(スキャナの設定についての詳細は、第 4 章を
参照してください)。 

4 必要に応じて、[詳細収集オプション]の下にある適切なチェックボックスにマーク

を付けます。スキャンする際には、次のオプションが使用できます(これらのオプ

ションについての詳細は、この章で後述します)。 

 

オプション  説明 

サーバモード Remark Office OMR を特定のオプションを用いてバッ

クグラウンドで実行することで、フォームの処理を自

動化します。詳細は 7.10 項を参照してください。 

自動フォーム ID モード フォームに ID を設定することで、ソフトウェアがフォ

ームテンプレート、フォームページ、回答者を自動的

に認識するようにします。詳細は 7.8 項「フォーム、ペ

ージ、回答者 ID」を参照してください。 

フォームテンプレートペー

ジからの読み取り開始 
フォームの処理を、冒頭からではなくフォームテンプ

レートの特定のページから開始できるようにします。

この機能は、データを上書きする場合に便利です。 
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ページ順モード 両面スキャナを使用せずに、両面印刷のフォームをス

キャンします。詳細は 7.6 項「ページ順モード」を参照

してください。 

1 つ前のページ順モードセ

ッションの復元 
1 つ前のページ順モードでスキャンを中断した場所から

スキャンを再開します。  

 

5 イメージの命名規約を設定する場合は、［次へ>>］ボタンをクリックして操作を

続けます。それ以外の場合は、手順 13 に進みます。 

6 [イメージの命名規則]ウィンドウが表示され、フォームをスキャンするたびに毎回

自動的に保存されるイメージに

ついて、オプションを指定でき

るようになります。[イメージ名

の先頭部分]ボックスに、ファイ

ルのベース名を入力します。ソ

フトウェアは、このフォームに

保存されるイメージ名にこのベ

ース名を使用します。デフォル

トのベース名はフォームテンプ

レート名ですが、自由に変更で

きます。イメージが特定のフォ

ームに属していることを表すような名前を使用することをお勧めします。保存さ

れるイメージの名前はこのベース名で始まり、次にページ番号が続き(複数ページ

のテンプレートをスキャンする場合)、その後ろに日時が付加されて、複数のイメ

ージをトラッキングできるようになっています。オプションとして、フォームテ

ンプレートのフィールドをベース名として選択することもできます。指定された

フィールドから取得した値(と日時の値)が、それに対応するイメージのベース名と

して使用されます。[イメージ名の先頭部分]オプションを空白にしておくと、各イ

メージの名前は、ページ番号(該当する場合のみ)、日付、時刻のみになります。  

7 [イメージの保存先ディレクトリ]ボックス内で省略符号(…)をクリックして、この

フォームに対するイメージを保存する位置を選択します。イメージ用にデフォル

トのディレクトリを使用することも、コンピュータ内の異なるディレクトリや外

部ドライブやネットワークを選択することもできます。 

注:イメージの場所は注意して選択してください。データが RMK 形式で
保存された後、処理したデータと各イメージファイル間のリンクを維持
したい場合には、イメージをその位置に保持する必要があります。この
リンクにより、データグリッド内をクリックした時に画面にフォームを
表示し、例外的なデータを簡単に修正できるようになります。そのため、
フォームを処理する際には、これらのイメージをどのように保存するか、
あらかじめ決めておく必要があります。 

ヒント:Remark Office OMR のほかのユーザとファイルを共有する場合は、
ユーザ全員が同じ方法で(マッピングしたネットワークドライブ経由な
ど)アクセスできる共有ネットワークにイメージファイルを保存すると良
いでしょう。 

8 [フォームテンプレート名をベースとしたサブフォルダにイメージを保存]チェック
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ボックスをマークすると、Data Center はこれらのイメージを保存するフォルダを

自動的に作成します。フォルダ名はフォームテンプレート名になり、そのフォル

ダは[イメージの保存先ディレクトリ]ボックスで選択したディレクトリに作成され

ます。 

ヒント:イメージファイルを編成しやすくするために、[フォームテンプ
レート名をベースとしたサブフォルダにイメージを保存]の使用をお勧め
します。この機能を使用すると、各フォームテンプレートに関連付けら
れたイメージがすべて同じフォルダに保存され、アクセスしやすくなり
ます。イメージ名の日付と時刻の部分が一意に定まるため、イメージが
上書きされる心配はありません。 

9 (オプション) 必要に応じて、[名前ビルダー] ボタンをクリックすると、保存された

イメージ名と場所をさらにカスタマイズできます。  

 [イメージのベース名]の部分で、

処理されたデータのフィールド

名を、イメージのベース名に追

加するように設定できます。ド

ロップダウンリストからフィー

ルドを選択して、［追加］ボタ

ンをクリックします。たとえば、

テストを処理する場合、フォー

ムから取得した学生 ID を追加し

て、処理したイメージすべてに

学生 ID を入れることができます。 

 [イメージの保存先ディレクトリ]の部分で、処理されたデータのフィールド名

を、イメージを保存するフォルダ構造に追加するよう設定できます。ドロップ

ダウンリストからフィールドを選択して、［追加］ボタンをクリックします。

たとえば、テストを処理する場合、フォームから取得した学生 ID を追加して、

各学生のフォームイメージを、その学生 ID を名前に含むフォルダに保存する

ということができます。 

 ［名前ビルダー］ボックスで［OK］ボタンをクリックして読み取りウィザー

ドに戻ります。 

10 [イメージの保存形式]ボックスで、イメージの保存に使用するイメージのタイプを

選択します。選択できるタイプは PCX/DCX、PDF、TIF、JPG のいずれかです。  

11 PDF または TIF 形式で保存する際には、[イメージ圧縮レベル]で、[非圧縮]、[グル

ープ 3]、[グループ 4(最高)]、[LZW]のいずれかを選択します。[LZW]の場合、最も

圧縮率の高いイメージ(サイズが最も小さく、コンピュータ内で専有する容量が少

なくてすむファイル)が作成されます。 

12 複数ページのフォームをスキャンする際に、すべてのイメージを 1 つのフォーム

で完結させ、1 つのイメージとして保存したい場合は、[複数ページフォームテン

プレートを複数ページイメージファイルとして保存]チェックボックスをマークし

ます。イメージファイルの数が少なくなるので、このオプションの使用をお勧め

します。 

13 [例外レビュー]オプションを設定する場合は、［次へ>>］ボタンをクリックして操

作を続けます。設定しない場合は[読み取り]ボタンをクリックしてページのスキャ
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ンを開始します。 

[例外レビュー]は、無回答や複数回答など、フォーム上の例外的なケースを処理する方

法です(この機能の使用については、7.5 項「例外の確認」を参照してください)。 

14 [例外レビュー]ウィンドウで[例外レビューを有効にする]チェックボックスをマー

クすると、スキャン処理中に例外処理を確認するかどうかを指定できます。  

15 [例外レビューオプション]エリアで、レビュー（確認）したいケースを選んでチェ

ックボックスをマークします。使用できるオプションは、[複数回答]、[無回答]、
［認識エラー］、［イメージフィールド］、［データベース ルックアップ フィー

ルド］、［バーコード フィールド］、［OCR フィールド]、[繰り返された Rank
の回答］、［必須項目］です。スキャン中に選択した例外ケースを発見すると、

ソフトウェアはその時点でスキャンを一時中断します。そして、修正を行うとス

キャンは再開されます。 

16 記入したフォームをスキャナにセットします。 

17 [読み取り]ボタンをクリックしてページのスキャンを開始します。 

Remark Office OMR は、スキャナのシートフィーダーが空になるまでスキャンを継続

します。  

18 ページをすべて処理すると、スキャンを継続するか確認するプロンプトが表示さ

れます。続けてページをスキャンする場合は［はい］を、スキャンを終了する場

合は［いいえ］をクリックします。  

 

7.3.1.a デフォルト設定でスキャンを行う(簡易スキャン) 

1 読み取りウィザードをいったん起動すると、読み取りウィザードを毎回起動しな

くてもデフォルト設定でスキャンできるというオプションが使用できるようにな

ります。この方式は簡易スキャン (簡単スキャン)といい、読み取りウィザード内

で直前に指定した設定を用いてスキャンを行います。 

注意:毎回同じ設定でスキャンを行う場合は、簡易スキャンが便利です。
そうでない場合は、読み取りウィザードを実行して設定を確認した上で
実行してください。 

 

簡易スキャンを使用するには 

1 正しいフォームテンプレートを開きます。(7.2 項「フォームテンプレートを開

く」を参照。) 

2 [ツール]メニューを選択して［簡易スキャン］をクリックするか、またはツールバ

ーボタンの簡易スキャン  をクリックします。 

読み取りウィザードで直前に使用した設定に基づいて、全ページがスキャンされます。

その後、データのスプレッドシートが表示されます。各行が 1 つのフォーム全体を表

し、各列はフォームテンプレート内で定義した質問を表しています。 
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7.3.2 読み取りウィザードでイメージファイルを処理する 
Remark Office OMR は、すでにスキャンされたイメージファイルを処理します。たと

えば、ネットワークスキャナや Remark Office OMR と互換性のないスキャナを使用し

ている場合、別のアプリケーションでフォームをスキャンし、生成されたイメージフ

ァイルを保存することができます。スキャン機能のある多機能周辺機器(MFP)を使用

する場合、MFP でフォームをスキャンし、イメージファイルを保存してから、

Remark Office OMR が対応するフォームテンプレートを用いてそのイメージを読み取

るようにすることができます。最終的には、Remark Office OMR Data Center で直接

フォームをスキャンした場合と同じような結果が得られます。 

Remark Office OMR は、次の形式のイメージファイルを読み取ることができます。 

PCX (*.pcx) Multipage PCX (*.dcx) 

TIFF (*.tif, *.tiff) JPEG (*.jpg, *.jpeg) 

ポータブルドキュメントフォーマット(*.pdf) PNG (*.png) 

Windows Bitmap (*.bmp)  

 

注意: 推奨は、TIFF（*.tif、*.tiff）形式のイメージファイルです。処理速
度が速く、最善の認識結果を得ることができます。PDF ファイルは形式
のタイプおよびご利用環境によってはエラーが発生し、お使いいただけ
ない場合もございます。また、TIFF 形式以外のイメージファイルは処理
速度や認識精度が低下する場合がありますので、必ず Remark ご購入前
に評価版で動作をご確認くださいますようお願いいたします。 

 

読み取りウィザードでイメージファイルを読み取るには 

1 正しいフォームテンプレートを開きます。(7.2 項「フォームテンプレートを開

く」を参照。) 

2 [ツール]メニューを選択して［読み取りウィザード］をクリックするか、または 

 をクリックします。あるいは、タスク画面内で［読み取りウィザー

ド］リンクを選択してもかまいません。 

3 [読み取り方法]ウィンドウで、［イメージファイルから読み取る］ラジオボタンを

選択します。 

4 必要に応じて［詳細なイメージ認識

プロパティ］をクリックし、［認識

中にイメージの歪みを補正］、［認

識中にイメージの斑点を除去］のオ

プションを設定します。 

注意:問題がない場合はこ
の設定を変更せずデフォル
ト設定のままご利用くださ
い。 

5 必要に応じて、[詳細収集オプション]の下にある適切なチェックボックスにマーク

を付けます。次のオプションが使用できます。 
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オプション  説明 

サーバモード Remark Office OMR を特定のオプションを用いて

バックグラウンドで実行することで、フォームの

処理を自動化します。詳細は 7.10 項を参照してく

ださい。 

自動フォーム ID モード フォームに ID を設定することで、ソフトウェアが

フォームテンプレート、フォームページ、回答者

を自動的に認識するようにします。詳細は 7.8 項

「フォーム、ページ、回答者 ID」を参照してくだ

さい。 

フォームテンプレートページか

らの読み取り開始 
フォームの処理を、冒頭からではなくフォームテ

ンプレートの特定のページから開始できるように

します。この機能は、データを上書きする場合に

便利です。 

イメージをまとめ名前を変える 処理済のイメージファイルを、データセットとは

異なる場所、形式またはパラメータで再パッケー

ジします。イメージファイルのみを処理する場合

に適用されます。この機能は、イメージをアーカ

イブ化するか、またはイメージを指定した位置に

保管して後から配布できるようにする場合に便利

です。詳細は、この後のページで説明します。 

パッケージ化した後にイメージ

を削除 
指定した形式でパッケージ化された後にオリジナ

ルの処理イメージ（スキャンしたもの）を削除し

ます。この機能はイメージを一点のみとしたい場

合に有効です。オリジナルのイメージは削除され

てしまいますので、この機能を使用する場合は注

意してください。 

 

6 ［次へ>>］ボタンをクリックして操作を続けます。 

7 ［読み取るイメージの選択］エリアで、ドロップダウンリストを使用して、処理

したいイメージを保存しているフォルダの位置を指定します。 

8 正しいフォルダを指定してから、処理したいイメージを選択します。複数のイメ

ージを選択するには、［Ctrl］キーを押しながらイメージを 1 つずつクリックする

か、または［Shift］キーを押しながらイメージの範囲を選択(最初のイメージをク

リックしてから最後のイメージをクリックすると、その間のイメージがすべて選

択されます)します。 

9 ［選択したイメージの追加］ボタン

をクリックして、右のウィンドウに

イメージを移動します。または、

［すべてのイメージの追加］ボタン

をクリックしてフォルダのイメージ

セット全体を選択します。イメージ

は［イメージ（読み取り順）］ボッ
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クスに移動されます。選択したイメージは、このボックスに表示されている順序

で処理されます。 

10 ［イメージ（読み取り順）］ボックスにイメージが表示されており、それを削除

したい場合は、イメージをクリックして［削除］をクリックします。複数のイメ

ージを選択するには、［Ctrl］キーを押しながらイメージを 1 つずつクリックする

か、または［Shift］キーを押しながらイメージの範囲を選択(最初のイメージをク

リックしてから最後のイメージをクリックすると、その間のイメージがすべて選

択されます)します。［すべて削除］をクリックして、イメージをすべて削除する

こともできます。  

11 ［次へ>>］ボタンをクリックして操作を続けます。［イメージをまとめ名前を変

える］オプションを使用している場合は手順の 12 に、その機能を使用していない

場合は 13 に進みます。 

12 (オプション) 読み取りウィザードの最初の手順で［イメージをまとめ名前を変え

る］オプションを選択していた場合は[イメージの命名規則]ウィンドウが表示され

ます。[イメージの命名規則]ウィンドウを使用すると、処理したイメージを再パッ

ケージするためのオプションが指定できます。  

 [イメージ名の先頭部分]ボックスに、ファイルのベース名を入力します。ソフ

トウェアは、各フォームのイメー

ジ名にこのベース名を使用します。

デフォルトのベース名はフォーム

テンプレート名ですが、自由に変

更できます。イメージが特定のフ

ォームに属していることを表すよ

うな名前を使用することをお勧め

します。保存されるイメージの名

前はこのベース名で始まり、次に

ページ番号が続き(複数ページのテ

ンプレートを処理する場合)、その後ろに日時が付加されて、複数のイメージ

をトラッキングできるようになっています。オプションとして、フォームテン

プレートのフィールドをベース名として選択することもできます。指定された

フィールドから取得した値(と日時の値)が、それに対応するイメージのベース

名として使用されます。[イメージ名の先頭部分]オプションを空白にしておく

と、各イメージの名前は、ページ番号(該当する場合のみ)、日付、時刻のみに

なります。  

 [イメージの保存先ディレクトリ]ボックス内で省略符号(…)をクリックして、

このフォームに対するイメージを保存する位置を選択します。イメージ用にデ

フォルトのディレクトリを使用することも、コンピュータ内の異なるディレク

トリや外部ドライブやネットワークを選択することもできます。 

注:イメージの場所は注意して選択してください。データが RMK 形式で
保存された後、処理したデータと各イメージファイル間のリンクを維持
したい場合には、イメージをその位置に保持する必要があります。この
リンクにより、データグリッド内をクリックした時に画面にフォームを
表示し、例外的なデータを簡単に修正できるようになります。そのため、
フォームを処理する際には、これらのイメージをどのように保存するか、
あらかじめ決めておく必要があります。 
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ヒント:Remark Office OMR のほかのユーザとファイルを共有する場合は、
ユーザ全員が同じ方法で(マッピングしたネットワークドライブ経由な
ど)アクセスできる共有ネットワークにイメージファイルを保存すると良
いでしょう。 

 [フォームテンプレート名をベースとしたサブフォルダにイメージを保存]チェ

ックボックスをマークすると、Data Center はこれらのイメージを保存するフ

ォルダを自動的に作成します。フォルダ名はフォームテンプレート名になり、

そのフォルダは[イメージの保存先ディレクトリ]ボックスで選択したディレク

トリに作成されます。 

ヒント:イメージファイルを編成しやすくするために、[フォームテンプ
レート名をベースとしたサブフォルダにイメージを保存]の使用をお勧め
します。この機能を使用すると、各フォームテンプレートに関連付けら
れたイメージがすべて同じフォルダに保存され、アクセスしやすくなり
ます。イメージ名の日付と時刻の部分が一意に定まるため、イメージが
上書きされる心配はありません。 

  必要に応じて、[名前ビルダー] ボタンをクリックすると、保存されたイメー

ジ名と場所をさらにカスタマイズできます。  

o [イメージのベース名]の部分で、処理されたデータのフィールド名を、

イメージのベース名に追加するように設定できます。ドロップダウン

リストからフィールドを選択して、［追加］ボタンをクリックします。

たとえば、テストを処理する場合、フォームから取得した学生 ID を追

加して、再パッケージしたイメージがすべて学生 ID で始まるようにす

ることができます。 

o [イメージの保存先ディレクトリ]の部分で、処理されたデータのフィ

ールド名を、再パッケージしたイメージを保存するフォルダ構造に追

加するよう設定できます。ドロップダウンリストからフィールドを選

択して、［追加］ボタンを

クリックします。たとえば、

テストを処理する場合、フ

ォームから取得した教員名

と学生 ID のフィールドを

フォームに追加して、各学

生のフォームイメージを教

員名のフォルダに保存し、

さらにその中で学生 ID 番

号のサブフォルダに分類す

るということができます。 

o ［名前ビルダー］ボックスで［OK］ボタンをクリックして読み取りウ

ィザードに戻ります。 

 [イメージの保存形式]ボックスで、再パッケージしたイメージの保存に使用す

るイメージのタイプを選択します。選択できるタイプは PCX/DCX、PDF、TIF、
JPG のいずれかです。たとえば、処理しているイメージは TIF 形式でも、そ

れらを他のユーザから参照できるように PDF ファイルで再パッケージするこ

とができます。 

 PDF または TIF 形式で保存する際には、[イメージ圧縮レベル]で、[非圧縮]、
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[グループ 3]、[グループ 4(最高)]、[LZW]のいずれかを選択します。[LZW]の
場合、最も圧縮率の高いイメージ(サイズが最も小さく、コンピュータ内で専

有する容量が少なくてすむファイル)が作成されます。 

 複数ページのフォームを処理する際に、すべてのイメージを 1 つのフォームで

完結させ、1 つのイメージとして保存したい場合は、[複数ページフォームテ

ンプレートを複数ページイメージファイルとして保存]チェックボックスをマ

ークします。イメージファイルの数が少なくなるので、このオプションの使用

をお勧めします。 

13 [例外レビュー]オプションを設定する場合は、［次へ>>］ボタンをクリックして操

作を続けます。設定しない場合は[読み取り]ボタンをクリックしてイメージファイ

ルの処理を開始します。 

[例外レビュー]は、空白や複数回答など、フォーム上の例外的なケースを処理する方法

です(この機能の使用については、7.5 項「例外の確認」を参照してください)。 

14 [例外レビュー]ウィンドウで[例外レビューを有効にする]チェックボックスをマー

クすると、読み取り処理中に例外処理を確認するかどうかを指定できます。  

15 [例外レビューオプション]エリアで、読み取り中に確認したい場合を選んでチェッ

クボックスをマークします。使用できるオプションは、[複数回答]、[無回答]、[認
識エラー]、[イメージフィールド]、[データベース ルックアップ フィールド]、
［バーコード フィールド］、［OCR フィールド]、[繰り返された Rank の回答］、

［必須項目］です。イメージの処理中に例外を確認する場合、選択した例外ケー

スを発見すると、ソフトウェアはその時点でイメージの読み取りを中断します。

その場合は、適切な調整を行ってスキャンを再開します。 

16 [読み取り]ボタンをクリックしてイメージファイルの処理を開始します。 

Data Center は、指定したイメージをすべて読み取るまでイメージの処理を継続します。

その後、データのスプレッドシートが表示されます。各行が 1 つのフォーム全体を表

し、各列はフォームテンプレート内で定義した質問を表しています。 

 

7.4 イメージビューア 
Remark Office OMR の画面の下には、処理されたイメージが表示されるイメージビ

ューアがあります。データ入力部分の手書きのコメントや定性的コードを閲覧したり、

例外レビューや修正を行う際に使用します。イメージビューアを表示させたい場合は、

[表示]メニューから[イメージビューア]を選択します。イメージビューアには、次の

オプションがあります。 

 

アイコン オプション 説明 

 印刷 ［印刷］ボタンをクリックすると現在のイメージを印

刷することができます。印刷ウィンドウが表示されま

す。 

 イメージの

回転 
[イメージの回転]をクリックすると 0 度、270 度、180
度、90 度に回転します。 
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アイコン オプション 説明 

 イメージの

切り替え 
[イメージの切り替え]をクリックすると、オリジナルの

イメージ（カラーやグレースケールでスキャンした場

合）と白黒のイメージ（Remark Office OMR が読み取

り処理を行ったイメージ）に切り替わります。 

 選択時にフ

ィールドに

ズーム 

[選択時にフィールドにズーム]をクリックすると、イメ

ージビューアで色のついた領域が拡大されます。これ

は例外を修正する場合にエラーの発生個所をはっきり

と見たい場合に有効です。 

 拡大/縮小 [拡大]をクリックするとイメージが拡大表示され、[縮
小] をクリックするとイメージが拡大表示されます。 

 
イメージビ

ューアを閉

じる 

［X］をクリックしてイメージビューアを閉じます。こ

れは[表示]メニューからいつでも開くことができます。

 

 

7.5 グラフビューア 
Remark Office OMR の画面の下端には、処理したデータを手早く表示するためのグラ

フビューアがあります。グラフビューアは処理したデータをグラフ化して表示し、そ

れぞれの回答選択肢がどの程度の頻度で選択されているかを示します(項目分析)。デー

タを含むいずれかのセルをクリックすると、回答のグラフが表示されます。グラフビ

ューアは成績の判定ではないということと、処理速度を落とす可能性があることに注

意してください。 グラフビューアを表示させたい場合は、[表示]メニューから[グラ

フビューア]を選択します。グラフビューアには、次のオプションがあります。  

 

アイコン オプション 説明 

 
グラフのコ

ピー 
［グラフのコピー］ボタンをクリックして、Windows
クリップボードにグラフをコピーします。そのグラフ

は、別のアプリケーションに貼り付けることができま

す。 

 
印刷 ［印刷］ボタンをクリックすると現在のグラフが印刷

されます。［印刷］の下向き矢印をドロップダウンす

ると、白黒印刷かカラー印刷か(プリンタがサポートし

ている場合)を選択できます。 

 

グラフ 

タイトル 

［グラフタイトル］で、グラフのタイトル表示を切り

替えます。［グラフタイトル］の下向き矢印をクリッ

クすると、何を表示するかを［なし］、［質問名］、

［質問テキスト］の中から選択できます。グラフタイ

トルで使用するフォントのサイズは、表示される文字

数に応じて自動的に更新されます。 
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アイコン オプション 説明 

 
グラフ 

タイプ 

［グラフタイプ］をクリックすると、数種類のグラフ

タイプを巡回します。あるいは［グラフタイプ］のド

ロップダウン矢印を使用して、グラフのタイプを［3D
バー］、［2D バー］、［3D 円グラフ］、［2D 円グラ

フ］、［3D エリア］、［2D エリア］、［線］のいず

れかに指定します。 

 
グラフの 

データ 

［グラフのデータ］をクリックすると、数種類のグラ

フオプションを巡回します。あるいは、［グラフのデ

ータ］のドロップダウン矢印を使用してグラフの内容

を選択することもできます。［頻度］(頻度の数値をデ

ータセットの Y 軸に設定します)、［%-自動スケール］

(Remark Office OMR は、データに応じて最適な Y 軸の

パーセンテージスケールを選択します)、［%-標準スケ

ール］(0-100%などの標準的なパーセンテージスケール

を Y 軸に使用します)が選択できます。 

 
グラフ枠を

閉じる 
［X］をクリックしてグラフビューアを閉じます。これ

は[表示]メニューからいつでも開くことができます。 

 
 

7.6 例外の確認 
フォームを処理する際に、例外的なケースが発生する場合があります。分析を実行し

たりデータを別のアプリケーションにエクスポートしたりする前に、例外ケースを含

むセルを編集して、データを有効にする必要があります。例外的ケースには、それぞ

れ特定のカラーが割り当てられており、例外の種別が簡単に判別できるようになって

います。例外タイプとそれに対応するカラーの種別は、Data Center のタスク画面に記

載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

エラータイプ テキスト カラー 考えられる原因 

複数回答 MULT 緑 複数回答が許可されていない場合に、2
つ以上の回答が選択されている。 

フォームが部分的に消されている。 

フォームのマーキングに不備がある。 
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エラータイプ テキスト カラー 考えられる原因 

無回答 BLANK 黄 質問への回答がない。 

回答が正しく選択されていない。 

認識エラー  ERROR… 
(場合に応じ

てコード番

号が表示さ

れる場合が

あります) 

赤 フォームが拡大/縮小されている、オフセ

ット指定されている、または 3/8 インチ

以上傾いている場合。コピー機でのコピ

ーや再印刷した場合などに生じます。 

スキャナの自動ドキュメントフィーダー

にフォームを置いた時の置き方が不適切

だった場合。フォームが傾いたまま吸い

込まれると、傾いたイメージが生成され

ます。あるいは、スキャナの機械的な問

題で発生することもあります。その場合

は、スキャナの清掃と点検を行ってくだ

さい。 

文字やラインがマーク用エリアに近すぎ

る場合、その文字またはラインがマーク

(バブルやチェックボックス)に干渉する

場合があります。 

スキャナの明るさ設定が高すぎる、また

は低すぎる場合。 

フォームのマーキングに不備がある場

合。 

フォームを処理したフォームテンプレー

トファイルが間違っていた場合。 

フォームが第 5 章で概説したデザインア

ウトラインに従っていない場合。 

イメージ 

フィールド 

なし 水色 データ入力イメージフィールドに手書き

文字があることを示します。このフィー

ルドの記載内容をキーボードで入力する

か、または質的なコーディングを使用し

ていた場合はコードを適用する必要があ

ります。 

データベース 
ルックアップ 
フィールド 

選択された

回答 
紫 フィールドがリンクされているデータベ

ースの内部に回答がありません。 
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エラータイプ テキスト カラー 考えられる原因 

バーコードフ

ィールド 
??? 濃い 

オレンジ 

Remark Office OMR が認識できないタイ

プのバーコードを使用している場合。 

Code 39 タイプのバーコードの先頭と末

尾にアスタリスク(*)が使用されていない

場合。 

バーコードがフィールド定義エリアに適

合していない場合。 

フォーム上のバーコード印刷が小さすぎ

る場合。 

バーコードフィールド内部に無関係のマ

ークがある場合。 

スキャン解像度が低すぎる場合(200 DPI
もしくは 300 DPI 推奨)。 

OCR 

フィールド 

さまざまな

文字 
濃い青 使用されているフォントの文字が読み取

れない場合(手書き風フォントなど)。 

文字が小さすぎて読み取れない場合。 

フォームテンプレートで作成したフィー

ルドの境界が文章を正しく囲んでいない

場合。 

フォームテンプレートまたはプログラム

のプリファレンスで設定した OCR フィ

ールドのしきい値が高すぎるか、または

低すぎる場合。 

フォーム上に印刷した文章の言語がサポ

ートされていない場合。 

印刷した文字ではなく手書き文字(ICR)を
認識させようとした場合。 

スキャン解像度が低すぎる場合(少なくと

も 300 DPI が必要)。 

繰り返された

Rank の回答 
DUP 薄いオレ

ンジ 
ランキング形式の質問で、ランクが重複

している場合。ランキング形式の質問で

は、各選択肢に 1 つのランクだけが割り

当てられており、ランクはそれぞれ 1 度

ずつしか使用できません。 
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エラータイプ テキスト カラー 考えられる原因 

必須項目 なし 例外カラ

ー 
必須のフィールドが正しく回答されてい

ないことを表します。通常、これは別の

例外ケース(Blank、Mult、Error など)が
発生していることを意味します。データ

グリッドセルにはその例外のカラーが使

用されます(たとえば、空白回答の場合は

黄色)が、テキストがないので、その質問

には回答が必須だということがわかりま

す。必須の質問にフラグを設置すると、

フォームの処理中に例外レビュー機能を

使用する場合に特に便利に使用できます

(処理が中断されるので、その問題を確認

できます)。質問を必須に設定して［無回

答にフラグを付ける］設定を使用する際

には、注意が必要です。［無回答にフラ

グを付ける］が［なし］に設定されてい

る場合、空白箇所があっても必須項目の

例外は使用されません。 

複数の例外 なし グレー フィールド内に複数の例外があることを

示します。例えば、OCR フィールドがデ

ータベースルックアップフィールドとし

ても使用されていて、正しく認識されな

かったとします。そのような場合、OCR
認識とデータベースルックアップの両方

の例外となります。グレーは 1 つ以上の

問題があることを示します。 

 

Remark Office OMR では、イメージを見ながら例外を確認することができるので、デ

ータを修正するたびにフォーム用紙をめくって該当箇所を探す必要はありません。例

外ケースを修正する方法には、個別のセルを編集する方法と、フォームの処理中また

は処理後に例外レビュー機能を使用する方法があります。 

注:グリッド内の例外カラーは、Remark or Remark Office Archive のデー
タ形式でデータを保存した場合にのみ保持されます。データをいったん
別の形式にエクスポートした場合、そのフォーマットを再度開くと色の
ない状態になっています。データの保存についての詳細は、8.6 項を参照
してください。 

 

7.6.1 個別セルを修正して例外を確認する 
変更したいセルをクリックすると、そのセルを個別に編集できます。ドロップダウン

矢印を使用して正しい回答を選択するか、または必要なテキストをセル内に入力しま

す。セル内をクリックすると、画面下部のイメージビューアが自動的に更新されます

(イメージビューアが表示されない場合は［表示|イメージビューア］を選択してくださ

い)。また、［イメージビューア］ツールバーの［選択時フィールドに拡大］を有効に
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して、選択したフィールドをズームすることもできます。 

注:セルを編集すると、エラーカラーはすべて除去されます。 

 
セルを個別に調整するには 

1 変更するセルをクリックします。 

2 セルにドロップダウン矢印がある場合は、矢印をクリックして、リストから正し

い解答を選択します。 

3 セルにドロップダウン矢印がない場合は、セルの中に適切な回答を入力して、

［Enter］キーを押すか別のセルをクリックします。 

注:各セルには、フィールドタイプに応じてテキストボックスかドロップ
ダウンリストボックスがあります。Grid、Binary、Add の OMR フィール
ド、バーコードフィールド、OCR フィールド、データベース参照や質的
な回答コーディング機能を使用していないイメージフィールドは、テキ
ストフィールドと見なされます。これらのフィールドタイプには、ドロ
ップダウンリストはありません。その他のタイプの OMR フィールドと、
質的な回答コードを使用しているイメージフィールドはリストフィール
ドと見なされ、ドロップダウンリストから回答を選択できます。 

 

7.6.2 例外レビュー機能を使用する 
Remark Office OMR には、データの有効性を確認するための、例外レビュー機能があ

ります。例外レビュー機能を使用すると、無回答、複数回答、フォームエラー、バー

コードエラー、データベース参照エラー、必須項目、OCR フィールド、ランキング回

答の重複、データ入力イメージフィールドの例外ケースを確認できます。  

例外レビュー機能は、次の 2 通りの方法で使用できます。 

フォームの処理中に実行:読み取り処理中に使用する場合、フォームをスキャンする場

合でも保存したイメージを処理する場合でも、例外レビュー処理には、選択した例外

タイプが発生した時に Data Center が処理を中断するというオプションがあります。

中断されている間に、正しい解答を選択または入力できます。  

フォームの処理後に実行:例外レビューは、フォームを処理した後にも行えます。この

場合、例外が発生してもソフトウェアがフォームの処理を中断する必要はありません。

処理後に確認を行う際、ソフトウェアはデータファイルを一巡して例外ケースを探し、

適切な変更を行えるようにします。 

例外レビューをどのように使用するかに関わらず、Data Center はタスク画面内に[例
外レビュー]ウィンドウを表示します。また、画面下端のイメージビューアには、例外

ケースを含む質問/フィールドも表示されます。[例外レビュー]パネルでは、イメージ

を見ながら適切な更新を行うことができます。例外レビューで使用できるオプション

を、次の表に示します。 

 

確認オプション 機能 

複数回答 回答者が制限数を超える回答を選択した項目を確認します。
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確認オプション 機能 

無回答 回答者が回答しなかったケースを確認します。 

認識エラー 認識エラーが発生し、Remark Office OMR がフィールドを適

切に認識できない(たとえば、イメージが傾いていたり、フォ

ームのマークが不十分であったり、フォーム上の間隔がせま

すぎるような場合)項目を確認します。 

イメージフィールド イメージフィールドにフラグを設定されたケースを確認しま

す。データグリッドに情報を手動で入力するか、または質的

な回答コードを選択できるようにします。 

データベース ルック

アップ フィールド 
データベース参照エラーが発生した場合、すなわち、フォー

ムテンプレートを作成する際に指定したデータベースに回答

が存在しないケースを確認します。データベース参照エラー

の例外を修正すると、データベースから他のフィールドに戻

った時点でフィールドは自動的に更新されています。 

バーコード フィール

ド 
Remark Office OMR がバーコードを正しく読み取れない場合

に確認します。 

OCR フィールド OCR フィールド内の文字が正しく認識できないケースを確

認します。 

繰り返された Rank の

回答 
ランキング形式の OMR 質問で、回答者が複数の回答項目に

同じランクを選択した場合や、同じ項目に対して複数のラン

クを選択したケースを確認します。 

必須項目 必須項目が回答されなかったケースを確認します。 

 

フォーム処理中に例外レビューを使用するには 

1 正しいフォームテンプレートを開きます。(7.2 項「フォームテンプレートを開

く」を参照。) 

2 [ツール]メニューを選択して［読み取りウィザード］をクリックするか、またはタ

スク画面で  をクリックしてフォームの処理を開始します。 

3 [読み取り方法]画面と、［イメージの命名規則］画面(スキャンする場合)または

［イメージの選択］画面(イメージファイルを読み込む場合)で必要な項目を選択し

ます。これらの画面についての詳細は、7.3 項「Remark Office OMR 読み取りウィ

ザード」を参照してください。  

4 ［次へ>>］ボタンをクリックして

[例外レビュー]画面に進みます。 

5 [例外レビューを有効にする]チェッ

クボックスをマークして、例外レビ

ュー機能をオンにします。  

6 [例外レビューオプション]エリアで、

処理中に確認したい例外ケースのチ

ェックボックスをマークします。選
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択できる項目は、[複数回答]、[無回答]、[認識エラー]、[イメージフィールド]、
[データベース ルックアップ フィールド]、［バーコード フィールド］、［OCR 
フィールド]、[繰り返された Rank の回答］、［必須項目］です。 

7 [読み取り]ボタンをクリックして処理を開始します。 

Data Center は通常どおり処理を開始します。指定した例外ケースを発見すると、ソフ

トウェアは処理を停止し、左側のタスク画面に[例外レビュー]ウィンドウが表示されま

す。このウィンドウで変更を行います。[例外レビュー]ウィンドウについての詳細は、

7.6.2.a を参照してください。 

 

フォーム処理後に例外レビューを使用するには 

1 フォームを処理した後、[ツール]メニューを選択して[例外レビュー]をクリックす

るか、または  をクリックします。あるいは、タスク画面内で[例外レビュー]
リンクを選択してもかまいません。 

2 [例外レビューオプション]エリアで、確認

したい例外ケースのチェックボックスをマ

ークします。選択できる項目は、[複数回

答]、[無回答]、[認識エラー]、[イメージフ

ィールド]、[データベース ルックアップ フ
ィールド]、［バーコード フィールド］、

［OCR フィールド]、[繰り返された Rank
の回答］、［必須項目］です。 

3 ［レビューの開始］ボタンをクリックして処理を開始します。  

ヒント:フォームの処理をしながらセクションをクリーニングすることも
できます。まず、通常どおり例外レビューを開始します。続けて別のフ
ォームを処理する場合は、[例外レビュー]ウィンドウを開いたままにし
て、別のフォームを処理します。新たに処理したフォームを確認する準
備ができたら、[例外レビュー]ウィンドウで［レビューの開始］ボタン
の下向き矢印をクリックし、［前の読み取り操作から開始］を選択しま
す。Data Center は、直前にフォームの処理を開始した位置からデータグ
リッド行の確認を開始します。 

Data Center は、指定された例外ケースをデータ中で検索します。選択した例外ケース

が発見されると、左のタスク画面の[例外レビュー]ウィンドウにその項目が表示されま

す。このウィンドウで変更を行います。[例外レビュー]ウィンドウについての詳細は、

次の項を参照してください。 

ヒント:フォームの処理後に例外レビュー機能を使用する場合、データセ
ットの全体か、またはデータセット内のセクションを確認できます。デ
ータセット内のセクションを確認する場合、確認するエリアの列または
行ヘッダーを選択するか、またはセルのグループをハイライトさせます。
たとえば、特定のコメントフィールド(イメージフィールド)のみを確認
してデータを手動で入力する場合は、コメントフィールドの列ヘッダー
を選択して、列全体をハイライトさせます。次に[例外レビュー]をクリ
ックします。選択した列のみが確認されます。 

例外レビューでは、その例外状況が適切である(たとえば質問の回答が空白で良い場合
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など)という場合もあります。デフォルトでは、例外ケースをそのままにすると、カラ

ーコードと例外テキストが常に表示されるようになります。項目を確認した後にカラ

ーコードを解除したい場合は、［ツール|基本設定］に移動して、[例外レビュー]のセ

クションで［レビューの後ろに例外を解除］チェックボックスをマークします。例外

レビュー機能でセルを確認すると、セルを変更しなかった場合でもカラーが解除され

るようになります。例外レビューを再度実行しても、セルに例外のフラグは設定され

ません。 

 

7.6.2.a [例外レビュー]ウィンドウを使用する 

例外レビュー機能をフォーム処理中に使用する場合も処理後に使用する場合も、読み

取り中に見つかった例外はすべて、[例外レビュー]ウィンドウに表示されます。[例外

レビュー]ウィンドウには次のようなデータが表示されます。 

 

プロパティ 機能 

検索方法: 行/回答者:このオプションは、行内のデータグリッドを検索する

(回答者ごとに)場合に使用します。 

列/項目:このオプションは、列内のデータグリッドを検索する(フ
ォームテンプレート項目/質問ごとに)場合に使用します。 

回答 現在の回答を表示します。このボックスには、回答をキーボード

で入力するか、またはドロップダウン矢印をクリックして回答を

選択することで、正しい解答を入力します。イメージビューアで

問題の項目を表示して確認できます。 

前方検索 フォーム上の次の例外ケースに移動します。  

後方検索 逆方向に例外ケースを検索します。 

次の行/回答者 次のフォームまたは列の次の例外ケースに移動します(［検索方

法］ボックスでの選択に応じて、行または列単位で検索を行いま

す)。 

前の行/回答者 次の例外ケースまで、行または列単位で前後に移動します(［検索

方法］ボックスでの選択に応じて、行または列単位で検索を行い

ます)。 

完了 例外レビューを終了します。 

キャンセル 現在のページ確認を中止します。中止する際の処理は、次の 3 種

類の中から選択できます: 

1. ［元のデータに戻す］：例外レビュー中に行われた変更をすべ

て取り消し、オリジナルのデータを復元します。 
2. ［ページデータの破棄］：現在のページのデータをすべて破棄

します。データを破棄した後は、再スキャンするか、イメージフ

ァイルを再インポートします。 
3. ［キャンセル］：例外レビュー処理に戻ります。 
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例外項目を置き換えるには 

1 ［回答］ボックスの下向き矢印(ある場合)をクリックして、使用可能な回答選択肢

を表示させた後、正しい回答をクリックするか、または［回答］ボックスに適切

な回答を入力します。Multiple、Boolean、Rank、List の各 OMR フィールドと、

データベース参照機能または質的回答コードを使用するイメージフィールドでは、

下向きの矢印を使用できます。Grid、Add、Binary の各 OMR フィールドと、バー

コード、OCR、その他のデータ入力イメージフィールドでは、適切な回答をキー

ボードで入力します。 

注:表示されている例外テキスト
(「BLANK」など)とカラーは、置
き換えるまで出力データ内に残り
ます。項目を確認した後にカラー
コードを解除し、変更は行わない
場合は、［ツール|基本設定］に移
動して、[例外レビュー]のセクシ
ョンで［レビューの後ろに例外を
解除］チェックボックスをマーク
します。その後、例外レビューを
実行します。 

2 現行フォームの次の例外ケースに移動するには、ウィンドウ下端の［前方検索］

ボタンをクリックします。キーボードの［Enter］キーを押して次の例外ケースに

進むこともできます。 

3 現行フォームの他の例外ケースをすべてスキップし、例外ケースがある次のフォ

ームに移動するには、ウィンドウ下端の［次の行/回答者］もしくは[次の列/項
目］ボタンをクリックします。 

4 例外レビューが完了したら、［完了］ボタンをクリックします。 

ヒント:処理済のデータに後から戻って例外レビューを完了する必要があ
る場合は、Remark 形式または Remark Archive 形式でデータを保存しま
す。これらの形式は例外ケースのカラーと、保存したイメージへのリン
クを保存するので、データの確認を続けることができます。データを他
の形式にエクスポートした場合、これらのカラーとイメージリンクは、
データファイルには含まれません。データの保存については、8.6 項「グ
リッドデータの保存」を参照してください。 

 

7.7 ページ順モードの使用(片面専用のスキャナで両面印刷のフォームをス

キャンする) 
Remark Office OMR Data Center のページ順モードを使用すると、片面専用のスキャ

ナで両面印刷のフォームを読み取ることができます。そのため、両面スキャナ(スキャ

ナに通す時に紙の両面を一度にスキャンするスキャナ)がなくても、両面印刷フォーム

をソフトウェアで扱うことができます。 

注:スキャナが両面モードでスキャンできる場合、すなわち、スキャナに
通す時にページの両面を一度にスキャンできる場合は、ページ順モード
を使用する必要はありません。その代わりに、スキャナの TWAIN インタ
フェースまたは Remark Office OMR ［スキャナのプロパティ］ウィンド
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ウ(［ツール|スキャナのプロパティ］)、もしくは、TWAIN インタフェー
スの表示をオンにして、両面スキャナ機能を有効にしてください。 

ページ順モードを使用する場合は、3 段階の操作を実行します。スキャナの自動ドキ

ュメントフィーダにフォーム用紙を重ねて置き、奇数ページをまずスキャンし、フォ

ームを束ごとまとめて裏返して偶数ページをスキャンします。フォームはスキャナ内

に通常のページ順序で配置されます。Data Center は、スキャナに置かれたフォームの

セット数に関わらず、最初に奇数ページをすべて読み取ります。ソフトウェアは、次

に偶数ページを逆順に読み取り、データが正しい位置に書き込まれるようにします。

たとえば、両面印刷のフォームが 6 ページあったとします。最初にページ 1、3、5 を

スキャンし、次に用紙を重ねたまま裏返して、ページ 6、4、2 をスキャンします。ペ

ージ順モードでスキャンする場合は、フォームを構成するすべてのページが正しい順

序になっていることを確認してください。 

注:ページ数が均等でない場合(たとえば最後のページの裏が白紙になっ
ている場合など)でも、Remark Office OMR は裏が白紙のページを自動的
に調整します。白紙のフォームテンプレートページを作成する必要はあ
りません。 

 

ページ順モードでページを処理するには 

1 正しいフォームテンプレートを開きます。(7.2 項「フォームテンプレートを開

く」を参照。) 

2 [ツール]メニューを選択して［読み取りウィザード］をクリックするか、または 

 をクリックします。あるいは、タスク画面内で［読み取りウィザー

ド］リンクを選択してもかまいません。 

3 [読み取り方法]ウィンドウで、[スキャナから読み取る]ラジオボタンを選択します。 

注:スキャナを設定する必要が
ある場合は、[スキャナのプロ
パティ]リンクをクリックして
設定を表示します。(スキャナ
の設定についての詳細は、第
4 章を参照してください。) 

4 [詳細収集オプション]エリアで［ページ

順モード］のチェックボックスをマーク

します。  

5 ［次へ>>］ボタンをクリックし、［イメージの命名規則］と[例外レビュー]オプ

ション(詳細は 7.3 項と 7.5 項を参照)を変更して操作を続けるか、または[読み取

り]ボタンをクリックしてフォームの処理を開始します。 

6 スキャナの自動ドキュメントフィーダーに、読み取らせる両面印刷フォームを通

常のページ順序で置き、［読み取り］ボタンをクリックします。 

Data Center は、奇数ページ(フォームの表側)の読み取りを開始します。奇数ページの

処理が完了すると、もう片方の面を読み取らせるためのプロンプトが表示されます。  

7 プロンプトが表示されたら、フォームの束を裏返して、スキャナの自動ドキュメ

ントフィーダーに戻します。フォームを並べ替えないでください。Data Center が
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ページを正しく並べ替えます。 

8 ［反対の向きでスキャンを開始］チェッ

クボックスをクリックします。  

9 ［ページ順モードを続行］ボタンをクリ

ックします。 

10 偶数ページ(フォームの裏側)の処理が完

了すると、新しいバッチを開始するか処

理を終了するかを確認するためのプロン

プトが表示されます。フォームをすべて

処理し終わるまで、同じようにしてフォームの読み取りを続けます。 

ヒント:ページ順モードを使用すると、フォームセットのスキャンはバッ
チ単位で完了します。次のフォームの片面をスキャンする前に、現在の
フォームを奇数ページも偶数ページもすべて完了しておいてください。
予期しない時点でスキャン処理が終了しても、データ損失の可能性が低
くなり、回復も簡単にできるようになります。 

スキャン処理が中断された場合、Remark Office OMR では［復元］オプションが使用

できます。操作は上記の説明と同じですが、この場合は読み取りウィザードで［1 つ

前のページ順モードのセッションの復元］チェックボックスをマークします。このオ

プションは、最後に実行した箇所からスキャンを再開します。 

 

7.8 データレコードの上書き 
Remark Office OMR Data Center では、選択したフォームテンプレートページ上で始

まるオリジナルの順序でフォームを処理できます。この方法は、読み取りセッション

が予期しない時点で中断され、データの中間地点からフォームの処理を再開しなけれ

ばならない場合に便利です。この方法を使用するには、まずグリッド行を選択します。

次に、読み取りウィザードを使用して、選択したデータグリッド行の先頭位置か、ま

たは特定のフォームテンプレートページから新しいフォームの処理を開始します。後

者の場合は、通常のスキャナまたはイメージファイルから読み取る方法と同じですが、

どのページから開始するかを選択できる点が異なります。 

 
データを上書きするには 

1 上書きしたいデータを含むグリッド行のヘッダーをクリックして、そのデータグ

リッド行をハイライトさせます。 

2 [ツール]メニューを選択して［読み取りウィザード］をクリックするか、または 

 をクリックします。あるいは、タスク画面内で［読み取りウィザー

ド］リンクを選択してもかまいません。 

3 [読み取り方法]ウィンドウで、使用するオプション([スキャナから読み取る]または

［イメージファイルから読み取る］)のいずれかのラジオボタンを選択します。 

4 [詳細収集オプション]エリアで［フォームテンプレートページからの読み取り開

始］のチェックボックスをマークします。処理を開始するページ番号を入力しま

す。このボックスに数値を入力するには、上下の矢印キーまたはキーボードが使

用できます。単一ページのフォームテンプレートを使用している場合、またはデ



 

 138

ータグリッド行全体を上書きする場合は、この設定を使用する必要はありません。 

5 ［次へ>>］ボタンをクリックして、その他の読み取りウィザードオプションを設

定します(読み取りウィザードの使い方についての詳細は、7.3 項「Remark Office 
OMR 読み取りウィザード」を参照してください)。イメージファイルを処理してい

る場合は、［次へ>>］ボタンをクリックしてイメージファイルを選択します。 

6 フォームをスキャンする場合は、手順 4 で入力したフォームテンプレートページ

に対応するページを先頭にして、読み取るページをすべてスキャナに置き、[読み

取り]ボタンをクリックします。  

注:スキャナに複数のページを置くと、Data Center はページを読み取り、
選択したグリッド行に順番にデータを配置します。ただし、最後にハイ
ライトさせたページを越えてページを読み取ることはありません。 

7 データの上書きを確認するプロンプトが表示されたら、［上書き］ボタンをクリ

ックします。何らかの理由で上書きしたくない場合は［キャンセル］ボタンをク

リックします。 

Data Center は、選択したフォームテンプレートページから処理を始め、データグリッ

ド行で選択したページがすべて置き換えられるまで処理を続けます。  

 

7.9 フォーム、ページ、回答者の検出 
Remark Office OMR には、フォームの処理を補助するため、自動フォーム ID、自動ペ

ージ ID、回答者トラッカーという 3 種類のトラッキング/検出機能があります。自動フ

ォーム ID を使用すると、Remark Office OMR はフォームとそのテンプレートを自動的

に認識し、あらかじめフォームを並べ替えておかなくても、複数のフォームタイプを

同時に処理できるようにします。自動ページ ID を使用すると、Remark Office OMR は

それをさらに一歩進め、ページが異なる順序でスキャンされた場合でも、フォームテ

ンプレート内部で特定のページ順序を識別します。回答者トラッカーを使用すると、

Remark Office OMR は特定の回答者のページを認識し、ページが異なる順序で処理さ

れた場合でも、そのページを回答者のその他のデータとともに正しいデータグリッド

行に配置します。フォーム、ページ、回答者 ID には、OMR フィールド、OCR フィー

ルド、バーコードフィールドのいずれかになります。 

注:フォーム ID、ページ ID、回答者トラッカーをフォームテンプレート
に設定する際には、トラッカーフィールドを使用してフォームを処理す
る前に、6.3.3 項「トラッキング」で詳細をご確認されることをお勧めし
ます。 

 

7.9.1 自動フォーム ID 
Remark Office OMR には、フォーム ID とそれに対応するフォームテンプレートを自動

的にマッチングさせる［自動フォーム ID］というオプションがあります。このタイプ

のフォーム認識を使用すると、さまざまに異なるタイプのフォームを、事前にソート

せずに処理できるようになります。 

注:自動フォーム ID を［ページ順モード］オプションとともに使用する
ことはできません。自動フォーム ID を使用して両面印刷のフォームを処
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理する場合は、両面用のスキャナが必要です。 

自動フォーム ID を使用するフォームタイプにはそれぞれ、各フォームテンプレートペ

ージに ID フィールドが含まれていなければなりません。ID フィールドは、OMR、

OCR、バーコードのいずれかのフィールドです。 

注:互換性を保つため、最初のページのみに ID フィールドがあるフォー
ムでも、自動フォーム ID を単独で使用した場合には自動フォーム ID に
対応するようになっています。自動ページ ID または回答者トラッカーを
自動フォーム ID と組み合わせて使用する場合は、フォーム上の全ページ
に ID フィールドを設定する必要があります。 

 
自動フォーム ID を使用するには 

1 Remark Office OMR の外部で、各ページに一意の ID を持つフォームを作成します。

この ID は、Remark Office OMR のフォームテンプレート内で OMR/OCR/バーコ

ードフィールドとしてキャプチャできるものです。 

ヒント:自動フォーム ID フィールドには、たとえば一連の数値(1～4 な
ど)を表すバブルのセットや、「Form A」など特定のフォームを表すバー
コードや OCR 領域などが使用できます。 

2 自動フォーム ID モードで処理する各フォームに対して、フォームテンプレートを

作成します。フォームテンプレートを作成する際には、フィールドプロパティの

［トラッキング］セクションで、フォーム ID フィールドとして使用するフィール

ドを設定します。［フィールドを一意識別子として使用］のチェックボックスに

マークを付けます。次に［フォーム ID］のラジオボタンを選択します。フォーム

テンプレート内で ID フィールドを設定する方法についての詳細は、6.3.3.a 項「自

動フォーム ID の設定」を参照してください。 

3 フォームの処理を開始する準備ができたら、Data Center で、自動フォーム ID モ

ードで使用するフォームテンプレートを開きます(7.2 項「フォームテンプレート

を開く」を参照)。自動フォーム ID フィールドを含むフォームテンプレートのみを

開いてください。 

4 [ツール]メニューを選択して［読み取りウィザード］をクリックするか、または 

 をクリックしてフォームを読み取ります。  

5 読み取りウィザードで[詳細収集

オプション]というタイトルのセ

クションに移動し、［自動フォー

ム ID モード］のチェックボック

スをマークします。  

6 ［次へ>>］ボタンをクリックして、

読み取りウィザードのその他のオ

プションを設定します。(フォー

ムの処理についての詳細は、7.3
項「Remark Office OMR 読み取

りウィザード」を参照してください。) 

注意:自動フォーム ID を単独で使用する場合、Data Center は複数ページ
のフォームを順番に処理します。複数ページフォームの最初のページを
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認識した後、Remark Office OMR は、次のページも同じフォームテンプ
レートに属していると見なします。オプションとして、自動ページ ID と
回答者トラッキング機能(次の 2 項で説明します)を使用すると、通常の
順序になっていないページを処理できます。 

フォームタイプを認識した後、Data Center はデータを適切なデータグリッドウィンド

ウに配置します。Data Center が認識できないイメージはすべて、認識できないイメー

ジのリストに入ります。これらのイメージは、フォーム処理中または処理後に確認で

きます。認識できないイメージの確認についての詳細は、7.8.4 項「認識できないイメ

ージの確認」を参照してください。 

 

7.9.2 自動ページ ID 
自動ページ ID 機能を使用すると、通常とは異なる順序でフォームページを処理できま

す。Data Center は、まず各ページでページ ID フィールドを探し、本来の順序でデー

タを配置します。自動ページ ID は、単独で使用することも自動フォーム ID や回答者

トラッカーと組み合わせて使用することもできます。単独で使用する場合は、1 つの

特定のフォームテンプレートに関連付けられたフォームのみを処理しなければなりま

せん。各回答者に属するページは、すべてグループ化して処理できるようにしておく

必要があります。回答者トラッカーを使用しない場合、異なる回答者のページが混在

していると、プロンプトが表示されてフォームの処理は停止します。各回答者のペー

ジがまとめて処理されるように、フォームを並べ替える必要があります。個々の回答

者のページは同一フォーム内で順序が変わっていてもかまいませんが、回答者のペー

ジを別の回答者のページと混在させることはできません。自動ページ ID フィールドは、

OMR、OCR、バーコードのいずれかのフィールドです。 

 
自動ページ ID を使用するには 

1 Remark Office OMR の外部で、各ページに一意の ID を持つフォームを作成します。

この ID は、Remark Office OMR のテンプレート内で OMR/OCR/バーコードフィ

ールドとしてキャプチャできるものです。自動フォーム ID を併せて使用する場合、

ページ ID として使用する 2 つ目の一意の ID が必要になります。各ページ ID は、

ページごとに一意に定まる必要があります。 

ヒント:ページ ID フィールドは、「1-4」などのページ番号を表す一連の
バブル、または特定のページを表す OCR エリアやバーコードにするこ
とができます。 

2 自動ページ検出を使用して処理する各フォームに対して、フォームテンプレート

を作成します。フォームテンプレートを作成する際には、フィールドプロパティ

の［トラッキング］セクションで、ページ ID フィールドとして使用するフィール

ドを設定します。［フィールドを一意識別子として使用］のチェックボックスに

マークを付けます。次に［ページ ID］のラジオボタンを選択します。フォームテ

ンプレート内で ID フィールドを設定する方法についての詳細は、6.3.3.b 項「ペー

ジ ID」を参照してください。 

3 フォームの処理を開始する準備ができたら、Data Center で、自動ページ ID で使

用するフォームテンプレートを開きます(7.2 項「フォームテンプレートを開く」

を参照)。  
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4 [ツール]メニューを選択して［読み取りウィザード］をクリックするか、または 

 をクリックして、スキャナまたはイメージファイルからフォームを

読み取ります。(フォームの処理についての詳細は、7.3 項「Remark Office OMR 
読み取りウィザード」を参照してください。) 

ページを認識した後、Data Center はデータを適切なテンプレートグリッドセクション

に配置します。Data Center が認識できないイメージはすべて、認識不可イメージのリ

ストに入ります。これらのイメージは、フォーム処理中または処理後に確認できます。

認識できないイメージの確認についての詳細は、7.9.4 項「認識できないイメージの確

認」を参照してください。 

 

7.9.3 回答者トラッカー 
回答者トラッカー機能を使用すると、回答者のフォームページをどのような順序でも

スキャンできます。Remark Office OMR は、フォームテンプレートの回答者 ID フィー

ルドを使用して、各回答者の適切なレコードを判断します。この機能は、複数ページ

のフォームを使用する場合にのみ便利です。したがって、回答者トラッカー機能とと

もに、自動ページ ID 機能も使用する必要があります。Remark Office OMR は、まず処

理されているページを識別し、次に回答者を識別します。オプションとして、自動フ

ォーム ID も使用できます。3 種類の機能をすべて使用すると、さまざまなフォーム、

フォームページ、個々の回答者ページをどのような順序でも処理でき、かつ Remark 
Office OMR はデータを正しく記録します。回答者トラッカーID フィールドは、OMR、

OCR、バーコードのいずれかのフィールドです。 

注:複数ページのフォームを 1 つだけ処理している場合、自動フォーム ID
を使用する必要はありません。複数のフォームタイプを一度に処理し、
回答者トラッカー機能を使用したい場合は、自動フォーム ID 機能も使用
する必要があります。 

 

回答者トラッカーを使用するには 

1 Remark Office OMR の外部で、各ページに一意の ID を持つフォームを作成します。

この ID は、Remark Office OMR のフォームテンプレート内で OMR/OCR/バーコ

ードフィールドとしてキャプチャできるものです。自動フォーム ID と自動ページ

ID を併せて使用する場合、回答者トラッカーとして使用する 3 つ目の一意の ID が

必要になります。 

ヒント:回答者トラッカーフィールドをバブルフィールドにして、回答者
マークが名前や ID 番号などの情報を識別するように設定することができ
ます。あるいは、同じような情報を含むバーコードフィールドや OCR
フィールドにして、事前に印刷することもできます。この情報は、フォ
ームの全ページ上に示されていなければなりません。 

2 回答者トラッカーを使用して処理する各フォームに対して、フォームテンプレー

トを作成します。フォームテンプレートを作成する際には、フィールドプロパテ

ィの［トラッキング］セクションで、回答者トラッカーフィールドとして使用す

るフィールドを設定します。［フィールドを一意識別子として使用］のチェック

ボックスにマークを付けます。次に［回答者トラッキング］のラジオボタンを選

択します。フォームテンプレート内で回答者トラッカーフィールドを設定する方
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法についての詳細は、6.3.3.c 項「回答者トラッカー」を参照してください。 

3 フォームの処理を開始する準備ができたら、回答者トラッカーで使用するフォー

ムテンプレートを、Data Center で開きます(7.2 項「フォームテンプレートを開

く」を参照)。  

4 [ツール]メニューを選択して［読み取りウィザード］をクリックするか、または 

 をクリックして、スキャナまたはイメージファイルからフォームを

読み取ります。(フォームの処理についての詳細は、7.3 項「Remark Office OMR 
読み取りウィザード」を参照してください。) 

ページと回答者を認識した後、Remark Office OMR はデータを適切なデータグリッド

セクションに配置します。一意の回答者トラッカーが、データグリッド内に新しいデ

ータ行を生成します。 

 

7.9.4 認識できないイメージの確認 
自動フォーム ID、自動ページ ID、回答者トラッカーのいずれかのモードで処理中に認

識されなかったフォームは、確認のため保存されます。認識されなかったイメージは、

フォーム処理中または処理後に確認できます。認識できなかったイメージは、適切な

フォームテンプレート、ページ、回答者などと突き合わせる必要があります。 

認識できなかったフォームテンプレート、フォームページ、回答者のマッチングには、

認識できないイメージのユーティリティを、次のいずれかの方法で使用します。 

フォームの処理中に実行:読み取り処理中に使用する場合、フォームをスキャンする場

合でも保存したイメージを処理する場合でも、認識できないイメージのユーティリテ

ィには、認識されなかったトラッカーフィールドを発見した後に Data Center が処理

を中断するというオプションがあります。その場合に、そのフィールドを適切なフォ

ームテンプレート、ページ、回答者などと突き合わせることができます。  

フォームの処理後に実行:認識できないイメージのユーティリティは、フォームを処理

した後にも使用できます。この場合、フォーム、ページ、回答者が認識できなくても、

ソフトウェアがフォームの処理を中断する必要はありません。認識できなかったイメ

ージはすべて、キュー(待ち行列)に格納されます。フォームが処理され、適切な識別が

行われた後に、このキューにアクセスできます。 

注:回答者トラッカー機能を使用せずに自動ページ ID 機能を使用する場
合は、1 人の回答者のフォームに属するページをすべて処理した後に、
次のフォームに進んでください。ページが認識できない場合は、読み取
り処理の途中で確認するオプションを使用していない場合でも、処理は
そこで中断されます。回答者のフォーム全体が一度に読み取られるよう
に、ページの順序を合わせてください。 

認識できないイメージのユーティリティをどのように使用するかに関わらず、認識で

きないフォームまたはページを発見すると、Data Center は認識できないイメージのユ

ーティリティのウィンドウを表示します。このウィンドウについての詳細は、7.9.5 項

「認識できないイメージのユーティリティの使用」を参照してください。 
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フォーム処理中に認識できないイメージのユーティリティを使用するには 

1 正しいフォームテンプレートを開きます。(7.2 項「フォームテンプレートを開

く」を参照。) 

2 [ツール]メニューを選択して［読み取りウィザード］をクリックするか、またはタ

スク画面で  をクリックしてフォームの処理を開始します。 

3 [読み取り方法]画面で必要な項目を選択します。自動フォーム ID を使用している

場合は［自動フォーム ID モード］チェックボックスをマークします。(ページまた

は回答者 ID を自動的に認識している場合は、読み取りウィザードで余分な識別指

定を行う必要はありません。) 

4 ［次へ>>］ボタンをクリックして操作を続けます。 

5 ［イメージの命名規則］画面(スキャンする場合)または［イメージの選択］画面

(イメージファイルを読み込む場合)で必要な項目を選択します。これらの画面につ

いての詳細は、7.3 項「Remark Office OMR 読み取りウィザード」を参照してくだ

さい。  

6 ［次へ>>］ボタンをクリックして[例外レビュー]画面に進みます。  

7 ［フィールドトラッキングの使用時に認識できないイメージをレビュー］チェッ

クボックスをマークして、認識されないイメージを確認する機能をオンにします。 

8 [読み取り]ボタンをクリックして処理を開始します。 

Remark Office OMR は、通常どおりフォームの処理を開始します。イメージを認識で

きない場合、［認識できないイメージのユーティリティ］ウィンドウが表示されます。

このウィンドウで変更を行います。［認識できないイメージのユーティリティ］ウィ

ンドウについての詳細は、7.9.5 項を参照してください。 

 

フォーム処理後に認識できないイメージのユーティリティを使用するには 

1 フォームを処理した後、[ツール]メニューを選択して［認識できないイメージのレ

ビュー］をクリックします。 

［認識できないイメージのユーティリティ］ウィンドウが表示され、読み取り中に認

識されなかったイメージを表示します。このウィンドウで変更を行います。［認識で

きないイメージのユーティリティ］ウィンドウについての詳細は、7.9.5 項を参照して

ください。 

 

7.9.5 認識できないイメージのユーティリティの使用 
イメージが自動的に認識されない場合、［認識できないイメージのユーティリティ］

ウィンドウが表示されます。このウィンドウを使用すると、どの ID フィールドが認識

できなかったかを調べ、そのイメージを適切なフォームテンプレート、フォームテン

プレートページ、または回答者とマッチングさせることができます。認識できないイ

メージのユーティリティで使用できるオプションの詳細を、次の表に示します。 
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オプション 説明 

フォーム 

テンプレート 

開いているフォームテンプレートのリストを示します。自動

的に認識できなかったフォームは、これらのテンプレートに

対してマッチングできます。イメージエリアに表示されてい

るイメージに対する正しいフォームテンプレートをドロップ

ダウンリストから選択し、[読み取り]ボタンをクリックしま

す。 

ページ 認識できなかったイメージに一致するフォームテンプレート

に対応するページのリストを示します。イメージエリアに表

示されているイメージに対する正しいフォームテンプレート

ページをドロップダウンリストから選択し、[読み取り]ボタ

ンをクリックします。 

回答者 ID フォームに対する正しい回答者 ID を入力できます。フィー

ルドが自動的に認識されなかった理由を示す例外カラー

(BLANK カラー、MULT カラーなど)が表示されます。正しい

回答者 ID を入力すると、ソフトウェアはそれを既存のレコ

ードとマッチングするか(レコードがある場合)、または新規

レコードを開始します。正しい回答を入力して、[読み取り]
ボタンをクリックします。 

詳細 読み取ったページに関して、フォーム ID、ページ数、ペー

ジ ID (該当する場合)などの詳細をリスト表示します。フィー

ルドが自動的に認識されない場合、フォームテンプレート/
フォームページが選択されるまで、詳細はリストされませ

ん。 

イメージ フォームとページをフォームテンプレートにマッチングさせ

る際に補助として使用するフォームのイメージを表示しま

す。 
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オプション 説明 

キャンセル このボタンを使用すると、現ページの処理が取り消されま

す。［キャンセル］ボタンには 3 種類のオプションがありま

す。 

［キャンセル］：現在のイメージを取り消して読み取り処理

を中止します。フォームの処理後にイメージを確認している

場合、確認処理は終了します。 

［イメージをスキップ］：現在のイメージをスキップします

が、認識できていないイメージの確認は継続します。このオ

プションは、フォーム処理の後ろに認識できないイメージの

ユーティリティユーティリティを使用している場合にのみ選

択できます。 

［イメージの破棄］：現在のイメージをスキップし、 
1) フォームのスキャン中に作成されたイメージを確認して

いる場合は、対応するイメージを削除します。 
2) 保存したイメージファイルを処理することで作成したイ

メージを確認している場合、そのイメージを認識できないキ

ューに入れて後で確認するという処理を行いません(実際の

イメージファイルは削除されません)。 

読み取り フォーム、ページ、回答者のいずれかをフォームテンプレー

トにマッチングさせた後、[読み取り]ボタンをクリックして

フォームの処理を続けます。 

 

複数のトラッキングフィールドを使用する場合、フィールドは一度に 1 つずつマッチ

ングします。たとえば、フォームテンプレート、ページ、回答者がすべて認識されな

い場合、まず最初にフォームテンプレートをマッチングします。ユーティリティが再

度表示されるので、ここでフォームテンプレートページをマッチングさせることがで

きます。最後に、ユーティリティが再度表示されるので、ここで回答者 ID をマッチン

グさせることができます。  

フォームとページがどちらも自動的に認識されない場合に認識できないイメージのユ

ーティリティを使用する方法については、次の項を参照してください。 

 

7.9.5.a 認識できないフォーム ID イメージの確認 

Data Center が自動的にフォームをフォームテンプレートにマッチングさせられない場

合、認識できないイメージのユーティリティが表示されます。認識されなかったイメ

ージをフォーム処理中に確認するように設定している場合、認識されなかったフォー

ム ID フィールドのそれぞれに対してウィンドウが表示されます。フォーム処理中に確

認しないよう設定している場合、イメージはキューに格納され、後で一度にまとめて

処理できます。 

 
フォーム ID フィールドに認識できないイメージのユーティリティを使用するには 

1 7.8 項「フォーム、ページ、回答者の検出」の説明に従って、フォーム ID を使用
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してフォームの処理を開始します。 

2 認識できていないイメージに対して[認識

できないイメージのユーティリティ]が表

示されると、［フォームテンプレート］リ

ストは空になります。ドロップダウンリス

トをクリックして、このイメージに対する

正しいフォームテンプレートを選択します。

画面右側のイメージビューアを使用すると、

どのフォームがすでに処理されたかがわか

ります。 

3 必要に応じて［キャンセル］ボタンをクリックして、このイメージの認識を省略

します。間違ったフォームをスキャンした場合(または間違ったイメージを処理し

た場合)には、この操作が適切な場合があります。また、［イメージのスキップ］

または［イメージの破棄］オプションを使用することもできます。 

4 フォームをフォームテンプレートにマッチングさせた後、[読み取り]ボタンをクリ

ックして処理を続けます。 

5 フォームの処理中に認識できないイメージのユーティリティを使用している場合、

読み取り処理が終了するまでフォームの読み取りが継続されます。フォームの処

理後に認識されなかったイメージを確認している場合、認識できないイメージの

ユーティリティはすべてのフォームを識別した後、自動的に閉じられます。ペー

ジ ID も使用している場合は、次の項を参照してください。 

 

7.9.5.b 認識できないページ ID イメージの確認 

Data Center が自動的にページをフォームテンプレートにマッチングさせられない場合、

認識できないイメージのユーティリティが表示されます。ページ ID を使用する場合に

は、3 種類のシナリオが考えられます。 

１ ページ ID 単独：ページ ID のみを使用する場合は、各回答者のフォームを完全に処

理した後で、別の回答者のフォーム処理を始める必要があります。特定の回答者

に関してページが順序どおりになっていない場合、データはページ ID を使用して

正しい場所に配置されます。複数の回答者のページが混在して処理されている場

合、処理は停止され、回答者ごとにページを並べ替えてから継続する必要があり

ます。 

２ ページ ID とフォーム ID：ページ ID をフォーム ID とともに使用している場合、ソ

フトウェアはまずフォーム全体のフォームテンプレートを認識し、次にフォーム

の各ページを認識しようとします。フォームとページの両方が認識されていない

場合、認識できないイメージのユーティリティがまずフォームに対して表示され、

次にページに対して表示されます。各回答者のフォームを完全に処理した後で、

別の回答者のフォーム処理を始める必要があります。特定の回答者に関してペー

ジが順序どおりになっていない場合、データはページ ID を使用して正しい場所に

配置されます。複数の回答者のページが混在して処理されている場合、処理は停

止され、回答者ごとにページを並べ替えてから継続する必要があります。 

３ ページ ID とフォーム ID および回答者トラッカー(回答者 ID):ページ ID を、フォー

ム ID および回答者トラッカーフィールドとともに使用する場合、フォームは実質

上どのような順序でも処理でき、認識されます。ソフトウェアは、まずフォーム
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を認識し、次にページ、その次に回答者トラッカーを認識しようとします。認識

できないイメージのユーティリティは、自動的にマッチングさせられない ID フィ

ールドがあった場合に、操作の補助として使用できます。回答者トラッカーをペ

ージ ID とともに使用する場合は、各回答者のフォームを完全に処理しなくても、

別の回答者のフォーム処理に進んでかまいません。  

認識できなかったイメージをフォーム処理中に確認するように設定している場合、認

識できなかったページ ID フィールドのそれぞれに対してウィンドウが表示されます。

フォーム処理中に確認しないよう設定している場合、イメージはキューに格納され、

一度にまとめて処理できます。 

注:回答者トラッカー機能を使用せずに自動ページ ID 機能を使用する場
合は、1 つのフォームに属するページをすべて処理した後に、次のフォ
ームに進んでください。ページが認識されない場合は、読み取り処理の
途中で確認するオプションを使用しているかどうかに関わらず、処理は
そこで中断されます。回答者のフォーム全体が一度に読み取られるよう
に、ページの順序を合わせてください。 

 

ページ ID フィールドに認識できないイメージのユーティリティを使用するには 

1 7.9.2 項「自動ページ ID」の説明に従って操作し、フォームの処理を開始します。

自動フォーム ID 機能を使用している場合は、[読み取りウィザード]の［自動フォ

ーム ID モード］チェックボックスをマークしてください。 

2 自動フォーム ID 機能を使用している場合、[認識できないイメージのユーティリテ

ィ]が表示される際に、フォームが認識されていなければ［フォームテンプレー

ト］リストが空になっていることがあります。必要に応じてドロップダウンリス

トをクリックして、このイメージに対する正しいフォームテンプレートを選択し

ます。画面右側のイメージビューアを使用すると、どのフォームがすでに処理さ

れたかがわかります。  

3 正しいフォームが識別されると(または

フォーム ID を使用していない場合)、処

理されているページを選択できます。

［ページ］ドロップダウンリストをクリ

ックし、処理されているフォームに対す

る正しいページを選択します。画面右側

のイメージビューアを使用すると、どの

フォームページがすでに処理されたかが

わかります。 

4 必要に応じて［キャンセル］ボタンをク

リックして、このイメージの認識を省略します。間違ったフォームをスキャンし

た場合(または間違ったイメージを処理した場合)には、この操作が適切な場合があ

ります。また、［イメージのスキップ］または［イメージの破棄］オプションを

使用することもできます。 

5 ページをフォームテンプレートページにマッチングさせた後、[読み取り]ボタンを

クリックして処理を続けます。 

6 フォームの処理中に[認識できないイメージのユーティリティ]を使用している場合、

読み取り処理が終了するまでフォームの読み取りが継続されます。フォームの処
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理後に認識されなかったイメージを確認している場合、[認識できないイメージの

ユーティリティ]はすべてのフォームを識別した後、自動的に閉じられます。回答

者トラッカーフィールドも使用している場合は、次の項を参照してください。 

 

7.9.5.c 認識できない回答者トラッカーイメージの確認 

Data Center が自動的に回答者トラッカーフィールドを読み取れない場合、イメージは

認識できないキュー(待ち行列)に追加されます。認識できなかったイメージをフォーム

処理中に確認するように設定している場合、認識できなかった回答者トラッカーフィ

ールドのそれぞれに対して［認識できないイメージのユーティリティ］ウィンドウが

表示されます。認識できなかったイメージをフォーム処理中に確認しないよう設定し

ている場合、イメージはキューに格納され、一度にまとめて処理できるようになりま

す。 

注:例外レビュー機能を使用して例外ケースを訂正する場合(フォーム処
理中や、または認識できなかったイメージを確認する前に)、イメージが
認識できないキューに追加される前に、有効な回答者トラッカーの値を
指定できます。確認中の例外タイプに応じて、例外レビュー機能により、
回答者トラッカーフィールドに例外が表示されることがあります(たとえ
ば BLANK、MULT など)。訂正すると、ソフトウェアは回答者トラッカ
ーフィールドに基づいてデータレコードをマッチングします。例外レビ
ュー機能で訂正されなかった例外があれば、そのイメージは認識できな
いキューに追加されます。  

 

回答者トラッカーフィールドに認識できないイメージのユーティリティを使用するに

は 

1 7.8.3 項「回答者トラッカー」の説明に従って操作し、フォームの処理を開始しま

す。 

2 自動フォーム ID 機能を使用している場合、[認識できないイメージのユーティリテ

ィ]が表示される際に、フォームが認識さ

れていなければ［フォームテンプレー

ト］リストが空になっていることがあり

ます。必要に応じてドロップダウンリス

トをクリックして、このイメージに対す

る正しいフォームテンプレートを選択し

ます。画面右側のイメージビューアを使

用すると、どのフォームがすでに処理さ

れたかがわかります。注:フォームが自動

的に認識される場合、この手順は必要あ

りません。 

3 正しいフォームが識別されると(または自動フォーム ID を使用していない場合)、
処理されているページが認識されていなければ、そのページを選択できます。

［ページ］ドロップダウンリストをクリックし、処理されているフォームに対す

る正しいページを選択します。画面右側のイメージビューアを使用すると、どの

フォームがすでに処理されたかがわかります。注:ページが自動的に認識される場

合、この手順は必要ありません。 
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4 認識されていない回答者トラッカーフィールドに対して[認識できないイメージの

ユーティリティ]が表示された場合、［回答者トラッキング］ボックスに例外カラ

ーが表示され、ソフトウェアがなぜそのフィールドを認識できなかったかを示し

ます(たとえば BLANK、MULT など)。このイメージに対する正しい回答を［回答

者 ID］ボックスに入力します。画面右側のイメージビューアを使用すると、どの

フォームがすでに処理されたかがわかります。回答がいったん入力されると、ソ

フトウェアはレコードを既存のデータレコードにマッチングさせるか、あるいは

既存のデータに対して回答者トラッカーが一意に定まる場合には新規のレコード

を開始します。 

5 必要に応じて［キャンセル］ボタンをクリックして、このイメージの認識を省略

します。間違ったフォームをスキャンした場合(または間違ったイメージを処理し

た場合)には、この操作が適切な場合があります。また、［イメージのスキップ］

または［イメージの破棄］オプションを使用することもできます。 

6 正しい回答者トラッカーを入力した後、[読み取り]ボタンをクリックして処理を続

けます。 

7 フォームの処理中に[認識できないイメージのユーティリティ]を使用している場合、

読み取り処理が終了するまでフォームの読み取りが継続されます。フォームの処

理後に認識されなかったイメージを確認している場合、[認識できないイメージの

ユーティリティ]はすべてのフォームを識別した後、自動的に閉じられます。 

 

7.10 バッチ処理 
Remark Office OMR Data Center には、フォームとともにバッチヘッダーフォームを

処理するためのバッチ処理機能があります。バッチヘッダーフォームを使用すると、

処理しているフォームのグループについての詳細な情報が得られ、データがより意味

のあるものになります。たとえば、学生のテストやコース評価を処理している場合、

講師名、クラス名、学科などの情報を含むバッチヘッダーフォームを処理できます。

バッチヘッダーフォームは、各バッチの開始時に一度処理されます。次に、バッチヘ

ッダーフォームに対応するフォームが続けて処理されます。ヘッダーフォームのデー

タは、各データレコードの先頭に追加されます。新規バッチとそれに対応するフォー

ムの処理は、いつでも開始できます。ヘッダーのデータは、Remark Quick Stats でデ

ータをレポートする際には、いつでも利用できます。 

バッチを作成するには、まずバッチヘッダーフォームおよびそれとともに使用するフ

ォームに対して、フォームテンプレートを作成します。次に、これらのフォームテン

プレートを組み合わせてバッチファイルにします。双方のフォームには、異なるペー

ジ ID が必要です。Remark Office OMR は、ページ ID を使用して、通常のフォームに

対してバッチヘッダーフォームをいつ読み取るかを判断します。 

 

バッチヘッダーフォームを使用するには 

1 バッチヘッダーフォームとして処理するフォームに対して、フォームテンプレー

トを作成します。フォームにページ ID があることを確認します(フォームテンプレ

ートの作成についての詳細は、第 6 章を参照してください)。 

2 バッチヘッダーフォームとともに処理したいフォームに対して、フォームテンプ

レートを作成します。フォームにページ ID があることを確認します(フォームテン
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プレートの作成についての詳細は、第 6 章を参照してください)。 

3 Remark Office OMR Data Center で、[フ
ァイル]メニューを選択してから［バッチ

ウィザード］をクリックします。あるい

は、タスク画面内で［バッチウィザー

ド］リンクを選択してもかまいません。 

4 ［バッチウィザード (ステップ 1)］ウィン

ドウで、主要なフォームテンプレートと

して使用するフォームテンプレートを選

択します(ヘッダーフォームではありません)。これは、各バッチヘッダーフォーム

の後ろに処理したいフォームに対応するフォームテンプレートです。［ファイル

の追加］ボタンをクリックして、フォームテンプレートを［プライマリフォーム

テンプレート］ボックスに追加します。複数のフォームテンプレートを追加して

処理することもできます。 

5 ［次へ>>］ボタンをクリックして操作を

続けます。 

6 ［バッチウィザード (ステップ 2)］ウィン

ドウで、バッチヘッダーフォームに対応

するフォームテンプレートを選択します。

［ファイルの追加］ボタンをクリックし

て、そのフォームテンプレートを［バッ

チヘッダー フォームテンプレート］ボックスに追加します。複数のバッチヘッダ

ーフォームテンプレートを選択することもできます。 

7 ［次へ>>］ボタンをクリックして操作を続けます。 

8 ［バッチウィザード (ステップ 3)］ウィンドウで、新しく連結したバッチファイル

のファイル名を入力します。Data Center は、フォームテンプレートとバッチヘッ

ダーフォームテンプレートを連結して、1 つのバッチファイルにします。新しく連

結したファイルには、.obf というファイル拡張子が割り当てられます。 

9 ［バッチの作成］ボタンをクリックしてテ

ンプレートを連結し、バッチウィザードを

終了します。テンプレートグリッド内でバ

ッチファイルを開くと、バッチヘッダーフ

ォームテンプレートのフィールドの末尾と、

プライマリフォームフィールドの先頭の間

が、オレンジのラインで区切られます。  

10  読み取りウィザードを起動して、フォー

ムをスキャンするかイメージファイルを読み込んで、最初のバッチヘッダーフォ

ームを処理します。(読み取りウィザードの使い方についての詳細は、7.3 項

「Remark Office OMR 読み取りウィザード」を参照してください。) 

11 バッチヘッダーフォームの後ろに、そのバッチヘッダーフォームで識別されたグ

ループに対応するフォームを続けます。 

12 フォームの最初のグループが処理されたら、新しいバッチヘッダーフォームを挿

入し、その後ろに対応するフォームを続けます。 
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13 バッチをすべて処理し終わるまで、同じようにしてフォームの処理を続けます。

最終的に、バッチヘッダー情報をレコードの先頭に付加したデータセットの全体

が表示されます。 

ヒント:すでにバッチファイルを作成しており、バッチウィザードを使用
せずにそれを開く場合は、[ファイル]メニューを選択してから[フォーム
テンプレートを開く]を選択します。［ファイルのタイプ］ドロップダウ
ンリストを［Remark Office Batch Files］に変更すると、利用可能なバ
ッチファイルが表示されます。  

 

7.11 サーバモード 
サーバモードは、Remark Office OMR がバックグラウンドで実行され、ユーザの指示

に従ってページやイメージファイルの処理を行う動作モードです。サーバモードでは、

Remark Office OMR がフォームを処理する際に、同時にコンピュータを他のプロジェ

クトに使用できます。また、記入済みのファイルをイメージファイルとしてネットワ

ークまたは FAX 経由で受信し、それらのファイルを処理する場合にも、サーバモード

を使用できます。サーバモードをフォーム ID と組み合わせて使用すると、さまざまな

タイプのフォームを処理できます。 

サーバモードは 2 通りの方法で使用できます。スキャナに対してページを連続してポ

ーリングする方法と、コンピュータまたはネットワーク上にあるユーザ指定のディレ

クトリで、イメージファイルをチェックする方法です。それぞれのイベントがどのよ

うに動作するかを、以下の表に概説します。 

 

動作イベント 説明 

スキャナから読み

取る 
Remark Office OMR でスキャナを設定していた場合には、この

オプションを使用できます。スキャナにはシートフィーダー

(ADF)が必要です。また、このフィーダーはページがセットさ

れた時に Remark Office OMR にそれを通知する機能を備えてい

る必要があります(この機能がないスキャナもあります)。Data 
Center は、ユーザが指定した間隔でスキャナをポーリングしま

す。ページが見つかると、開いているテンプレートを用いて自

動的にスキャンが行われます。Data Center は、これらのスキ

ャンしたフォームのイメージを保存し、後で訂正できるように

します。ページのスキャン中は、コンピュータのパフォーマン

スが低下する場合があるので注意してください。 

イメージファイル

から読み取る  
Data Center で、コンピュータまたはネットワーク上で指定し

たフォルダのイメージファイルを処理することもできます。サ

ポート対象のイメージファイルは、ファイルの作成日順に処理

されます。この機能を使用すると、ページをスキャンした入力

デバイスが何であっても、スキャニングソフトウェアを使用で

きます。その後、スキャンしたイメージをフォルダに保存し、

Data Center はそれを自動的に処理します。 
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サーバモードでフォームをスキャンするには  

1 正しいフォームテンプレートを開きます。(7.2 項「フォームテンプレートを開

く」を参照。) 

2 [ツール]メニューを選択して［読み取りウィザード］をクリックするか、または 

 をクリックします。あるいは、タスク画面内で［読み取りウィザー

ド］リンクを選択してもかまいません。  

3 [読み取り方法]ウィンドウで、[スキャナから読み取る]ラジオボタンを選択します。 

4 [詳細収集オプション]エリアで［サーバモード］のチェックボックスをマークしま

す。 

5 ［次へ>>］ボタンをクリックして操

作を続けます。 

6 イメージの命名規約を設定する場合

は、［次へ>>］ボタンをクリックし

て操作を続けます。設定しない場合

は[読み取り]ボタンをクリックしてペ

ージのスキャンを開始します。 

7 ［イメージの命名規則］ウィンドウ

が表示され、フォームをスキャンするたびに毎回自動的に保存されるイメージに

ついて、オプションを指定できるようになります。 

8 [イメージ名の先頭部分]ボックスに、

ファイルのベース名を入力します。ソ

フトウェアは、このフォームに保存さ

れるイメージ名にこのベース名を使用

します。デフォルトのベース名は、フ

ォームテンプレート名です。ただし、

好きな名前を自由に使用することもで

きます。イメージが特定のフォームに

属していることを表すような名前を使

用することをお勧めします。保存され

るイメージの名前はこのベース名で始まり、次にページ番号が続き(複数ページの

テンプレートをスキャンする場合)、その後ろに日時が付加されて、複数のイメー

ジをトラッキングできるようになっています。オプションとして、テンプレート

のフィールドをベース名として選択することもできます。指定されたフィールド

から取得した値が、(ページ番号と日時とともに)それに対応するイメージのベース

名として使用されます。[イメージ名の先頭部分]オプションを空白にしておくと、

各イメージの名前は、ページ番号(該当する場合のみ)、日付、時刻のみになります。  

9 [イメージの保存先ディレクトリ]ボックス内で省略符号(…)をクリックして、この

フォームに対するイメージを保存する位置を選択します。イメージ用のデフォル

トのディレクトリを使用することも、異なるディレクトリを選択することもでき

ます。 

10 [フォームテンプレート名をベースとしたサブフォルダにイメージを保存]チェック

ボックスをマークすると、Data Center はこれらのイメージを保存するフォルダを

自動的に作成します。フォルダ名はフォームテンプレート名になり、そのフォル

ダは[イメージの保存先ディレクトリ]ボックスで選択したディレクトリに作成され
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ます。 

ヒント:イメージファイルを編成しやすくするために、[フォームテンプ
レート名をベースとしたサブフォルダにイメージを保存]の使用をお勧め
します。この機能を使用すると、このフォームテンプレートに関連付け
られたイメージがすべて同じフォルダに保存され、アクセスしやすくな
ります。イメージ名の日付と時刻の部分が一意に定まるため、イメージ
が上書きされる心配はありません。 

11 (オプション) 必要に応じて、[名前ビルダー]ボタンをクリックすると、保存された

イメージ名と場所をさらにカスタマイ

ズできます。  

 [イメージのベース名]の部分で、

処理されたデータのフィールド名

を、イメージのベース名に追加す

るように設定できます。ドロップ

ダウンリストからフィールドを選

択して、［追加］ボタンをクリッ

クします。たとえば、テストを処

理する場合、フォームから取得した学生 ID を追加して、処理したイメージす

べてに学生 ID を入れることができます。 

 [イメージの保存先ディレクトリ]の部分で、処理されたデータのフィールド名

を、イメージを保存するフォルダ構造に追加するよう設定できます。ドロップ

ダウンリストからフィールドを選択して、［追加］ボタンをクリックします。

たとえば、テストを処理する場合、フォームから取得した学生 ID を追加して、

各学生のフォームイメージを、その学生 ID を名前に含むフォルダに保存する

ということができます。 

 ［名前ビルダー］ボックスで［OK］ボタンをクリックして読み取りウィザー

ドに戻ります。 

12 [イメージの保存形式]ボックスで、イメージの保存に使用するイメージのタイプを

選択します。選択できるタイプは PCX/DCX、PDF、TIF、JPG のいずれかです。  

13 PDF または TIF 形式で保存する際には、[イメージ圧縮レベル]で、圧縮率を[非圧

縮]、[グループ 3]、[グループ 4(最高)]、[LZW]の中から選択します。[LZW]の場合、

最も圧縮率の高いイメージ(サイズが最も小さく、コンピュータ内で専有する容量

が少なくてすむファイル)が作成されます。 

14 複数ページのテンプレートをスキャンする際に、すべてのイメージを 1 つのフォ

ームで完結させて 1 つのイメージとして保存したい場合は、[複数ページフォーム

テンプレートを複数ページイメージファイルとして保存]チェックボックスをマー

クします。 

15 [例外レビュー]オプションを設定する場合は、［次へ>>］ボタンをクリックして操

作を続けます。設定しない場合は[読み取り]ボタンをクリックしてページのスキャ

ンを開始します。 

注:サーバモードで例外レビュー機能を使用する場合、例外ケースを発見
すると、その例外を確認するまでスキャンが停止します。例外レビュー
機能はフォーム処理の後ろに使用して、サーバモードが割り込みを受け
ないようにすることをお勧めします(フォーム処理後の例外レビューにつ
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いての詳細は、7.5 項「例外レビュー」を参照してください)。 

16 [例外レビュー]ウィンドウで[例外レビューを有効にする]チェックボックスをマー

クすると、読み取り処理中に例外処理を確認するかどうかを指定できます。  

17 [例外レビューオプション]エリアで、読み取り中に確認したい場合を選んでチェッ

クボックスをマークします。次のオプションが使用できます。選択できる項目は、

[複数回答]、[無回答]、[認識エラー]、[イメージフィールド]、[データベース ルッ

クアップ フィールド]、［バーコード フィールド］、［OCR フィールド]、[繰り

返された Rank の回答］、［必須項目］です。 

18 記入したフォームをスキャナにセットします。 

19 [読み取り]ボタンをクリックしてページのスキャンを開始します。 

［読み取りウィザード］ウィンドウで[読み取り]ボタンをクリックすると、サーバモ

ードが開始され、他の Windows アプリケーションでの作業を続けられるようになりま

す。デフォルトでは、Remark Office OMR は、5 秒ごとにスキャナに対してページの

ポーリングを行います。ポーリング間隔の秒数を変更するには、[ツール]メニューを選

択して［基本設定］をクリックします。［全般］セクションに［サーバモードでのシ

ステムポーリング間隔］設定が表示されます。 

 

サーバモードでフォームのイメージファイルを使用するには  

1 正しいフォームテンプレートを開きます。(7.2 項「フォームテンプレートを開

く」を参照。) 

2 [ツール]メニューを選択して［読み取りウィザード］をクリックするか、または 

 をクリックします。あるいは、タスク画面内で［読み取りウィザー

ド］リンクを選択してもかまいません。 

3 [読み取り方法]ウィンドウで、［イメージファイルから読み取る］ラジオボタンを

選択します。 

4 必要に応じて、［詳細なイメージ認識プロパティ］のリンクをクリックします。

このリンクを使用すると、［イメージの反転］、［認識中にイメージの歪みを補

正］、［認識中にイメージの斑点を除去］のオプションを設定できます。 

注意:［詳細なイメージ認識プロパティ］の設定は、何か問題が生じない
限り変更しないことをお勧めします。 

5 [詳細収集オプション]エリアで［サーバモード］のチェックボックスをマークしま

す。［自動フォーム ID］および［イ

メージをまとめ名前を変える］オプシ

ョンも、サーバモードで使用できます。 

6 ［次へ>>］ボタンをクリックして操作

を続けます。 

7 ［イメージソースディレクトリ］エリ

アで、［ディレクトリの追加］ボタン

を使用して、コンピュータまたはネッ

トワーク上で、処理したいイメージを

保存しているフォルダの位置を指定します。リストされたフォルダに保存された
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イメージはすべて、次の手順で選択す

るフィルタに基づいて処理されます。 

8 ［イメージフィルタ］エリアで、［イ

メージソースディレクトリ］にある処

理対象のイメージタイプに対応するチ

ェックボックスをマークします。これ

らのファイルタイプに一致するイメー

ジのみが読み取られ、他のイメージは

無視されます。 

ヒント:［イメージフィルタ］リストの最後にある項目［*.*］は、すべて
のイメージタイプを示します。ソースディレクトリ内のファイルをすべ
て読み取る場合には、このチェックボックスをマークしてください。ソ
フトウェアがサポートしているファイルタイプのイメージのみが処理さ
れるので注意してください。 

9 ［カスタムフィルタ］ボックスを使用して、必要に応じてファイルリストをさら

に細かく指定することもできます。ここでは、ワイルドカードを用いて特定のケ

ースを指定できます。たとえば、「English 101」で始まるイメージをすべて処理

したい場合は、カスタムフィルタとして「English 101*.*」と入力します。そのテ

キストで始まるイメージのみが処理されます。［カスタムフィルタ］ボックスに

カスタムフィルタを入力して、［追加］ボタンをクリックします。そのフィルタ

が［イメージフィルタ］リストに追加され、自動的に選択されます。使用されな

かったカスタムフィルタは、次に[読み取りウィザード]を実行する際には、リスト

から自動的に削除されます。 

10 ［処理後にイメージを削除］チェックボックスをマークすると、Data Center がイ

メージを処理した後、指定したディレクトリからイメージが削除されます。 

注:このチェックボックスをマークすると、イメージは完全に削除されま
す。ただし、イメージを削除せずにサーバモードを停止してまた開始し
た時に、指定したフォルダにイメージがまだ残っていれば、同じイメー
ジが再度処理されます。バッチファイルを作成して、いったん読み取っ
た後の処理済イメージを別の位置に移動させても良いでしょう。 

11 ［次へ>>］ボタンをクリックして操作を続けます。 

12 読み取りウィザードの最初の手順で

［イメージをまとめ名前を変える］

オプションを選択していた場合は[イ
メージの命名規則]ウィンドウが表示

されます。[イメージの命名規則]ウィ

ンドウを使用すると、処理したイメ

ージを再パッケージするためのオプ

ションが指定できます。 

 [イメージ名の先頭部分]ボックス

に、ファイルのベース名を入力し

ます。ソフトウェアは、各フォームのイメージ名にこのベース名を使用します。

デフォルトのベース名はフォームテンプレート名ですが、自由に変更できます。

イメージが特定のフォームに属していることを表すような名前を使用すること

をお勧めします。保存されるイメージの名前はこのベース名で始まり、次にペ
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ージ番号が続き(複数ページのテンプレートを処理する場合)、その後ろに日時

が付加されて、複数のイメージをトラッキングできるようになっています。オ

プションとして、フォームテンプレートのフィールドをベース名として選択す

ることもできます。指定されたフィールドから取得した値(と日時の値)が、そ

れに対応するイメージのベース名として使用されます。[イメージ名の先頭部

分]オプションを空白にしておくと、各イメージの名前は、ページ番号(該当す

る場合のみ)、日付、時刻のみになります。  

 [イメージの保存先ディレクトリ]ボックス内で省略符号(…)をクリックして、

このフォームに対するイメージを保存する位置を選択します。イメージ用にデ

フォルトのディレクトリを使用することも、コンピュータ内の異なるディレク

トリや外部ドライブやネットワークを選択することもできます。 

注:イメージの場所は注意して選択してください。データが RMK 形式で
保存された後、処理したデータと各イメージファイル間のリンクを維持
したい場合には、イメージをその位置に保持する必要があります。この
リンクにより、データグリッド内をクリックした時に画面にフォームを
表示し、例外的なデータを簡単に修正できるようになります。そのため、
フォームを処理する際には、これらのイメージをどのように保存するか、
あらかじめ決めておく必要があります。 

ヒント:Remark Office OMR のほかのユーザとファイルを共有する場合は、
ユーザ全員が同じ方法で(マッピングしたネットワークドライブ経由な
ど)アクセスできる共有ネットワークにイメージファイルを保存すると良
いでしょう。 

 [フォームテンプレート名をベースとしたサブフォルダにイメージを保存]チェ

ックボックスをマークすると、Data Center はこれらのイメージを保存するフ

ォルダを自動的に作成します。フォルダ名はフォームテンプレート名になり、

そのフォルダは[イメージの保存先ディレクトリ]ボックスで選択したディレク

トリに作成されます。 

ヒント:イメージファイルを編成しやすくするために、[フォームテンプ
レート名をベースとしたサブフォルダにイメージを保存]の使用をお勧め
します。この機能を使用すると、各フォームテンプレートに関連付けら
れたイメージがすべて同じフォルダに保存され、アクセスしやすくなり
ます。イメージ名の日付と時刻の部分が一意に定まるため、イメージが
上書きされる心配はありません。 

 必要に応じて、[名前ビルダー] ボタンをクリックすると、保存されたイメージ

名と場所をさらにカスタマイズ

できます。  

o [イメージのベース名]の
部分で、処理されたデ

ータのフィールド名を、

イメージのベース名に

追加するように設定で

きます。ドロップダウ

ンリストからフィール

ドを選択して、［追

加］ボタンをクリックします。たとえば、テストを処理する場合、フ
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ォームから取得した学生 ID を追加して、再パッケージしたイメージ

がすべて学生 ID で始まるようにすることができます。 

o [イメージの保存先ディレクトリ]の部分で、処理されたデータのフィ

ールド名を、再パッケージしたイメージを保存するフォルダ構造に追

加するよう設定できます。ドロップダウンリストからフィールドを選

択して、［追加］ボタンをクリックします。たとえば、テストを処理

する場合、フォームから取得した教員名と学生 ID のフィールドをフォ

ームに追加して、各学生のフォームイメージを教員名のフォルダに保

存し、さらにその中で学生 ID 番号のサブフォルダに分類するというこ

とができます。 

o ［名前ビルダー］ボックスで［OK］ボタンをクリックして読み取りウ

ィザードに戻ります。 

 [イメージの保存形式]ボックスで、再パッケージしたイメージの保存に使用す

るイメージのタイプを選択します。選択できるタイプは PCX/DCX、PDF、
TIF、JPG のいずれかです。たとえば、処理しているイメージは TIF 形式でも、

それらを他のユーザから参照できるように PDF ファイルで再パッケージする

ことができます。 

 PDF または TIF 形式で保存する際には、[イメージ圧縮レベル]で、[非圧縮]、
[グループ 3]、[グループ 4(最高)]、[LZW]のいずれかを選択します。[LZW]の
場合、最も圧縮率の高いイメージ(サイズが最も小さく、コンピュータ内で専

有する容量が少なくてすむファイル)が作成されます。 

 複数ページのフォームを処理する際に、すべてのイメージを 1 つのフォームで

完結させて 1 つのイメージとして保存したい場合は、[複数ページフォームテ

ンプレートを複数ページイメージファイルとして保存]チェックボックスをマ

ークします。イメージファイルの数が少なくなるので、このオプションの使用

をお勧めします。 

13 [例外レビュー]オプションを設定する場合は、［次へ>>］ボタンをクリックして操

作を続けます。設定しない場合は[読み取り]ボタンをクリックしてイメージファイ

ルの処理を開始します。 

注:サーバモードで例外レビュー機能を使用する場合、例外ケースを発見
すると、その例外を確認するまでスキャンが停止します。例外レビュー
機能はフォーム処理の後ろに使用して、サーバモードが割り込みを受け
ないようにすることをお勧めします(フォーム処理後の例外レビューにつ
いての詳細は、7.5 項「例外レビュー」を参照してください)。 

14 [例外レビュー]ウィンドウで[例外レビューを有効にする]チェックボックスをマー

クすると、読み取り処理中に例外処理を確認するかどうかを指定できます。  

15 [例外レビューオプション]エリアで、読み取り中に確認したい場合を選んでチェッ

クボックスをマークします。使用できるオプションは、[複数回答]、[無回答]、[認
識エラー]、[イメージフィールド]、[データベース ルックアップ フィールド]、
［バーコード フィールド］、［OCR フィールド]、[繰り返された Rank の回答］、

［必須項目］です。 

16 [読み取り]ボタンをクリックしてイメージファイルの処理を開始します。 

［読み取りウィザード］ウィンドウで[読み取り]ボタンをクリックすると、サーバモ
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ードが開始され、他の Windows アプリケーションでの作業を続けられるようになりま

す。デフォルトでは、Data Center は、指定したイメージディレクトリに対して 5 秒ご

とにイメージのポーリングを行います。ポーリング間隔の秒数を変更するには、[ツー

ル]メニューを選択して［基本設定］をクリックします。［全般］セクションに［サー

バモードでのシステムポーリング間隔］設定が表示されます。 

サーバモードとページ ID の使用に関する重要な注記:サーバモードとと
もにページ ID を使用する場合、ページ ID が認識できない場合にはフォ
ームの処理が停止します。各回答者のフォームをすべてスキャンしてか
ら別のフォームを処理するように、フォーム/イメージを並べ替える必要
があります。ページ ID の使用についての詳細は、7.8.2 項「自動ページ
ID」を参照してください。 

 
サーバモードを終了するには 

1 [ツール]メニューを選択して［サーバモードの終了］をクリックするか、または 

 をクリックすると、サーバモードを終了して Remark Office OMR の機能セ

ット全体にアクセスできるようになります。 

 

7.12 回答者の検出 
Remark Office OMR には、どの回答者のフォームがすでに処理されたかを判断し、重

複した回答者を検出する機能があります。この「回答者検出機能」は、データベース

参照と組み合わせて使用します。データベース参照を使用する外部データベースにフ

ィールドがリンクされている場合、ソフトウェアは、外部データベースにリストされ

ている回答者のうち誰が処理され、誰が処理されていないか、また誰が 2 回以上処理

されているかをレポートに記録します。たとえば、フォーム上に回答者が ID 番号を記

録するフォームがあるとします。回答者グループの ID 番号をすべて含む外部データベ

ースに、この ID 番号をリンクできます。回答者検出機能を使用する際にはいつでも、

必要に応じて外部データベースから追加データを返すように指定することができます

(回答者検出機能を使用するために、かならず必要というわけではありません)。フォー

ムを処理する場合、Remark Office OMR は、外部データベースのどの ID 番号が処理済

のデータ内に存在しているかを確認します。次に、発見した ID 番号、欠落している ID
番号、重複している ID 番号を示すレポートを出力します。追加フィールドを返す場合、

この情報はレポートでも得られます。このレポートは、テキストファイルとして保存

し、Remark Office OMR の外部で使用することもできます。 

 

回答者検出機能を使用するには 

1 データベース参照機能を使用するフォームテンプレートを設定します。データベ

ース参照機能の使用方法についての詳細は、6.3.4 項「データベース参照」を参照

してください。 

2 スキャナを使用するかイメージファイルを読み取って、フォームを処理します。

読み取りウィザードによるフォームの処理についての詳細は、7.3 項「Remark 
Office OMR 読み取りウィザード」を参照してください。 
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3  フォームを処理してデータをクリーニングした後、[ツール]メニューを選択して

［回答者検出］をクリックするか、または  をクリックします。[回
答者検出ウィザード]が表示されます。 

4 ［検出可能なフィールド］ドロップダウ

ンリストから、検出に使用するフォーム

テンプレートフィールドを選択します。 

5 追加フィールドを含むデータベースにフ

ィールドがリンクされている場合、オプ

ションとして［データベース フィール

ド リスト］からそのフィールドを選択で

きます。緑色の矢印を使用して、必要な

ファイルを［追加フィールド］ボックス

に移動してください。［追加フィール

ド］ボックスに移動された追加フィール

ドは、回答者の検出にも使用されます。 

6 ［次へ>>］ボタンをクリックして操作を続けます。［検出結果］ウィンドウが表

示されます。  

7 ［検出結果］ウィンドウに、結果が表示

されます。検出の基にするメインフィー

ルドがリストの先頭に表示されます。そ

の次は、検出された値をマークする［検

出］列です。その次は、発見した重複す

る値をすべてマークする［重複］列です。

［重複］列の次は、手順 5 で選択した

(選択を行っていた場合)外部データベー

スから返された追加のフィールドがあれ

ば、それが表示されます。 

8 必要に応じて、［エクスポート］ボタン

を使用して結果を外部ファイルに保存することもできます。［エクスポート］ボ

タンをクリックして結果のセット全体をエクスポートすることも、［エクスポー

ト］ボタンの矢印をクリックして結果の一部のみを選択してエクスポートするこ

ともできます。エクスポートオプションは次のとおりです。 

 

オプション 機能 

エクスポート すべての結果(フィールド、検出結果、欠落、重複、追加フィ

ールド)をエクスポートします。 

見つからない回答者 欠落している回答者のみをエクスポートします。これは、外

部データベース内に存在しており、かつデータファイルの一

部として処理されなかった回答者です。 

検出された回答者 検出された回答者のみをエクスポートします。これは、外部

データベース内に存在しており、かつデータファイルの一部

として処理された回答者です。 
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オプション 機能 

重複する回答者 重複している回答者、すなわちデータファイル内に 2 件以上

存在する回答者のみをエクスポートします。重複したエント

リとして検出されるのは、リンクされたデータベース内にも

存在することが確認されているエントリのみです。 

結果の印刷 コンピュータのデフォルトのプリンタですべての結果を印刷

します。 

 

9 ［閉じる］ボタンをクリックして、Remark Office OMR Data Center に戻ります。 

 

7.13 重複した結果の確認 
Remark Office OMR には重複した回答を検出する機能があります。これは、データベ

ース参照機能を回答者検出機能(前項の説明を参照)とともに使用していない場合でも有

効です。重複結果の確認機能では、テンプレートグリッド内のどのフィールドでも、

重複を検索するように選択できます。重複したエントリが見つかると、プロンプトが

表示されます。ここで、重複結果を確認する、重複したレコードのうち最初のレコー

ドのみを残す、重複したレコードのうち最後のレコードのみを残す、重複したレコー

ドをすべて削除する、という 4 通りの解決方法の中から 1 つを選択できます。確認処

理中、重複した ID フィールドでデータグリッドが自動的に並べ替えられるので、デー

タを確認しやすくなります。この機能は、間違えてフォームを複数回処理してしまっ

た場合や、フォームへの複数回記入が許可されていないのに行われてしまったような

場合に便利です。 

 

重複を確認するには 

1 フォームテンプレートを開き、フォームをスキャンするか、または事前にスキャ

ンしたイメージを読み取ってフォームを処理します。 

2 データを収集してクリーニングしたら、[ツール]メニューを選択して［重複のレビ

ュー］をクリックするか、または  をクリックします。あるいは、

タスク画面内で［重複のレビュー］を選択します。 

3 画面左側にある重複レビュー用のタスク画面で、［ユニークな回答］ドロップダ

ウンリストを使用して、重複エントリをチェックするフィールドまたはイメージ

ファイルをデータから選択します。間違えてフォームセット全体を 2 度処理して

しまった場合は、イメージファイルオプションを使用すると便利です。同じイメ

ージセットが複数存在する場合(イメージファイル名に基づいて判断)、イメージに

は重複を示すフラグが設定されます。 

4 ［検索］ボタンをクリックして、重複したエントリの検索を開始します。重複が

発見されたかどうかは、［ユニークな回答］ボックスの金色のバーで示されます。

データは、発見された重複に基づいて並べ替えられます。  

5 それに対してどのような操作を行うかを決めます。実際に処理を行う前に重複を

確認する場合は、［実行］ドロップダウンリストで［重複したレコードのレビュ

ー］を選択して、［実行］ボタンをクリックします。Remark Office OMR は、発
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見した重複レコードのセットをす

べてハイライトさせます。［ナビ

ゲート］エリアの緑色の矢印を使

用して、レコード間を移動するこ

ともできます。［次のレコード］

矢印を使用すると、同じグループ

内の次の重複レコードに移動しま

す。［次のグループ］矢印を使用

すると、重複した次のグループに

移動します(同じフィールド内部

で複数の重複セットがある場合も

あります)。同じように、［前のレコード］矢印では同じグループ内の前の重複レ

コードに戻り、［前のグループ］レコードでは前の重複レコードのグループに戻

ります。 

6 重複レコードを確認しないように選択した場合、可能なオプションは 2 種類です。

特定のレコードを選択して、［削除］ボタンをクリックすると、レコードを手動

で削除できます。あるいは、［終了］ボタンをクリックしてそのフィールドを再

度確認することもできます。次にまとめて機能を実行するには、［実行］ドロッ

プダウンリスト内で、［重複したレコードの先頭を残す］、［重複したレコード

の最後を残す］、［重複したすべてのレコードを削除］の中から適切な動作を選

択します。フィールド内で重複しているレコードのセットすべてに適用できるの

は、この 3 つのうち 1 つだけです。 

7 レコードを削除する動作を選択すると、レコードの削除を確認するための警告メ

ッセージが表示されます。レコードを削除すると、復元することはできない(フォ

ームを再度処理すれば別です)のでご注意ください。処理を進めて良ければ、［は

い］ボタンをクリックします。指定した操作が行われます。 

8 他のフィールド内で他にも重複を検索する場合は、手順の 3 から 7 を繰り返しま

す。 

9 重複の確認が完了したら、［終了］ボタンをクリックします。 

10 次に［重複のレビュー］の下にある［戻る］矢印をクリックして、フルタスク画

面に戻ります。 

 

7.14 ソフトウェアの認識設定 
Remark Office OMR の出荷時の設定は、入念にデザインされてテストされた、スキ

ャン可能なフォームに対して最適なものになっています。しかし、状況により認識に

問題が生じる場合があります。フォームを正しく認識できなくなる原因には、次のよ

うなものがあります。 

 回答者がバブルを完全に塗りつぶさなかった、または薄く塗ったり、選択肢に

バツ印を付けたり、回答を消しゴムや修正液で消して変更した 
 フォームを上下逆にスキャンした 
 白紙を含むような間違ったバッチでフォームがスキャンされた 
 オリジナルのフォームテンプレートイメージに比べて、フォームのイメージが

縮小または拡大されている 
 フォームの色がオリジナルより大幅に薄い、または濃い 
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Remark Office OMR には、そのような問題の補正に利用できる認識設定がいくつか

あります。特定のフォームに対して最適な設定にするには、さらに調整が必要な場合

があるので注意してください。認識設定は、ソフトウェアベースまたはフォームテン

プレートベースで行います。 

認識設定を行うには、次のような 3 通りの方法があります。 

1. ［ツール|認識設定|デフォルト設定］または［ツール|認識設定|テンプレー

ト設定］を選択します。 
2. 左側のタスクペインにある［データ］タブで、［表示|認識設定］をクリック

します。 
3. 読み取りウィザードのステップ 1 で、［認識設定］リンクをクリックします。 

認識設定は、認識とイメージの前処理という 2 つの部分に分かれています。認識の設

定は、ソフトウェア全体を通じて、フォームをスキャナから直接読み取る場合にも、

前処理したイメージファイルを読み取る場合にも適用されます。イメージの前処理の

設定は、事前にスキャンしたイメージファイルをディレクトリフォルダから読み取る

場合にのみ適用されます。 

認識設定は、グローバルなソフトウェアデフォルトと、その設定を適用するフォーム

テンプレートの 2 ヶ所に保存されます。ニーズに最もよく合うリンクを選択してくだ

さい。特定のフォームテンプレートが問題を起こしている場合、まず Data Center で
そのフォームテンプレートを開き、次に読み取りウィザードの中で［ツール|認識設定

|テンプレート設定］オプションまたは［認識設定］リンクを使用して、認識設定のみ

を調節します。新しいフォームテンプレートすべてに対して全体に認識設定を変更し

たい場合は、［ツール|認識設定|デフォルト設定］オプションを使用します。特定の

フォームテンプレートに対して認識設定を調節すると、その設定はグローバル設定よ

りも優先されます。グローバル設定は、まだ使用されていないフォームテンプレート

すべてに適用されます。最初にフォームテンプレートを使用する際はグローバル設定

が有効になっており、フォームテンプレートがアクティブな時に何らかの変更を加え

るまで有効です。 

注: フォームテンプレートに適用する設定は、各ユーザのプリファレン
スファイルに保存されています。そのため、フォームテンプレートを共
有するか、または別のユーザが同じマシン上の同じフォームテンプレー
トにアクセスする場合、設定が変わる可能性があります。フォームテン
プレートのレベルで認識設定を変更した場合は、その変更を全ユーザと
一致させるようにしてください。 

［認識設定］ウィンドウには［デフォルト］ボタンがあります。グローバルなソフト

ウェアデフォルトを使用している場合、［デフォルト］ボタンをクリックすると、ソ

フトウェアは最初にインストールした時点のデフォルト設定に戻ります。フォームテ

ンプレートを開いているか、またはそのフォームテンプレートに対する認識設定を表

示している場合、［デフォルト］ボタンをクリックすると、設定はグローバルなデフ

ォルト設定に戻ります。 

注: 認識設定は適切なフォームデザインと最善の実践方法を補うもので
す。フォームを作成する際は、第 5 章のフォームデザインのガイドライ
ンや、本書に示した最善の実践方法(フォームテンプレートのイメージを、
回答者に配布するものと同じ品質のフォームから作成することや、スキ
ャナの設定をフォームテンプレートから記入済みのフォームまで一定に
保つことなど)に沿った操作を行うことが重要です。 
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7.14.a しきい値の優先 

しきい値の優先には、OMR フィールド、イメージフィールド、OCR フィールドの 3
種類があります。しきい値はユーザからは見えない部分で動作しており、マークが塗

りつぶされているか(OMR フィールド)、テキストが判読可能か(OCR フィールド)、
手書き文字が書かれているか(イメージフィールド)を判断する際の許容レベルを定義

します。認識設定でしきい値を設定すると、その設定はグローバルになります。つま

り、同じ機能に関してフォームテンプレートの設定よりも優先されます。しきい値の

優先はデフォルトでオフになっています。しきい値をデフォルト設定から変更するの

は、以下の 3 項目で説明するように、認識に問題が生じた場合のみにしてください。 

OMR のしきい値： OMR のしきい値は 1 から 6 までの値で、デフォルトは 3 です。

この値を小さくすると、ソフトウェアの感度が良くなります。値を小さくすると、よ

り薄いマーキング(鉛筆など)をピックアップできるようになり、また回答者がマーク

をあまり大きく塗りつぶしていない場合にも役に立ちます。値を小さくする場合は注

意が必要です。値を 1 にすると、消した後のような間違ったマークを塗りつぶしたも

のとして認識することがあります。 

認識のしきい値を大きな値にすると、複数のマークが塗りつぶされた場合に、より厳

密に判断されるようになります。たとえば、2 つのマークが塗りつぶされて片方が消

されたものの、消した跡が残っている場合や、片方が部分的に塗りつぶされているよ

うな場合、認識のしきい値を大きくすると、どちらのマークが選択されているかを判

断しやすくなります。認識のしきい値を極端に大きくすると、ソフトウェアは機械的

に極端な判断を下すようになります。つまり、×印を付けたマークを「塗りつぶしが

最も大きい」として選んでしまいますが、これは回答者の意図とは異なっています。

(注: 間違えて選んだ選択肢を消そうとして大きなマークを使用した場合の対処方法は、

7.14.d を参照してください。) 

イメージのしきい値： イメージのしきい値は 1 から 6 までの値で、デフォルトは 3
です。この値を小さくすると、ソフトウェアの感度が良くなります。値を小さくする

と、より薄いマーキング(鉛筆など)をピックアップできるようになり、また回答者が

手書き回答のエリアにあまり多く書き込んでいない場合にも役に立ちます。値を小さ

くする場合は注意が必要です。値を 1 にすると、フォームを処理する際に誤ってマー

クを拾いすぎてしまうおそれがあります。 

認識のしきい値を大きくすると、イメージフィールドの中で手書き文字を探す場合に、

より厳密に判断されるようになります。認識のしきい値を極端に大きくすると、ソフ

トウェアは手書き文字をピックアップしなくなることがあります(たとえば、広いスペ

ースの中にほんの数語しか書いていない場合や、鉛筆などで薄い文字を書いた場合)。
ただし、意図しないマーク(無関係のマークや消した跡など)がピックアップされてし

まう可能性は低くなります。 

OCR のしきい値： OCR しきい値の範囲は 1-100%で、デフォルト設定は 70%です。

このしきい値は、認識させるテキストの個別の文字に適用されます。ソフトウェアは、

認識された各文字に対して信頼性の値を返します(たとえば、62%の確実性で"G"であ

る、など)。信頼性の値として、指定されたしきい値よりも低い値が返された場合、

OCR フィールドには確認のため例外処理のフラグが設定されます。処理中にフィール

ドに青を示すフラグがあれば、それは OCR の例外を示しますが、テキストは正しく読

み取れており、認識のしきい値を小さくしてもかまいません。テキストにフラグが設

定されていないが正しく解釈されていない場合は、OCR のしきい値を高くすると良い

でしょう。 
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しきい値を変更するには 

1 優先度を調節したいしきい値を選択します。 
 

2 OMR のしきい値、イメージのし

きい値、OCR のしきい値に対して

適切なチェックボックスをマーク

します。 
3 設定する値を選択します(すでに説

明したように、OMR フィールドと

イメージフィールドの場合は 1-6、
OCR フィールドにはパーセントで

指定します)。 
4 ［OK］ボタンをクリックします。 

調節後の値が次の読み取り操作に適用

され、次に変更するまで有効なままになります。 

 

7.14.b 自動回転 

自動回転機能を使用すると、最初のパスでフォームを正しく読み取れない場合に、フ

ォームのイメージを回転させます。間違ってフォームを上下逆にスキャンしてしまっ

た場合、自動回転機能がスキャンされたイメージを正しい方向に回転させ、もう一度

認識を行います。この機能はデフォルトでオンになっており、オンのままにしておく

ことをお勧めします。デフォルトのしきい値は 25%です。つまり、ページ内の質問が

25%以上のエラーを含む場合、RemarkOffice OMR はイメージを回転させてページ

の認識をやり直します。エラー率がオリジナルのパスより良くならない場合、新しい

結果は記録されず、イメージも回転されません。通常は、25%でちょうど良いでしょ

う。それよりエラーが少なくてもページを回転させたい(エラーの許容量を少なくす

る)場合は、それよりも小さいパーセンテージを設定します。それよりエラーが多い場

合にページを回転させたい(エラーの許容量を大きくする)場合は、それよりも大きい

パーセンテージを設定します。 

 
自動回転を使用するには 

1 ［イメージの自動回転］チェック

ボックスをマークします。 
 

2 質問にエラーがどの程度あれば回

転させるかという量のパーセンテ

ージを選択します(25%を推奨しま

す)。 
3 ［OK］ボタンをクリックします。 

調節後の値が次の読み取り操作に適用

され、次に変更するまで有効なままに

なります。 
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7.14.c 高度な設定 

高度な設定機能には、劣化したマークに対する高度な処理テクニックや補正機能など、

ユーザに見えない部分ではたらく機能があります。拡張読み取りモードはデフォルト

でオンになっており、オンのままにしておくことをお勧めします。欠落したマークと

破損したマークの補正は、デフォルトではオンではありません。この機能は、フォー

ムに劣化したイメージがある場合にのみオンにしてください。たとえば、光学マーク

(バブル)が修正液や消しゴムで消されたような場合です。 

拡張 OMR 読み取りモード： 拡張 OMR 読み取りモードを使用すると、不確かなフィ

ールドに対して、さらに進んだ解釈が行われます。 

破損した不明なマークの補正： 破損した不明なマークを補正する設定を使用すると、

Remark Office OMR は、マーク(バブル)がない場合や部分的に欠落した場合でも回

答を認識します。たとえば、回答者は間違った回答を消しゴムで消そうとして、その

マークの一部が残ってしまっているかもしれません。あるいは、修正液でマーク全体

を消したかもしれません。この機能がなければ、そのような場合は認識エラーになり

ます。 

破損した不明なマークに対する許容度は、フィールド単位でも質問単位でも設定でき

ます。フィールドに対するデフォルト設定は 30%です。この設定では、あるフィール

ドのマークが 30%かそれ以上欠落または破損している場合に、認識エラーが出力され

ます。質問に対するデフォルト設定は 50%です。この設定では、ある質問のマークが

50%かそれ以上欠落または破損している場合に、認識エラーが出力されます。エラー

の数が指定されたしきい値を超えると、エラーが通知されます(たとえば、データグリ

ッド内の認識エラーとして)。エラーの数がしきい値を超えなければ、欠落または破損

したマークは未記入とみなされます。 

注:破損した不明なマークを補正するオプションを有効にするには、4 つ
かそれ以上のバブルで構成された完全な OMR フィールドを少なくとも
1 つ、ソフトウェアが認識できなければなりません。 

 
拡張 OMR 読み取りモードを使用するには 

1 ［拡張 OMR 読み取りモードの使用］

チェックボックスをマークします。 
2 ［OK］ボタンをクリックします。 

調節後の値が次の読み取り操作に適用さ

れ、次に変更するまで有効なままになり

ます。 

 

 

 
 

破損した不明なマークの補正を使用するには 
1 ［破損した不明なマークの補正］チェックボックスをマークします。 
2 フィールドに対する破損のしきい値： 各フィールドのマークに対して、それ以上

の問題があれば認識エラーを通知するという上限のパーセンテージを選択します

(最初は 30%をお勧めします)。 
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3 問題に対する破損のしきい値： 各
質問のマークに対して、それ以上

の問題があれば認識エラーを通知

するという上限のパーセンテージ

を選択します(最初は 50%をお勧

めします)。 
4 ［OK］ボタンをクリックします。 

調節後の値が次の読み取り操作に適用

され、次に変更するまで有効なままに

なります。 

 

7.14.d 大きなマークを無視 

大きなマークを無視するオプションを使用すると、回答者が間違えてマークした所に、

その上から(消しゴムや修正液で消さずに)×印のような大きなマークを書けるように

なります。バブルの上に大きな×やスラッシュ（斜め線）が見つかると、ソフトウェ

アはこれを無視します。この機能を使用する場合、回答者に対しては、間違って別の

バブルをマークした場合にどうすればよいかを示し、間違えってマークしたバブルを

上から×やスラッシュで消した所を図にして示すと良いでしょう。Ignore Large 
Marks 機能は、デフォルトではオフです。 

大きなマークの処理方法は、［大きなマークのしきい値］で設定します。デフォルト

値は 2 です。値を小さくすると、ソフトウェアは大きな×やスラッシュを認識してマ

ークを無視することが多くなります。値を大きくすると、ソフトウェアは大きな×や

スラッシュを認識することが少なくなるので、マークは認識プロセスで処理されるよ

うになります。 

［質問に複数回答が含まれている場合のみ大きなマークを無視する］オプションを使

用すると、Remark Office OMR が複数の回答を検出し、回答のうちの 1 つ以上が大

きなマークである場合(かつ、全部が大きなマークではない場合)にのみ、この機能を

オンにします。大きなマークのみが含まれる質問は、その選択肢がすべて選択された

として通知されます。つまり、回答者がフォーム上ですべてに×またはスラッシュを

使用してマークした場合、それが間違って大きなマークと解釈されることはありませ

ん。このオプションは、Ignore Large Marks 機能がオンになっている場合は、デフ

ォルトでオンです。 

注: この機能を使用してい
る場合に、回答者の大きな
×またはスラッシュが隣接
するバブルに近付きすぎる
と、Remark Office OMR
がその隣接するバブルまで
無視してしまうおそれがあ
ります。フォームをデザイ
ンする際に、バブルの周囲
には縦横両方に十分なスペ
ースを取り、回答者が大き
なマークを書けるようにし
てください。 
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大きなマークを無視する機能を使用するには 

1 ［大きなマークを無視］チェックボックスをマークします。 
2 上記の説明に従って、［大きなマークのしきい値］(2 がデフォルト)の値を選択し

ます。 
3 必要に応じて、上記の説明に従って［質問に複数回答が含まれている場合のみ大

きなマークを無視する］チェックボックスをマークします(推奨)。 
4 ［OK］ボタンをクリックします。 

調節後の値が次の読み取り操作に適用され、次に変更するまで有効なままになります。 

 

7.14.e 動的な明るさ補正 

動的な明るさ補正機能を使用すると、イメージの明るさがフォームテンプレートイメ

ージの明るさと異なる場合に、処理されるフォームのイメージが自動的に補正されま

す。常に推奨される注意点として、a)フォームテンプレートイメージと配布するフォ

ームに同じ品質の物を使用すること、b)フォームテンプレートイメージとスキャンす

るフォームに対して明るさなどスキャナの設定を同じ状態にすることがあります。 

しかし現実にはコントロールしきれないこともあり、記入して処理するために回収さ

れたフォームの明るさが異なっている場合もあります。 

 たとえば、低い密度設定でコピーや印刷が行われることがあります。あるいは、フォ

ームテンプレートとは異なるスキャナや、異なる設定でスキャンされることもありま

す。動的な明るさ補正機能は、フォームの差異をすべて補正することはできませんが、

以上のような場合には役に立ちます。記入されたフォームイメージがテンプレートイ

メージよりも明るいか、または暗い場合でも、ソフトウェアはフォーム上のフィール

ドを認識しようとします。補正するタイミングは、明るさ補正のしきい値の設定で決

まります。記入されたフォームイメージが、指定されたパーセンテージよりも明るい

か暗い場合、Remark Office OMR はデータを生成する際に補正を行います。デフォ

ルトのパーセンテージは 5%です。パーセンテージの値を低くすると、明るい/暗い変

化に対する感度が高く(補正が行われることが多く)なります。パーセンテージの値を

高くすると、明るい/暗い変化に対する感度が低く(補正する前のイメージの明るさの

違いに対する許容度が大きく)なります。 

 
動的な明るさ補正機能を使用するには 
1 ［動的な明るさ補正］チェックボックスをマークします。 
2 上記の説明に従って、［明るさ補正

のしきい値］(5%がデフォルト)の
値を選択します。 

3 ［OK］ボタンをクリックします。 

調節後の値が次の読み取り操作に適用さ

れ、次に変更するまで有効なままになり

ます。 
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7.14.f 空白ページの検出 

空白ページの検出オプションを使用すると、空白ページがスキャンされた時に、その

空白ページを自動的に検出して、認識プロセスから削除します。たとえば、スキャナ

で両面オプションをオンにした状態で片面だけのフォームをスキャンしたとします。

空白ページの検出を使用すると、両面スキャナが読み取った裏側のページは無視され

ます。また、有効なページに混じって空白のページが誤ってスキャンされた場合にも

無視されます。この機能は、フォームのページ数が奇数の場合(たとえば、両面ページ

が 3 枚ある場合など)にも便利です。フォームテンプレートに空白の裏面を作成する必

要はありません。ただ単に空白ページを無視すれば良いのです。 

どの程度の印刷があった場合に空白ページと判断して無視するかは、空白ページ印刷

のしきい値の設定で決まります。デフォルト設定は 10%です。すなわち、そのページ

に何かが書いてあっても、テンプレートの最低書き込みパーセンテージの 10%より少

なければ、そのページは無視されます。パーセンテージを低くすると、ページを空白

とみなす条件としての書き込み量が少なく(感度が低く)なります。パーセンテージを

高くすると、ページを空白とみなす条件としての書き込み量が多く(感度が高く)なり

ます。 
空白ページの検出機能を使用するには 

1 ［空白ページを無視］チェックボッ

クスをマークします。 
 

2 上記の説明に従って、［空白ページ

印刷のしきい値］(10%がデフォル

ト)の値を選択します。 
3 ［OK］ボタンをクリックします。 

調節後の値が次の読み取り操作に適用さ

れ、次に変更するまで有効なままになり

ます。 

 

7.14.g ページエラーの検出 

ページエラーの検出オプションを使用すると、多数のエラーを含むページをキューに

入れ、後で確認できるようになります。設定したしきい値よりも多くの OMR エラー

またはバーコードエラーが含まれている場合、ページのイメージは［認識できないイ

メージ］キューに入れられます。キューに入ったイメージはすべて、後から確認して

保存するか破棄するかを決定できます。この機能を使用する前に、7.9.5 項で［認識

できないイメージ］キューの使い方を参照することをお勧めします。 

注: 複数回答(緑のセル)と空白の回答(黄色で「空白」のセル)エラーは、
ページエラーの検出に使用するエラーパーセンテージには含まれません。
ページエラーの検出機能で扱うエラーとは、OMR フィールドやバーコー
ドが単に読み取れなかったというものです。 

ページにエラーがどれだけあれば、そのページを認識できないイメージのキューに入

れるかは、ページエラーのしきい値の設定で決まります。デフォルトの設定は 40%で

す。パーセンテージを低く設定すると、ページ上のエラーが少なくても、認識できな

いキューにイメージが送られるようになります。パーセンテージを高く設定すると、

それだけページ上のエラーが多くなければ、認識できないキューにイメージが送られ
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ないようになります。 

 
ページエラーの検出機能を使用するに

は 
1 ［ページエラーの検出］チェックボ

ックスをマークします。 
2 上記の説明に従って、［ページエラ

ーのしきい値］(40%がデフォル

ト)の値を選択します。 

3 ［OK］ボタンをクリックします。 

調節後の値が次の読み取り操作に適用さ

れ、次に変更するまで有効なままになり

ます。 

 

7.14.h ビット濃度の縮小 

Remark Office OMR でカラーまたはグレイスケールのイメージを使用する場合は、

まず白黒に変換しなければ正しく認識できません。ソフトウェアは、どのピクセルが

黒でどのピクセルが白であるかを判別する必要があります。 

ヒント: ピクセルとは、デジタルイメージを構成する最小のコンポーネ
ントです。つまり、1 枚のイメージは多数のピクセルでできています。 

ネイティブで白黒のイメージを使用する場合、この変換は必要ありません。できるだ

け白黒のイメージを使用して処理の負荷を下げるようお勧めするのは、このためです。 

通常、ソフトウェアはこの変換を自動的に実行します。ただし、標準的な変換を行っ

た結果、生成されるイメージが明るすぎたり暗すぎたりする場合、ビット濃度の縮小

設定を使用して、変換処理を微調整できます。白黒変換には独立した設定があります。 

［黒ビット濃度変換のしきい値］の値は、ピクセルを黒に変換するしきい値を調節し

ます。デフォルト設定は 175 です。値を小さくするとイメージは明るくなります。数

値を大きくすると、イメージは暗くなります。たとえば、大きな数値を使用すると、

鉛筆のマークが濃くなり、薄く書かれたマークが認識しやすくなります。 

［白ビット濃度変換のしきい値］の値は、ピクセルを白に変換するしきい値を調節し

ます。デフォルト設定は 225 です。値を小さくするとイメージは明るくなります。数

値を大きくすると、イメージは暗くなります。たとえば、小さな数値を使用すると、

消した跡は処理する際に見えにくくなります。 

 
ビット濃度の縮小機能を使用するには 

1 ［黒ビット濃度変換のしきい値を有効化］チェックボックスをマークして、黒の

しきい値を調節します。 
2 上記の説明に従って、設定するしきい値を選択します(175 がデフォルト)の値を

選択します。フォームに適した値を得るまでに、何度か異なるしきい値で試して

みると良いでしょう。 
3 ［白ビット濃度変換のしきい値を有効化］チェックボックスをマークして、白の

しきい値を調節します。 
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4 上記の説明に従って、設定するしき

い値を選択します(225 がデフォル

ト)の値を選択します。フォームに

適した値を得るまでに、何度か異な

るしきい値で試してみると良いでし

ょう。 
5 ［OK］ボタンをクリックします。 

調節後の値が次の読み取り操作に適用さ

れ、次に変更するまで有効なままになり

ます。 

 

 

7.14.i から 7.14.k までの項はイメージの前処理です。［ツール|認識設定|デフォル

ト設定/テンプレート設定|イメージの前処理］からアクセスできます。 

 
 

7.14.i イメージの反転 
イメージの反転オプションは、前処理したイメージにのみ使用されます。［イメージ

の反転］オプションは、反転している(黒い背景に白い文字)イメージを補正します。

デフォルト設定は［No］です。この設定の調整は、画像が反転している場合にのみ必

要になります。 

 
反転イメージを使用するには 

1 イメージの反転機能を使用するには、［ツール|認識設定|イメージの前処理］で、

［イメージの反転］ドロップダウンリストを使用して［はい］を選択します。 
2 ［OK］ボタンをクリックします。 

調節後の設定が次の読み取り操作に適用され、次に変更するまで有効なままになりま

す。 

 

7.14.j 認識処理中のイメージの歪み補正 

認識処理中にイメージの歪みを補正するオプションは、前処理したイメージにのみ使



 

 171

用されます。曲がったイメージをまっすぐにするには、［認識中にイメージの歪みを

補正］オプションを使用します。デフォルトの設定はオフです。この設定の調整は、

画像が曲がっている場合にのみ必要になります。 
 

認識処理中のイメージの歪み補正機能を使用するには 

1 ［ツール|認識設定|イメージの前処理］で［認識中にイメージの歪みを補正］チ

ェックボックスをマークして、イメージの歪みを補正する機能をオンにします。 
2 ［OK］ボタンをクリックします。 

調節後の設定が次の読み取り操作に適用され、次に変更するまで有効なままになりま

す。 

 

7.14.k 認識処理中のイメージの斑点除去 
認識処理中にイメージの斑点を除去するオプションは、前処理したイメージにのみ使

用されます。イメージから斑点を除去するには、［認識中にイメージの斑点を除去］

オプションを使用します。斑点が生じる原因は主に、色つきの紙、フォーム上の影付

け、スキャナの明るさ設定が暗すぎること、スキャナが汚れていることです。デフォ

ルトの設定はオフです。この設定の調整は、イメージに斑点がある場合にのみ必要に

なります。 

 
認識処理中のイメージの斑点除去機能を使用するには 

1 ［ツール|認識設定|イメージの前処理］で［認識中にイメージの斑点を除去］チ

ェックボックスをマークして、イメージの斑点を除去する機能をオンにします。 
2 ［除去する斑点の最大サイズ］をピクセル単位で指定します。デフォルト設定は

2 です。斑点のサイズが大きい場合は、数値を大きくしてください。 
3 ［OK］ボタンをクリックします。 

調節後の設定が次の読み取り操作に適用され、次に変更するまで有効なままになりま

す。 

 

7.15 認識ツール 
フォームの認識エラーが発生した場合、Remark Office OMR のツールを使用すると、

そのエラーがなぜ起きたかを診断してトラブルシューティングできます。認識ツール

機能を使用すると、フォームテンプレートのフィールドのオフセットを表示できるた

め、処理中にフォームテンプレートを処理済みのイメージに合わせて設定し直し、も

う一度フォームを認識させることができます。また、修正したフォームテンプレート

を新しいフォームテンプレートファイルとして保存することもできます。この機能は、

たとえば、フォームをさまざまな送付元から受け取り、そのフォームがすべて、フォ

ームテンプレートの作成に使用したオリジナルからのオフセットであるような場合に

便利です。各バッチに対してフォームテンプレートを再設定するのではなく、Data 
Center でそのバッチ「に」設定を合わせることができます。コピー機でフォームをコ

ピーした場合にも、この機能が役に立ちます。フォームを全部使ってしまい、コピー

機でフォームをコピーしたとします。この場合、新しいバッチでは古いバッチに比べ

てオフセットが生じていることがよくあります。認識ツールを使用すると、フォーム
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テンプレートの設定を、処理しながら新しいバッチに合わせて設定し直すことができ

ます。 

認識ツール機能を使用するには、イメージビューアが必要です。イメージビューアが

表示されない場合は、［表示|イメージビューア］をクリックして表示させてください。

また、認識ツールを使用中にグラフビューアを非表示にすると、イメージビューアを

表示するスペースができるので良いでしょう。 

認識ツール機能は、イメージへのリンクが変更されていないデータでのみ使用できま

す。この機能は、スキャンしてイメージファイルから読み込んだばかりのデータと、

RMK または ROA 形式で保存したデータでのみ使用できます。データを異なる形式で

保存し、処理済みのイメージへのリンクが保存されていない場合、認識ツール機能は

データに対して何の効果もありません。 

ヒント: 認識ツールを使用する前に、認識設定に関する前述の項をもう
一度確認しておくと良いでしょう。認識設定と認識ツールを組み合わせ
ると、フォームで認識エラーが生じても、そのほとんどの場合に対応で
きます。 

認識ツールでは、3 種類の基本動作を行うことができ、そのすべてがイメージビュー

アで表示できます。 
1. アクティブな質問の範囲を選択: アクティブな質問をハイライトして、

Remark がイメージ上のどこでデータを探しているかを示すことができます。ア

クティブな質問は、濃い黄色で表示されます。 
2. すべてのフィールドの範囲を選択: イメージ上のすべてのフィールドをハイラ

イトして、Remark がイメージ上のどこでデータを探しているかを示すことがで

きます。これらのフィールドは、薄い黄色で表示されます。 
3. テンプレートフィールドの範囲を選択: フォームテンプレートを作成した時点

でのフォームテンプレートをすべてハイライトします。選択したイメージ上で、

定義されたフォームテンプレートフィールドと現在のフォームテンプレートフィ

ールドを表示させることで、オフセットがあっても簡単にわかります。フォーム

テンプレートフィールドは灰色で表示されます。 
フィールドを表示する際、フォームテンプレートイメージに対して、イメージに大幅

なオフセットが生じている場合、フィールドを移動し、変更を保存し(オプション)て
からデータを再度認識させることができます。オリジナルのフォームテンプレートフ

ィールドは移動できませんが、［すべてのフィールドの範囲を選択］を選択した時に

黄色で表示されるフィールドは移動できます。フィールドを移動して、該当するイメ

ージの正しい場所に移動した後は、3 種類の方法を用いてフォームを読み直すことが

できます。 
1. フィールドの再読み取り: ［フィールドの再読み取り］オプションは、選択し

たイメージのアクティブなフィールドのみを読み取ります。このオプションは、

特定のイメージの特定のフィールドにのみ問題が生じている場合に最適です。 
2. ページの再読み取り: ［ページの再読み取り］オプションは、アクティブなペ

ージのフィールドをすべて読み取ります。この場合、選択された選択オプション

とは無関係に、ページ全体が読み取られます。このオプションは、バッチの内部

でイメージ全体がシフトされた場合に最適です。 
3. バッチの再読み取り: ［バッチの再読み取り］オプションは、データグリッド

内のデータに対応するイメージをすべて読み取ります。この場合、選択された選

択オプションとは無関係に、バッチ全体が読み取られます。レコードの一部のみ

を選択して再読み取りをしたい場合は、グリッド行を選択してから［バッチの再
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読み取り］オプションを選択してください。このオプションは、何らかの理由で

フォームのバッチ全体にオフセットが生じている場合に最適です(たとえば、同じ

ようにコピーしたフォームのすべてで上下左右にシフトしている場合など)。 
フィールドの位置を変更する場合、オプションとして、フォームテンプレートを新し

いフォームテンプレートとして保存できます。この機能は、調節した位置を用いてフ

ォームのバッチ全体を再読み取りしたい場合に便利です。フォームの新しいバッチが、

別のプリンタで印刷されたか、または別のコピー機でコピーされたことがわかったと

します。調整したフォームテンプレートを保存して、そのまま新しいオフセットのフ

ォームに使い続けることも、変更したフォームテンプレートで現在のバッチを再読み

取りすることもできます。変更を保存せずにバッチを再読み取りする場合、変更は破

棄され、読み取り中に適用されません。 

注: 新しく保存したテンプレートでは、オリジナルのフォームテンプレ
ートイメージに、新しいフィールド位置が保存されています。そのため、
新しく変更したテンプレートをテンプレートエディタで開くと、フィー
ルドは正しく並んでいることも並んでいないこともあります。理想的に
は、テンプレートエディタでテンプレートを編集する場合には、イメー
ジをより適したイメージに置き換えると良いでしょう(6.4.7 項「イメー
ジのリセット」を参照してください)。 

 
認識ツールを使用するには 

1 データを処理するか、または RMK/ROA データファイルを開いた後、タスクペイ

ンの［データ］タブがアクティブでなければこのタブをクリックします。 
2 ［認識ツール］リンクを選択します。タスクペインの表示が変わり、使用可能な

選択肢が表示されます。イメージビューアが表示されない場合は、［表示|イメー

ジビューア］をクリックします。 
3 上記の説明に従って、［アクティブな質問の範囲を選択］、［すべてのフィール

ドの範囲を選択］、［テンプレートフィールドの範囲を選択］のうち何を表示さ

せるかを決めます。 
4 目的のフィールドが表示されたら、マウスでクリックして、イメージ上の置きた

い場所へドラッグして、フィールドの調整を行います。フィールドを再認識させ

るために移動させることができるのは、［すべてのフィールドの範囲を選択］オ

プションのみなので注意してください。 
5 新しいフォームテンプレートに変更を保存するには、タスクペイン内の［テンプ

レートの変更を保存］をクリックします。新しいファイルのテンプレート名と場

所を選択します。オリジナルのテンプレートファイルは、上書きしないことをお

勧めします。フォームテンプレートを保存しない場合、変更はすべて破棄されま

す。 

ヒント: 保存したデータファイルで作業して新しくフォームテンプレー
トを保存する場合、新しいフォームテンプレートと古いデータファイル
を同時に開くと、ファイルが一致しないというエラーが発生します。フ
ォームテンプレートファイルの構造を(Template Editor で)変更してい
ない場合は、［OK］をクリックしてそのままデータファイルを開いても
かまいません。Remark Office OMR がエラーを表示するのは、そのデ
ータが新しいフォームテンプレートで元々保存されたものではない、と
いう理由によります。 

6 イメージを再読み取りする場合は、前述した説明に応じて［フィールドの再読み

取り］、［ページの再読み取り］、［バッチの再読み取り］のいずれかを選択し



 

 174

ます。 
7 警告メッセージが表示され、操作を続けるか、グリッド内にあるデータを上書き

するかを選択します。操作を続ける場合は［はい］を、再読み取りの処理を中止

する場合は［いいえ］をクリックします。 

注: バッチの再読み取りを選択すると、予備的な警告が表示され、新し
いフォームテンプレートファイルに変更を保存するかどうか確認されま
す。［はい］をクリックすると、新しいフォームテンプレートが保存さ
れ、バッチの再読み取りが行われます。［いいえ］をクリックすると、
オリジナルのフォームテンプレート設定に戻ります(変更はすべて破棄さ
れます)。［キャンセル］をクリックすると、再読み取りのプロセスが中
止されます(認識設定を用いて行った変更はまだそのまま有効です)。再
読み取りのプロセスを継続する場合は、データの上書き警告に対して
［はい］または［いいえ］で応答します。 

8 再読み取りの処理が完了すると、処理が正しく完了したかどうかを示すメッセー

ジが表示されます。 
9 必要に応じて、そのまま操作を続けて調節を行うことができます。 
10 通常のタスクペインに戻るには、タスクペインの中にある［戻る］リンクか、ま

たはタスクペインのトップにあるまたは［データ］タブをクリックします。 
 

7.15.a 認識ツールを認識設定と組み合わせて使用する 

認識ツールを使用する際は、認識設定を使用すると全般的な認識精度を改善できます。

認識設定については、7.14 項で説明しています。タスクペイン内で［認識ツール］リ

ンクをクリックすると、タスクペインの認識設定の部分も下に表示されます。表示さ

れる設定は、アクティブなフォームテンプレートに固有のものです。認識設定に関す

るリンクのいずれかをクリックすると、調節ができます。その後、タスクペイン内の

認識ツール部で、再読み取りのオプションを選択できます。認識設定に何か変更を加

えた場合、その変更はアクティブテンプレートとともに保存されます。ただし、全般

的な認識設定は更新されません。 
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データの操作 

第 8 章 

8.1 概要 
この章では、データ操作の基本と Remark Office OMR Data Center 内でのテンプレー

トグリッドの使用方法について説明します。内容は次のとおりです。 

 テンプレートグリッドの理解(8.2 項) 

 テンプレートグリッドの編集(8.3 項) 

 グリッドカラムの並べ替え(8.4 項) 

 スペルチェッカー(8.5 項) 

 グリッドデータの保存(8.6 項) 

 グリッドデータの印刷(8.7 項) 

 データの E-ール送信（8.8 項） 

 送信ウィザード（8.9 項） 

 データを開く(8.10 項) 

 Data Center のログ（8.11 項） 

 

Remark Office OMR ソフトウェアで処理するフォームの各タイプに対して、フォーム

テンプレートファイルを 1 つ作成する必要があります。作成したフォームテンプレー

トには、それぞれ対応するテンプレートグリッドがあります。Remark Office OMR 
Data Center は、テンプレートグリッドを使用して、フォームから認識されるデータを

保存します。1 つのフォームは最大 150 ページで構成できます。1 つのフォームから読

み取るデータは単一のレコードと見なされ、1 行のグリッド行に表示されます。グリ

ッド内の各カラムは、フォームテンプレートで定義したとおりに、フォーム上の変数

または質問を表しています。 

 

8.2 データグリッドの理解 
Remark Office OMR テンプレートのグリッドウィンドウは、スプレッドシート形式の

インタフェースを使用して、認識したデータを表示します。フォームテンプレートを

開くと、各グリッドカラムは、フォームテンプレートで定義したとおりに、フォーム

上の項目または質問に対応しています。カラムヘッダーの上にマウスを重ねると、特

定の質問項目に関する情報が表示されます。 

グリッドには、データを格納するセルのタイプとして、テキストとリストの 2 種類が

あります。セルがどのタイプになるかは、使用するフィールドの種類に応じて決まり
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ます。バーコードフィールド、データベース参照や質的な回答コード情報を含まない

イメージフィールド、OCR フィールド、データタイプが Grid/Add/Binary の OMR フィ

ールドは、テキストセルを使用します。テキストセルは、情報を手動で入力するため

に使用します。その他の OMR フィールドと、質的な回答コードを使用するデータ入

力イメージフィールドは、リストセルを使用します。リストセルには、使用可能な回

答項目(ラベル)のドロップダウンリストがあります。これはフォームテンプレートで定

義した項目です。個別のセルを編集する方法については、この章で後述する 8.3.2 項

「セル内容の変更」を参照してください。  

個別フィールドに複数の質問が含まれる場合、デフォルトでは対応するカラムヘッダ

ーには質問の番号も含まれます。たとえば「Eval2」は、「Eval」というタイトルのフ

ィールドの 2 番目の項目に対応します。フォームテンプレートの OMR フィールドプ

ロパティに個別の質問名を入力した場合、これらの質問名が代わりに表示されます(質
問名についての詳細は、6.3.2.b 項「質問名」を参照してください)。 

 

8.3 データグリッドの編集 
テンプレートグリッドウィンドウは、スプレッドシートのようなものです。グリッド

との間で、選択範囲の切り取り、コピー、貼り付けができます。また、個々のグリッ

ドセルをクリックして内容を変更することもできます。ここでは、グリッド内部でデ

ータを操作する基本的な使い方について説明します。内容は次のとおりです。 

 選択 

 内容の変更 

 切り取り、コピー、貼り付け、削除 

 行のサイズ変更、挿入、削除 

 検索と置換 

 

8.3.1 グリッドの選択 
グリッド内で選択を行う方法について、次の表に簡単に示します。 

選択領域 方法 

単一セル 選択するセルの内部をクリックします。マウス、［Tab］または矢

印キーを使用すると、セルの間を移動できます。セルの内部をダブ

ルクリックすると、編集モードに入ります。 

複数のセル 選択対象の左上端をクリックし、マウスを右下端に向けてドラッグ

してボタンを離します。 

単一カラム 列のヘッダーをクリックします。 

複数カラム 列のヘッダーをクリックして選択範囲をドラッグします。または、

先頭列のヘッダーをクリックした後、［Shift］キーを押しながら末

尾列のヘッダーをクリックします。 

単一行 行のヘッダーをクリックします。 
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選択領域 方法 

複数行 行のヘッダーをクリックして選択範囲をドラッグします。または、

先頭行のヘッダーをクリックした後、［Shift］キーを押しながら末

尾行のヘッダーをクリックします。 

グリッド全体 [編集]メニューを選択して[すべて選択]をクリックするか、または左

上端のグリッドヘッダーセルをクリックします。 

 

8.3.2 セルの内容の変更 
テンプレートグリッドでは、特定のセルの内部をクリックすると、そのセルを編集で

きます。グリッドには、データを格納するセルのタイプとして、テキストとリストの

2 種類があります。セルがどのタイプになるかは、使用するフィールドの種類に応じ

て決まります。各セルは、フィールドタイプに応じてテキストボックスかリストボッ

クスに変わります。Grid、Binary、Add の OMR フィールド、バーコードフィールド、

OCR フィールド、データベース参照や質的な回答コーディング機能を使用していない

イメージフィールドは、テキストフィールドと見なされます。これらのフィールドタ

イプには、ドロップダウンボックスはありません。その他のタイプの OMR フィール

ドと、質的な回答コードを使用しているイメージフィールドはリストフィールドと見

なされ、フォームテンプレート(リスト)で定義したとおりに、ドロップダウンリストか

ら回答を選択できます。 

 

テキストセルの内容を変更するには 

1 セルの境界線の内側をクリックしてセルを選択します。 

2 セル内に必要なセルの内容を入力して［Enter］キーを押します。 

 
リストセルの内容を変更するには 

1 セルの境界線の内側をクリックしてセルを選択します。 

2 セルのリストボックスの下向き矢印をクリックします。  

3 正しい回答をクリックします。 

注:選択した回答の隣にアスタリスクが表示されます。 

4 複数の回答が選択できる場合は、手順の 2 と 3 を繰り返して複数の回答を選択し

ます。 

セルを編集すると、それまで例外ケースのカラー(BLANK の回答に対する黄色など)が
表示されていても、そのカラーは消えます。  

 

8.3.3 切り取り、コピー、貼り付け、削除 
Remark Office OMR テンプレートグリッドは、通常の Windows クリップボード機能

(切り取り、コピー、貼り付け)をサポートします。また、［拡張貼り付け］コマンドも

サポートされています。これにより、1 つのセルの内容をコピーし、それを複数のセ

ルに貼り付けることができます。 
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ヒント:ここでは、グリッドセルを選択するためのグリッド選択方法を理
解されていることを前提としています。この点については、8.3.1 項「グ
リッドの選択」を参照してください。 

 
グリッドからデータを切り取るには 

1 切り取る領域を選択します。[編集]メニューを選択して[切り取り]をクリックする

か、  をクリックするか、または［Ctrl+X］キーを押します。 

選択されたデータはグリッドから切り取られ、Windows のクリップボードに入ります。 

 
グリッドデータをコピーするには 

1 コピーする領域を選択します。  

2 [編集]メニューを選択して[コピー]をクリックするか、  をクリックするか、ま

たは［Ctrl+C］キーを押します。 

選択されたデータは Windows のクリップボードにコピーされます。 

 

クリップボードのデータをグリッドに貼り付けるには 

1 データを貼り付ける領域を選択します。  

2 [編集]メニューを選択して[貼り付け]をクリックするか、  をクリックするか、

または［Ctrl+V］キーを押します。 

Windows のクリップボードから、選択したグリッドセルにデータが貼り付けられます。 

注:グリッド内で選択する領域は、クリップボードにコピーしたデータの
量と同じでなくてもかまいません。 

 

拡張貼り付け機能を使用するには 

1 コピーしたいデータを含むセルを選択します。  

2 ［ファイル］メニューを選択して[コピー]をクリックするか、または  をクリ

ックします。 

3 データを貼り付けるセルを選択します。 

4 [編集]メニューを選択し、次に［拡張貼り付け］をクリックします。 

Windows のクリップボードから、選択したグリッドセルにデータが貼り付けられます。 

 

グリッドデータを削除するには 

1 削除する領域を選択します。  

2 [編集]メニューを選択して［削除］をクリックするか、セルを右クリックして［削
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除］をクリックするか、ツールバーの  ボタンをクリックするか、または

［Delete］キーを押します。行ヘッダーまたは行内のセルをクリックしてから、

右クリックして［行の削除］を選択するか、または[編集]メニューを選択して［行

の削除］をクリックすると、グリッド行全体を選択できます。 

8.3.4 行のサイズ変更、挿入、削除 
各テンプレートグリッドに含まれる行数を変更するには、グリッドの末尾に行を追加

するか、行をグリッド内に挿入するか、またはグリッドから行を削除します。フォー

ム処理中、グリッドはデータを格納するために必要なサイズに拡張されます。手動で

グリッドに行を追加する必要はありません。 

ヒント:ここでは、グリッドセルを選択するためのグリッド選択方法を理
解されていることを前提としています。この点については、8.3.1 項「グ
リッドの選択」を参照してください。 

 

グリッドに行を挿入するには 

1 グリッドセルをクリックして、必要な挿入ポイントを選択します。  

2 [編集]メニューを選択して［行の挿入］をクリックするか、または  を
クリックします。あるいは、キーボードの［Shift+Insert］キーを押すか、セル内

を右クリックして［行の挿入］を選択します。現在選択している位置の上に行が

挿入されます。 

注:複数の行を選択してから挿入するとその数の行数が選択位置の上に挿
入されます(たとえば、2 行選択した場合は、選択した行の上に 2 行挿入
されます)。 

 

グリッドから行を削除するには 

1 削除する行を選択します。  

2 [編集]メニューを選択して［行の削除］をクリックするか、  をクリッ

クします。あるいは、キーボードの［Shift+Delete］キーを押すか、マウスを右ク

リックして［行の削除］を選択します。 

ヒント:複数のグリッド行を選択すると、複数の行が削除されます。行の
選択には行ヘッダーを使用します。 

 

8.3.5 列と行の固定 
データグリッド内で特定の列と行を固定し、固定した列と行はスクロールしても表示

させておくことができます。たとえば、成績評価試験で、学生名の列を固定しておけ

ば、スクロールしても学生の名前がわかります。列と行は、最大 10 個まで固定でき

ます。 
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列と行を固定するには 

1 データセットを開いた状態で、［表示］メニューを選択します。 
2 行を固定するには、［行を固定］を選択します。次に、固定したい行数を選択し

ます。 
3 カラムを固定するには、［列を固定］を選択します。次に、固定したい列数を選

択します。 

選択した行/列は固定され、オレンジのラインで表示されます。通常の表示に戻すには、

［表示］メニューを選択し、［行の固定解除］または［列の固定解除］を選択します。 

 

8.3.6 検索・置換機能の使用 
Remark Office OMR Data Center には、テキストの検索と置換を行う機能があります。

大文字と小文字を含めた文字、単語全体、または単語の一部を検索できます。 

デフォルトでは、検索・置換機能を実行する場合、Data Center はデータグリッド全

体を検索します。ただし、検索・置換機能を実行する前に特定のフィールドを選択し

ておいた場合は、そのフィールドのみが検索されます。(8.3.1 項「グリッドの選択」

を参照してください)。 

 

テキストを検索するには  

1 [編集]メニューを選択して［検索］をクリックするか、または  をクリックし

ます。 

2 テキストを検索するには、検索するテキストを［検索する文字列］というタイト

ルのボックスに入力します。   

3 検索を制御するその他のオプションを選択します。 

検索オプション 結果 

大文字と小文字の

区別 
このチェックボックスをマークすると、検索時に大文字と小文

字を区別します。 

部分一致を含める このチェックボックスをマークすると、テキストの一部が検索

されます(セルの内容全体が［検索する文字列］ボックスに入力

したテキストに一致していなくてもかまいません)。 

指定した値以上の 

値の検索 

数値データを検索する場合、このチェックボックスをマークす

ると、［検索する文字列］ボックスに入力した値と同じかそれ

以上の数値が検索されます。 

選択範囲の検索 このチェックボックスをマークすると、選択したセルのみが検

索されます。 

 

4 ［次を検索］ボタンをクリックします。 

Remark Office OMR が一致する項目を発見すると、グリッドはスクロールしてその一

致するセルを表示させます。 
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5 必要に応じてグリッドを変更しま

す。 

6 ［次を検索］をクリックして検索

を続けます。 

7 データの検索が完了したら、［閉

じる］ボタンをクリックします。 

 

テキストの検索と置換を行うには  

1 [編集]メニューを選択して［置換］をクリックするか、または  をクリッ

クします。 

2 検索するテキストを［検索する文字列］というタイトルのボックスに入力します。  

3 検索を制御するその他のオプションを選択します。 

 

検索オプション 結果 

大文字と小文字の

区別 
このチェックボックスをマークすると、検索時に大文字と小文

字を区別します。 

部分一致を含める このチェックボックスをマークすると、テキストの一部が検索

されます(セルの内容全体が［検索する文字列］ボックスに入力

したテキストに一致していなくてもかまいません)。 

指定した値以上の 

値の検索 

数値データを検索する場合、このチェックボックスをマークす

ると、［検索する文字列］ボックスに入力した値と同じかそれ

以上の数値が検索されます。 

選択範囲の検索 このチェックボックスをマークすると、選択したセルのみが検

索されます。 

 

4 検索した発見した項目を別の値に

置き換えるには、［置換後の文字

列］というタイトルのボックスに

その別の値を入力します。 

5 適切なボタンをクリックして、次

の検索コマンドのいずれかを選択

します。 

検索コマンド 結果 

次を検索 検索基準に一致する次の項目を検索します。 

置換 検索基準に一致する次の項目を検索し、自動的に置換します。 

すべて置換 検索基準に一致する項目をすべて検索して自動的に置換します。 

 

6 データの検索が完了したら、［閉じる］ボタンをクリックします。 
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8.4 グリッドカラムの並べ替え 
テンプレートグリッド内のカラムは、特定フィールド内の値を用いて並べ替えること

ができます。データは、昇順にも降順にもできます。たとえば、ID 番号順や回答者の

名前順にデータを並べ替えることができます。データを並べ替える方法には、カラム

ヘッダーを右クリックする方法と、メニューを使用する方法の 2 通りがあります。 

 

マウスを右クリックしてデータを並べ替えるには 

1 データを並べ替えるキーにするカラムのヘッダーを選択します(カラム全体をハイ

ライトさせます)。(8.3.1 項「グリッドの選択」を参照してください)。  

2 カラムヘッダーを右クリックし、［並べ変え］をクリックし、次に［昇順］また

は［降順］のどちらかをクリックします。  

選択内容に応じて、データセット全体が並べ替えられます。 

 

メニューを使用してデータを並べ替えるには 

1 [編集]メニューを選択して［並べ変え］をクリックするか、または  を
クリックします。  

2 ［並べ替えキー1］ボックスで、ドロップダウンリストを使用して、並べ替えのキ

ーにするフィールドを選択します。 

3 データを降順に並べ替える場合は

［降順］チェックボックスをマーク

します。データを昇順に並べ替える

場合は、このチェックボックスをマ

ークしないでください。 

4 複数の検索基準を用いてデータを並べ替える場合は、［並べ替えキー2］および

［並べ替えキー3］ボックスで適切なフィールドを選択します。    

5 フィールドの選択が終了したら［並べ変え］ボタンをクリックします。 

選択内容に応じて、データセット全体が並べ替えられます。 

 

8.5 スペルチェッカー 
Remark Office OMR にはスペルチェッカーがあります。これはデータ入力イメージフ

ィールド、バーコードフィールド、OCR フィールド、OMR フィールドでスペリング

の間違いをチェックします。スペルチェッカーは、Remark Office OMR 基本設定で指

定した辞書を使用します。辞書を選択するには、［ツール|基本設定］を選択するか 

 をクリックします。 
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スペルチェッカーを使用するには 

1 ［ツール ］メニューを選択して［スペルチ

ェックの実行］をクリックするか、または 

 をクリックします。 

2 ［スペルチェッカー］ウィンドウで必要な

オプションを選択します。 

 

オプション 説明 

データ入力フィールドの検索 このチェックボックスをマークすると、データ入力

タイプに設定したイメージフィールドでスペルチェ

ックが実行されます。 

バーコードフィールドの検索 このチェックボックスをマークすると、バーコード

フィールドでスペルチェックが実行されます。 

OCR フィールドの検索 このチェックボックスをマークすると、OCR フィ

ールドでスペルチェックが実行されます。 

OMR フィールドの検索 このチェックボックスをマークすると、OMR フィ

ールドでスペルチェックが実行されます。 

数字を含む単語を無視 このチェックボックスをマークすると、数値テキス

トのスペルチェックがすべて行われなくなります。

先頭が大文字の単語を無視 このチェックボックスをマークすると、先頭が大文

字である単語のスペルチェックが行われなくなりま

す。 

大文字と小文字が混在した単

語を無視 
このチェックボックスをマークすると、大文字と小

文字が混在する単語のスペルチェックが行われなく

なります。 

 

3 ［開始］ボタンをクリックして検索を開始します。検索基準に一致する項目を発

見すると、スペルチェッカーはフラグを設定した単語を表示し、修正候補があれ

ばそれを示します。修正する場合は、候補

の中から選択するか、またはフラグを設定

された単語を編集して、［Change］また

は［Change All］を選択します。［Add］
を選択してその単語を辞書に追加すると、

フラグは設定されないようになります。

［Ignore］または［Ignore All］を選択す

ると、単語は変更されません。［ Ignore 
All］を選択すると、今回の検索中に同じ

単語を発見してもフラグは設定されなくな

ります。［Cancel］を選択するとスペルチェッカーは終了します。 

4 スペルチェッカーは、グリッドの検索を完了すると、完了を通知するプロンプト

を表示します。［OK］ボタンをクリックして、［スペルチェック］のメインウィ
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ンドウに戻ります。 

5 ［完了］ボタンをクリックすると［スペルチェック］プロセスが完了します。 

 

8.6 データの保存 
テンプレートグリッド内のデータは、何十種類もの形式で保存できます。Remark ファ

イル形式は、保存したデータを Remark Office OMR ソフトウェア内で処理するために

最適な形式に設計されています。  

ヒント:Remark Office OMR でデータを処理する場合は、Remark ファイ
ル形式(RMK)を使用してください。データとそれに対応するイメージの
間のリンクや例外カラーを保存する形式は、この RMK のみです。その
他の形式には、データを収集してクリーニングを行った後でエクスポー
トしてください。 

データを保存する際には、［保存］または［名前を付けて保存］が使用できます。

［保存］オプションは、データセットを最初に保存する場合、または現在のデータセ

ットを上書きする場合に選択します。［名前を付けて保存］オプションを使用すると、

現在のデータセットを新しいパラメータ(新しいファイル名、別のディレクトリ、別の

ファイルタイプなど)で保存できます。  

別のファイル保存形式、その拡張子と説明を以下の表に示します。 

ファイル形式 拡張子 説明 

Remark RMK Remark Office OMR 形式。グリッドの例外カラーと

イメージリンクを保存します。 

Remark Office 
Archive 

ROA Remark Office OMR Archive (アーカイブ)形式。テ

ンプレート、データ、格納したイメージファイルを

1 つのファイルに連結します。グリッド例外カラー

とイメージリンクを保存します。既存のファイルに

対しては上書きのみ可能です(末尾に追加することは

できません)。 

SQL Server 2000-
2005 

MDF Microsoft SQL Server 形式 

Oracle 7.4 以降 *.* Oracle 形式 

Access 2007-
2010 

ACCDB Microsoft Access 2007、2010 形式(Access 2007、
2010 データベースエンジンがインストールされて

いる場合にのみ使用可能) 

Access 2000-
2003 

MDB Microsoft Access 2000-2003 形式 

Access 95-97 MDB Microsoft Access 95-97 形式  

Access 2.0 MDB Microsoft Access 2.0 形式 

Access 1.0 MDB Microsoft Access 1.0 形式  
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ファイル形式 拡張子 説明 

Excel 2007-2010 XLSX Microsoft Excel 2007、2010 形式 (Access 2007、
2010 データベースエンジンがインストールされて

いる場合にのみ使用可能) 

Excel 97-2003 XLS Microsoft Excel 97-2003 形式 

Excel 95 XLS Microsoft Excel 95 形式  

Excel 4.0 XLS Microsoft Excel 4.0 形式 

Excel 3.0 XLS Microsoft Excel 3.0 形式  

Questionmark QSF Perception Questionmark 形式(保存のみ) 

SPSS SAV SPSS 形式 

Survey Pro SRV Survey Pro 標準形式(Apian Software) 

Survey Pro STL STL Survey Pro STL 形式(Apian Software) 

ASCII [コンマ] ASC コンマで区切った ASCII 形式 

ASCII [タブ] ASC タブで区切った ASCII 形式 

スプレッドシート

[コンマ] 
TXT コンマで区切り、数値以外のデータを引用符で囲ん

だ ASCII 形式 

スプレッドシート

[タブ] 
TXT タブで区切り、数値以外のデータを引用符で囲んだ

ASCII 形式 

Survey System DAT Survey System 形式(Creative Research Systems) 

dBase 5 DBF dBase 5 形式 

dBase IV DBF dBase IV 形式 

dBase III DBF dBase III 形式 

Paradox 5.X DB Paradox 5.X 形式。既存のファイルに対しては上書

きのみ可能です (末尾に追加することはできませ

ん)。 

Paradox 4.X DB Paradox 4.X 形式。既存のファイルに対しては上書

きのみ可能です (末尾に追加することはできませ

ん)。 

Paradox 3.X DB Paradox 3.X 形式。既存のファイルに対しては上書

きのみ可能です (末尾に追加することはできませ

ん)。 

Lotus WK3 WK3 Lotus Works 3 形式。既存のファイルに対しては上

書きのみ可能です(末尾に追加することはできませ

ん)。 

Lotus WK1 WK1 Lotus Works 1 形式 

Lotus 1-2-3 WKS Lotus 1-2-3 形式 
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ファイル形式 拡張子 説明 

LXR Test MRG LXR Test 形式 

Report RPT 固定 ASCII 形式。セルのテキストは指定したレコー

ド長に合わせて補填されるか切り詰められます。 

Data Interchange 
Format 

DIF ファイルヘッダーとデータセクションを使用する標

準形式 

CCI Assessment DAT CCI Assessment 形式。既存のファイルに対しては

上書きのみ可能です(末尾に追加することはできませ

ん)。 

XML XML Extensible Markup Language (拡張可能マークアッ

プ言語)形式 

HTML HTM Hypertext Markup Language (ハイパーテキストマー

クアップ言語)  

ODBC *.* Open Database Connectivity (オープンデータベース

コネクティビティ)  

Custom  ASC, 
TXT 

カスタム形式のテキスト 

データベース更新 XLS, 
XLSX, 
MDB, 
ACCDB 

既存のデータベースを新しいデータで更新します(欠
損していたデータの追加、既存の情報の上書きな

ど)。 

ODBC データベー

ス更新 
*.* 既存の ODBC データベースを新しいデータで更新し

ます(欠損していたデータの追加、既存の情報の上書

きなど)。 

 

データを保存するには 

データを他のデータ形式で保存する前に、Remark (RMK)形式でデータをコピーして、

例外カラーや格納したイメージへのリンクを保存されることをお勧めします。プロジ

ェクトをいったん完了すると、RMK ファイルを削除/アーカイブ化するか、またはファ

イルをすべて Remark Office Archive (ROA)形式で保存してもかまいません。 

特定の形式(Access、Excel など)にエクスポートする場合は、データがその形式特有の

要件を満たしていることを確認してください。 

1 データセットを最初に保存する場合、またはデータを上書きする場合は［ファイ

ル］メニューを選択して［保存］をクリックするか、または  をクリックし

ます。データを別のパラメータで保存する場合は［名前を付けて保存］をクリッ

クします。 

注:［保存］のツールバーボタンをクリックすると、現在のデータセット
が上書きされます。 

データを最初に保存する場合と［名前を付けて保存］を使用する場合は、［保存］ウ
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ィンドウが開き、ファイル名、ファイルタイプ、ファイルを保存するディレクトリと、

［詳細］保存オプションが選択できるようになります。 

2 ［参照］ドロップダウンボックスを使用して、保存先のディレクトリを選択しま

す。 

3 ［ファイル名］というタイトルのボックス

にファイル名を入力します。 

4 ［タイプを指定して保存］というタイトル

のボックスで出力ファイル形式を選択しま

す。 

5 内部テーブル名をサポートするデータベー

ス形式で保存する場合は、［テーブル名］

というタイトルのボックスにテーブル名を

入力します。 

注:テーブル名の制限は、各データベースの形式に応じて異なります。テ
ーブル名の制限については、データベースのマニュアルを参照してくだ
さい。データベースに保存する際に、小さすぎて保存するデータが入ら
ないフィールドがある場合、Remark Office OMR はデータベースのカラ
ムサイズを変更して、保存するデータを格納できるようにします。 

6 エクスポートする際、［ヘッダーの保存］または［イメージ名の保存］チェック

ボックス(両方でも可)を選択すると、それぞれカラムヘッダーとイメージ名を特定

形式で保存できます。［ヘッダーの保存］および［イメージ名の保存］チェック

ボックスは、選択できる場合にのみ表示されます。 

7 ［OK］ボタンをクリックしてファイルを保存します。 

 

8.6.1 高度な保存オプション 
データベースやその他の形式でデータを保存する際には、高度なパラメータ設定を行

うことができます。高度なオプション用のウィンドウに、個々の質問とフィールドに

関する情報が表示されます。ここで、データベースに保存するフィールドに関してオ

プションを選択できます。この機能は、特定の要件のあるデータベース形式に保存す

る場合に便利です。高度なパラメータを使用すると、フォームテンプレートの設定を

一時的に無効にすることができます。 

注:高度な保存設定のウィンドウでパラメータを設定しても、フォームテ
ンプレートは変更されません。 

高度なオプションには、次のような機能があります。 

オプション 説明 

含める このチェックボックスをマークすると、データファイルにフィール

ド(質問)が含まれるようになります。処理した各フォームの格納済

みイメージへのパスを含めることもできる点に注意してください。

［含める］リストの最後の項目は、ページにリストされたフォーム

イメージ(たとえば「Page 1」のイメージ)です。 
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オプション 説明 

名前 このカラムは、エクスポートしたデータファイルで使用する新しい

フィールド名を入力するために、必要に応じて使用します。このウ

ィンドウでフィールド名を変更しても、フォームテンプレートのフ

ィールド名には影響しません。 

データタイプ このカラムは、この質問に対するデータタイプを変更するために使

用します。 

サイズ このカラムは、この質問に対するデータのフィールドサイズを指定

するために使用します。使用しているデータよりも小さなサイズを

指定しないでください。 

 

高度な保存オプションを使用するには 

1 ［ファイル］メニューを選択して［名前を付けて保存］をクリックします。  

［保存］ウィンドウが開き、ファイル名、ファ

イルタイプ、ファイルを保存するディレクトリ

と、高度な保存オプションが選択できるように

なります。 

2 ［参照］ドロップダウンボックスを使用し

て、保存先のディレクトリを選択します。  

3 ［ファイル名］というタイトルのボックス

にファイル名を入力します。 

4 ［タイプを指定して保存］というタイトルのボックスで出力ファイル形式を選択

します。 

5 内部テーブル名をサポートするデータベース形式で保存する場合は、［テーブル

名］というタイトルのボックスにテーブル名を入力します。 

6 ［詳細］ボタンをクリックします。 

7 (オプション) このデータセットに対して以前に定義ファイルを保存していた場合

は、［読み込む］ボタンをクリックして、設定を含む適切な INI ファイルを指定し

ます。それ以外の場合は、手順 8 に進んで新しいデータファイルを構築します。 

8 ［含める］、［名前］、[データタイプ］、

［サイズ］のいずれかのカラムで必要な変

更を行います。 

注:［詳細］オプションでは、フ
ォームイメージのパス名をファイ
ルに保存できます。［名前］リス
トの下端までスクロールしてフォ
ームイメージをマークしてくださ
い。 

9 必要に応じて［保存］ボタンをクリックして、設定ファイル(.ini ファイル)に設定

を保存します。後から同じフォームテンプレートを用いて保存操作を行う場合に、

この設定ファイルを使用できます。この機能を使用すると、今後データセットを
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保存する場合に時間を節約できます。 

10 ［OK］ボタンをクリックして変更を保存します。 

11 ［保存］ウィンドウで［OK］ボタンをクリックしてデータを保存します。 

 

8.6.2 Remark Office Archive 形式 
Remark Office Archive 形式は、フォームテンプレート、データファイル、格納済みの

イメージを 1 つの圧縮ファイルに保存します。項目をすべて 1 つにまとめているので、

データを移動しやすくなります。たとえば、ソフトウェアのコピーを複数所有して使

用している場合は、この機能が便利です。あるシステムで 1 人がフォームをスキャン

して、そのデータを Remark Office Archive 形式で保存します。その後、別のユーザが

その Remark Office Archive ファイルをオープンすると、フォームテンプレート、デー

タファイル、格納済みイメージがすべて揃っているので、例外確認機能を使用してデ

ータをクリーニングすることができます。これにより、作業負荷を分担しやすくなり

ます。 

注意!Remark Office OMR を複数のコンピュータにインストールする場合
は、Remark ライセンス契約を事前によくお読みください。ライセンス
はコンピュータ単位です。つまり、ソフトウェアのコピー1 部は 1 台の
コンピュータにのみインストールできます。 

 
Remark Office Archive 形式でデータを保存するには 

1 ［ファイル］メニューを選択して［名前を付けて保存］をクリックします。 ［保

存］ウィンドウが開き、ファイル名、ファイルタイプ、ファイルを保存するディ

レクトリが選択できるようになります。 

2 ［参照］ドロップダウンボックスを使用して、保存先のディレクトリを選択しま

す。 

3 ［ファイル名］というタイトルのボックスにファイル名を入力します。  

4 ［タイプを指定して保存］というタイトル

のボックスで［Remark Office Archive 
(*.ROA)］形式を選択します。 

5 必要に応じて［アーカイブ後に元のイメー

ジを削除］のチェックボックスをマークし、

ファイルのスキャン中に格納されたオリジ

ナルのイメージを削除します。これらのイ

メージは、後からアクセスする必要が生じ

た場合のために、アーカイブとして保存さ

れます。 

6 ［OK］ボタンをクリックしてファイルを保

存します。 

 

保存した Remark Office Archive ファイルを開くには 

1 Data Center で、［ファイル］メニューを選択して［フォームテンプレートを開
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く］を選択します。  

2 ［ファイルタイプ］を［Supported Files］または［Remark Office Archive 
Files］に設定します。 

3 オープンする ROA ファイルをハイライトして、［OK］ボタンをクリックします。 

4 ［フォルダを参照］ウィンドウが表示されます。このウィンドウを使用して、こ

のフォームテンプレートに関連付けられたファイル(フォームテンプレート、デー

タ、格納済みイメージ)を展開する場所を選択します。これらのファイルは、フォ

ームテンプレート名に基づく名前のフォルダに入れることをお勧めします。ファ

イルを探しやすくなります。  

5 フォルダを選択して［OK］ボタンをクリックします。 

指定した場所にファイルが自動的に展開されます。テンプレートとデータは、テンプ

レートグリッド内に正しくロードされます。関連するイメージファイルが利用できる

ようになるので、セルをクリックして対応するイメージを表示させたり、例外確認機

能でデータをクリーニングしたりすることができます。 

 

8.6.3 カスタム形式 
［カスタム］形式を使用すると、カスタマイズしたテキストファイルを作成できます。

この形式は、独自の要件を備えたデータベースにデータをエクスポートする場合に便

利です。またこの形式は、データ行を複数行に分割する場合にも使用できます。たと

えば、各生徒がそれぞれ 1 つのデータレコードに対応している出席表を処理する場合

に、［カスタム］形式を使用するとデータを複数のレコードに分割できます。 

注:既存のカスタムデータファイルに保存する場合、フィールドはフィー
ルド名に一致していません。データファイル内の位置に一致しています。
新しいレコードを追加する前に、保存するデータが、既存のカスタムウ
ィザードのデータファイルに一致していることを確認してください。 

 

[カスタムウィザード]内の画面およびオプションと、それぞれのオプションに対応す

る説明を、次の表に要約します。 

画面 オプション 説明 

ステップ 1: 

設定ファイル 

設定ファイル ［参照］ボタンを使用して、以前にカ

スタムウィザードを用いて作成し、保

存していた設定ファイルを指定します

(オプション)。 

ステップ 2: 

ファイルタイプ

と 

開始行 

ファイルタイプ ［区切り付き］：フィールドは、コン

マやタブなどで区切られます。 

［固定幅］：フィールドは固定の文字

幅に揃えられます。 
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画面 オプション 説明 

 複数回答可能な質問の

オートフォーマット 
［複数回答可能な質問のオートフォー

マット］チェックボックスをマークす

ると、複数回答を許可する質問に対し

て、フォーマットが自動的に設定され

ます(たとえば(1,5,12)が 1 5 12 になり

ます)。 

 エクスポート開始行 エクスポートしたデータファイルの最

初のレコードとして使用する行の番号

を入力します。ここから先のすべての

行が、データファイルに入ります。フ

ィールド名を最初のレコードにする場

合は「0」を入力します。 

注:ステップ 3 は、ステップ 2 で選択した内容が［固定幅］か［区切り付き］かに応

じて異なります。各タイプに対応する項目を次に記載します。 

ステップ 3: 

列の区切りとテ

キスト引用符 
(［区切り付き］

の場合のみ) 

列の区切り データファイルのカラムを区切る文字

を、［カンマ］、［タブ］、［セミコ

ロン］、［スペース］、［その他］の

中から選択します。  

 テキスト限定子 定性的テキストに使用する文字を選択

します。テキスト回答はその文字の間

にはさまれます。選択肢には［な

し］、［“］、［‘］があります。 

ステップ 3: 

フィールド幅と

補填 

(［固定幅］の場

合のみ) 

フィールドサイズ フィールドに使用できる最大文字数。  

 開始位置 フィールドが何文字目で開始されるか

という位置。たとえば、フィールドサ

イズが 25 文字であれば、最初のフィー

ルドは 1 文字目から開始され、2 番目の

フィールドは 26 文字目(25 文字後)から

開始されます。 

 パディング フィールドのパディング（補填）文

字。通常は空白文字です。 

 パディングオン フィールド内のテキストの左右どちら

にパディングするかを選択します。  
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画面 オプション 説明 

ステップ 4: 

レコードの 

区切り 

レコードデリミタ レコードを区切る文字を、［Carriage 
Return/Line Feed ］ (CR/LF) 、

［ Carriage Return ］ (CR) 、 ［ Line 
Feed］(LF)、［その他］の中から選択

します。 

ステップ 5: 

フィールドの除

外と改レコード 

除外 リストしたフィールドをデータファイ

ルから除外する場合は［除外］チェッ

クボックスをマークします。 

 この後に改行 このフィールドの後、データファイル

に新しいレコードを開始する場合は

［この後に改行］チェックボックスを

マークします。  

 各レコード データファイル内のすべてのレコード

を含める場合(各レコードに対してフィ

ールドを繰り返す場合など)は、［各レ

コード］チェックボックスをマークし

ます。 

 
カスタム形式を使用するには 

1 ［ファイル］メニューを選択して［名前を付けて保存］をクリックします。  

［保存］ウィンドウが開き、ファイル名、ファイルタイプ、ファイルを保存するディ

レクトリと、高度な保存オプションが選択できるようになります。 

2 ［参照］ドロップダウンボックスを使用して、保存先のディレクトリを選択しま

す。 

3 ［ファイル名］というタイトルのボックスにファイル名を入力します。 

4 ［タイプを指定して保存］というタイトルのボックスで［カスタム  (*.ASC, 
*.TXT)］形式を選択します。 

5 ［OK］ボタンをクリックします。 

6 以前に[カスタムウィザード]形式を使用してお

り、このデータセットに適用する設定ファイ

ルを保存していた場合は、［参照］ボタンを

クリックして設定ファイルを指定できます。

それ以外の場合は［次へ>>］ボタンをクリッ

クして設定ファイルを新しく作成します。 

7 データセットのカスタマイズに使用するオプ

ションを選択します。各オプションについて

は、前述の表に記載しています。［次へ>>］
ボタンを使用して次の画面に移動します。 

8 終了したら［終了］ボタンをクリックします。 
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9 ［テキスト エクスポート設定の保存］ウィンドウが表示された時に、［はい］ボ

タンをクリックすると設定はファイルに保存され、後でデータを保存する時に使

用できるようになります。この設定ファイルを保存しない場合は［いいえ］ボタ

ンをクリックします。設定ファイルを保存しない場合、［いいえ］ボタンをクリ

ックするとデータファイルが保存されます。設定ファイルを保存する場合は、次

の手順に進みます。 

10 設定ファイルを保存する場合は、設定ファイルを保存する場所を［テキストエク

スポート設定に名前を付けて保存］ボックスで選択します。 

 ［ファイル名］というタイトルのボックスにファイル名を入力します。 

 ［タイプを指定して保存］ボックスの設定は［Text Export Configuration 
Files (*.tec)］のままにします。 

 ［保存］ボタンをクリックしてファイルを保存し、データファイルを作成しま

す。 

 

8.6.4 データベース更新形式 
データベース更新形式を使用すると、Remark Office OMR のデータグリッドに基づい

て、既存のデータベースを更新できます(Access または Excel)。データは、フィール

ド名とマッピング処理によって既存のデータベースとマッチングされます。この形式

に保存する際には、Remark Office OMR データのフィールドを、既存データベースの

フィールドにマッピングします。また、レコードの ID にする質問を選択します。デー

タベース内にデータが存在する場合は、Remark Office OMR の内容に合わせて更新さ

れます。たとえば、コース評価を行っており、フォーム上では学生 ID 番号が要求され

ているとします。この場合、学生 ID をレコード ID として使用し、Database Update
形式を用いて外部データベースを更新できます。保存処理中に、Remark Office OMR
はデータベース内で学生 ID を検索し、次にその学生に関連付けられたデータフィール

ドを更新します。学生 ID が見つからない場合は、外部データベースにレコードを追加

するという選択ができます。 

 
データベース更新形式を使用するには 

1 ［ファイル］メニューを選択して［名前を付けて保存］をクリックします。  

［保存］ウィンドウが開き、ファイル名、ファイルタイプ、ファイルを保存するディ

レクトリと、高度な保存オプションが選択できるようになります。 

2 ［参照］ドロップダウンボックスを使用して、保存先のディレクトリを選択しま

す。 

3 更新するファイルを選択します。［ファイル名］ボックスにそのファイル名が入

ります。 

4 ［タイプを指定して保存］というタイトルのボックスで［データベース更新

(*.ACCDB, *.MDB, *. XLSX, *.XLS)］形式を選択します。 

5 ［OK］ボタンをクリックします。ウィザードが起動され、次の手順をガイドしま

す。 

6 以前にデータベース更新形式を使用しており、このデータセットに適用する設定
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ファイルを保存していた場合は、［読み込む］ボタンをクリックして設定ファイ

ルを指定できます。それ以外の場合は、手順 8 に進みます。 

注:データを保存した後、設定をファイルに保存するためのプロンプトが
表示されます。 

7 ［更新オプション］エリアで、データセット内の各行に含まれるレコード数を選

択します(たとえば、複数回答者の回答が同じ

フォームにある場合、データ行に複数のレコ

ードが含まれることになります)。データセッ

ト内の各レコードが回答者 1 名ずつの提出内

容に対応している場合は、値として「1」を使

用します。 

8 ID が見つからない場合にデータベース内に新

しいレコードを作成する場合は、［更新オプ

ション］エリアで［不明なレコード識別名の

データベースレコードを追加］チェックボッ

クスをマークします。 

9 ［フィールドの割り当て］エリアで、Remark Office OMR のフィールドを外部デ

ータベースのフィールドにマッピングします。データベースフィールドは最初の

列にリストされ、Remark Office OMR フィールド(質問)は 2 番目の列［グリッド

列］にリストされます。［グリッド列］セクションで下向き矢印を使用して、適

切なフィールドを選択し、対応するデータベースフィールドにマッピングします。 

注:Remark Office OMR は、フィールド/フィールド名に基づいて、自動
的にフィールドをマッピングしようとします。最初にフィールドマッピ
ングを確認し、必要に応じて変更してください。  

10 フィールド名の隣にあるチェックボックスを適切にマークして、ID として使用す

るフィールドを選択します。ID フィールドは、Remark Office OMR のデータを外

部データベースと照合するために使用します。一致が見つかると、データはデー

タベースに追加されず、メッセージが表示されます。ID として使用するフィール

ドは複数選択できます。その場合、すべての ID フィールドのデータは、外部デー

タベース内で更新されるレコードと一致していなければなりません。 

11 ［OK］ボタンをクリックしてデータを保存します。  

12 選択したファイルの更新中に何らかの問題が発生した場合は、詳細な説明を示す

メッセージが表示されます。データベースが正しく更新されると、何件のレコー

ドが更新されたかを示し、設定ファイルを保存して後で使用できるようにするか

どうかを確認するメッセージが表示されます。このファイルを保存する場合は

［はい］ボタンをクリックします。［保存］ウィンドウが表示されるので、ここ

にファイル名を入力し、.ini ファイルの位置を指定します。 
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注:ODBC の Database Update 形式の他に ODBC 接続を使用してデータ
ベースに保存することもできます。 

 

8.6.5 全てのデータを保存 
全てのデータを保存する機能を使用すると、複数のデータセットを開いて連結ファイ

ルに保存することができます。この機能は、データを集団レベルと個人レベルの両方

で保存して分析する必要がある場合に便利です。個別のファイルを保持することで、

個人データセットのレポートを簡単に作成できます。また、個人データファイルを 1
つに連結しておくことで、個別にデータを開かなくても、データを分析したい時にい

つでも全員のデータでレポートを作成できます。 

 
全てのデータを保存する機能を使用するには 

1 ［ファイル］メニューを選択して［全てのデータを保存］をクリックします。 

［保存可能なデータセット］ウィンドウが表示され、保存操作に含めたいオープンフ

ァイルを選択できるようになります。 

2 保存操作に含めたいデータセットのチェックボックスをすべてマークします。

［すべて選択］を選択すると、リスト内のデータセットをすべて選択できます。

データセットを保存操作に含めるには、そのデータセットがアクティブなフォー

ムテンプレートに対応していなければならない点に注意してください。 
3 必要に応じて、上または下向きの矢印ボタンを使用してデータセットを移動しま

す。［保存可能なデータセット］ウィンドウ内では、ファイルは保存される順番

で表示されています。 
4 保存操作より前に、開かれていたデータセットのいずれかが変更され、その変更

が保存されていない場合は、警告が表示されます。これは、保存を行うと連結し

たデータセットがすべて閉じられるという警告です。操作を継続する場合は［は

い］、操作を取り消して前に戻り、個別のファイルを先に保存する場合は［いい

え］を選択します。 

注: オリジナルのデータファイルを変更し、その変更を保存したい場合
は、全データの保存機能を使用する前に個別のファイルを保存してくだ
さい。警告を無視すると、個別データセットへの変更は保存されません。 

5 ［OK］ボタンをクリックします。 
6 ［検索］ドロップダウンボックスを使用して、保存先のディレクトリを選択しま

す。 
7 ［ファイル名］というボックスにファイル名を入力します。 
8 ［タイプを指定して保存］というボックスで使用するファイル形式を選択します。 
9 ［OK］ボタンをクリックしてファイルを保存します。 

選択したデータセットはすべて、指定したファイルに保存され、データグリッドが閉

じられます。連結したデータセットが開きます。 

 

8.6.6 データビルダーの保存 
［データビルダーを保存］オプションを使用すると、ファイル、フォルダ、テーブル
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名を動的に構築することで、データ保存の処理を微調整できます。データビルダーオ

プションを使用すると、データセットの情報を直接使用して、データファイル、保存

フォルダ、ファイル内のテーブルの名前を指定できます。この機能は、スキャンと再

パッケージを行ったイメージファイルを命名するための、読み取りウィザードの名前

ビルダーのようなものです(詳細は 7.3 項を参照してください)。 

 
データビルダーの保存機能を使用するには 

1 ［ファイル］メニューを選択して［データビルダーを保存］をクリックします。 

［データビルダーを保存］ウィンドウが開き、ファイル名、ファイルタイプ、ファイ

ルを保存するフォルダと、テーブル名の保存オプションを選択できるようになります。

はじめにファイルタイプとデータの場所を選択します。 

2 ［保存するファイル名と形式］で［参照］ボタンをクリックして、データに使用

するファイル名と形式を選択します。 
3 ［検索］ドロップダウンボックスを使用して、保存先のフォルダを選択します。 
4 ［ファイル名］というボックスにファイル名を入力します。データベース形式を

選択する場合は、［テーブル名］も入力します。 
5 ［タイプを指定して保存］というボックスでファイル形式を選択します。 
6 ［OK］ボタンをクリックします。 
7 次に、ウィンドウの［ファイル名］に移動します。前の画面で設定した名前が、

ファイル名としてリストされています。ボックス内に入力すると、ファイル名を

変更できます。ドロップダウンリストを使用して、処理されたデータのフィール

ドを、ファイルのベース名に追加することもできます。ドロップダウンリストか

らフィールドを選択して、［追加］ボタンをクリックします。たとえば、学生の

テストフォームを処理する場合、フォームから取得した学生名のフィールドを追

加して、データファイル名に各学生の名前が含まれるようにすることができます

(学生名が変わるたびに、新しいデータファイルが作成されます)。 
8 ［フォルダ名］の所では、処理されたデータのフィールドを、データファイルを

含むフォルダ構造に追加するよう設定できます。ドロップダウンリストからフィ

ールドを選択して、［追加］ボタンをクリックします。同じ例で説明を続けます。

学生のテストフォームを処理する場合、フォームから取得した教員名または ID フ

ィールドを追加して、フォルダ名に教員の ID が含まれるように設定できます。デ

ータセット内にある各学生のデータは、教員名または ID 番号に基づく別々のフォ

ルダに保存されます。 
9 テーブル名が必要なデータベース形式を使用している場合は、ウィンドウの［テ

ーブル名］の所へ移動します。手順 4 で最初に設定した時点でテーブル名として

選択した名前が［テーブル名］に表示されます。ボックス内に入力すると、名前

を変更できます。ドロップダウンリストを使用して、処理されたデータのフィー

ルドを、ファイルのベース名に追加することもできます。ドロップダウンリスト

からフィールドを選択して、［追加］ボタンをクリックします。同じ例で説明を

続けます。学生のテストフォームを処理する場合、フォームから取得した学生名

を追加して、データファイルのテーブル名に学生の名前が含まれるように設定で

きます。 
10 ［OK］ボタンをクリックしてデータを保存します。 

指定に基づいてデータファイルが保存されます。データセットのデータに基づいて
ファイルまたはフォルダ名を指定した場合、別のフォルダとファイルが表示される
場合があります。フォルダの場合、データセットの個別のエントリに対して、それ
ぞれ別々のフォルダがあります。各フォルダの中に、適切なデータファイルがあり
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ます。データファイルの場合、データファイル名の先頭はセットアップ処理の際に
選択したフィールドデータになります。 

 

8.7 データの印刷 
Remark Office OMR Data Center を使用すると、Windows がサポートするどのプリン

タでもデータを印刷できます。 

 

データを印刷するには 

1 ［ファイル］メニューを選択して［印刷］をクリックするか、または  をク

リックして［印刷オプション］ウィンドウを表示させます。 

2 ［プロパティ］ボタンをクリックして、プリンタを選択して設定します。設定し

ない場合、デフォルトのプリンタが使用されます。 

3 ［印刷表示］セクションで、印刷したい項目(［列ヘッダー］、［行ヘッダー］、

［グリッド線］、［罫線］)に対応するチェ

ックボックスをマークします。 

4 ［マージン］セクションで、印刷マージンを

インチ単位で選択します。デフォルト設定は、

上下のマージンが 1 インチ（2.54cn）、左右

のマージンが½インチです。 

5 オプションとして、［ヘッダー］および［フ

ッター］エリアで、ページのヘッダーおよび

フッターとして表示するテキストを入力しま

す。 

6 ［印刷範囲］エリアで、印刷するページを

［アクティブなシート］(現在選択されているフォームテンプレート)と［すべての

シート］(開いているフォームテンプレートすべて)のうちから選択します。 

7 ［カラー印刷］エリアで、［カラー］または［白黒］を選択します(カラー設定は、

カラー印刷対応のプリンタが選択されている場合にのみ選択できます)。  

8 ［印刷］ボタンをクリックしてグリッドを印刷します。 

 

8.8 データの E メール送信 

8.8.1 E メールの概要とセットアップ 
Remark Office OMR Data Center から、E メールを用いてデータファイルをネイテ

ィブ形式または ZIP 形式で送信できます。E メールの送信には、Microsoft Outlook 
2007/2010 か、または独自の SMTP サーバを使用できます。ここでは、両方の方法

について説明します。 

注: データを E メールで送信する際に、データのローカルコピーは保存
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されません。データファイルを保存する必要がある場合は、E メール操
作とは別に、その手順をかならず行ってください。データの保存につい
ては 8.6 項で説明しています。 

 

SMTP サーバ: 

独自の SMTP サーバを使用する場合、Remark Office OMR とは別に有効な SMTP サ

ーバを設定しておく必要があります。SMTP とは、Simple Mail Transfer Protocol 
(シンプルなメール転送プロトコル)の略で、ネットワークを通じて E メールを転送す

るインターネット標準です。多くの場合、SMTP サーバはすでに設定されています。

サーバに関する全般的な情報を探してください。SMTP サーバについての情報は、ネ

ットワーク/E メール管理者に問い合わせる必要があるでしょう。管理者に適切な設定

を依頼する際には、次の表をガイドとして使用してください。 

 

オプション 説明 

SMTP サーバ メールサーバの名前、アドレスまたは IP アドレス。 

SMTP ポート SMTP ポートは通常 25 ですが、E メールサーバによって異なる場合が

あります。 

セ キ ュ ア

(SSL) 接 続 を

有効にする 

必要に応じて、［セキュア(SSL)接続を有効にする］チェックボック

スをマークしてセキュア接続を使用します。SSL はデータを暗号化し

て送信します。この機能を使用するには、SSL を使用できるよう

SMTP サーバを設定しておく必要があります。 

現在ログイン

中のユーザの

デフォルト証

明書を使用す

る 

SMTP サーバで認証が必要な場合、証明書を入力するか、またはコン

ピュータにログイン中のユーザの証明書を使用します。ユーザの(たと

えば、Remark Office OMR から E メールを送信する時にログインし

た人の)証明書を使用する場合は、［現在ログイン中のユーザのデフォ

ルト証明書を使用する］チェックボックスをマークします。使用しな

い場合は、次の手順に進んで特定の証明書を入力してください。 

ユーザ名とパ

スワード 
認証が必要で、かつ現在ログイン中のユーザの証明書を使用しない場

合は、ネットワーク/E メール管理者から指定されたユーザ名とパスワ

ードを使用します。 

スロットルレ

ート 
スロットルレートは、E メールを送信する際の遅延を加算します。デ

フォルト設定は 500ms で、500 ms に 1 通の E メールが送信されて

いることを表します(つまり 1 秒に 2 通の E メールが送られているとも

言えます)。E メールのスロットルは、大量の E メールが送られた場合

に SMTP サーバの過負荷を防ぎます。一度に数百通の E メールを送る

予定がなければ、設定はデフォルトの 500 で良いでしょう。 

 

Microsoft Outlook: 

Microsoft Outlook 2007 または 2010 を使用する場合、外部でソフトウェアに対し

て Outlook を使用するという設定は必要ありません。 
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Remark Office OMR で Microsoft Outlook または独自の SMTP サーバを選択するには 

1 Remark Office OMR Data Center で、［ツール］メニューを選択してから

［基本設定］をクリックします。 
2 左側のタスクペインで［E メール］リンクをクリックします。 
3 独自の SMTP サーバを使用する場合は、［E メールクライアント］の所で［デフ

ォルト］を選択します。Microsoft Outlook 2007 または 2010 を使用する場合は、

［Outlook］を選択します。Outlook を使用している場合は、単に［OK］をク

リックします。デフォルトの E メールクライアントを使用している場合は、次の

手順に進みます。 
4 デフォルトのクライアントを選択した場合は、［SMTP サーバ］ボタンをクリッ

クします。 
5 上記の表に示したように、設定を入力します。内容は、ネットワーク/E メール管

理者に問い合わせてください。 
6 ［OK］ボタンをクリックします。 

 

8.8.2 E メールを用いたデータファイルの送信 
［ツール|基本設定］(前項を参照)で E メールの基本設定を行うと、E メールでデータ

ファイルを送信できるようになります。 

 
Microsoft Outlook を使用してデータファイルを E メールで送信するには 

1 フォームを処理してデータを保存するか、またはデータファイルを開いた後に、

［ファイル］メニューを選択して［E メール］をクリックします。注: ツールバー

オプションまたはタスクペインオプションを選択して E メールを送信する場合、

ファイルは常に Zip 形式になります。 
2 送信する E メールメッセージにネイティブファイルを添付するには、［データを

添付ファイルにする］を選択します。ネイティブのデータファイルをまず Zip 形

式にしてから E メールに添付して送信する場合は、［データを ZIP 添付ファイル

にする］を選択します。 

注: 発信元または送信先の会社(団体)で、E メールで送付できるファイル
の種類に制限を設けている場合があります。このファイルが規制されて
いる場合、Zip 形式にしなければ、E メールが送り先に届かないおそれ
があります。選択したファイル形式が規制対象かどうかはっきりしない
場合は、ZIP オプションを使用してください。送り先には、ファイルを
展開して表示するための Zip プログラムが必要です。 

［E メールデータ］ウィンドウが表示されます。 

3 ファイル名を選択し、［タイプを指定して保存］でファイル形式を選択し、デー

タベース形式を使用する場合はテーブルまたはシート名を選択します。ファイル

は自動的に E メールメッセージに添付されるので、場所を指定する必要はありま

せん。 
4 ［OK］ボタンをクリックします。 

Outlook は、自動的に新しい E メールメッセージを作成し、ファイルを添付します。

ここで宛先と本文を入力して、ファイルを送信できます。Zip 形式を選択した場合

は、.zip という拡張子が表示されるので注意してください。 
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SMTP サーバを使用してデータファイルを E メールで送信するには 

1 フォームを処理してデータを保存するか、またはデータファイルを開いた後に、

［ファイル］メニューを選択して［E メール］をクリックします。注: ツールバー

オプションまたはタスクペインオプションを選択して E メールを送信する場合、

ファイルは常に Zip 形式になります。 
2 送信する E メールメッセージにネイティブファイルを添付するには、［データを

添付ファイルにする］を選択します。ネイティブのデータファイルをまず Zip 形

式にしてから E メールに添付して送信する場合は、［データを ZIP 添付ファイル

にする］を選択します。 

注: 発信元または送信先の会社(団体)で、E メールで送付できるファイル
の種類に制限を設けている場合があります。このファイルが規制されて
いる場合、Zip 形式にしなければ、E メールが送り先に届かないおそれ
があります。選択したファイル形式が規制対象かどうかはっきりしない
場合は、ZIP オプションを使用してください。送り先には、ファイルを
展開して表示するための Zip プログラムが必要です。 

［E メールデータ］ウィンドウが表示されます。 

3 ファイル名を選択し、［タイプを指定して保存］でファイル形式を選択し、デー

タベース形式を使用する場合はテーブルまたはシート名を選択します。ファイル

は自動的に E メールメッセージに添付されるので、場所を指定する必要はありま

せん。 
4 ［OK］ボタンをクリックします。 
5 E メールのメッセージウィンドウが表示されます。 
6 ［宛先］ボックスに受信者の E メールアドレスを入力します。複数の宛先に送る

場合は、セミコロン(;)で区切ります。 
7 ［差出人］ボックスに返信先として使用する E メールアドレスを入力します。 
8 デフォルトの件名(ファイル名)をそのまま使用するか、または［件名］ボックスに

新しく件名を入力します。 
9 リッチテキストボックスに、受信者に宛てたメッセージの本文を入力します。ツ

ールバーを使用して、メッセージの書式を自由に設定できます。 
10 8.8.1 項で述べたように Remark Office OMR で SMTP 設定をすでに行っている

場合は、［SMTP 設定］タブをクリックする必要はありません。SMTP 設定をま

だ入力していない場合や、設定を変更する必要がある場合は、［SMTP 設定］タ

ブをクリックして SMTP サーバ情報を入力してください。内容は、ネットワーク

/E メール管理者に問い合わせてください。 
11 メッセージを送信できる状態になったら［送信］をクリックします。 

E メールメッセージが自動的に送信されます。配信に問題が生じた場合、E メールメ

ッセージの［差出人］ボックスで指定したアドレスに自動的にメッセージが送られま

す(これは、SMTP サーバがメッセージ送信の失敗をどう処理するかという設定に応じ

て異なる場合があります)。 

 

8.9 送信ウィザード 
Remark Office OMR の送信ウィザードを使用すると、FTP (ファイル転送プロトコ

ル)または E メールでファイルを送信できます。Remark Office OMR で E メールオプ

ションを使用する場合と比べて、送信ウィザードにはより高度なツールがあるので、
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プロファイルを作成してデータやレポートを自動的に別々の送付先に送ることができ

ます。送信ウィザードの設定は、Remark Office OMR の機能を自動化する際に、自

動化ウィザードから設定できます。送信ウィザードの設定ファイルを作成しておくと、

ディレクトリの中でファイルを探す時刻を決め、そのファイルを FTP サイトに送った

り E メールで送付するように設定できます。たとえば、自動化ウィザードをセットア

ップして「フォームテンプレートを開き、フォームをスキャンし、データをファイル

に保存し、データの採点を行い、次に送信ウィザードを起動して、その成績を FTP サ

ーバに転送するか、または E メールでレポートを送信する」という一連の動作を実行

させることができます。送信ウィザードで E メールを使用する場合、Remark Office 
OMR とは別に有効な SMTP (シンプルなメール転送プロトコル)サーバを設定してお

く必要があります。SMTP サーバの設定をネットワーク/E メール管理者に問い合わせ

て、その設定を Remark ソフトウェアに入力しなければならない場合があります。送

信ウィザードのプロファイルを設定すると、ファイルを FTP でも E メールでも送れる

ようになります。本書の目的に応じて、ここでは手順を一段階ずつ説明しますが、両

方の操作を同時に行うこともできるという点に注意してください。 

ヒント: Remark Office OMR の基本機能を自動化する自動化ウィザー
ドについてよくご存じない方は、Remark Office OMR 8 自動化ウィザ
ードユーザズガイド .pdf ファイルを参照してください。これは、
Windows の［スタート］メニューから参照できます(［スタート|すべて
のプログラム|Remark Office OMR 8|Documentation］)。 

 
送信ウィザードを用いて FTP 経由でファイルを送信するには 

1 ［ツール］メニューを選択して［送信ウィザード］をクリックします。 
2 送信ウィザードの設定ファイルを保存している場合は、［読み込む］ボタンをク

リックして設定を取得します。保存していない場合は、手順 3 に進んで送信ウィ

ザードの設定ファイルを新しく作成します。 
3 ［ファイル名のパターンマッチング］で［参照］ボタンを使用して、送信するフ

ァイルを探すコンピュータまたはネットワーク上の位置を選択します。 
4 ［カスタムフィルタ］で、送信するファイルの拡張子を選択します。たとえば、

Excel 2010 ファイルを FTP サイトに送信する場合は「.xlsx」と入力します。指

定したディレクトリにあるファイルをすべて送信に含める場合は「*.*」と入力し

ます。 
5 最初の［追加］ボタンをクリックして、選択したファイルを設定ウィンドウに移

します。 
6 (オプション)Remark Office OMR で生成していないファイルを追加する場合、ま

たは特定のファイルのみを送信したい場合は、［ファイルリスト］ウィンドウの

隣にある［追加］ボタンをクリックします。 
7 (オプション)［開く］ウィンドウで、送信に含めるファイルを選択します。 
8 送信に含めるファイルがすべて［ファイルリスト］ウィンドウに表示されたら、

［次へ］ボタンをクリックします。 
9 ［送信タイプ］で［FTP］を選択して、FTP サイトへのファイル送信を指定しま

す。 
10 (オプション)まずファイルを圧縮したい場合は、［ファイルを Zip 形式で圧縮］

チェックボックスをマークします。. 
11 (オプション)圧縮を使用する場合、ファイルを 1 つずつ Zip ファイルに圧縮する

か(［各ファイルを別々に Zip 圧縮］)、または全ファイルを 1 つの Zip ファイル

にまとめるか(［すべてを 1 ファイルに Zip 圧縮］)を選択できます。 
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12 (オプション) Zip ファイルを 1 つにまとめる場合は、［Zip ファイル名］ボック

スにファイル名を入力します。(注: ファイルを個別に圧縮する場合、元のファイ

ル名に基づいて Zip ファイル名が自動的に設定されます。) 
13 (オプション)Zip ファイルの内容を暗号化してパスワードで保護したい場合は、

［Zip アーカイブを暗号化してパスワードで保護］チェックボックスをマークし

ます。 
14 (オプション) Zip ファイルを開くために必要なパスワードを、［Zip パスワー

ド］ボックスに入力します。 
15 (オプション)送信ウィザードでファイルを送信した後、ローカルに保存したオリジ

ナルのファイルを削除したい場合は、［送信成功後にローカルファイルを削除］

チェックボックスをマークします。ファイルの送信で問題が生じた場合、オリジ

ナルのファイルは削除されません。 
16 ［次へ］ボタンをクリックして操作を続けます。 
17 FTP サーバの設定ウィンドウで、Remark Office OMR に対して FTP サーバを設

定します。送信ウィザードをすでに実行して FTP サイトをセットアップしたこと

があれば、［FTP サイト］ドロップダウンリストからサイトを選択できます。サ

イトが何もリストされていない場合は、次の手順に従ってセットアップしてくだ

さい。FTP サーバのセットアップでは次のオプションが使用できます。 
 

［基本］タブ: 

オプション 説明 

サーバドレス FTP サーバのインターネットアドレス。サーバの DNS 名を

入 力 す る 場 合 は (ftp://myftpsite.com な ど ) 、 先 頭に

「ftp://」をつける必要があります。IP アドレスを入力する

場合(ftp://12.34.56.78 など)、先頭の「ftp://」は省略で

きます(12.34.56.78 だけでも構いません)。 

ターゲットディレクト

リ 
オプションとして、FTP サーバのターゲットディレクトリを

指定できます。サーバに転送されたファイルは、このターゲ

ットディレクトリに保存されます。 

注: 入力したディレクトリパスがサーバ上の有効なパスかど

うかの確認は行われません。サーバへの接続を確認するに

は、［FTP – 基本］画面の［接続テスト］を使用します。 

ユーザ名 FTP サーバで FTP ログインする際に必要なユーザ名。この情

報は、FTP サーバの責任者から取得する必要があります。 

パスワード FTP サーバで FTP ログインする際に必要なパスワード。この

情報は、FTP サーバの責任者から取得する必要があります。 

転送タイプ Binary(バイナリ)または ASCII(テキスト)を選択します。

ガイドラインとして、ASCII はプレーンなテキストファイル

のみに使用し、それ以外はすべて Binary になります。デフ

ォルト値は Binary です。 

ファイルが存在する場

合の動作 
アップロードしたファイルが FTP サーバ上にすでに存在する

場合の動作を選択します。既存のファイルを上書きするか、

ファイルのアップロードを行わないかを選択できます。 
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［高度］タブ: 

オプション 説明 

アップロードするファ

イルのサイズ制限 
FTP サービスでアップロードするファイルのサイズを制限す

るかどうか選択できます。送信元のディレクトリ(［基本］タ

ブで指定)にあるファイルで、この値を超えるサイズのものは

FTP サーバにアップロードできません。 

ファイルロックのタイ

ムアウト 
ファイルが送信元のディレクトリ(［基本］タブで指定)へコ

ピー(または移動)される場合、どのオペレーティングシステ

ムでも実際のコピー(移動)には時間がかかります。ファイル

がひじょうに大きい場合、この時間は数秒、あるいは数分に

なることもあります。この動作が行われている間、ファイル

を FTP でアップロードすることはできません。これは、ファ

イルのコピー(または移動)動作が完了するまでは、ファイル

は(このフォルダ内で)「未完成」であるためです。FTP サー

ビスは、ファイルをアップロードする前に、独占的に使用す

る権限を得ようとします(「ロック」使用)。このため、ソフ

トウェアは、コピー(または移動)動作が完了してファイルが

完成し、アップロードが可能になったことを検出します。 

ファイルロックのタイムアウト設定は、FTP サービスがファ

イルをロックしてから、「アップロード失敗」を記録して送

信を断念するまでの時間を制御します。 

 
18 上記の表の説明に従って FTP サーバの詳細を入力します。 
19 ［接続テスト］ボタンを使用して、入力した情報を用いて FTP サーバに接続でき

ることを確認します。 
20 (オプション) FTP サーバ情報を保存したい場合は［保存］ボタンをクリックしま

す。設定を保存する名前として、FTP サーバ名が自動的に使用されます。 
21 ［完了］ボタンをクリックしてウィザードを完了します。オプションとして、

［完了］ボタンの矢印をクリックして［保存］を選択すると、実行せずに設定の

保存のみが行われます。［実行］をクリックすると、設定ファイルを保存せずに

実行します(テストの場合などに使用します)。［保存して実行］をクリックする

と、設定の保存と実行が 1 回のクリックで行われます。 
22 ［完了］をクリックすると、送信ウィザードの設定ファイルを保存するためのプ

ロンプトが表示されます。ファイルを保存して、後で再利用したり自動化ウィザ

ードから呼び出せるようにすることをお勧めします。ファイルはコンピュータま

たはネットワーク上のどこにでも保存でき、ファイル拡張子 XML が付けられます。 
23 送信ウィザードの設定ファイルを保存するには、［はい］ボタンをクリックして

場所を選択し、ファイル名を指定します。ファイルを保存した場所を覚えておき、

後から探して利用できるようにしておいてください。 
24 送信ウィザードの設定ファイルを保存したくない場合は［いいえ］ボタンをクリ

ックします。設定が実行されます。 

ウィザードが閉じられると、動作が有効になります。Remark Office OMR は、FTP
サイトへの送信ファイルに対して設定されたディレクトリ内を確認します。何か問題

があれば通知されます。問題がなければリクエストされた動作が実行され、通知が表

示されて操作が正常に完了したことを示します。 
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送信ウィザードを用いて E メール経由でファイルを送信するには 

1 ［ツール］メニューを選択して［送信ウィザード］をクリックします。 
2 ［ファイル名のパターンマッチング］で、送信するファイルを探すコンピュータ

またはネットワーク上の位置を選択します。 
3 ［カスタムフィルタ］で、送信するファイルの拡張子を選択します。たとえば、

Excel 2010 ファイルを FTP サイトに送信する場合は「.xlsx」と入力します。指

定したディレクトリにあるファイルをすべて送信に含める場合は「*.*」と入力し

ます。 
4 最初の［追加］ボタンをクリックして、選択したファイルを設定ウィンドウに移

します。 
5 (オプション)Remark Office OMR で生成していないファイルを追加する場合、ま

たは特定のファイルのみを送信したい場合は、［ファイルリスト］ウィンドウの

隣にある［追加］ボタンをクリックします。 
6 (オプション)［開く］ウィンドウで、送信に含めるファイルを選択します。 
7 送信に含めるファイルがすべて［ファイルリスト］ウィンドウに表示されたら、

［次へ］ボタンをクリックします。 
8 ［送信タイプ］で［E メール］を選択して、E メールでのファイル送信を指定しま

す。 
9 (オプション)まずファイルを圧縮したい場合は、［ファイルを Zip 形式で圧縮］

チェックボックスをマークします。. 

注: 発信元または送信先の会社(団体)で、E メールで送付できるファイル
の種類に制限を設けている場合があります。このファイルが規制されて
いる場合、Zip 形式にしなければ、E メールが送り先に届かないおそれ
があります。選択したファイル形式が規制対象かどうかはっきりしない
場合は、ZIP オプションを使用してください。送り先には、ファイルを
展開して表示するための Zip プログラムが必要です。 

10 (オプション)圧縮を使用する場合、ファイルを 1 つずつ Zip ファイルに圧縮する

か(［各ファイルを別々に Zip 圧縮］)、または全ファイルを 1 つの Zip ファイル

にまとめるか(［すべてを 1 ファイルに Zip 圧縮］)を選択できます。 
11 (オプション) Zip ファイルを 1 つにまとめる場合は、［Zip ファイル名］ボック

スにファイル名を入力します。(注: ファイルを個別に圧縮する場合、元のファイ

ル名に基づいて Zip ファイル名が自動的に設定されます。) 
12 (オプション)Zip ファイルの内容を暗号化してパスワードで保護したい場合は、

［Zip アーカイブを暗号化してパスワードで保護］チェックボックスをマークし

ます。 
13 (オプション) Zip ファイルを開くために必要なパスワードを、［Zip パスワー

ド］ボックスに入力します。 
14 (オプション)送信ウィザードでファイルを送信した後、ローカルに保存したオリジ

ナルのファイルを削除したい場合は、［送信成功後にローカルファイルを削除］

チェックボックスをマークします。ファイルの送信で問題が生じた場合、オリジ

ナルのファイルは削除されません。 

E メールのメッセージウィンドウで、E メールの書式を指定します。 

15 ［宛先］ボックスに宛先のアドレスを入力します。複数の宛先に送る場合は、セ

ミコロン(;)で区切ります。 
16 ［差出人］ボックスに差出人の E メールアドレスを入力します。 
17 件名を［件名］ボックスに入力します。 
18 本文を記入します。ツールバーボタンを使用して、メッセージの書式を自由に設
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定できます。 
19 ［SMTP 設定］タブを選択して、SMTP サーバに関する情報を入力します。

Remark Office OMR とは別に、有効な SMTP サーバをセットアップしておく必

要があります。SMTP とは、Simple Mail Transfer Protocol (シンプルなメール

転送プロトコル)の略で、ネットワークを通じて E メールを転送するインターネッ

ト標準です。多くの場合、SMTP サーバはすでに設定されています。サーバに関

する全般的な情報を探してください。SMTP サーバについての情報は、ネットワ

ーク/E メール管理者に問い合わせる必要があるでしょう。管理者に適切な設定を

依頼する際には、次の表をガイドとして使用してください。 
 

オプション 説明 

SMTP サーバ メールサーバの名前、アドレスまたは IP アドレス。 

SMTP ポート SMTP ポートは通常 25 ですが、E メールサーバによって異なる場合が

あります。 

セ キ ュ ア

(SSL)接続を

有効にする 

必要に応じて、［セキュア(SSL)接続を有効にする］チェックボックス

をマークしてセキュア接続を使用します。SSL はデータを暗号化して送

信します。この機能を使用するには、SSL を使用できるよう SMTP サー

バを設定しておく必要があります。 

現在ログイン

中のユーザの

デフォルト証

明書を使用す

る 

SMTP サーバで認証が必要な場合、証明書を入力するか、またはコンピ

ュータにログイン中のユーザの証明書を使用します。ユーザの(たとえ

ば、Remark Office OMR から E メールを送信する時にログインした人

の)証明書を使用する場合は、［現在ログイン中のユーザのデフォルト

証明書を使用する］チェックボックスをマークします。使用しない場合

は、次の手順に進んで特定の証明書を入力してください。 

ユーザ名とパ

スワード 
認証が必要で、かつ現在ログイン中のユーザの証明書を使用しない場合

は、ネットワーク/E メール管理者から指定されたユーザ名とパスワード

を使用します。 

スロットルレ

ート 
スロットルレートは、E メールを送信する際の遅延を加算します。デフ

ォルト設定は 500ms で、500 ms に 1 通の E メールが送信されている

ことを表します(つまり 1 秒に 2 通の E メールが送られているとも言え

ます)。E メールのスロットルは、大量の E メールが送られた場合に

SMTP サーバの過負荷を防ぎます。一度に数百通の E メールを送る予定

がなければ、設定はデフォルトの 500 で良いでしょう。 

 
20 上記の表に示したように、設定を入力します。 
21 ［完了］ボタンをクリックしてウィザードを完了します。オプションとして、

［完了］ボタンの矢印をクリックして［保存］を選択すると、実行せずに設定の

保存のみが行われます。［実行］をクリックすると、設定ファイルを保存せずに

実行します(テストの場合などに使用します)。［保存して実行］をクリックすると、

設定の保存と実行が 1 回のクリックで行われます。 
22 ［完了］をクリックすると、送信ウィザードの設定ファイルを保存するためのプ

ロンプトが表示されます。ファイルを保存して、後で再利用したり自動化ウィザ

ードから呼び出せるようにすることをお勧めします。ファイルはコンピュータま

たはネットワーク上のどこにでも保存でき、ファイル拡張子 XML が付けられます。 
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23 送信ウィザードの設定ファイルを保存するには、［はい］ボタンをクリックして

場所を選択し、ファイル名を指定します。ファイルを保存した場所を覚えておき、

後から探して利用できるようにしておいてください。 
24 送信ウィザードの設定ファイルを保存したくない場合は［いいえ］ボタンをクリ

ックします。ウィザードが閉じられると、動作が有効になります。 

Remark Office OMR は、宛先に対して設定されたディレクトリ内を確認します。何

か問題があれば通知されます。問題がなければ、指定した操作が行われます。 

 

8.10 データを開く 
Remark Office OMR は、数十種類のファイルフォーマットで保存したデータを開くこ

とができます。Gravic, Inc.社は、Remark Office OMR ソフトウェア内でのデータ格納

処理を最適に行えるように Remark ファイル形式を設計しています。ソフトウェアは、

Remark Office OMR のフォームテンプレートを使用して収集したデータを処理するた

めに設計されています。したがって、最初にフォームテンプレートを開き、次に対応

するデータファイルを開く必要があります。データファイルを開くと、そのファイル

を別の形式や場所に保存したり、Remark Quick Stats を使用して分析したりすること

ができるようになります。 

Data Center で開けるファイルの形式、その拡張子と簡単な説明を以下の表に示します。 

 

ファイル形式 拡張子 説明 

Remark RMK Remark Office OMR 形式。グリッドの例外カラー

とイメージリンクを保存します。 

Remark Office 
Archive 

ROA Remark Office OMR Archive (アーカイブ)形式。テ

ンプレート、データ、格納したイメージファイル

を 1 つのファイルに連結します。グリッド例外カ

ラーとイメージリンクを保存します。 

Web Survey RWD Remark Web Survey 形式 

SQL Server  

2000-2005 

MDF Microsoft SQL Server 形式 

Oracle 7.4 以降 *.* Oracle 形式 

Access 2007-2010 ACCDB Microsoft Access 2007、2010 形式(Access 2007、
2010 データベースエンジンがインストールされて

いる場合にのみ使用可能) 

Access 2000-2003 MDB Microsoft Access 2000-2003 形式 

Access 95-97 MDB Microsoft Access 95-97 形式  

Access 2.0 MDB Microsoft Access 2.0 形式 

Access 1.0 MDB Microsoft Access 1.0 形式  
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ファイル形式 拡張子 説明 

Excel 2007-2010 XLSX Microsoft Excel 2007、2010 形式(Access 2007、
2010 データベースエンジンがインストールされて

いる場合にのみ使用可能) 

Excel 97-2003 XLS Microsoft Excel 97-2003 形式 

Excel 95 XLS Microsoft Excel 95 形式  

Excel 4.0 XLS Microsoft Excel 4.0 形式 

Excel 3.0 XLS Microsoft Excel 3.0 形式  

SPSS SAV SPSS 形式 

Survey Pro SRV Survey Pro 標準形式(Apian Software) 

ASCII [コンマ] ASC コンマで区切った ASCII 形式 

ASCII [タブ] ASC タブで区切った ASCII 形式 

スプレッドシート 

[コンマ] 

TXT コンマで区切り、数値以外のデータを引用符で囲

んだ ASCII 形式 

スプレッドシート 

[タブ] 

TXT タブで区切り、数値以外のデータを引用符で囲ん

だ ASCII 形式 

dBase 5.0 DBF dBase 5.0 形式 

dBase IV DBF dBase IV 形式 

dBase III DBF dBase III 形式 

Paradox 5.X DB Paradox 5.X 形式  

Paradox 4.X DB Paradox 4.X 形式 

Paradox 3.X DB Paradox 3.X 形式 

Lotus WK4 WK4 Lotus Works 4 形式(オープンのみ) 

Lotus WK3 WK3 Lotus Works 3 形式 

Lotus WK1 WK1 Lotus Works 1 形式 

Lotus 1-2-3 WKS Lotus 1-2-3 形式 

LXR Test MRG LXR Test 形式 

Report RPT 固定 ASCII 形式。セルのテキストは指定レコード

長に合わせて補填されるか切り詰められます。 

Data Interchange 
Format 

DIF ファイルヘッダーとデータセクションを使用する

標準形式 

CCI Assessment DAT CCI Assessment 形式 

XML XML Extensible Markup Language (拡張可能マークアッ

プ言語)形式 
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ファイル形式 拡張子 説明 

HTML HTM Hypertext Markup Language (ハイパーテキストマ

ークアップ言語)  

ODBC *.* Open Database Connectivity (オープンデータベー

スコネクティビティ)  

Custom  ASC, TXT カスタム形式のテキスト 

ヒント:Remark Office OMR でデータを処理する場合は、Remark ファイ
ル形式(RMK)を使用してください。この形式では、イメージファイルへ
のリンクと例外ケースのカラーが保持されます。データをエクスポート
する場合にのみ、他の形式で保存してください。 

 
データを開くには 

1 正しいフォームテンプレートを開きます。(7.2 項「フォームテンプレートを開

く」を参照。) 

2 ［ファイル］メニューを選択して［データを開く］をクリックするか、または 

 をクリックして、［データを開

く］ウィンドウを表示させます。あるいは、

タスク画面内で［データファイルを開く］リ

ンクを選択してもかまいません。 

3 リストからファイルを選択します。［参照］

ボックスを使用して、保存したデータファイ

ルを指定します。目的のファイルを探すため

に、［ファイルのタイプ］リストの調節が必

要になる場合があります。 

注:ファイルに含まれるデータは、現
在アクティブなフォームテンプレートに対応していなければなりません。
でなければエラーが発生します。 

4 データベースファイルを開く場合は、［テーブル名］ドロップダウンリストから

適切なテーブルを選択します。 

5 ［OK］ボタンをクリックしてデータファイルを開きます。 

注意:データベースファイルタイプを開く際に、Data Center はグリッド
カラムヘッダー(フィールド名)とデータベースのフィールド名とマッチ
ングします。一致しないカラムヘッダーがある場合は、エラーが発生し
ます。グリッドカラムヘッダーは、データベースフィールドと同じ順序
でなくてもかまいません。 

 

8.11 Data Center のログ 
Remark Office OMR Data Center で変更が行われると、オプションとしてその変更

を記録し、誰がどのような記録を行ったかという履歴を確認できます。ログは、
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Remark Office OMR の基本設定でオンまたはオフにします。この機能をオフにする

には、機能をオンにした時のパスワードが必要です。データグリッドに対する変更(編
集、例外のレビュー、重複のレビュー、クリップボード、開く、保存など)は、パスワ

ードで保護された Access データベースに記録され、以下の場所に保存されます。 

Windows XP の 場 合 ：  C:\Documents and Settings\All Users\Application 
Data\Gravic\Remark Office OMR\8\Change Logs (「C」は Remark Office OMR
をインストールしたドライブ)。 

Windows Vista/Windows 7 の場合：  C:\ProgramData\Gravic\Remark Office 
OMR\8\Change Logs (この場所を表示するには、非表示フォルダを表示させるオプ

ションが必要です)。 

最初にデータベースが作成されると、作成日の日付がファイル名になります。この時

点から、この機能がオンになっている間は、すべてのテンプレート/データファイルに

対するすべての変更が Access ファイルに保存されます。データファイルのタイプ、

例外フラグ、アクションはすべて対応する数値のコードとともにデータベースにリス

トされます。それぞれの数値の意味は、データベース内の追加テーブルに記載されて

います。データベースのサイズが 10MB になると、次に Remark Office OMR を起動

した時に、新しいデータベースが作成されます。 

Access ファイルには 4 つのテーブルが作成されます。 

 

履歴テーブル： 
 ID: 各アクションの数値インデックス。 
 テンプレートファイル: 変更されたデータファイルに対応するフォームテンプ

レートの名前。 
 アクションの記録: データを開く、例外をレビューするなどの、実行されたア

クション。 
 データファイル: 変更されたデータファイルの名前。 
 テーブル名: 変更されたテーブルの名前(該当する場合)。 
 ファイルタイプ: 変更されたファイルのファイルタイプ。これは［保存］ウィ

ンドウに表示される［タイプを指定して保存］ドロップダウンリスト内の項目

に対応する数値になるという点に注意してください。たとえば、Remark 
(RMK)形式はリストの中で 2 番目の項目なので、この値は 2 です(全体のリス

トは、以下の「ファイルタイプテーブル」を参照してください)。 
 カラム番号: データ内の変更されたカラム。 
 行番号: データ内の変更された行。 
 回答者 ID: 変更された回答者 ID (該当する場合)。 
 質問名: 該当する変更された質問の名前(フィールド名)。 
 質問文: 変更された質問に対応する質問文(該当する場合)。 
 元の値: 変更を行う前に保存された元の値。 
 元のフラグ: 例外フラグ(BLANK など)が元からあった場合は、それがリスト

されます。これは、Data Center の「Exceptions Legend」の項目に対応す

る数値であるという点に注意してください。たとえば、「MULT」はリストの

中で最初の項目なので、この値は 1 です(全体のリストは、以下の「フラグタ

イプテーブル」を参照してください)。 
 新しい値: 変更処理の間に入力されたテキスト。 
 新しいフラグ: 新しい例外フラグが適用される場合は、それがリストされます 
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(全体のリストは、以下の「フラグタイプテーブル」を参照してください)。 
 システム名: 変更処理の際に Remark Office OMR を実行していたシステムの

名前。 
 Windows ユーザ: ログインして変更を行ったユーザの Windows 名。 
 変更日時: 変更を行った日付と時刻。 
 

アクションテーブル:  

アクションテーブルは、記録される可能性があるアクションをリストします。 

0- 変更 4- 並べ替え 

1- 挿入 5- 開く 

2- 削除 6- 保存 

3- クリア 7- 読み取り 

  

ファイルタイプテーブル:  

「ファイルタイプテーブル」には、データが保存またはオープンされた時に「アクション

テーブル」に表示されるデータファイルのタイプをリストします。 

2- Remark (*.RMK) 34- ODBC (*.*) 

3- ASCII [コンマ] (*.ASC) 35- カスタム (*.ASC,*.TXT) 

4- ASCII [タブ] (*.ASC) 36- Survey Pro STL (*.STL,*.ST3) 

5- CCI Assessment (*.DAT) 37- HTML (*.HTM, *.HTML) 

6- DIF ファイル (*.DIF) 38- Lotus WK4 (*.WK4, *.WKS) 

8- LXR Test (*.MRG) 36- Survey Pro STL (*.STL,*.ST3) 

9- Report (*.RPT) 39- Lotus WK3 (*.WK3) 

10- スプレッドシート[コンマ]  

(*.TXT) 

40- Lotus WK1 (*.WK1) 

11- スプレッドシート[タブ] (*.TXT) 41- XML (*.XML) 

12- SPSS Legacy (*.SAV) 43- Remark Office Archive (*.ROA) 

13- Survey Pro SRV (*.SRV) 44- Questionmark (*.QSF) 

14- Survey System (*.DAT) 45- データベース更新 

(*.ACCDB,*.MDB,*.XLSX,*.XLS) 

15- Access 2000 - 2003 (*.MDB) 46- ODBC データベース更新 (*.*) 

16- Access 95, 97 (*.MDB) 47- Access 2007 - 2010 (*.ACCDB) 

20- dBase V (*.DBF) 48- Excel 2007 - 2010 (*.XLSX) 

21- dBase IV (*.DBF) 49- Paradox 7 - 8 (*.DB) 

23- Excel 97 - 2003 (*.XLS) 52- SQL Server 

24- Excel 95 (*.XLS) 53- Oracle 
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31- Paradox 5 (*.DB) 54- SPSS (*.SAV) 

 

フラグテーブル: アクションテーブルは、記録される可能性があるフラグをリスト

します。 

 

0- なし 16- データ入力 

1- 空白の回答 32- OCR エラー 

2- 複数の回答 64- データベース確認  

4- 認識エラー 128- 重複回答 

8- バーコードエラー 256- 必須 

 
ログを開始するには 

1 Remark Office OMR Data Center で、［ツール］メニューを選択してから

［基本設定］をクリックし、次に［変更ログ］をクリックします。 
2 ［変更ログ出力を有効化］チェックボックスをマークします。 
3 ［パスワード］ボックスにパスワードを入力します。パスワードの最大文字数は

255 文字です。 
4 ［有効化］ボタンをクリックします。 
5 ［OK］ボタンをクリックして基本設定を閉じます。 

この時点から、データグリッドへの変更はすべて記録されるようになります。 

 
ログを終了するには 

1 Remark Office OMR Data Center で、［ツール］メニューを選択してから

［基本設定］をクリックし、次に［変更ログ］をクリックします。 
2 ログを開始する時に設定したパスワードを［パスワード］ボックスに入力します。 
3 ［無効化］ボタンをクリックします。 
4 ［OK］ボタンをクリックして基本設定を閉じます。 

この時点から、データグリッドへの変更はすべて記録されないようになります。それ

以前に変更を行っていた場合は、Access データベースはまだ残っています。 

 
変更ログのデータベースにアクセスするには 

1 Windows エクスプローラまたはマイコンピュータで以下の場所へ移動します。 
1.8 Windows XP の 場 合 ：  C:\Documents and Settings\All 

Users\Application Data\Gravic\Remark Office OMR\8\Change Logs 
(「C」は Remark Office OMR をインストールしたドライブ)。 

1.9 Windows Vista/Windows 7 の場合： C:\ProgramData\Gravic\Remark 
Office OMR\8\Change Logs (この場所を表示するには、非表示フォルダを

表示させるオプションが必要です)。 
2 Access ファイルをダブルクリックします(最初にデータベースを作成する時に、

作成日の日付がファイル名になります)。 
3 Remark Office OMR の基本設定でログを有効にした時に使用したパスワードを

入力します。 
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Access のデータベースが表示され、確認できるようになります。これは完全に動作す

る Access データベースで、変更が可能です。たとえば、ユーザやフォームテンプレ

ート別に変更情報を記載した Access レポートを作成できます。 

注: Access テーブルをオリジナルのデザインから変更した場合、データ
ベースが Remark Office OMR で正しく機能しなくなるおそれがありま
す。Remark Support は、Access の機能や問題に関するトラブルシュ
ーティングはできません。 
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Remark Quick Stats – データ分析 

第 9 章 

9.1. 概要 
Remark Quick Stats は、Remark Office OMR ソフトウェアに付属している分析用パッ

ケージです。Remark Quick Stats を使用すると、調査結果の作表やテストの成績評価

が、ソフトウェア内部で実行できます。Remark Quick Stats の概要をここに示します。

このソフトウェアの詳細なユーザズガイドは、PDF 形式でソフトウェアに付属してい

ます。付属 CD 内の[日本語ガイド]フォルダにある、Remark Quick Stats のユーザズガ

イドを参照してください。 

選択したレポートに応じて、Remark Quick Stats は次のような統計情報を算出します。 

統計調査とレポートには次のようなデータがあります。 

 各項目に対して Remark Quick Stats が計算する値:平均値、分散、標準偏差、

標準誤差、最小値、最大値、範囲、中央値、歪度、尖度、T 値、パーセント点、

信頼区間  

 各回答選択肢に対して Remark Quick Stats が計算する値:度数、パーセンテー

ジ、有効パーセンテージ  

 回答レポートは、特定の質問に対する回答を、読みやすい形式のレポートで表

示します(主に、自由回答形式の質問に使用します)。 

 クロス集計 

 質問グルーピングに対する平均値を表示するグループレポート  

テスト統計とレポートには次のようなデータがあります。 

 採点ウィザードを使用すると、回答キー、問題のポイント、学習目的、ベンチ

マークスコア、その他テストに関する成績評価の情報を設定できます。  

 各項目に対して Remark Quick Stats が計算する値:平均値、分散、標準偏差、

標準誤差、最小値、最大値、範囲、中央値、歪度、尖度、T 値、パーセント点、

信頼区間、P 値、点双列相関  

 各回答選択肢に対して Remark Quick Stats が計算する値:度数、パーセンテー

ジ、点双列  

 各学生に対して Remark Quick Stats が計算する値:総合点数、素点、グレード、

偏差 IQ、正解/不正解/未回答の数  

 テストに対して Remark Quick Stats が計算する値:グレード付きテストと項目

の数、最大値、最小値、中央値、範囲、パーセント点スコア、平均値、分散、

標準偏差、信頼区間(1,5,95,99%)、KR 20、KR21、係数(Cronbach)アルファ  

 成績レポートは、各学生のテスト結果と、オプションとしてスキャンしたテス
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トのイメージを表示します。  

 グループレポートは、データの中の特定サブセットの成績を表示します。  

さまざまなタイプのグラフも含まれています(すべてコピー、印刷可能です)。  

 パイチャート  

 棒グラフ  

 横棒グラフ  

 折れ線グラフ  

 面グラフ(エリアチャート)  

 ポイントチャート  

 極座標グラフ  

 ファストライン  

 

9.2 Remark Quick Stats による調査結果の作表 
調査結果は、簡易調査と調査ウィザードという 2 通りの方法で作表できます。簡易調

査は、フォームテンプレートのフィールドプロパティで指定したパラメータ(どの質問

を表にするか、など)を使用し、Remark Quick Stats を起動します。調査ウィザードで

は作表プロセスをカスタマイズできます。カスタマイズの方法には、表に含めるフィ

ールドの選択、回答項目への数値の割り当て、ベンチマークの割り当て、質問文の追

加、質問グループの指定などがあります。  

 

調査の作表機能にアクセスするには 

1 Data Center でフォームテンプレートを開き、既存のデータファイルを開くか、フ

ォームを処理します。  

2 [ツール]メニューから[分析]を選択し、［簡易調査］または［調査ウィザード］を

クリックします。または、タスク画面で[分析]タブを選択し、次に分析オプション

を選択します。分析オプションは、ツールバーの   でも

選択できます。 

Remark Quick Stats が起動され、レポートの設定と表示ができるようになります。

Remark Quick Stats の詳しい使い方は、PDF 形式の Quick Stats ユーザズガイドを参照

してください。 

ヒント:調査ウィザードと簡易調査の画面と機能については、PDF 形式の
Remark Quick Stats ユーザズガイドに詳細をすべて記載しています。ガ
イドは付属 CD 内の[日本語ガイド]フォルダ内にあります。 
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9.3 Remark Quick Stats によるテスト成績評価 
テストの成績評価を行う方法としては、簡易採点と採点ウィザードの 2 通りがありま

す。簡易採点は、フォームテンプレートで指定したパラメータ(どの質問を評価するか、

など)を使用して成績と点数を判定します。また、簡易採点はデータグリッド内のデー

タの先頭行を回答キーに使用します。したがって、簡易採点を使用する場合は、テス

トデータの前に回答キーを挿入してください。採点ウィザードでは評価プロセスをカ

スタマイズできます。カスタマイズの方法には、表に含める質問の選択、点数の割り

当て、ベンチマークの設定、質問文の追加、学習目標の指定などがあります。  

 

テストの成績評価機能にアクセスするには 

1 Data Center でフォームテンプレートを開き、既存のデータファイルを開くか、フ

ォームを処理します。  

2 [ツール]メニューから[分析]を選択し、［簡易採点］または［採点ウィザード］を

クリックします。または、タスク画面で[分析]タブを選択し、次に分析オプション

を選択します。分析オプションは、ツールバーの   でも

選択できます。 

Remark Quick Stats が起動され、レポートの設定と表示ができるようになります。

Remark Quick Stats の詳しい使い方は、PDF 形式の Quick Stats ユーザズガイドを参照

してください。 

ヒント:採点ウィザードと簡易採点の画面と機能については、PDF 形式の
Remark Quick Stats ユーザズガイドに詳細をすべて記載しています。ガ
イドは付属 CD 内の[日本語ガイド]フォルダ内にあります。 
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Remark Office OMR Data Center の 

基本設定 

第 10 章 

10.1 概要 
この章では、Remark Office OMR Data Center の基本設定を設定してソフトウェアを

カスタマイズする方法について説明します。基本設定を使用すると、ソフトウェアが

デフォルトでどのように機能するかを設定でき、ソフトウェアを便利に使用できるよ

うになります。 

重要:基本設定はグローバルなソフトウェア設定です。基本設定を変更す
ると、それ以降に行う動作がすべて影響を受けます。すでに完了した操
作は影響を受けません。 

 

基本設定にアクセスするには 

3 Remark Office OMR Data Center で、[ツール]メニューを選択してから[基本設定]

をクリックするか、または  をクリックします。 

左側のタスク画面のリンクを使用すると、使用可能なすべての基本設定にアクセスで

きます。 

注:ソフトウェアの各コメントには、それぞれ独自の基本設定セットがあ
ります。Remark Office OMR Template Editor の基本設定については、
6.7 項「Template Editor の基本設定」を参照してください。Remark 
Quick Stats の基本設定については、PDF 形式の Remark Quick Stats の
ユーザズガイドで説明します。ガイドは付属 CD 内の[日本語ガイド]フォ
ルダ内にあります。 

使用可能な Data Center 基本設定については、以降の項で説明します。 
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10.2 全般の基本設定 
［全般］基本設定では、ソフトウェアの基本機能のデフォルトを設定します。次のオ

プションが使用できます。  

 

 

基本設定のオプション 説明 

グリッドを 1 行おきに網か

け 
このチェックボックスをマークすると、テンプレー

トのグリッド行に 1 行おきに網かけがなされます。

ペイントバケツをクリックすると、網かけの色を選

択できます。  

読み取り処理中にイメージ

ビューアを更新 
このチェックボックスをマークすると、フォームを

処理するたびに毎回イメージビューアが新しいフォ

ームイメージに更新されます。イメージビューア

は、テンプレートグリッドウィンドウの下端にあり

ます。このオプションを使用すると、フォームが曲

がっているなどの問題に気がつきやすくなります。 

読み取り処理中にグラフビ

ューアを更新 
このチェックボックスをマークすると、フォームを

処理するたびに毎回、グラフビューアが質問に対す

る新しいグラフ表示に更新されます。グラフビュー

アは、テンプレートグリッドウィンドウの下端にあ

ります。これにより、データをその場で確認しやす

くなります。 

入力中に回答コンボボック

ス内を自動検索 
このチェックボックスをマークすると、例外確認機

能の［回答］ボックスに回答の最初の文字を 1 文字

または複数入力した時に、ソフトウェアはその文字

で始まる回答を自動的に選択します。このオプショ

ンは、リストボックス形式のセルを使用する質問

(Multiple、List、Rank、Boolean の OMR フィールド

と、データベースルックアップまたは質的な回答コ

ーディングを使用するイメージフィールド)にのみ適

用されます。  
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基本設定のオプション 説明 

例外レビュー: 

例外レビュー起動中に音を

出す 

このチェックボックスをマークすると、例外確認処

理を最初に開始する時に音が鳴ります。この機能

は、監視なしでフォームを処理している場合に、警

告音になるので便利です。  

例外レビュー: 

例外ケースが見つかったと

きに音を出す 

このチェックボックスをマークすると、例外確認で

例外ケースが発見される度に音が鳴ります。［…］

ボタンをクリックすると、.wav サウンドファイルを

選択できます。また、  をクリックするとサウン

ドを確認できます。 

例外レビュー: 

レビューの後に例外を解除 

このチェックボックスをマークすると、例外を確認

した後にその例外カラーが解除されます。この設定

は、グリッドセルを確認した時に例外カラーを自動

的に解除するような変更を行わない場合(たとえば、

質問の回答が空白でもかまわない場合には、黄色の

カラーセルの BLANK を変更する必要がありません)
に使用します。例外をクリアすると、例外確認機能

を次に実行した時には、その例外で停止しなくなり

ます。 

データグリッドセル内の値

の最大長 
テンプレートグリッドセルに使用できる最大文字数

を入力します。許可されている数を超える文字を入

力することはできません(たとえば、データ入力イメ

ージフィールドを使用する文章の入力などで)。テン

プレートグリッドセル内の文章の量がひじょうに多

い場合は、パフォーマンスが影響を受けることがあ

るので注意してください。 

欠測データの置換後の値 データファイルをエクスポートする際に、欠落して

いるデータがある場合に、この値を使用します。デ

ータの欠落とは、読み取ったデータの一部が、フォ

ームテンプレート内で定義したラベルと一致しない

ということです。データ内に MULT、BLANK、

ERROR が残っている場合、それは欠落と見なされ

ます。グリッド内のリストセルに回答を入力した場

合、それが定義したラベルと一致していなければ、

そのデータも欠落と見なされます(たとえば、“A”が
フォームテンプレート内で定義されている場合に“a”
と入力した場合など)。欠落している値は、Remark 
Quick Stats でレポートを実行する場合にも使用され

ます。デフォルト値は-1 です。 

サーバモードでのシステム

ポーリング間隔（秒） 
サーバモードでポーリングを行う間隔の秒数を入力

します。ソフトウェアは、この間隔に基づいて、デ

ィレクトリ内にイメージファイルがあるか、またス

キャナのシートフィーダーにページがあるかを調べ

ます。 
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10.3 ファイル保存位置の基本設定 
［ファイル保存位置］基本設定を使用すると、さまざまなタイプのファイルに使用す

るデフォルトのディレクトリを設定できます。ネットワークドライブにファイルを保

存する場合は、その位置をここで入力できます(そのドライブへの完全なアクセス権が

あることを確認してください)。次のオプションが使用できます。 

 

 

基本設定のオプション 説明 

フォームテンプレート フォームテンプレートファイルを保存するデフォル

トの位置を設定します。このセクションをハイライ

トさせてから、[ディレクトリの変更]ボタンをクリ

ックしてディレクトリを設定します。デフォルトの

ディレクトリは C:\Program Files\Gravic\Remark 
Office OMR 8\Templates です。 

データ データファイルを保存するデフォルトの位置を設定

します。このセクションをハイライトさせてから、

[ディレクトリの変更]ボタンをクリックしてディレ

クトリを設定します。デフォルトのディレクトリは
C:\Program Files\Gravic\Remark Office OMR 8\Data
です。 

辞書 スペルチェック用の辞書ファイルを保存するデフォ

ルトの位置を設定します。このセクションをハイラ

イトさせてから、[ディレクトリの変更]ボタンをク

リックしてディレクトリを設定します。デフォルト

の位置は C:\Windows\System32 フォルダです。 
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基本設定のオプション 説明 

イメージ検索ディレクトリ 処理済のフォームとイメージフィールドのイメージ

クリップのイメージを保存する場所を設定します。

テンプレートグリッド内のセルがクリックされる

と、保存されたイメージファイルがイメージビュー

アに表示されます。イメージビューアは、イメージ

を見ながらデータを入力したり、例外確認やセル内

の編集を行う際に使用できます。[ディレクトリの

追加]ボタンを使用すると、処理済のフォームに対

するイメージファイルを保存するディレクトリを自

由に追加できます。Remark Office OMR は、指定し

た順にディレクトリでイメージを検索します。[上
に移動]または[下に移動]ボタンを使用すると順序を

変更できます。[ディレクトリの削除]ボタンでは検

索リストからディレクトリを削除します。Read 
Wizard を使用する場合は、どのディレクトリにでも

イメージを保存できるので注意してください。ただ

し、何度も使用するディレクトリを［イメージディ

レクトリ検索リスト］に指定すると、データセット

を開いた時に、Remark ソフトウェアが表示するイ

メージを探しやすくなります。 

辞書設定 スペルチェッカーで使用するアクティブな辞書を設

定します。下向き矢印をクリックすると、デフォル

トの［Dictionaries］ディレクトリに現在インスト

ールされているすべての辞書が表示されます。 

 

10.4 カスタムフォントの基本設定 
［カスタムフォント］基本設定を使用すると、アプリケーション全体で使用するデフ

ォルトのフォントを設定できます。アプリケーション全体で使用するフォントを選択

してソフトウェアの外見をカスタマイズできるようにするには、［カスタムフォント

設定の使用］のチェックボックスをマークします。文字セット、フォント、フォント

サイズを選択できます。オペレーティングシステムがサポートしているフォントを選

択してください。ソフトウェア内ですべてのフォントが最適に表示されるわけではな

いという点に注意してください。フォントに何らかの変更を加えた後は、アプリケー

ションを再起動してください。 
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10.5 E メールの基本設定 
E メール基本設定を使用すると、内部 SMTP サーバまたは Outlook をデフォルトの E
メールクライアントとして使用できます。この設定は［ファイル］メニューから使用

する E メールオプションに適用され(8.8 項)、SMTP サーバまたは Microsoft 
Outlook のどちらでも使用できます。Outlook を使用する場合、Outlook はファイル

を添付として開きます。デフォルト(SMTP)を使用する場合、内部 E メールクライア

ントが起動され、SMTP サーバを使用します。 

送信ウィザード(8.9 項)は SMTP サーバのみを使用します。［基本設定］で SMTP サ

ーバ設定を行うと、送信ウィザードで E メールを使用する際に、デフォルトでこの設

定が使用できるようになります。 

SMTP とは、Simple Mail Transfer Protocol (シンプルなメール転送プロトコル)の略

で、ネットワークを通じて E メールを転送するインターネット標準です。多くの場合、

SMTP サーバはすでに設定されています。サーバに関する全般的な情報を探してくだ

さい。SMTP サーバについての情報は、ネットワーク/E メール管理者に問い合わせる

必要があるでしょう。管理者に適切な設定を依頼する際には、次の表をガイドとして

使用してください。 
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オプション 説明 

SMTP サーバ メールサーバの名前、アドレスまたは IP アドレス。 

SMTP ポート SMTP ポートは通常 25 ですが、E メールサーバによって異なる場合が

あります。 

セ キ ュ ア

(SSL) 接 続 を

有効にする 

必要に応じて、［セキュア(SSL)接続を有効にする］チェックボック

スをマークしてセキュア接続を使用します。SSL はデータを暗号化し

て送信します。この機能を使用するには、SSL を使用できるよう

SMTP サーバを設定しておく必要があります。 

現在ログイン

中のユーザの

デフォルト証

明書を使用す

る 

SMTP サーバで認証が必要な場合、証明書を入力するか、またはコン

ピュータにログイン中のユーザの証明書を使用します。ユーザの(たと

えば、Remark Office OMR から E メールを送信する時にログインし

た人の)証明書を使用する場合は、［現在ログイン中のユーザのデフォ

ルト証明書を使用する］チェックボックスをマークします。使用しな

い場合は、次の手順に進んで特定の証明書を入力してください。 

ユーザ名とパ

スワード 
認証が必要で、かつ現在ログイン中のユーザの証明書を使用しない場

合は、ネットワーク/E メール管理者から指定されたユーザ名とパスワ

ードを使用します。 

スロットルレ

ート 
スロットルレートは、E メールを送信する際の遅延を加算します。デ

フォルト設定は 500ms で、500 ms に 1 通の E メールが送信されて

いることを表します(つまり 1 秒に 2 通の E メールが送られているとも

言えます)。E メールのスロットルは、大量の E メールが送られた場合

に SMTP サーバの過負荷を防ぎます。一度に数百通の E メールを送る

予定がなければ、設定はデフォルトの 500 で良いでしょう。 

 

デフォルトの E メールクライアントを選択するには、［E メールクライアント］ドロ

ップダウンリストで［デフォルト］を選択して SMTP サーバの使用を選択するか、ま

たは［Outlook］を選択して Microsoft Outlook 2007/2010 の使用を選択します。

SMTP サーバを使用している場合は、［SMTP サーバ］ボタンをクリックして、上記

の表に示した SMTP サーバの設定を入力します。これらの設定は、［ファイル］メニ

ューと送信ウィザードの両方の E メールオプションに適用されます。 

 

10.6 変更ログ 
Remark Office OMR Data Center で変更が行われると、オプションとしてその変更

を記録し、誰がどのような記録を行ったかという履歴を確認できます。ログは、

Remark Office OMR の基本設定でオンまたはオフにします。この機能をオフにする

には、機能をオンにした時のパスワードが必要です。データグリッドに対する変更(編
集、例外のレビュー、重複のレビュー、クリップボード、開く、保存など)は、パスワ

ードで保護された Access データベースに記録され、以下の場所に保存されます。 

Windows XP の 場 合 ：  C:\Documents and Settings\All Users\Application 
Data\Gravic\Remark Office OMR\8\Change Logs (「C」は Remark Office OMR
をインストールしたドライブ)。 
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Windows Vista/Windows 7 の場合：  C:\ProgramData\Gravic\Remark Office 
OMR\8\Change Logs (この場所を表示するには、非表示フォルダを表示させるオプ

ションが必要です)。 

 
 

最初にデータベースが作成されると、作成日の日付がファイル名になります。この時

点から、この機能がオンになっている間は、すべてのテンプレート/データファイルに

対するすべての変更が Access ファイルに保存されます。データファイルのタイプ、

例外フラグ、アクションはすべて対応する数値のコードとともにデータベースにリス

トされます。それぞれの数値の意味は、データベース内の追加テーブルに記載されて

います。データベースのサイズが 10MB になると、次に Remark Office OMR を起動

した時に、新しいデータベースが作成されます。 

レポートの保存については、8.11 項で詳しく説明しています。 

 
ログを開始するには 

4 Remark Office OMR Data Center で、［ツール］メニューを選択してから

［基本設定］をクリックし、次に［変更ログ］をクリックします。 
5 ［変更ログ出力を有効化］チェックボックスをマークします。 
6 ［パスワード］ボックスにパスワードを入力します。 
7 ［有効化］ボタンをクリックします。 
8 ［OK］ボタンをクリックして基本設定を閉じます。 

この時点から、データグリッドへの変更はすべて記録されるようになります。 

 
ログを終了するには 

1 Remark Office OMR Data Center で、［ツール］メニューを選択してから

［基本設定］をクリックし、次に［変更ログ］をクリックします。 
2 ログを開始する時に設定したパスワードを［パスワード］ボックスに入力します。 
3 ［無効化］ボタンをクリックします。 
4 ［OK］ボタンをクリックして基本設定を閉じます。 

この時点から、データグリッドへの変更はすべて記録されなくなります。それ以前に

変更を行っていた場合は、Access データベースはまだ残っています。 
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役に立つヒント 

付録 A 

A.1 概要 
この付録には、Remark Office OMR ソフトウェアを最大限に使いこなすうえで役に立

つヒントを記載します。ソフトウェアには、よく使用する重要な部分がいくつかあり

ます。以下の項では、ソフトウェアを最適に使いこなす方法について説明します。機

能の詳細については、このユーザズガイドの該当する項を参照してください。 

 

A.2 スキャナ 
Remark Office OMR は、イメージスキャナとともに動作します。このカテゴリには広

範囲にわたるスキャナが該当します。Remark Office OMR とともに使用するスキャナ

を選択して使用する際は、次のガイドラインを守ってください。 

 スキャナには、4 種類の基本カテゴリがあります。ローエンド、ミッドレンジ、ハ
イエンド、多機能周辺機器(MFP)です。一般に、ローエンドスキャナは 1 分あたり
のスキャン枚数(ppm)が 10 ページ以内です。ローエンドスキャナは、書類よりも
グラフィックのスキャンに適していることが多いため、Remark Office OMR とと
もに使用する機種として通常はお勧めしていません。ミッドレンジスキャナは、1
分あたりのスキャン枚数が 11～40 ページです。ハイエンドスキャナは、1 分あた
りのスキャン枚数が 40 ページ以上です。速度は価格に直接影響します。MFP は通
常大型の周辺機器で、印刷、FAX、コピー、スキャンなど複数の機能を実行できま
す。MFP には、USB ケーブルでコンピュータに直接接続されているものと、ネッ
トワーク経由で接続されているものがあります。Remark Office OMR を実行して
いる PC に直接接続されている場合は、ソフトウェアで直接スキャンできます。
MFP がネットワーク上にある場合、フォームをスキャンしてイメージファイルに
保存し(Remark Office OMR からは独立して)、次に Remark Office OMR でそのイ
メージファイルを処理します。両面のフォームをスキャンする場合は、両面スキ
ャン機能(スキャナに通した時に用紙の表と裏を一度にスキャンできる機能)を備え
たスキャナに投資されると良いでしょう。 

 スキャナを購入する際に考慮するポイントは、予算、処理するフォームの分量、
Remark Office OMR でフォームをスキャンする以外に使用する用途があるかどう
かの 3 点です。分量が少ない場合(たとえば、フォームの処理が年間数回、それぞ
れ 2～300 枚程度の場合)は、ローエンドのスキャナでも良いでしょう。分量が中
程度の場合(たとえば、フォームの処理が年間数回、それぞれ 2～3,000 枚程度の場
合)は、ミッドレンジのスキャナを検討してください。分量が多い場合(たとえば、
フォームの処理が年間に多数あり、トータルで何千枚も処理する場合)は、ハイエ
ンドのスキャナを検討してください。価格は、速度に応じて大きく変わるので注
意してください。スキャナを他の用途にも使用する場合は、カラーと解像度も考
慮してください。スキャナの価格が機能と比例する点を常に考慮してください。
購入する前に、何が必要かを把握しておく必要があります。 

 シートフィーダー(ADF)付きのスキャナの購入をご検討ください。フォームを 1 枚
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ずつ手動でスキャンさせるのは大変な作業です。ADF があれば、フォームをまと
めてスキャナにセットできるので、一度ですみます。 

 Remark Office OMR でスキャナを使用する際に問題が生じた場合は、技術サポー
トへのお問い合わせの前に、Remark Office OMR の外部でスキャナが正しく動作
していることをまずご確認ください。他のスキャンアプリケーションでページを
スキャンしてみると、スキャナ自体が正しく機能しているか確認できます。スキ
ャナの多くは、スキャン用のアプリケーションとスキャナドライバが付属してい
ます。あるいは、デフォルトの Windows アプリケーションでスキャンが可能なも
のが使用できれば、それをお使いいただいてもかまいません。スキャナが他のプ
ログラムでも動作しない場合は、ハードウェアの障害が考えられるので、スキャ
ナのメーカーにお問い合わせください。また、スキャナを最適な状態で動作させ
るには、スキャナを清掃し、ガイドラインに従ってメンテナンスを行う必要があ
ります。 

 スキャンしたイメージがクリアでない場合は、スキャナが使用している設定を確
認してください。Remark Office OMR の［スキャナのプロパティ］ウィンドウを
開き、TWAIN インタフェースを表示するチェックボックスをマークします。スキ
ャンを行う際には、白黒(ラインアート)モードでスキャンすると、最善の結果が得
られます。また、スキャナのユーザインタフェースでページのサイズ、解像度、
明るさの設定を確認できます。解像度は 200 ドット/インチ(DPI)を推奨します。
OCR (光学文字認識)フィールドを使用する場合は、300 DPI を推奨します。 

 

A.3 フォーム 
Remark Office OMR を使いこなすうえで最も重要な手順は、フォームを正しく作成す

ることです。フォームを適切に作成すると、潜在的な問題の多くは回避できます。フ

ォームを作成する際には、次の点に注意してください。 

 フォームの作成には、最も使いやすいアプリケーション(ワープロ、調査票作成ソ
フトなど)をお使いください。 

 フォームを作成する前に、第 5 章「スキャン可能なフォームのデザイン」を参照
してください。スキャンに適し、より正確な結果を生成できるフォームを一貫し
て作成する方法を理解するには、これらのガイドラインが役に立ちます。 

 ID 番号や氏名などの情報を取得するための、バーコードの使用を検討してくださ
い。Code 39 のバーコードフォント(ソフトウェアとともにインストールされます。
また、Hammock の Remark サポートページからダウンロードすることもできま
す。)を使用すれば、バーコードは簡単に作成できます。バーコードのサイズは約
26 ポイントに設定します(24 ポイントより小さくならないようにしてください)。
Code 39 フォントを使用する場合は、バーコードの先頭と末尾をアスタリスクに
し、スペースの位置には感嘆符を使用します。たとえば、John Doe をバーコード
化するには *John!Doe* と入力します。バーコードは、同タイプのフォームのどの
ページでも同じ位置になければなりません。フォームを複製した後に、バーコー
ドのステッカーを添付することもできます。Microsoft Word を使用してバーコード
を作成する場合は、［自動フォーマット/修正］機能をオフにして、「*Bold*」を
実際のフォーマットに置き換えます。この機能は、2 つのアスタリスクにはさまれ
た部分をすべて太字にし、末尾のアスタリスクを無視します。このアスタリスク
はアクティブになったままの場合、認識の問題が生じるおそれがあります。  

 バーコードの代替方法には、OCR (光学式文字認識)があります。OCR は印刷した
文字を認識します。手書き文字認識(ICR)は行いません。事前にフォームに文字を
印刷し、Remark Office OMR にその文字を認識させることができます。フォーム
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上の OCR エリアについては、第 5 章に記載したフォームデザインのガイドライン
をかならず守ってください。※日本語 OCR はサポート対象外です。 

 複製して配布する前に、ソフトウェアでフォームをテストしてください。フォー
ムテンプレートを作成し、数枚のフォームに想定される回答を記入し、十分な事
前動作確認を行ってください。 

 

A.4 フォームテンプレート 
正確なフォーム処理を行うためのもうひとつのキーは、フォームテンプレートです。

フォームはスキャンされるたびにフォームテンプレートと比較され、Remark Office 
OMR がページ上のマークの位置を把握して正しい情報を出力できるようにします。そ

のため、フォームテンプレートはスキャンされるフォームと同一でなければなりませ

ん。フォームテンプレートは、データ内のフィールドと、データに含まれるラベルの

順序を定めます。データを他のファイル形式(Access、Excel、SPSS など)にエクスポ

ートする予定がある場合は、エクスポート先の形式の制限に従ってください(その制限

については、ファイル形式の説明書を参照してください)。フォームテンプレートを作

成する前に、最終的なデータ形態を把握し、データベースの要件を満たすようにフォ

ームテンプレートを設定できるようにする必要があります。  
フォームテンプレートを作成する際には、次の点に注意してください。 

 フォームテンプレートを作成する際には、かならず未記入のフォームを使用して
ください。 

 回答者に配布するものと同じ品質のフォームを使用してフォームテンプレートを
作成してください。つまり、フォームをコピー機でコピーした場合、フォームテ
ンプレートの作成にもコピー機でコピーした未記入のフォームを使用します。業
務用の印刷機でフォームを印刷した場合は、印刷した未記入の用紙を使用してフ
ォームテンプレートを作成します。レーザープリンタでフォームを印刷した場合
は、同じレーザープリンタで印刷した未記入の用紙を使用してフォームテンプレ
ートを作成します。フォームを複製する際には、オフセットが起きる場合があり
ます。同じ品質のフォームを使用すると、このオフセットを補正できます。異な
る場所でそれぞれ独自バージョンのフォームを印刷する場合は、それぞれのプリ
ンタで印刷したフォームのうち、少なくとも 1 枚は未記入のままで返却してもら
うようにしてください。そうすることで、使用されたフォームのバージョンがオ
リジナルと大きく異なっていても、フォームテンプレートのイメージをリセット
できます。 

 フォームテンプレートのイメージは、常に白紙フォームのスキャンしたバージョ
ンのイメージでなければなりません。PDF ドキュメントを Template Editor にイン
ポートしないでください。Microsoft Word などのアプリケーションで作成した
PDF ファイルは、スキャナが生成するものと同一ではありません。記入したフォ
ームとフォームテンプレートイメージを本当の意味で比較するには、品質が同等
でなければなりません。 

 スキャナにシートフィーダーがある場合は、フォームテンプレート用にスキャン
する時にシートフィーダーにフォームを通してください。フラットベッドスキャ
ナにフォームを直接置かないでください。位置が変わります。 

 フォームテンプレート用には、フォームを解像度 200 DPI (ドット/インチ)でスキ
ャンします。記入したフォームをスキャンする際にも、フォームテンプレートを
作成した時と同じ設定でスキャンしてください。解像度はイメージのサイズに影
響するので、ページ上のマークの位置に影響します。途中で解像度が変わると認
識エラーが発生するおそれがあります。注:OCR(光学式文字認識)を使用する場合
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は、解像度 300 DPI を推奨します。 

 フォームテンプレート用にフォームを作成する場合には、デフォルトの明るさ設
定(しきい値、またはコントラストという名前になっている場合があります)を使用
してください。明るさ設定の変更は、何か問題が発生した場合(フォームテンプレ
ートのイメージが薄すぎてマークが完全でない場合など)にのみ行ってください。
フォームテンプレートの明るさ設定を変更した場合は、記入したフォームをスキ
ャンする際にも同じ明るさ設定を使用してください。 

 フォームテンプレートを作成する前に、フォームをスキャンした後、そのデータ
をどうするかを決定しておいてください。データを保存する形式によって、フォ
ームテンプレートをどのように設定するかが決まります。たとえば、データを
Excel にエクスポートする場合、フォームテンプレートのフィールド名の長さは
64 文字に制限されます。調査票デザインおよび分析パッケージにデータをエクス
ポートする場合は、フォームテンプレートを作成する前に、使用する調査票デザ
インおよび分析パッケージの要件を確認してください。 

 OMR フィールドを作成する場合、フォーム上のマークのみをキャプチャする(文字
やラインなどは不要)場合があります。文字またはラインがマークを分断している
場合は、リンクしたフィールドの連結機能を使用する必要があります。定義どお
りにフィールドをリンクする際に、リンクしたフィールドの連結機能を利用して
ください。時間の節約になります。 

 Remark Office OMR の Template Editor は、切り取り、コピー、貼り付け、ドラッ
グ/ドロップ、元に戻すなど、Windows の基本コマンドをサポートしています。こ
れらのショートカットによって、フィールドを作成する際に大幅に時間を節約で
きます。ページの間、あるいはフォームテンプレートの間でフィールドをコピー
することもできます(後者の場合は［拡張コピー］/［拡張貼り付け］を使用しま
す)。 

 フィールドは、Template Editor のツリー表示内で定義されている順に処理されま
す(たとえば、データはその順序でデータセット内に入ります)。ツリー表示内でド
ラッグ/ドロップ、切り取り/貼り付けを行うと、フィールドの順序を変更できます。 

 フォームテンプレートを変更する必要がある場合は、主要な変更を加えてもすで
に処理したデータは変更されないという点に注意してください。このような変更
には、ラベルの変更、フィールドの順序変更、フィールドのサイズ変更などがあ
ります。このような変更を行う場合、既存のデータがフォームテンプレートに一
致しなくなるので、フォームを再度処理する必要があります。データファイルを
再度作成するには、フォームを再度スキャンするか、またはオリジナルのスキャ
ンで保存したイメージファイルを再度読み込みます。  

 フォームテンプレートを作成した後にフォームを少しだけ変更した場合は、新し
くフォームテンプレートを作成する必要はありません。Template Editor でイメー
ジのリセット機能を使用するか、またはページプロパティを編集して新しいイメ
ージを取得すれば、新しいページをスキャンできます。新しいイメージをスキャ
ンまたはインポートした後は、自動位置合わせ機能を使用して、既存のフィール
ドを新しいイメージの適切な位置に移動します(自動位置合わせ機能を使用した後
は、位置をダブルチェックして、必要に応じて調整してください)。 

 フォームを複製して配布する前に、ソフトウェアでフォームとフォームテンプレ
ートをテストしてください。フォームテンプレートを作成し、フォームを数枚記
入して、どの程度正確に動作するか、またデータ分析のニーズに対してフォーム
テンプレートを正しく設定しているかどうかを確かめてください。 
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A.5 フォームの読み取り 
前項で説明したフォームとフォームテンプレートのガイドラインが守られていれば、

フォームはスムーズな処理で読み取られます。処理を効率的に進めるためのヒントを

いくつかここで説明します。 

 フォームテンプレートに使用したものと同じ解像度と明るさ設定を使用して、記
入済みのフォームをスキャンします。これらの設定がはっきりしない場合は、
Template Editor でフォームテンプレートを開いてください。 

 スキャンはグレースケールやカラーでなく、白黒モードで行うことを推奨します。 

 推奨は、TIFF（*.tif、*.tiff）形式の白黒/解像度 200dpi のイメージファイルです。処
理速度が速く、最善の認識結果を得ることができます。PDF ファイルは形式のタ
イプおよびご利用環境によってはエラーが発生し、お使いいただけない場合もご
ざいます。また、TIFF 形式以外のイメージファイルは処理速度や認識精度が低下
する場合がありますので、必ず Remark ご購入前に評価版で動作をご確認くださ
いますようお願いいたします。 

 データをクリーニングする方法は 2 通りあります。1) フォームの処理中に例外レ
ビュー機能を使用して、選択した例外ケースが発生した時に処理を停止し、すぐ
に修正を行う方法と、2) フォームの処理後に例外確認機能を使用して、ソフトウ
ェアがデータ内を走査し、問題エリアのイメージに基づいて修正を行えるように
する方法です。スキャン後にデータを確認したい場合は、Remark (RMK)または
Remark Office Archive (ROA)の形式でデータを保存する必要があります。これら
の形式では、データと保存したイメージとのリンクと、例外ケースのカラーが保
持されます。 

 認識エラーが発生する場合は、対処する際に次の点を確認してください。1) フォ
ームテンプレートと記入済みのフォームに同じ品質のフォームを使用しましたか?、
2) フォームテンプレートでフィールドプロパティを設定しましたか?、3) フォーム
テンプレート用にフォームをスキャンした後、スキャナの設定を変更しましたか?、
4) フォームテンプレートと記入済みのフォームの両方にシートフィーダーを使用
しましたか?、5) フォームはフォームデザインのガイドラインに従っていますか? 

 フォームのスキャンをバッチで一定時間行う場合は、Remark (RMK)形式でデータ
を保存してください。この形式では、格納したイメージをデータとともに保存で
きるので、後から修正ができます。フォームをすべてスキャンした後は、必要に
応じてそのデータを他の形式で保存し直し、エクスポートすることができます。 

 両面スキャナで両面フォームをスキャンする場合は、読み取りの際にページ順オ
プションを使用する必要はありません。その代わりに、スキャナの TWAIN インタ
フェースまたは［スキャナのプロパティ］ウィンドウで、両面機能をオンにして
ください。 

 

A.6 データの処理 
フォームをスキャンした後は、そのデータをクリーニングする必要があります。デー

タをクリーニングした後、そのデータには 2 種類のオプションが使用できます。1) 
Remark Quick Stats を使用してデータのグレード評価または作表を行うことと、2) 分
析のため他のプログラムにデータをエクスポートすることです。データを処理する際

には、次の点に注意してください。 

 データをクリーニングするには、セル内編集と例外確認機能を利用してデータを
変更します。修正箇所が少ない場合には、セル内編集が便利です。例外確認機能
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を使用すると、確認プロセスを自動化して、イメージを参照しながら大規模な修
正作業を行えます。 

 データを他のプログラムにエクスポートする際には、そのファイル形式の制限と  
使用を把握しておいてください。ファイル形式に合わせられるように、特定の方
法でフォームテンプレートを設定しなければならない場合があります。ファイル
形式の仕様については、ソフトウェア付属の Remark Office OMR 対応ファイル
形式.pdf ファイル(付属 CD 内の[日本語ガイド]フォルダ)で説明しています。 

 

A.7 分析 
Remark Quick Stats プログラムを使用すると、データを詳細な分析が行えます。

Remark Quick Stats に関する説明は、PDF 形式で別冊になったユーザズガイドに記載

されています。このガイドは付属 CD 内の[日本語ガイド]フォルダ内にあります。 

Remark Quick Stats を使用する際は、次の点に注意してください。 

 評価をしやすくするために、回答キーファイルを設定して後から再度使用できる
ようにしておくと良いでしょう。回答キーファイルには、回答キー、ID、主要フ
ィールド、学習目標、ベンチマーク、複数のテストバージョン、カスタムレポー
トヘッダー、評価スケールを指定できます。 

 プログラムのプリファレンスを使用すると、グローバルオプションを設定して、
簡易調査や簡易採点を利用したシンプルなレポートを手早く作成できるようにな
ります。これらのレポートは、Remark Office OMR 基本設定と、関連付けられた
フォームテンプレートファイルを利用します。 

 レポートを後から再度呼び出す必要があると思われる場合は、Remark Quick Stats
の内部でレポートを内部レポートファイルとして保存します。修正したレポート
を保存すると、再利用の必要がある場合に時間を大幅に節約できます。 

 テストの採点を行う場合は、回答キーを数種類の方法から選択できることに注意
してください。1) 回答キーをデータ内の最初のグリッド行としてスキャンする方
法、2)採点操作を実行する時に回答キーをスキャンする方法、3) 正しい回答を記
入したフォームのイメージをインポートする方法、4) 評価操作を実行する時に回
答キーを含むグリッド行を入力する方法、5) 評価操作を実行する時に回答キーを
含む回答キーファイルを再度開く方法、6) 採点ウィザードユーティリティで事前
にジェネリック回答キーファイルの設定を使用する方法があります。 

 複数のレポートを一度に表示/印刷/エクスポートする場合には、レポートバッチウ
ィザードを利用してください。このウィザードを使用すると、3 つまでのテンプレ
ートフィールドの値に基づいて、自動的にデータをフィルタリングできるので、
通常のフィルタオプションを使用する場合に比べて時間が短縮できます。 
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エラーメッセージの説明 

付録 B 

B.1 エラーメッセージの詳細 
ここでは、Remark Office OMR のエラーメッセージについて説明します。この付録は、

ソフトウェアの使用中に発生する可能性のある問題について、詳しく理解するための

ものです。次の表に、エラーのクラス、カテゴリ、エラー番号、エラーテキストと、

修正が可能な場合にはそのための指示を記載しています。 

 

クラス # カテゴリ エラー # エラーテキスト 

0100 メモリーエ

ラー 
100-106 指定した操作を実行するための十分なメモリ

ーがありません。他のアプリケーションを閉

じてメモリーを解放するか、Windows を再起

動してください。コンピュータが最低限のシ

ステム要件を満たしていることを確認してく

ださい。 

0200 Windows エ

ラー 
200-206 Windows の関数エラー(Remark Office OMR

内部)。Windows 環境が正しく機能していな

い可能性があります。他のソフトウェアアプ

リケーションを閉じて Windows を再起動して

ください。 

1000 ファイルオ

ープンのエ

ラー 

1001-
1012 

Remark Office OMR は指定されたファイルを

開けません。ファイルが存在していないか、

原因不明で開けません。ハードドライブが満

杯、ネットワークドライブにアクセスできな

い、他のアプリケーションがファイルを使用

している、などの理由が考えられます。 

1100 ファイルの

読み取りエ

ラー 

1101-
1103 

指定されたファイルの読み取りエラー。ファ

イルが破損している可能性があります。ハー

ドドライブが満杯、ネットワークドライブに

アクセスできない、他のアプリケーションが

ファイルを使用している、などの理由が考え

られます。 

1200 ファイルの

書き込みエ

ラー 

1201-
1214 

ディスクにファイルを書き込む際にエラーが

発生しました。ハードドライブが満杯、ネッ

トワークドライブにアクセスできない、他の

アプリケーションがファイルを使用してい

る、などの理由が考えられます。 
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クラス # カテゴリ エラー # エラーテキスト 

1300 ファイルア

クセスのエ

ラー 

1301-
1310 

ファイルにアクセスしようとした時にエラー

が発生しました。ファイルが破損している可

能性があります。ハードドライブが満杯、ネ

ットワークドライブにアクセスできない、他

のアプリケーションがファイルを使用してい

る、などの理由が考えられます。 

1400 ファイルク

ローズのエ

ラー 

1401-
1403 

ファイルを閉じようとした時にエラーが発生

しました。ディスクの空き容量を確認してく

ださい。ハードドライブが満杯、ネットワー

クドライブにアクセスできない、他のアプリ

ケーションがファイルを使用している、など

の理由が考えられます。 

1500 ファイル作

成のエラー 
1501-
1502 

ファイルを作成しようとした時にエラーが発

生しました。ディスクの空き容量を確認して

ください。ハードドライブが満杯、ネットワ

ークドライブにアクセスできない、他のアプ

リケーションがファイルを使用している、な

どの理由が考えられます。 

1600 イメージ表

示のエラー 
1600-
1610 

イメージ表示操作を実行するための、十分な

メモリーまたはディスクの空き容量がありま

せん。他のアプリケーションを閉じてメモリ

ーを解放するか、Windows を再起動します。

コンピュータが最低限のシステム要件を満た

していることを確認してください。 

1700 その他のフ

ァイルエラ

ー 

1700-
1703 

名前またはパス名が不正なため、ファイルに

アクセスできません。ファイル名が有効で、

ターゲットディレクトリがシステムからアク

セスできることを確認してください。 

  1704 Remark Office OMR または他のアプリケーシ

ョンによってファイルがすでに開かれてお

り、再度開くことができません。ファイルを

使用しているほかのアプリケーションを閉じ

てください。 

  1705 ディスクが満杯です。ファイルを削除する

か、別の場所に保存してください。 

  1706 システム上で開いているファイルが多すぎま

す。アプリケーションをいくつか閉じてか

ら、操作をやり直してください。 
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クラス # カテゴリ エラー # エラーテキスト 

  1707-
1708 

ファイルを書き込む際に、パーミッションが

拒否されたか、またはディスクの準備ができ

ていません。フォームテンプレートに使用し

ているフィールド名に無効な文字(コンマ、パ

ーセント記号など)が使用されていないかも確

認してください。 

2000 グラフィッ

クファイル

のエラー 

2001-
2005 

選択したグラフィックファイルが、Remark 
Office OMR が認識できるタイプのファイルで

はありません。サポートされているファイル

タイプであることを確認してください。 

  2006-
2015 

グラフィックファイルの処理中にエラーが発

生しました。ファイルが Remark Office OMR
のサポートしているタイプでないか、または

破損しているおそれがあります。 

  2016-
2031 

.TIF グラフィックファイルの処理中にエラー

が発生しました。ファイルが Remark Office 
OMR のサポートしているタイプでないか、

または破損しているおそれがあります。 

3000 フォームテ

ンプレート

のトレーニ

ングエラー 

3000 指定した行数が、指定したラベル数に一致し

ません。マーク(バブル、チェックボックス)
が劣化していないことを確認してください。 

  3001 指定したカラム数が、指定したラベル数に一

致しません。マーク(バブル、チェックボック

ス)が劣化していないことを確認してくださ

い。 

  3004-
3005 

存在する列と行の数が、フィールド内に存在

する数と一致しません。指定されたフィール

ドの方向が間違っている可能性があります。

マーク(バブル、チェックボックス)が劣化し

ていないことを確認してください。 

  3006 ［OMR フィールドのプロパティ］ウィンド

ウで指定した記述に一致するフィールドが見

つかりません。ページが正しくスキャンされ

ていない(曲がっている、上下逆になっている

など)おそれがあります。 

  3008 フィールド内にマークがありません。フィー

ルドを再度選択してください。 
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クラス # カテゴリ エラー # エラーテキスト 

  3009 フィールド定義が間違っています。カラムと

行の数が逆になっているか、またはラベルの

位置選択が正しくありません。マーク(バブ

ル、チェックボックス)が劣化していないこと

も確認してください。 

  3010-
3013 

フィールド定義の境界線がマークに接触して

います。フィールドの上にマウスを重ねる

と、エラーの詳細が表示されます。指示どお

りに境界を調整してください。 

  3018 フィールド内に含まれる行数として、無効な

数値が指定されました。マーク(バブル、チェ

ックボックス)が劣化していないことを確認し

てください。 

  3019 フィールド内に含まれる列数として、無効な

数値が指定されました。マーク(バブル、チェ

ックボックス)が劣化していないことを確認し

てください。 

3100 認識エラー 3100 ページ上にフィールドが見つかりません。原

因としては、ページが曲がっている、ページ

のオフセット、フォームデザイン、イメージ

の劣化などがあります。 

  3101 イメージが劣化しています。マークが見つか

りません。スキャン方法が間違っている可能

性があります。 

  3102 
MULT 

複数回答が許可されていないフィールドに、

複数の回答が入力されています。 

  3103 
BLANK 

回答がありません。 

  3104 ページ上にフィールドが見つかりません。フ

ォームテンプレートより小さいページをスキ

ャンした、または間違ったテンプレートでペ

ージをスキャンした、などの原因が考えられ

ます。 

3200 バーコード

エラー 
3200 バーコードを認識できません。バーコードタ

イプがサポートされていることと、24 ポイン

ト以上で印刷されていることを確認してくだ

さい。Code 39 タイプのバーコードを使用し

ている場合は、バーコードの先頭と末尾に必

要なアスタリスク(*)があることを確認してく

ださい。 



 

 234

クラス # カテゴリ エラー # エラーテキスト 

4000 スキャナエ

ラー 
4000 スキャナの準備ができていません。正しく接

続され、電源が入っていることを確認してく

ださい。 

  4001 スキャナが選択されていません。スキャナ

は、［スキャナのプロパティ］ウィンドウで

選択されるまで使用できません。 

4100 TWAIN エラ

ー 
4100 利用可能な TWAIN ソースがシステム上にあ

りません。ドライバが正しくインストールさ

れていることを確認してください。インスト

ールについての詳細は、スキャナに付属のマ

ニュアルを参照してください。 

  4101 指定したソース (スキャナ )を選択できませ

ん。スキャナが正しく取り付けられているこ

とを確認してください。 

  4102 TWAIN ソースマネージャと通信できません。

TWAIN_32.DLL が Windows ディレクトリに

あることを確認してください。 

  4103 指定した TWAIN ソースを開けません。スキ

ャナとスキャナドライバが正しくインストー

ルされていることを確認してください。 

  4104-
4105 

指定されたソース(スキャナ)に Remark Office 
OMR との互換性がありません。スキャナと

Remark Office OMR の間に互換性がありませ

ん。 

  4106 イメージファイルを Remark Office OMR に転

送する際にエラーが発生しました。コンピュ

ータ上に十分なメモリーとディスク容量があ

ることを確認してください。 

  4107 指定されたソース(スキャナ)に Remark との

互換性がありません。スキャナに、適切な形

式でデータを Remark に供給するための互換

性がありません。 

  4108 TWAIN ソース(スキャナ)が、無効なイメージ

サイズを返しました(高さまたは幅がゼロに設

定)。スキャナの TWAIN インタフェース(［ツ

ール|スキャナのプロパティ|TWAIN インター

フェイスの表示］)でスキャナのイメージサイ

ズ情報をリセットします。 

  4109 Remark Office OMR と TWAIN ソースが同期

していません。Remark Office OMR を閉じ、

スキャナを電源リセットしてやり直してくだ

さい。 
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クラス # カテゴリ エラー # エラーテキスト 

  4110 TWAIN ソースが正しく閉じられませんでし

た。スキャナを電源リセットし、スキャナが

正しく取り付けられていることを確認してく

ださい。 

  4111-
4112 

TWAIN32.DLL ファイルが見つかりません。

TWAIN32.DLL が Windows ディレクトリにあ

ることを確認してください。 

  4113 指定された TWAIN ソース(スキャナ)が有効に

なりません。すべての TWAIN ドライバで、

TWAIN インタフェースの表示/非表示ができ

るわけではありません。［スキャナのプロパ

ティ］ウィンドウで［TWAIN インターフェイ

スの表示］オプションの選択を変更してくだ

さい。 

6000 Output File 
Errors 

6000 テンプレートグリッドにデータがないため、

保存時にエラーが発生しました。空のグリッ

ドは保存できません。 

  6001 指定されたデータが選択されたフォームテン

プレートファイルに対応していないため、デ

ータの保存時にエラーが発生しました。デー

タに不適切な文字(コンマ、ピリオド、セミコ

ロン、カッコなど)が含まれている可能性があ

ります。検索/置換機能を使用して、データベ

ースタイプで無効な文字をすべて除去してく

ださい。 

  6002-
6005 

セルが最大保存サイズを超過しているため、

選択したファイル形式でのデータ保存時にエ

ラーが発生しました。グリッド内のテキスト

を編集するか、他のファイル形式で保存して

ください。ファイル形式の中には、最大セル

サイズ、質問数などを保持するものがありま

す(8.6 項「グリッドデータの保存」を参照)。

  6006 dBase (.DBF)形式で保存するには質問数が多

すぎます。質問数は最大 128 件です。別のフ

ァイル形式でデータを保存してください。 

  6007 dBase (.DBF)形式で保存するにはデータ量が

多すぎます。レコードの最大サイズは 4,000
バイトです。別のファイル形式でデータを保

存してください。 
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クラス # カテゴリ エラー # エラーテキスト 

  6008-
6009 

回答が固定サイズでないため、固定(.SDF)フ
ァイル形式で保存できません。各カラムのデ

ータのバイト数は同じでなければなりませ

ん。たとえば、質問に対して回答可能な値が

1 ～ 10 であれば、ラベルを「 01 、 02 、

03…09、10」に設定して、各回答項目が 2 バ

イトになるようにする必要があります。 

6100 ファイルの

インポート

エラー 

6100-
6104 

指定されたファイルのインポートエラー。変

換中に、互換性のないデータがありました。 

  6105 データファイルに含まれるデータが、フォー

ムテンプレートファイルに対応していませ

ん。データが切り詰められています。データ

ファイルに、現在のテンプレートグリッドよ

りも多いグリッドカラムが含まれています。

正しいフォームテンプレートとデータファイ

ルを選択したことを確認してください。 

  6106-
6108 

SPSS (.SAV)ファイル形式のインポートエラ

ー。SPSS はデータを保存する際にフォーマ

ットし直すことに注意してください。その結

果、保存されたデータが SPSS で圧縮されて

しまい、Remark Office OMR にインポートで

きない場合があります。Remark Office OMR
でデータを開く前に、SPSS の内部で圧縮を

解除する必要があります。 

  6109-
6110 

固定(.SDF)形式のファイルのインポートエラ

ー。 

7000 データベー

スのメモリ

ーエラー 

7000 アプリケーションに、選択されたデータベー

ス操作を行うために十分なメモリーまたはリ

ソースがありません。他のアプリケーション/
ファイル/ウィンドウを閉じてメモリーを解放

するか、Windows を再起動してください。コ

ンピュータが最低限のシステム要件を満たし

ていることを確認してください。 

  7001 一度に開けるファイルの最大数に達しまし

た。ファイルを 1 つ(またはそれ以上)閉じて

から操作をやり直してください。 

  7002 一度に開けるテーブル/データベースの最大数

に達しました。テーブルを 1 つ(またはそれ以

上)閉じてから操作をやり直してください。 



 

 237

クラス # カテゴリ エラー # エラーテキスト 

  7003 データベースが最大サイズに到達しました。

このデータベースにデータを追加するには、

まずデータを削除してサイズを削減する必要

があります。 

    7004 Microsoft Excel のバージョン 3 またはバージ

ョン 4 のファイルに新しいレコードを追加し

ようとしましたが、ファイルが満杯です。こ

れらのファイルでは、レコードの最大数は

16,384 件です。 

  7005 実行しようとした Btrieve 操作に含まれる

Memo または OLE オブジェクトフィールドが

多すぎます。Memo および OLE オブジェクト

フィールドの数を削減してから、もう一度操

作をやり直してください。 

  7006 255 個を超える数のフィールドを含む操作を

実行しようとしました。フィールドの数を削

減してから、もう一度操作をやり直してくだ

さい。 

7100 データベー

スの構文エ

ラー 

7100 構文エラーが発生しました。データをチェッ

クして、正しく入力されていることを確認し

てください。式の一部として間違った値のタ

イプを指定した場合にも、このエラーが発生

することがあります。たとえば、数値フィー

ルドに文字データを入力した場合などです。 

  7101 指定されたテーブル、フィールド、インデッ

クスが見つかりません。名前をチェックし

て、正しく入力されていることを確認してか

ら、操作をやり直してください。 

  7102 指定されたファイル、テーブル、フィールド

名が標準的な命名規約に従っていません。別

の名前を入力してから操作をやり直してくだ

さい。有効な名前と命名の制限については、

データベースのマニュアルを参照してくださ

い。 

7200 データベー

スの読み取

りエラー 

7200 他のユーザまたはアプリケーションが現在使

用中のデータベースにアクセスしようとしま

した。他のユーザまたはアプリケーションが

データベースの使用を終えるまで待ってか

ら、操作をやり直してください。 

  7201 データベースのアップデート中にエラーが発

生しました。データベース、ファイル、テー

ブル、フィールドが読み取り専用に定義され

ています。 



 

 238

クラス # カテゴリ エラー # エラーテキスト 

  7202 指定したパスまたはファイル名にアクセスす

る際に、エラーが発生しました。パスまたは

ファイル名が有効ではありません。名前をチ

ェックして、正しく入力されていることを確

認してから、操作をやり直してください。 

  7203 指定したデータベース、テーブル、オブジェ

クトのいずれかにアクセスする際に、パーミ

ッションエラーが発生しました。必要なパー

ミッションがありません。アクセス権につい

てデータベース管理者に問い合わせてくださ

い。 

  7204 ファイル、ディスク、ネットワークのいずれ

かでアクセスエラーが発生しました。エラー

状況に対処してから操作をやり直してくださ

い。 

  7205 データベース、テーブル、オブジェクトのい

ずれかを作成しようとした時に、それがすで

に存在しているためエラーが発生しました。

このエラーは、ODBC データベースに、同じ

名前のテーブルが複数含まれている場合にも

発生します。 

  7206 データベースファイルを開こうとした時、ま

たはアクセスしようとした時にエラーが発生

しました。パスが無効であるか破損していま

す。 

  7207 必要なデータベースファイルまたはテーブル

にアクセスしようとした時にエラーが発生し

ました。エラー状況に対処してから操作をや

り直してください。 

  7208 空のテキストファイルをインポートまたは添

付しようとしました。テキストファイルをイ

ンポートまたは添付する場合、そのファイル

にはデータが含まれていなければなりませ

ん。 

  7209 実行しようとした操作が、関係データベース

の参照整合性ルールに違反しています。 

  7210 使用しているインストール可能な ISAM が、

外部テーブルのレコードに対するアップデー

ト/削除を許可していません。ただし、新規レ

コードを追加することはできます。 
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クラス # カテゴリ エラー # エラーテキスト 

  7211 ODBC を使用して外部の Microsoft Access ま

たは ISAM データベーステーブルにアクセス

することはできません。Remark Office OMR
の、データベースの直接サポートを代わりに

使用してください。 

7300 ODBC エラ

ー 
7300 ODBC を使用する際に、SQL データベース内

のデータに対して操作を実行しようとしまし

た。このエラーは、SQL データベースがネッ

トワークドライブ上にあり、ネットワークが

接続されていないか、または指定されたパス

が有効でない場合に発生することがありま

す。 

  7301 ODBC テーブルのアップデート中にエラーが

発生しました。原因としては、データベース

が読み取り専用である、データベースがネッ

トワークドライブ上にあり、かつネットワー

クが接続されていない、アップデートにより

ルールに違反する、などが考えられます。 

  7302 ODBC リモートクエリがタイムアウトしまし

た。ODBC サーバが正しくインストールされ

ていないか、または必要なネットワーク接続

がアクティブではありません。ネットワーク

接続を確認するか、またはシステム管理者に

問い合わせてから、操作をやり直してくださ

い。 

  7303 リンクを作成してから、ODBC テーブル定義

が変更されました。現在の操作を終了してか

らやり直してください。 

  7304 ODBC データベースのレコードをロックしよ

うとした時にエラーが発生しました。データ

ベース内のレコードをすべてロックすること

はできません。 

7400 データベー

スのインデ

ックスエラ

ー 

7400 データベースのインデックスを作成しようと

した時に、インデックスがすでに存在してい

るためエラーが発生しました。 

  7401 インデックスを作成しようとした時に、イン

デックス定義が無効であるためエラーが発生

しました。 
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クラス # カテゴリ エラー # エラーテキスト 

  7402 レコードをテーブルに追加する時、またはテ

ーブルをアップデートする時、現在のレコー

ドで、プライマリキーとして定義されたフィ

ールドに無効な値があるためにエラーが発生

しました。 

  7403 テーブルを変更しようとした時に、基本テー

ブルのプライマリキーであるフィールドに重

複した値があるか、またはインデックスが複

製を許可していないため、エラーが発生しま

した。変更は行われていません。 

  7404 実行しようとした操作には、(プライマリ)デ
ータベースインデックスが必要です。インデ

ックスが見つかりません。操作を実行できま

せんでした。このデータベースのプライマリ

インデックスを作成してから、操作をやり直

してください。 

  7405 インデックスの作成中にエラーが発生しまし

た。原因として、キーフィールドの命名が不

適切である、このインデックスに基づくレコ

ードが重複している、すでに定義されたイン

デックスが多すぎるなどが考えられます。 

  7406 インデックスの削除中にエラーが発生しまし

た。現在のインデックスは削除できません。 

7500 データベー

スのレジス

トリエラー 

7500 データベースエンジンを初期化する際に、無

効な初期化またはレジストリ設定のため、ま

たはエンジンがコンフリクトしたためにエラ

ーが発生しました。 

  7501 現在のレコードが見つかりません。別のレコ

ードに移動するか、別のレコードを選択して

から操作をやり直してください。 

  7502 Paradox のテーブルを使おうとしましたが、

テーブルに関連付けられたロックファイル

(.LCK)が古くなっています。.LCK ファイルを

削除してから、もう一度操作をやり直してく

ださい。 

  7503 添付された Btrieve テーブルのデータにアク

セスしようとした時に、予期しないエラーが

発生しました。操作をやり直すか、またはシ

ステム管理者かネットワーク管理者に問い合

わせてください。 
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クラス # カテゴリ エラー # エラーテキスト 

  7504 Btrieve エンジンを必要とする操作を実行しよ

うとしました。Btrieve ファイルにアクセスす

る に は 、 ス タ ン ド ア ロ ン の Btrieve for 
Windows エンジンのコピーをまず購入してイ

ンストールする必要があります。このファイ

ルは、かならず Windows の System ディレク

トリに置いてください。 

  7505 データベースのサポート対象外のバージョン

では、この操作を実行できません。使用する

ファイルをサポートされているバージョン/デ
ータタイプに変換してから、操作をやり直し

てください。 

  7506 操作が正常に完了する前に停止しました。デ

ータの変更が一部保存されていない可能性が

あります。 

  7507 外部データベースドライバがエラーを返しま

した。このエラーは、このタイプの外部デー

タベースでサポートされていない操作を実行

した場合に発生します。 

  7508 使用しようとしているデータベースに明記さ

れていないエラーがあるため、破損している

というマークが付けられています。このエラ

ーコードに関しては、データベースのマニュ

アルを確認してください。 

7600 データベー

スレコード

のエラー 

7600 使用しようとしているデータベースに明記さ

れていないエラーがあるため、破損している

というマークが付けられています。このエラ

ーコードに関しては、データベースのマニュ

アルを確認してください。 

  7601 サポートされているより長いレコードのある

テーブルを定義しました。フィールドを短く

するか、または不要なフィールドを削除し

て、テーブルを再定義してください。 

  7602 データタイプがコンフリクトしているか、ま
たは無効なデータタイプであるため、フィー
ルドエラーが発生しました。 

  7603 フィールド値の保存でエラーが発生しまし

た。指定された値が無効です。 

  7604 指定されたテーブルに指定されたフィールド

が含まれていません。フォームテンプレート

でフィールド名のスペリングをチェックし、

無効な文字(コンマ、カッコなど)が含まれて

いないことを確認してください。 
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クラス # カテゴリ エラー # エラーテキスト 

  7605 インポートフィールド名がいずれも、関連付

けられたテーブル内のフィールドに一致して

いません。インポートテーブルの少なくとも

1 つのフィールド名と、追加されたテーブル

の少なくとも 1 つのフィールド名が一致して

いなければなりません。 

  7606 テーブルの作成またはフィールドの追加で、

複数のフィールドが同じ名前で定義されてい

たため、エラーが発生しました。テーブル内

のフィールド名は、それぞれ一意に定まる必

要があります。フォームテンプレートで指定

したフィールド名を確認してください。 

  7607 自分で削除したか、マルチユーザ環境で別の

ユーザが削除したレコードを参照しました。

別のレコードに移動してから操作をやり直し

てください。 

  7608 スプレッドシートの無効な範囲のセルをイン

ポートしようとしました。 

  7609 データの先頭行に無効なフィールド(フィール

ド)名が含まれています。たとえば、引用符に

囲まれた文字列と囲まれていない文字列が同

じフィールド名にあります。インポートテー

ブルをチェックして、正しく一致する引用符

が使用されていることを確認してから、操作

をやり直してください。 

  7610 テーブルまたはインデックス定義を作成する

際に、そこにテーブルが含まれていないため

にエラーが発生しました。 

  7611 テーブルまたはフィールドの定義を変更しよ

うとした時に、オブジェクトがすでに対応す

るオブジェクトに追加されているために、エ

ラーが発生しました。 

  7612 フィールドを削除しようとした時にエラーが

発生しました。インデックス内に含まれてい

るフィールドは削除できません。インデック

スの一部であるフィールドを削除するには、

まずインデックスを削除する必要がありま

す。 

  7613 テキストファイルで指定されるフィールドの

区切り記号が、小数点区切りまたはテキスト

の区切り記号と一致しています。Text ISAM
が使用する 2 つ以上の区切り文字設定が同一

です。 



 

 243

クラス # カテゴリ エラー # エラーテキスト 

9000 その他のプ

ログラムエ

ラー 

9000 その他のエラーは、内部的な問題または文書

化されていないエラータイプを表します。こ

れらのエラーで再現可能なものがあれば、

Gravic 技術サポートまでご連絡ください。エ

ラーのスクリーンショットと、そのエラーが

再現する手順をお送りください。 

9100 DLL エラー 9100 他のアプリケーションが DLL ファイルを使用

していたため、開けませんでした。他のアプ

リケーションを閉じて Windows を再起動して

ください。 

  9101 DLL がシステム上で見つからないため、ロー

ドできませんでした。必要な DLL ファイルが

すべてディレクトリ内にあることを確認して

ください。ソフトウェアをアンインストール

してから、再度インストールしてください。 

9200 クリップボ

ードのエラ

ー 

9200 このエラーは、クリップボードとの間でデー

タのコピーまたは貼り付けを行おうとした時

に問題が起きたことを示します。このエラー

は、リクエストされたデータが多すぎる場

合、または無効なオブジェクトがクリップボ

ードにコピーされた場合に発生します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


